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　　　序幕　世界の頂いただき







　遥はるかな高みからドル・ドーザを見下ろして、彼女は言った。

「まずは見事、と褒ほめておこう」

　白く、冷たい大理石の床に跪ひざまずきながら、ドル・ドーザはうつむかせた渋じゆう面めんを深くする。まるでそれが見えているかのように、彼女は軽やかな笑い声を立てた。

「歴代の『竜戮騎士テイフオニロス』の中にあっても、真に竜を殺した勇者はそうはおらぬ。ラストウィングを容易たやすく狩かり取るとは、さすがはドル・ドーザよ、余が見込んだだけのことはあるな」

　しどけなく、玉座の上で身を崩くずしながら、彼女はその小さな唇くちびるを開けた。

　すかさず、傍かたわらに佇たたずむ侍じ女じよが、親指の先ほどの小さな果実をその唇に差し入れた。彼女は嫣えん然ぜんと眼を細めると──その侍女の指ごと、唇に果実をくわえ込む。

　黒いエプロンドレスを纏まとった上級メイドは、顔を赤らめて身体を震ふるわせた。

　彼女は眼だけで笑い、ゆったりと果実の味を愉たのしむ。同時に、メイドの白しら魚うおのような指と、羞はじらいと快感に頰ほおを染めるその表情を愉たのしんでいる。

　しばらくのあいだ、『獅子の皇宮リオンダリ・キポス』に淫みだらな水音が響ひびき──

　その音に耐たえきれなくなったドル・ドーザが、意を決して顔を上げた。

「畏おそれながら、かの竜を討うち果はたすことができたのは、我が力のみによるものではありません。精せい霊れい獣じゆうエリスロスや、配下の者の働きがあってこその成果でございます」

「くふっ」

　彼女は笑い、メイドの指から口を離はなした。

「謙けん遜そんは美び徳とくではないぞ。少なくとも余はそうは捉とらえぬ。──が、まあいい。そなたは堅かた物ぶつであるゆえな」

「…………」

「それに、問題なのはそこではない。そなたもわかっているのであろう？」

　その通りだった。彼女の言いたいことは、ドル・ドーザにはよくわかっている。

　すなわち、

「ラストウィングを斃たおしたことは賞しよう賛さんに値あたいする。だが、それでもそなたは失敗したのだよ」

　頰ほお杖づえを突き、肘ひじ掛かけに足を投げ出して、彼女はつまらなそうに言う。

「余が命じたのは、ラストウィング討とう伐ばつだけではない。あの忌いまわしき竜を討ち果たし、奴やつが奪うばっていった『写魂の瞳シミユレイクラム』を取り戻せ、と命じたのだ」

　錆さび竜りゆうラストウィングは、その巨体を維い持じするために大量の『魔源マナ』を必要とし、『魔法の道具マジツクアイテム』を貪むさぼり食らうために各地を飛び回っていたのだ。『写魂の瞳』は、あの竜に奪われた数多くの『魔法の道具』のひとつだった。

　目の前にいる彼女には、それがどうしても必要であり、またドル・ドーザには、彼女に返さなければならない借りがあった。

　だからこそ、ドル・ドーザはラストウィングを斃したのだ。

　しかし、朽くち果てた竜の体内から、『写魂の瞳』を見つけ出すことはできなかった。奪われたのは五年前という話だから、すでに消化されてしまったのだろう。

　ドル・ドーザに与えられた任にん務むは、最初から達成不可能なものだったのだ。

「申し訳もございませぬ」

　しかし、ドル・ドーザはそんな弁べん解かいをしようとはしなかった。ドル・ドーザは騎き士しである。主命を果たせなかった騎士に、口にすべき言葉があろうはずがない。

　その姿を見て、彼女はまた笑い、

「相変わらず潔いさぎよいな。好ましいぞ、ドル・ドーザ」

　しかし、その金色の瞳ひとみには、危険な光が宿っていた。

「とはいえ、賞しよう罰ばつに好悪を挟はさんでは主としては成り立たぬ。余としても辛つらいところだが、そなたには罰ばつを受けてもらわなければ、他の者への示しがつかんな？」

　そう言って、彼女は三日月のような笑みを浮かべ、

「イリステラは今、いくつになる？」

　ドル・ドーザは、そっと奥歯を嚙かみしめた。

　ついに来たか、と思った。

「…………御おん年とし、十六歳になられます」

「ほう。そうか。もうそんな歳か。あのイリステラが、なあ」

　彼女は感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。それから、果実の種を口から取り出して、傍かたわらに佇たたずんでいる黒メイドをちらりと見上げる。

「────」

　メイドは顔を紅あかくし、しばらく逡しゆん巡じゆんしていたが──やがて、小さく唇くちびるを開けた。

　その中に、彼女は種と指先を差し入れた。

「余は王女と呼ばれるものたちを多く知っているが、イリステラは別格だ」

　指先で、黒メイドの舌を弄もてあそびながら、彼女は陶とう然ぜんとつぶやく。

「明るく、優やさしく、美しく、なによりも王たる存在の意味を知っている。誰だれかに教えられたわけではないのだろうな。恐おそらくはクィンストラウスの血が知っているのだ。あのものは純じゆん然ぜんたる王の血筋だよ。おまえが仕つかえるだけの価値はある」

「……は」

「ところでメイエム、余の後宮ハーレムに空あきはあったか？」

　黒メイド──メイエムは、それに答えようとした。が、彼女はメイエムの口から手を離はなそうとはしない。それでも、主の質問には答えなくてはいけない。メイエムは眼を伏せ、

「は、はひ」

「第何位に空きがあったか、申せ」

「……は、ふ、はほ、はいひひいほ、はいひひいは、はひはふ──」

「くふふふっ！　なにを言っているかわからんぞ！　ああ、そんなに涎よだれを垂たらしてしまって、だらしのない。そなたも一国の王女であろう。もう少ししゃんとするがよい」

「も、もうひわへ──あふっ！」

　口の中を弄ばれ、涎を垂らしながら、メイエムは羞しゆう恥ちに身体を震ふるわせる。彼女はさも楽しげに笑い、それから、ドル・ドーザに向き直った。

「そういうわけだ。第一位と第七位に空きがある」

「殿下。それは──」

　言いかけて、ドル・ドーザは言葉を吞のんだ。彼女が言わんとしているところを理解して、苦く渋じゆうの表情を浮かべる。

　つまり、彼女はこう言っているのだ。

　王女イリステラ・クィンストラウスを、自らの後宮に差し出せ、と。

　ありえないことだった。ただの町娘ならいざ知らず、イリステラはクィンストラウス王国の正当な王位継けい承しよう者しやなのだ。ゆくゆくは女王になることが決まっている少女を、あろうことか後宮の一員にするなど、許されることではない。

　そう。許されることではない。本来であれば。

　しかし、彼女は、それが許されるのだ。

　彼女は、王国の上に位置する存在であるから。

　苦悩するドル・ドーザを見て、彼女は嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。

「イリステラに使者を出しておくがよい、ドル・ドーザよ。近く、このディアマンドラが、直じき々じきに視し察さつに参まいるとな。その折に、あのときの借りを返してもらう、とも」

　ディアマンドラ・ドル・ベテルギアス皇女殿下。

　それが、この世界を統すべる一族に連なる、彼女の名前だった。

　絶句するドル・ドーザに、ディアマンドラはちらりと舌を出し、

「もちろん、そなたは余に同行してもらう。皇族の行幸を護ご衛えいできるのだ。竜を戮りくせし勇者には、相応ふさわしい栄えい誉よであろ？」

「……御ぎよ意いにございます。殿下」

　心中の苦いものを飲み下し、ドル・ドーザは深々と頭こうべを垂たれた。

　竜を斃たおした勇者といえども、世界を相手に逆らうことなど、できるはずもなかった。













　　　第一幕　獅し子しが来た日







　その大たい衆しゆう酒さか場ばの名前は『鐘かね鳴なりの丘』亭といって、名前のとおり王都クィンストラウス内の小高い丘に建てられている。

　名前の由来は近くに『大鐘楼トール・ベル』があるためだ。昼時ともなると、大鐘楼広場に面した商店や工房から、多くの労働者がこの店にやってくる。大鐘楼広場は王都でも指折りの一等地、労働者といえども中流階級の人々が多く、決してガラの悪い酒場ではない。

　その証しよう拠こに、昼間っから酒を浴びるように飲んでいる人間も──アッシュ・ウィリアックの目の前にしかいなかった。

　ぐっ、ぐっ、ぐっ、ぐっ──と、半分ほど残っていた麦酒エールをすべて喉のどの奥に流し込んで、サージッド＝《エルド》＝ティリエルは、ジョッキをテーブルに叩たたきつけた。

「ったく。もう、なんなのよ」

　ティリエルはぶちぶちとつぶやく。顔は少し赤くなっているが、酔よっているというわけではなさそうだ。人も殴なぐり殺せそうな大ジョッキを、もう三杯ほども空あけているのに。

「他の奴やつならともかく、このあたしまで遠ざけなくちゃならないなんて！　非番なんてあたしには必要ないのにさ。ね、アンタもそう思うでしょ、アッシュ？」

　同意を強制されて、アッシュはあいまいな笑みを浮かべた。

　王女イリステラ・クィンストラウスの元に、客人が訪れたのは、正午になる少し前のことだった。

　普段ならば、どのような客人であれ、イリステラは人を遠ざけることなどしない。彼女にもっとも近しいアッシュやティリエルならば、なおさらのことだ。

　それなのに──今回ばかりは、イリステラは人払いをしたのだ。

　お詫わびのつもりなのか、それとも客人との会談が長引くからなのか。イリステラはアッシュとティリエルに「今日一日はゆっくり休んでください」という言葉を残し、『王の庭ロイヤルヤード』の奥に引っ込んでしまった。

　それが、ティリエルのやけ酒の原因なのだった。

「まあ、でも、ほら。大事なお客さまみたいだったから──」

「だからこそ、でしょ！　だからこそ、あたしたちがお側そばについていなくちゃいけないんでしょう!?　ああもう、アンタまったくなんにもわかってないのね！」

　怒鳴り声をアッシュに叩きつけて、ティリエルは暴力的に手を上げた。怯おびえた表情を浮かべる店員を捕つかまえて、次々と酒と料理を注文していく。

　さすがに呆あきれて、アッシュはぽつりと言ってしまった。

「……まだ飲むの？」

「なによ。飲まなきゃやってらんないでしょ」

「別に姫さまだって、ぼくたちを疎うとましく思ったわけじゃないだろう。それなのに、そんなに落ち込まなくても」

『姫さま』という言葉を口にするとき、アッシュは声を低くした。別に憚はばかるようなことではないのだが──いや、やはり『クィンストラウスの至宝』の側そば居い役やくが、昼間から酒をかっ食らっていたというような風評は憚るべきなのかもしれない。

　そんなアッシュの思いやりを、

「べっ、別に落ち込んでないわよ！　あたしは姫さまのことを、信頼してるんだから！」

　ティリエルは、いっそ清すが々すがしいほどに無にしてくれた。

　ただでさえ注目を集めていたティリエルに、店中の視線が突き刺さる。しかし、もちろんティリエルは怯ひるまなかった。静かになった店内を、紅あかい瞳ひとみでぐるりと見回し、

「…………なによ？」

　唸うなるような声を口にしただけで、店内の温度が確実に下がり、誰だれもが血まみれの殺さつ人じん鬼きを目にしたときのように顔を伏せた。

　どうかこの話がお城まで届きませんように──と祈っているところに、山盛りの料理と酒を両手にした店員がやってきた。

「だから、つまり、あたしが言いたいのは、確かにあの人は大事なお客さまだったんだろうけど、だからってあたしたちを遠ざけるのは納得が行かないってことよ」

　新たな麦酒エールの大ジョッキを持ち上げて、ティリエルはそんなことを言う。アッシュも葡萄酒ワインのマグを取り（ティリエルが勝手に注文したものだ）、唇くちびるに運ぶ。

　と、テーブルの上に腰こしを下ろしていた三人目が、不意に声をあげた。

「それにしても、誰だれからの使者だったのでしょうね、あの人？　イリステラさまはご存じだったみたいですけれど」

　その少女──キキモラ・マインドハッカーは、愛あい用ようのスツール（持ち運び可の小さなものだ）に腰かけながら、しきりに首をひねっていた。コウモリの羽を生やした人形のような小さな妖よう精せいも、アッシュたちのテーブルが奇き異いの視線を集める原因のひとつになっている。

　実のところ、彼女は妖精に見えるというだけで、その正体は人類の天てん敵てきたる『魔族エマ＝デモナス』なのだが、それを知るのはアッシュとティリエルとイリステラだけだ。

　かつて『聖夏祭サンフエスタ』を妨ぼう害がいしようとした彼女が、こんなに小さな姿になってアッシュたちの側そばにいるということには、さまざまな経けい緯いがあるのだが、それはさておくとして、彼女は久しぶりの自由の身を満まん喫きつしているようだった。専用のコップで、おいしそうにミルクを飲んでいる。

　キキモラの言葉に、アッシュは腕うでを組み、考える。

「バーグマン騎き士し長ちようはご存じだったようだし、ドル・ドーザ団長からの使者かもね」

　ティリエルはジョッキから口を離はなし、ちょっと複ふく雑ざつな顔をした。

「……ふん。だからって、あたしたちを遠ざけていいことにはならないわよ」

　ちびちびと飲みながら、幾いく分ぶん小さくなった声で、ティリエルは言う。

　キキモラがそんな彼女を見上げ、小さく笑った。

「それならお城にいればよかったじゃないですか。非番っていっても、お城から出て行けと言われたわけじゃないんですから」

「ヤよ。良い機き会かいだから姫さまには学んでいただくわ。あたしたちがいない心細さを、この機会に、たっぷりと」

　アッシュは無言でマグに口をつけた。要するにティリエルは、自分から離れておきながら、「姫さまがあたしたちを遠ざけた」などと愚ぐ痴ちっているのだ。

　ティリエルがイリステラのことを大好きなことは知っている。恐おそらくはその裏うら返がえしのような感情なのだろうが、それに付き合わされる自分のほうこそ良いツラの皮だった。というか、真ま面じ目めに話を聞いたのが馬ば鹿からしくなる。

　アッシュはたまの非番を楽しむことにした。マグの中の葡萄酒を覗のぞき込み、ぽつりと、

「結構おいしいね、ここのお酒」

　そんなことを言ったアッシュに、ティリエルとキキモラは意外そうな顔をする。

「アンタ、飲めるのね。知らなかったわ」

「じゃあなんで注文したんだよ……」

「困らせようと思って」

　アッシュの呆あきれ顔が深くなり、キキモラは楽しげな笑い声を漏もらした。

「でも、お酒を飲めるっていうのなら、ティリエルさんのほうが凄すごいと思いますけど」

「これくらい普通でしょ？　ジョッキ五杯くらいなら、十年前から空あけてたわ」

　アッシュは化け物を見るような顔でティリエルのことをまじまじと眺ながめた。十年前ということは、六歳か七歳くらいだろうか。この国には飲酒に年齢制限を定める法律は特にないが、だからといって冒険しすぎだろうと思う。

　ティリエルは鼻を鳴らして、炒いり豆まめをひとつ摘つまんだ。

「ノルドガルドじゃ酒に弱い奴やつは人間扱いされなかったからね。族長の娘なんて、いやでも上じよう戸ごになるわよ。葡萄酒ワインなんてジュース扱いだったし」

　と言いつつ、ティリエルは葡萄酒のマグを取り、

「ちょっとちょっとちょっと!?」

　キキモラが飲んでいた、ミルク入りのコップにとぽとぽと注いだ。

「な、なにするんですかティリエルさん!?　まだ飲んでる途中だったのに──」

「え、なにが？」

「なにがじゃありませんよ！　わたしお酒飲めないって言ったじゃないですか！」

「お酒じゃないわよーあたしこそ言ったじゃない、葡萄酒なんてジュースだから。まあまあ飲んでみなさいって、グレープとミルクのミックスジュースだと思ってさ」

「……それはそれで、おいしくなさそうなんですけど……」

　苦い顔をしながら、それでもキキモラは素直にコップに口をつけた。口を離はなし、妙な顔をして、もう一度コップを傾かたむける。

　無言のまま、結局キキモラはコップ一杯のミルク葡萄酒を飲み干し、そして無言のまま、新しいミルクをコップに注いだ。ティリエルがにやにやしながら葡萄酒をそこにつぎ足しても、されるがままになっている。どうやら気に入ったらしい。

　やれやれ、とアッシュが肩をすくめていると──

　ふと、聞き慣なれた声が耳を打った。

「お、よかった、空すいてるな。この時間はいつも混んでるから、なかなか座れないんだぜ」

「そうなのですか」

「そうなのですよ。──しかし、せっかくの礼がここで良かったのか？　まあおれは気に入ってるんだけどさ、あんたならもっと高級な店を知ってるだろうに」

「……いえ、わたしは」

「うん？」

「トレインさんがよく行くお店を、見てみたかったものですから」

　その声に、アッシュとティリエルは揃そろって声の主を見た。

「あれ、トレイン？」

「ユーピッド。こんなとこでなにしてるのよ」

「おう、二人とも。奇き遇ぐうだな」

　トレイン・コルトロは気さくに笑って、軽く手を上げた。

『外衛騎士団アウターガーズ』所属のトレインは、騎き士し見習い時代からのアッシュの親友だ。卓たく越えつした剣技の使い手である彼は、また屈くつ託たくのない性格の持ち主である。

　そして、彼の隣となりで立ち尽くしている少女は、無口で無表情な上級メイド、ユーピッドだった。有能なメイドである彼女は、ティリエルの腹心の部下であり、人形のように感情を表に出さないことで知られている。

　だが、今の彼女は普段とは少しだけ違っていた。いつもは微び動どうだにしない無表情の内側で、なにかが震ふるえているような、そんな顔つきをしている。

　そんなユーピッドを、ティリエルはじっと見つめ、ぽつりと、

「…………アンタら、いつの間にそんな関係になったの？」

　ぎくり、とユーピッドの肩が震える。しかしトレインのほうは眼をぱちくりさせ、

「そんな関係ってなんだ？」

「二人で一緒に食事をするような関係ってことよ」

「これくらい普通だろ。アッシュとだってよく一緒に食事するぜ。なあ？」

「まあ、そうだけど──ぼくとユーピッドさんじゃ、意味が全然違ってくるんじゃないか」

　普通は、男と女で一緒に食事をすることを『デート』と呼ぶ。

　しかしトレインにはまるでそんなつもりはないらしい。曰いわく──

「いやな、アッシュが『竜戮騎士テイフオニロス』見習いになってから、おれも『上層部アツパーヤード』になにかと顔を出すようになっただろ？　そのときいつも案内してくれるのがユーピッドなんだよ。それが縁えんで仲良くなってな」

「ほうほう」

「仲良く、ね」

「……トレインさん、あの」

「で、いつも世話になってる礼として、食事でも奢おごろうってことになったんだ。最初は城内の食堂にしようかとも思ったんだが、礼としてはあまりにも安っぽすぎるからな。非番の日によく利用する『鐘かね鳴なりの丘』亭を選んだんだが」

「なるほど、ねえ」

　ティリエルは得心が行ったように深く頷うなずき、それから、ユーピッドのことをまじまじと観かん察さつした。いつの間にか彼女の肩に上ったキキモラも、ぼーっとした顔でユーピッドのことを見ている。

　ティリエルの顔に、意地悪な笑みがじんわりと浮かんだ。

「アンタとは長い付き合いだけど──そんな服、持ってたのね。知らなかったわ」

　確かに、今日のユーピッドは普段のメイド服ではなかった。空色の髪かみには平たいトーク帽を乗せ、小さな身体を純白の細袖服コタルデイで着飾っている。肩から羽は織おっているのは装そう飾しよく用ようのケープで、桃もも色いろの下地に白い鳥の刺し繡しゆうがされているのがなんとも愛あいらしい。

　男のアッシュから見ても、かなり気合いが入っている服装だ。

　アッシュたちに注目されて、ユーピッドはわずかに紫むらさき色いろの眼を泳がせた。

「いえ。これは。その」

「つーか、それはそっちだって同じだろ？　城の外に制服で来る奴やつはいないさ」

　ティリエルは軽けい蔑べつの眼まな差ざしをトレインに向けてから、同情するような口調で、

「ユーピッド。今じゃなくていいんだけど、なにか相談があったら聞くわよ」

「……ありがとうございます、メイド長」

「ん、なんだ？　なにか悩み事があるのか。だったらおれも知恵を貸すぞ」

「アンタは黙だまってなさい」

　ティリエルがにべもなく斬きり捨てると、キキモラと、そしてなんとユーピッドまでもが小さく頷うなずいて同意を示した。

　トレインは面食らったように黙だまり込み、アッシュは小さく笑って席を立つ。

「──あ、あれ。もう行っちゃうのか、アッシュ？」

「まあ、ぼくたちは時間を潰つぶしてただけだからね。邪じや魔まするわけにもいかないし」

「邪魔って、そんなことあるわけないだろ。どうせなんだから、もう少し一緒に──」

「いいから・アンタは・口を・開くな」

　ドスの効いた声がティリエルの唇くちびるから漏もれると、トレインはびくっと身をすくませた。『外衛騎士団アウターガーズ』の一員でさえ怯おびえさせるほどの迫力が、ティリエルの声に籠こもっていた。

『鐘かね鳴なりの丘』亭の出口で料金を支払い、外に出た。

　季節は秋口に差しかかる頃ころで、外には涼すずしい風が吹いている。これが身を震ふるわせるような寒風になるのは、まだしばらく先のことだ。

　かすかに赤くなった顔で、ティリエルはそろそろ傾かたむきかけている太陽を見上げた。

　ふう、と息を吐き、

「──なんか、考えたら、こんな昼間から飲むのは久しぶりかもね」

「ぼくは初めてだけどね」

「あは。どうする、アッシュ。もう少し飲んでいく？」

「そうしましょーよー」

　不ふ穏おんな感じのする間ま延のび声に振り返ると、キキモラが見るからに千ち鳥どり足あしで──いや、千鳥翼つばさでふらふらと飛び回っていた。

「あははー、なんだかー、ぽかぽかしてー、いいかんじですー」

　危なっかしい旋せん回かい飛行をしていたキキモラを、ティリエルは慌あわてて捕つかまえ、胸元のポシェットに押し込んだ。鳥かごの代わりに考案された、移動中のキキモラの『住すみ処か』である。

　とろんとした金色の眼でティリエルを見上げて、キキモラは「えへへ」と笑う。

「おさけってー、にがてでしたけどー、ああやるとー、おいしいですねー」

　ティリエルは罪を悔くいるような表情でかぶりを振り、

「ダメね、これは。ハシゴとか論外だわ」

「それじゃ、城に戻ろうか？」

　すかさず提案すると、ティリエルはむっと唇くちびるをとがらせて、

「だからヤだって。そんなにすぐ戻ったんじゃ、姫さまにわかっていただくどころか、ますますほっこり顔をされちゃうでしょ」

　家出をする子供のような言い草だが、『姫さまのほっこり顔』はなるべくアッシュも見たくない──いや、それはそれで愛あいらしく、まったく関係のない立場であればぜひともお目にしたいところなのだが、あの王女を調子づかせるとロクな結果にならないことは、半年以上の付き合いで骨身に染しみてわかっていた。

「そっか、それなら──」

　どこか時間を潰つぶせる場所がないか、顎あごに手を当てて考えていると──

　不意に、誰だれかがアッシュのことを突き飛ばした。

「わっ!?」

「っと！」

　ぐらりと倒れかかったアッシュの身体を、危ういところでティリエルが受け止める。混乱した頭で後ろを振り返ると、走り去っていく数人の男たちが見えた。

「ちょっと、なにしてんのよ！　危ないでしょ！」

　ティリエルの怒声がその背中を追いかけるが、男たちは脇わき目めもふらず街路を走り抜け、やがて角を曲がって消えてしまった。

　彼らに対する怪け訝げんは、やがてもっと大きな不ふ審しんに形を変えた。

　男たちだけでなく──なんだか、先ほどから、何人もの市民が、足早に街路を歩いている。興こう奮ふんしたように顔を見合わせ、喋しやべりながら大鐘楼広場へと急いでいるようだ。

　会話の断片から、『軍』とか『兵隊』とかいう単語が漏もれ聞こえてくる。なにやら不ふ穏おんな言葉だ。

　ティリエルも形の良い眉まゆを寄せ、なにか思し案あんをしている。アッシュは大鐘楼広場のほうを指差して、

「ぼくたちも行ってみようか」

「……そうね。野次馬は嫌きらいだけど、見るだけは見てみましょうか」

　そう言って頷うなずくと、アッシュとティリエルは、揃そろって大鐘楼広場に駆かけ出していった。
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　銀の軍ぐん勢ぜいは、傾かたむきかけた陽光を受けて、朱色に煌きらめいていた。

　その行進には寸分の乱れもなく、鎧よろいの内側からは咳しわぶきひとつ漏もれることはない。千を超こえる軍勢のはずなのに、足音はひとつになって聞こえるほどだ。兵士のひとりひとりに至るまで純銀の全覆兜フルフエイスを身につけ、徹てつ底ていした規き律りつの元に動くそのさまは、軍というよりも一匹の生物──いや、ひとつの巨大な機き械かいを想そう像ぞうさせた。

　見み慣なれない銀色の軍隊が、見慣れた大鐘楼広場を闊かつ歩ぽしている。

　それは、クィンストラウスの市民に不安を与えるには、十分な光景だった。

　群ぐん衆しゆうに紛まぎれ、遠くからそれを眺ながめていたアッシュは、ふと、隣となりにいるティリエルの様子がおかしいことに気づいた。

「ティリエル？」

　わずかな酒気を帯びていたはずの表情が、銀の軍勢を見た途と端たんに青ざめ、その肩が小さく震ふるえはじめている。アッシュの気き遣づかわしげな声にも、ティリエルは表情を変えず、ただぽつりと言葉を落とした。

「……うそ。どうして……」

「な、なんだよ、ティリエル？　どうしたんだ？　あれは一体──」

　そのとき、アッシュの視界に、銀の軍勢が翻ひるがえしている旗印が飛び込んできた。

　口を噤つぐむ。それ以上の質問を重ねなかったのは、アッシュにも、彼らが何者なのかわかったからだ。

　燃え盛るような真しん紅くの玉座を背にした、二匹の金色の獅し子し。

　それは、この世界を統すべる、ベテルギアス皇家の紋もん章しようだった。

　つまりあの銀色の軍勢は、『帝国』が誇ほこる世界最強の軍隊──『大陸軍』ということだ。

　アッシュとて騎き士しである。『大陸軍』の存在や、彼らが打ち立てた武ぶ功こうの数々、その華やかな逸いつ話わをいくつも知っている。

　しかし、この太平の世の中で『大陸軍』が帝都の外に出ることなどほとんどない。ゆえに、実際に眼にするのはこれが初めてだった。

　そのとき、アッシュたちの前にいた群ぐん衆しゆうが、わっと声をあげた。歓かん声せいとも、畏い怖ふの叫びとも取れる響ひびきは、『大陸軍』の中心に向けられていた。

　二頭立ての黒馬に牽ひかれた、巨大な戦馬車チヤリオツト。

　そこに、ひとりの少女が身体を沈めていた。

　年齢は十四、五歳といったところか。腰こしまで届く長い銀ぎん髪ぱつと、濡ぬれたように輝かがやく金の瞳ひとみが、褐かつ色しよくの肌によく映えている。顔立ちは恐おそろしいほどに整ととのっているが、それはある種の危うさを秘めた美しさだった。宝石で造られた短剣のように、美しくはあるが、同時に人を殺あやめることもできる──そういった種類の美び貌ぼうだった。

　ゴシック調のフリルがついた黒いドレスに身を包み、周りには黒服のメイドを従えて、柔やわらかなクッションが満まん載さいされた戦馬車チヤリオツトの中央に、悠ゆう然ぜんと坐ざしている。その姿は誰だれの眼にも、少女がこの軍ぐん勢ぜいの支配者であることが見て取れた。

「……『借り』って、あのときに言ってたのは、まさか……」

　低く、呻うめくようにティリエルがつぶやいた。アッシュはその言葉の真意を確かめようとしたが、やはりその言葉は、喉のどから出る前に押し潰つぶされてしまった。

　戦馬車に付き従う騎き兵へいの中に、よく知った顔を見みい出だしたからだ。

『竜戮騎士テイフオニロス』ドル・ドーザ。クィンストラウスの誇ほこる最高の戦士。

「ドル・ドーザ団長……？」

　アッシュのつぶやきを、まさか聞きつけたわけではないだろうが、ドル・ドーザの視線がこちらに向いた。アッシュたちの顔を見出して、その表情がわずかに曇くもる。

　そして、戦馬車にいる少女は、ドル・ドーザの変化を見み逃のがさなかった。

　金の眼が、ゆるりとこちらに向けられる。アッシュの灰色の眼が、その視線に捉とらえられた瞬しゆん間かん──少女は、その手を軽く振った。

「全隊、止まれッ！」

　朗ろう々ろうとした叫びが響ひびき渡わたると、『大陸軍』は一糸の乱れもなく静止した。

　少女の唇くちびるが、にい、と笑み。

　可か憐れんなその手が大たい儀ぎそうに動いて、アッシュを指差した。

　四人の騎兵が、物も言わずに隊列から離はなれ、こちらに向かってくる。周囲の群衆が慌あわてて左右に避さけていく。本当ならアッシュもそうしたいところだったが、できなかった。

　なぜならばティリエルが微び動どうだにしない。唇をきつく結んだまま、迫り来る黒の騎き兵へいをにらみつけている。胸元のポシェットにいるキキモラは、すっかり酔よいが覚めたのか、自ら蓋ふたを閉じて隠かくれてしまっていた。

「ご同行を願います」

　アッシュたちの四方を囲んだ騎兵の口調は、有無を言わせぬものだった。

「……わかりました」

　ため息をつくように言って、アッシュは騎兵に従って、歩きはじめた。

「あれって、ほら──」

「ああ、王女さまのお付きの──」

「一体、なにが──」

　ざわめく群ぐん衆しゆうの声が、いやでも耳に入ってくる。護ご送そうされる囚しゆう人じんのような、気まずい思いを嚙かみしめながら、アッシュたちは進んでいく。群衆の視線よりも遥はるかに、ドル・ドーザの苦く悩のうに満ちた表情のほうが、アッシュには気に掛かっていた。

　やがて、騎兵はアッシュたちを、戦馬車チヤリオツトのすぐ下まで連れてきた。

　黒メイドが二人、立ち上がってこちらに近づいてくる。鼻から上を黒いマスクで覆おおっている二人は、どちらがどちらなのか、ぱっと見て区別することはできなさそうだった。

　鏡写しのように同じ動作で、黒メイドたちは戦馬車の側面にある掛け金を外した。重々しい金属音と共に、タラップが叩たたきつけられるような勢いきおいで降りてくる。

「……の、乗れっていうことですか？」

「左様」

　騎き兵へいが頷うなずく。こちらの意見を聞く気はないらしい。

　アッシュは小さく息を吸い込んで、タラップを駆かけ上がった。ティリエルも、無言のままついてくる。メイドの傍そばを通り抜けて、クッションに満ちた戦馬車に乗り込む。

　銀ぎん髪ぱつの少女は、一段高いところから、楽しそうにアッシュのことを見下ろしていた。

　その視線に、どこか、落ち着かなくなる。心の底まで見み透すかされそうな──いや、心の底まで射い貫ぬかれそうな、そんな視線だ。

「……あ、あの……」

　威い圧あつ感かんに耐たえられなくなり、アッシュが口を開いた、その瞬しゆん間かん。

　少女が、かすかに顎あごを上下させた。

「全隊、進めッ！」

　先ほどと同じ声で号令がかかり、再び戦馬車が動きはじめた。突然の振しん動どうに、アッシュは思わずその場に尻しり餅もちを突いてしまう。

「あ、す、すいません！」

　思わず叫び、慌あわてて立ち上がる。その様が面白かったのか、少女は顔をくしゃりと歪ゆがませて笑った。

「くふっ。良いわ、正式な席ではないゆえな」

　それから──少女は、厳きびしい顔で立ち尽くすティリエルのことを、ちらりと見た。

　ティリエルは眼を閉じると、流りゆう麗れいな仕草でその場に跪ひざまずいた。一拍の後、アッシュも同じようにする。ティリエルの行動を見るまでもなく、アッシュにも目の前の少女が誰だれなのか、見当がついていたからだ。

「久しいな、ティリエル。大きくなったものだ」

「再びご尊そん顔がんを拝することが叶かないまして、光栄に存じます。皇女殿下」

　ああ、やっぱりか、とアッシュはうつむかせた顔を、畏い怖ふの念に歪ゆがめた。

　ディアマンドラ・ドル・ベテルギアス。

　皇帝の第二子にして、『大陸軍』総司令官。

　こんな少女が一軍を率いているなど、驚おどろきを通り越こして呆あきれさえするが──しかし、皇族の出であるというのならば、それもまた彼らの権けん威いを裏付ける事実に過ぎない。『ベテルギアス』の名に於おいて不可能なことは、世にほとんど存在しない。

　本来ならばアッシュなど、顔を見ることさえ叶かなわない雲の上の人物だ。しかし、そこまで考え至ったところで、ひとつの疑問が頭をかすめる。

「再び」と、ティリエルは言った。ということは、彼女は以前、ディアマンドラと顔を合わせたことがあるのだ。立場としてはアッシュとさして変わりのないティリエルが、皇女とどういう関わりがあるのか──

　そんなことを考えていると、ディアマンドラは楽しそうな声で、

「イリステラを捕つかまえる前に、そなたらを拾ひろえたのは幸いであったな。ちょうど退屈をしていたところだ、十年前と同じように、そなたの故こ郷きようを案内してくれ」

　その言葉に、ティリエルはうつむいたまま、わずかに肩を震ふるわせた。
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「──ここが『職人通り』と呼ばれる区画で、ご覧らんのとおり多くの工房が並んでいます。『西門広場』と繫つながっていて、朝に運び込まれた大量の資材が、夕方には大量の製品となって、また『西門広場』から出荷されていき──」

　アッシュの隣となりでは、ティリエルが押し殺した声で王都の案内を続けている。命じられたとおりのことをしているだけなのに、きつく寄せられた眉まゆは苦痛の色を示していた。

「ふむ」

　ディアマンドラはその案内を聞きながら、楽しそうに王都の光景を眺ながめている。

　周囲には相変わらず、物々しい銀の軍ぐん勢ぜいがひしめいていた。『職人通り』を行き来する商人や顧こ客きやくたちが、何事かと眼を見張ってその様子を眺ながめている。規き律りつの行き届いた軍隊であるため、混乱は起きていないようだが、みな一様に驚きと不安を覚えているようだ。

　とはいえ、仕方のないことではある。

　この軍勢は、すべてディアマンドラひとりを護ご衛えいするための盾たてなのだ。『帝国』第二皇位継けい承しよう者しやという肩書きには、万の精せい鋭えい兵へいの命を賭としてでも守り抜く価値があるのだった。

（わからないのは、どうしてこのぼくが、そんな人の向かいに座っているか、だ）

　そんな考えを弄もてあそんでいると、ふと、ディアマンドラの美しい細ほそ面おもてが、こちらを向いた。

「そなた。名前はなんと言ったか」

　ティリエルは案内を中断して、すらりとアッシュのことを見た。その視線が、「下へ手たなことを答えたら命に関わるわよ」と告げていた。

　唾つばを飲み込んでから、アッシュは切れ切れに答える。

「……え、と、あ、アッシュ・ウィリアック、と、申します……」

「おお、そうだったそうだった。アッシュよ、そなたの話はドル・ドーザから聞いておるぞ」

「え？」

「あの憎むべき魔ま獣じゆう、ラストウィングの命を奪うばったのは、そなただというではないか。まだ子供の形なりをしているくせに、なかなかどうして、クィンストラウスには侮あなどれぬ剛ごうの者ものがおるものよな」

　不ふ遜そんとわかっていながら、アッシュはディアマンドラの顔を見つめ返してしまった。

　ラストウィングを斃たおしたのは、今から一ヶ月ほども前のことだ。もちろんアッシュだけの力ではなく、ドル・ドーザや精せい霊れい獣じゆうエリスロス、それにアッシュの幼なじみにして『半人狼族クオーターウルフ』のリュカ・ケイニスと共に、どうにか討うち果はたすことができたのだった。

　アッシュとしては、いろんな意味で思い出したくもない忌いまわしい記き憶おくなのだが、目の前にいる皇女殿下はしきりに感心している。慌あわてて首を振り、

「ち、違います、それは、そんな！　自分はなにも──」

「うん？　それは、ドル・ドーザが噓うそをついていたということか？」

「そうではなくて！　──あの、ただ自分は、たまたま運が良くてラストウィングのトドメを刺したというだけで、実際はほとんどなにもしていないわけで──」

　ディアマンドラはうるさそうな顔になり、手を振った。

「……ドル・ドーザといいそなたといい、この国の騎き士しはみなそうなのか？　自らの誉ほまれを誉れと受け止められぬのは、謙けん遜そんではなくただ迂う遠えんなだけであるぞ」

「で、ですから──、ッ!?」

　なおも弁解しようとした、アッシュの膝ひざに。

　ディアマンドラは、高く踵かかとを上げて、そのままロクに手て加か減げんもせず打ち下ろした。

　クッションにゆったりと背中を沈め、アッシュの膝に足を投げ出したまま、ぼそりと、

「黙だまれ」

　アッシュは黙り込んだ。

「そなたが殺したというのだからそなたの手柄だ。つべこべ抜かすな、まどろっこしい」

　もう一度、アッシュは唾つばを飲み込んだ。冷や汗が頰ほおを伝い──ふと、隣となりにいるティリエルが、口をぱくぱくさせていることに気づく。必死な表情でなにかを伝えようとしているようだ。ええと──「ぎ」「よ」「い」「に」──

「ぎょ、御ぎよ意いにございます、殿下」

「ふん」

　ディアマンドラは薄うすく笑い、ティリエルに視線を這はわせた。

「ラストウィング討とう伐ばつの次第をドル・ドーザから聞いたときは驚おどろいたぞ。まさか、そなたとイリステラが、余の敵かたきであるラストウィングを討うち果はたすとは。余とそなたたちのあいだには、よくよく縁えんがあると見える」

　ティリエルはやや青ざめた顔で、ディアマンドラのことを真正面から見つめ、

「……ラストウィングの討とう伐ばつをドル・ドーザ伯はく爵しやくに命じられたのは、殿下であらせられると伺うかがいました」

　ディアマンドラはやや笑みを深くした。ティリエルは身を乗り出し、

「も、もしそうだとしたら、それは、あのときの──ッ！」

　ティリエルの言葉は、やはり、途中で切れてしまった。

　アッシュにしたのと同じように、ディアマンドラがもう片方の足を投げ出して、ティリエルの膝ひざに踵かかとを落としたのだ。
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　黙だまり込んだティリエルに、ディアマンドラはあくびをするような声で、

「僭せん越えつな。いったいいつ、余がそなたに質問を許したのだ」

「……ッ！　も、申し訳、ございません、殿下」

　押し殺した声で、ティリエルはうなだれる。普段は強気なティリエルが、誰だれかを畏れている姿を見るのは、珍めずらしいことだった。

　ティリエルの姿を見て、ディアマンドラは肩を揺らして笑う。

「くっふふふ、しおらしいな。あのときとはまるで別人だ」

「…………は」

「その姿に免じて、先ほどの問いに答えてやろうではないか。ドル・ドーザの任にん務むが、おまえと──いや、おまえの主と関係があるのかどうか、だったな？」

　アッシュは息を吞のむ。ティリエルの主人は、この世にひとりしかいない。

　イリステラ・クィンストラウス。絶世の王女にして、アッシュの守るべき主。

「いかにも、そのとおりだ。ドル・ドーザは十年前、イリステラが余に作った『借り』を返すために立ち働いていたのだ。──もっとも、あやつは失敗したがな」

　その言葉に、アッシュとティリエルは、揃そろって眉まゆをひそめた。ラストウィングは間違いなく斃たおしたはずだった。それなのに「失敗した」というのは、どういうことなのか。

　しかし、その疑問を口にすることはできなかった。『僭せん越えつ』を二度繰り返すことになってしまうし、それに、いつの間にか戦馬車チヤリオツトが止まっていたからだ。

「到着いたしました、殿下」

　背後に佇たたずむ黒メイドのひとりが、ディアマンドラの耳元でそう囁ささやいた。ディアマンドラは鷹おう揚ように頷うなずくと、視線を外に向けた。

　戦馬車の外、『正門通り』の正面に立っている少女の姿を見て──

　ディアマンドラの口元に、食虫植物を思わせる笑みが浮かんだ。

「やあ、久しいな！　そなたに会える日を待ちわびていたぞ！」

「は、はい。殿下におかれましては、ご機き嫌げん麗うるわしゅう──」

　聞き慣なれたその声は、上ずった響ひびきを伴ともなっていた。決して彼女が浮かべないはずの『恐きよう怖ふ』という感情を、端はし々ばしに滲にじませている。

　ディアマンドラが手を上げると、二人の黒メイドが動き、タラップの掛け金を外した。

「もっと余の近くに来ておくれ。愛いとしいそなたの顔を、じっくりと見つめていたいのだ」

「か、畏かしこまりました──」

　靴くつが金属を叩たたく、軽やかな音と共に──

　イリステラ・クィンストラウスが、タラップを駆かけ上がってきた。

　見み惚とれるような白はつ金きんの髪かみに、大きくつぶらな青い瞳ひとみ。いつもは天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべているはずの王女は、しかし、アッシュたちの姿を目にした瞬しゆん間かん、ただでさえ強こわばっていた顔に驚おどろきの表情を浮かべた。

「……アッシュ!?　ティリエルも!?」

「ち、違うんです姫さま！　これはその──はうっ!?」

　叫びかけたティリエルの腹部を、ディアマンドラの踵かかとがぐりぐりと踏ふみにじった。痛くはないようだが、こそばゆさにティリエルは身を折ってしまう。

　そのさまを見て、イリステラは目を吊つり上あげ、ディアマンドラに食ってかかった。

「どっ、どういうことですか!?　この者たちは──」

「そなたの信頼する側そつ近きんであろう？　そのようなことはわかっておる」

　珍めずらしく怒りを露あらわにするイリステラに対して、ディアマンドラは余裕のある態たい度どを崩くずさない。ちょんちょんと、つま先でアッシュの胸元を突きつつ、

「長く戦馬車チヤリオツトに乗っていると、どうしても足が疲れてきてしまってな。足置きを探していたところに、ちょうどこの者たちが通りかかったのだ。なかなかどうして、良い使い心ごこ地ちであるぞ。褒ほめてつかわす」

「な、な、なっ────！」

　イリステラは拳こぶしを握にぎり締しめ、ぶるぶると震ふるわせた。白はつ金きんの髪かみがざわつくようだった。青い瞳ひとみに怒りが滲にじみ、ディアマンドラをにらみつけ、

「なんだ、イリステラ」

　その視線を捉とらえて、ディアマンドラは、ゆっくりとその場に立ち上がった。

　小柄なディアマンドラの背は、イリステラの顎あご先さきにも届かない。

　それなのに──イリステラはぎくっと身体を震わせて、後ずさりをしようとした。

　しかしディアマンドラはそれさえも許さない。蛇へびのようにイリステラにすり寄ると、彼女の腰こしに手を回して後退を封じた。つま先立ちになって唇くちびるを寄せると、濡ぬれた声がイリステラの耳たぶをくすぐる。

「なにか、余に、文句でもあるのか？」

　イリステラの顔から、さっと血の気が引いた。

　青い眼がきょときょとと泳ぎ、頼りない声が喉のどから漏もれる。

「いえ、殿下、そのような、ことは……」

「余はそなたに文句があるぞ。先ほどから黙だまって聞いておれば、なんだその他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方は？　殿下、だと？　そなたにだけ許した呼び方があったように記き憶おくしているが、それは余の思い違いだったか？」

「と、とんでも、ございません」

「ああ、ではイリステラよ、呼んでおくれ。その可か憐れんな唇で、余のことを──」

　ディアマンドラに抱きつかれたまま、イリステラは縋すがるような視線をアッシュたちに向けた。しかしもちろん、皇族を相手に騎き士しとメイドができることなど、うつむいて黙だまりこくることしかなかった。

　やがてイリステラは、がっくりとうなだれて、

「はい、畏かしこまりました、──ディアマンドラ、お、おねえさま」

　その言葉を聞いて、ディアマンドラは、それはそれは満足そうに笑った。




　　　　◆




「さて、エスコートを頼もうか、アッシュ」

　そう言って、アッシュに肘ひじを差し出してからは、ディアマンドラの独どく壇だん場じようだった。

　皇族の付つき添そいをすることなど、本来ならば身に余るほどの光栄だ。が、もちろんアッシュにはそんな光栄に浸ひたれるだけの余裕はなかった。ディアマンドラがなにを考えているのかさっぱりわからなかったし、それに──

「…………………………」

　イリステラがじっとりとした目つきで、アッシュのことをにらんでいたからだ。

　王女イリステラ・クィンストラウスは清せい純じゆんにして無む垢く、寛かん容ようにして慈じ悲ひ深ぶかく、あまねく臣民に無む償しようの愛あいを分け与える聖女である──というのは、公におけるイメージに過ぎない。実際のイリステラは、意外なほど独占欲が強かったりするのだ。

　恐おそらく、ディアマンドラはそれを理解している。理解した上でなお、イリステラお気に入りの従じゆう者しやであるアッシュに、あれこれとちょっかいを出そうとしているのだ。

「なあ、アッシュ」

「は、はい？」

「そなた、なかなか可か愛わいらしい顔をしているのだな？　この指も、竜殺しの英雄とは思われぬ、少女のような繊せん細さいさではないか」

　耳元で囁ささやいて、ディアマンドラは自らの指を、アッシュのそれに絡めた。皇族とはいえ、美び貌ぼうの少女にそんなことをされて、アッシュの鼓こ動どうが不規則に高鳴っていく。

「……あ、ありがたき、お言葉、で、ございます」

「どうだ？　イリステラの騎き士しなどやめて、余の後宮に入らぬか」

　だらだらと、脂汗がアッシュの頰ほおを伝っていく。冗じよう談だんだとはわかっているが、『後宮』という言葉の生々しさに、思わず唾つばを飲み込み──

「おねえさま。お戯たわむれは、ほどほどに、なさってください……！」

　地の底から響ひびくようなイリステラの声に、はっと我に返った。

　唇くちびるをきゅっと嚙かみしめて、顔をややうつむかせて、恋人のように寄より添そう二人を、イリステラは恨みがましく見つめている。後のことが空恐ろしくなったが、だからといってディアマンドラの束そく縛ばくを解くわけにはいかない。

　アッシュにべったりとくっつきながら、ディアマンドラは蕩とろけるような笑みを浮かべ、

「イリステラ、そなたも不服はないであろ？　この者を余にくれ。安心しろ、大事に大事に飼ってやるから──」

　イリステラはうつむいたまま、返事をしない。隣となりに佇たたずむティリエルがうろたえながら、けれどなにができるでもなく、イリステラのことを窺うかがっていた。

　ディアマンドラはアッシュの首根っこに抱きつくようにしながら、甘い声をイリステラに向ける。

「どうした、なにか言っておくれ、イリステラ？　この者を、余にくれるのだよな──」

　なおも追い詰めようとするディアマンドラに、イリステラは顔を上げた。

　その顔を見て、アッシュは息を吞のんだ。

　これほどまでに弱気なイリステラの顔は、初めて見る。愛あいらしくも威い厳げんに満ち、美しく堂々としているイリステラにはまったく似つかわしくない、いじめられっ子のような表情。

　それを見て──アッシュは、拳こぶしを握にぎり締しめた。

　相手は皇族、遥はるか雲の上の人である。『竜戮騎士テイフオニロス』見習い程度の命など、一息で吹き飛ばしてしまうほどの権力を持っている。あるいはこの無礼が元になって、さらなる困こん難なんがイリステラに降りかかるかもしれない。

　けれど、だからといって。

　苦しめられている主人に見て見ぬ振りをすることなど、できるはずがなかった。

「ディアマンドラ殿下」

　イリステラが思わず呼吸を止め、ティリエルは小さな声で「バカッ！」と叫ぶ。しかしアッシュはやめようとはしない。自分を見返す金の瞳ひとみを、じっと覗のぞき込みながら、

「ぼくは、イリステラさまの騎き士しです。お誘さそいは有あり難がたく存じますが、他の誰だれかに仕つかえることはあり得ません」

　ディアマンドラは、珍ちん獣じゆうを見るように眼を見開いて、アッシュをまじまじと見返した。

　その唇くちびるが、三日月のような形に歪ゆがんだ。

　右手を、ゆっくりと上げる。その手に、ほのかな銀の光がまとわりついていることに、アッシュは気づいた。ディアマンドラはその手を、静かにアッシュの顔に近づけ──

「これは、殿下。お久しゅうございます」

　そのとき、落ち着いた声音が頭上から降ってきた。

「む」

　ディアマンドラはそんな声を漏もらして、声の主を振り返った。同時に、手を引っ込める。彼女が腕を組んだときにはもう、その指先から銀色の輝かがやきは消え失うせていた。

「……平等王。直じき々じきの出迎えとは、痛み入る」

『上層部アツパーヤード』へ通じる階段を、ゆっくりと降りてきたのは、誰であろう、この国に君くん臨りんする『平等王』クィンストラウスⅣ世と、その妻マリアベラ・クィンストラウスだった。その後ろには城内に勤める高級貴族たちが、ずらりと揃そろっている。

「お父さま、お母さま！」

　イリステラは両親の姿を見てぱっと顔を輝かせ、ディアマンドラは「惜おしいところで獲え物ものを逃がした」というように眼を細める。あっさりとアッシュから離はなれると、彼女は黒メイドと護ご衛えいの騎士を連れて、国王夫妻に近づいていった。

　豊かな金きん髪ぱつを波打たせながら、マリアベラはにこやかに礼をして、

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、ディアマンドラ殿下。お変わりがないようでなによりですわ」

　瞬しゆん間かん、マリアベラの背後に立ち並ぶ高官たちが、ぎくりと緊きん張ちようした。

　ディアマンドラの褐かつ色しよくの顔にも、皮肉げな笑みが浮かぶ。アッシュはわけもわからず立ち尽くしたまま、そんな彼らの反応を眺ながめている。

「そなたこそ相変わらずだな、マリアベラ殿。余に向かって変わりがないとは」

　皇女の鋭い眼まな差ざしに、しかし、王妃は包み込むような笑顔を崩くずさない。

「あら、だって実際にお変わりがないのですもの。女としては羨うらやましゅうございますわ」

「ふん。これはこれで、辛つらいものだぞ──」

　ディアマンドラは毒気を抜かれたように笑い、そこにクィンストラウスⅣ世が進み出た。国王は、穏おだやかな表情を自らの妻に向け、

「マリアベラ、控えなさい。──失礼いたしました、殿下。ささやかながら、歓かん迎げいの宴うたげを準じゆん備びしております。さ、こちらへ」

　ディアマンドラは国王と共に、『上層部アツパーヤード』への階段を上っていく。マリアベラもそれに従おうとして、ふと、こちらを振り返った。

「……ふふ」

　アッシュを見下ろして、小さく微ほほ笑えむ。無茶をした子供を見守る、母親のような笑みだ。

　それから、彼女はイリステラに視線を向け、

「あなたもいらっしゃい、イリステラ。殿下をおもてなししなくては」

「……は、はい！　すぐに参まいります！」

　慌あわてたようにそう叫んで、イリステラはドレスの裾すそを摘つまんだ。小走りに駆かけ出し──しかし、アッシュの傍そばを通る一いつ瞬しゆん、彼女は確かにアッシュのことを見た。

　青い瞳ひとみは、熱っぽく潤うるんでいた。

　その眼まな差ざしに込められた情感に、アッシュは思わずどきりとしてしまう。

　イリステラがマリアベラに駆け寄り、高き人々が『上層部』に消えたあとも、アッシュの視線は、じっと彼女のことを追いかけていて──

「あいたたたたたっ!?」

　そんなアッシュの耳を、ティリエルが思いっきり引っ張った。

「……アンタ、バカなんじゃないの……いや、違うか。アンタは大バカよ。まあ、前から知ってたけどね……！」

　低い声には、底知れぬ怒りが込められている。胸元のポシェットから顔を覗のぞかせているキキモラも、また、青ざめてアッシュのことを見つめていた。

「まさか、ベテルギアスに逆らうなんて……アッシュさん、あなた、ご自分の命が惜おしくはないのですか？」

　アッシュの耳を引っ張ったまま、ティリエルは歩き出した。

「とにかく、こっち来なさい。アンタには、いろいろと教えとかないといけないみたいだから」

「いたたたたたっ、ティリエル、痛いって！　み、耳を離はなして──」

「バカは言ってもわからないからバカなのよね。きっちり、あたしが、躾しつけてあげないと！　ほら、きりきり歩きなさい！」

　そんなふうに騒さわぎながら、アッシュたちはディアマンドラたちとは別の階段を通って、『上層部アツパーヤード』へと歩いていった。




　　　　◆




「『ノルドガルド戦役』のことは、アンタも覚えてるでしょ」

『上層部』、上級メイドたちの休きゆう憩けい室しつ。

　アッシュを連れてきたティリエルは、扉を閉めるなりそう言った。

　休憩室の端はしにあるソファに、ティリエルとアッシュは向かい合わせに腰こしを据すえる。室内でくつろいでいた何人かの上級メイドがこちらを窺うかがっているが、片方がメイド長であることを知ると、慌あわてて目をそらしてしまった。

「……うん。確か、十年前の、戦争のことだよね」

　アッシュは慎しん重ちように言葉を選びながら言った。それと言うのも、ティリエルのほうが、『ノルドガルド戦役』については詳くわしいからだ。なぜなら──

「まどろっこしい。あたしがこの国に来ることになったきっかけの戦争よ。別に今さら気になんかしていないんだから、はっきり言いなさい」

　アッシュは気まずそうに頰ほおを搔かいた。

　サージッド＝《エルド》＝ティリエルは、この国の人間ではない。それどころか『帝国』出身でもないのだ。その真しん紅くの髪かみと瞳ひとみが示すように、彼女は『帝国』に与くみしない北方の国家群、ノルドガルド諸王国の出身なのである。

『ノルドガルド戦役』は、もともとはノルドガルド内で起きた内ない紛ふんに過ぎなかった。大小様々の部族国家がひしめき合うノルドガルドで、部族同士の食い合いはさして珍めずらしいことではない。ただ、ティリエルにとっては不幸なことに──彼女の故こ国こくであったエルド族は、食われるほうの存在だったのだ。

「ま、あたしの部族は『帝国』と仲良かったからね。ノルドガルドの中じゃ孤立気味だったし、交こう易えきのおかげで下へ手たに豊かだったから狙ねらわれたんだろうけど」

　さばさばと語るティリエルに、アッシュもキキモラも、なにも言うことができない。ティリエルはソファの上で膝ひざを抱き、紅あかい眼を細めて、つぶやいた。

「ややこしいのは、『帝国』があの戦争に介入してきた、ってことなのよね」

　エルド族は『帝国』にとって友ゆう邦ほう部族である。その友邦の危き機きを見過ごしたのでは、『帝国』の沽こ券けんに関わる。

　そんな判断によって『帝国』はノルドガルドへの介入を決定。『大陸軍』の第三軍団を核として各国から軍ぐん勢ぜいを募つのり、エルド族を救うために進発したのだが──『帝国』の軍勢が到着したときには、すでにエルド族は滅ほろぼされ、焼き尽くされたあとだった。

　きつく眼を閉じて、顔をしかめながら、ティリエルは低い声で、

「そのときの軍団長が、ディアマンドラ殿下なの」

　そう、言った。

「イリステラさまがディアマンドラ殿下に『借り』を作った、って言ったでしょ。それって、あたしのことなの。いくら友ゆう邦ほうだっていっても、滅ほろびた国の王女なんて厄やつ介かい事ごとの種でしかないから。本当は修しゆう道どう院いん送りにでもされるところを、イリステラさまが引き取りたいって仰おつしやってくださったの。でも、そのためにあの人にお願いしなくちゃいけなくて、それで──」

　はあ、と、ティリエルは重々しくため息をついた。

　そこに、キキモラが混乱した表情で、

「ちょっと待ってください。『ノルドガルド戦役』って、十年前のことですよね？」

「ん？　そうよ。アッシュがそう言ってたでしょ」

「お、おかしくないですか!?　いくらベテルギアスだからっていっても、あの人はどう見ても十五歳くらいでしょう？　十年前は五歳ですよ！　その頃ころから軍団長って──」

「……ああ、それなら、簡かん単たんよ」

　ティリエルは唇くちびるを曲げ、複ふく雑ざつな表情を浮かべた。

「ディアマンドラ殿下は御おん年とし二十四歳、十年前は十四歳。『大陸軍』の軍団長としては異例の若さだけど、皇族と考えればそれほどでもないでしょ？」

　アッシュとキキモラは、揃そろって眼を丸くした。

「え、いや、だって──」

　混乱した声をあげながら、アッシュはディアマンドラの姿を思い浮かべる。

　細い手足に平へい坦たんな身体つき、褐かつ色しよくの顔はまだまだ幼さを残し、銀の髪かみにも少女らしい瑞みず々みずしさを残している。二十四歳というにはあまりにも無理がある。十四歳ならばぴったりと当てはまるが、それでは十年前からまるで成長していないということに、




　──そなたこそ相変わらずだな、マリアベラ殿。余に向かって変わりがないとは。




「……あ」

　アッシュとまったく同じことに思い当たったのか、キキモラは小さく声を漏もらした。それから、その顔がみるみる青ざめる。

　ティリエルは哀あわれむようにキキモラを見下ろして、しかし容よう赦しやなく言った。

「あたしも詳くわしくは知らないけど、殿下はそういう『呪のろい』をかけられてるんだって。老いることも成長することもなく、永遠に同じ姿のままでいなくてはならないっていう『呪い』」

　アッシュも同じように、キキモラのことを見つめた。

　キキモラはうつむいている、桃もも色いろの髪かみに隠かくされた表情を、うかがい知ることはできなかったが、小さな肩は震ふるえていた。

『魔族エマ＝デモナス』である彼女が、「自身の欲よく望ぼうを抑おさえきれなくなる」という『呪い』を、王女イリステラにかけたことはまだ記き憶おくに新しい。結局その試こころみは失敗し、キキモラは囚とらわれの身になってしまったのだが、優やさしく純じゆん粋すいなキキモラは、いつの間にかアッシュたちの仲間のようになってしまっていた。

　しかし、いくら仲が良かろうとも、キキモラが犯した罪が消えるわけではない。

　イリステラ本人はまるで気にしていないようだが──誰だれよりもキキモラ本人が、そのことを深く思い詰めているのだ。

「キキモラ──」

　言いかけて、しかしどんな言葉をかけていいのかわからず、アッシュは口を噤つぐんだ。

　キキモラは、しばらくうつむいて黙だまり込んでいたが──やがて、ぽつりとつぶやいた。

「『停滞の呪印マーク・オブ・ステイシス』ですね」

「え？」

「行動や意思の自由を奪うばわずに、成長だけを止める『呪い』であれば、それ以外に考えられません。ティリエルさん、その『呪い』は、『魔族』が与えたものなのですか？」

　思ったよりもはっきりとしたキキモラの口調に、ティリエルは少し驚おどろいたようだったが、すぐにかぶりを振った。その表情が、さらに難むずかしくなる。

「ううん、違うわ。ノルドガルドの──というより、エルド族の呪じゆ術じゆつ師しが、自分の命を生いけ贄にえにしてかけたものだって聞いてる」

　アッシュは驚き、

「エルド族の？　でも、『帝国』はエルド族を助けに行ったんだろう。それなのに、どうしてそんなことをしたんだ？」

「あたしのほうが知りたいわよ！　……まあ、エルド族も一枚岩じゃなかったからね。その呪術師は『帝国』を敵だと思っていたのかもしれないし、結局助けてくれなかったって逆恨みして、殿下に『呪い』をかけたのかもしれない」

　とにかく、とティリエルは頭痛をこらえるようにこめかみを押さえ、

「そのおかげであたしの立場はますます悪くなって、あたしを引き取ったイリステラさまの立場も悪くなってる、ってわけ。ディアマンドラ殿下は昔からイリステラさまのことを気に入ってたみたいだけど──なにしろ、ああいうお方だからね。多分、イリステラさまがこの世で唯ゆい一いつ恐おそれているのが、ディアマンドラ殿下なの」

「……あのイリステラさまが？」

　確かにディアマンドラは恐おそろしげな皇女だが、イリステラの胆たん力りよくはアッシュたちが誰だれよりもよく知っている。眼前に雷いかずちを落とされても動じなかったイリステラが、何者かを恐れるというのは、なかなか想像できなかった。

　ティリエルも苦い顔をしてうつむき、

「アンタもさっきやられたでしょ。あの人の気に入り方は、普通の人とは違うの。小さいころからいじめられたり、いろんなものを取り上げられたりしてれば、いくら姫さまでも怖がるようになっちゃうんでしょ」

　それから、彼女はじっとりとした目つきをアッシュに向け、

「そして、そんな相手に喧けん嘩かを売ったのが、あたしの目の前にいるバカってわけ」

　うっ、とアッシュは呻うめいた。

「し、仕方ないだろ！　イリステラさまをお守りするのがぼくの務つとめなんだから──」

「そのためなら、姫さまをさらに難むずかしい立場に追いやってもいいってわけ？　ふん、大した騎き士し道どうもあったものね！　賭かけてもいいけど、ディアマンドラ殿下はアンタの口答えもなにかしらの取り引き材料にしてくるわよ。あのお方はそういう人なんだから」

　ティリエルがそう言ったとき、休きゆう憩けい室しつの扉が、控ひかえ目めにノックされた。

「はい。どうぞ」

　上級メイドのひとりが返事をすると、扉が開かれ、ひとりの貴婦人が入ってきた。

　いや、婦人というにはいささか若すぎるかもしれない。イリステラと同じか、ひとつふたつ上くらいだろう。貴族の装いに身を包んだ、鳶とび色いろの瞳ひとみを持つ魅み力りよく的てきな少女だ。

　彼女を見て、ティリエルが慌あわてて立ち上がった。

「アンリエッタさま！　なにか御用でしょうか？」

　アンリエッタと呼ばれた少女は、にこりと微ほほ笑えむと、口を開いた。

「ディアマンドラ殿下がお呼びです。そちらにいるアッシュさんも同様に」

　その言葉に、二人は揃そろって顔を引きつらせた。

　まず間違いなく、ロクでもないことが待ち受けている。しかし、だからといって断る権利など二人にあるはずがない。キキモラも恐ろしげに翼つばさを震ふるわせたが、それでも飛び上がると、ティリエルのポシェットに忍び込んだ。

　廊下に出ると、アンリエッタはちらりとアッシュを振り返った。

「あなたがアッシュさんね。お初にお目に掛かります。でも、夫からいつもお話を伺うかがっておりますから、なんだか初めてという気がしませんわ」

「は、はい。その、はじめまして──」

　頭を下げながら、「夫？」と内心で首を傾かしげる。アンリエッタはアッシュたちと同年代、結婚していても決しておかしくはない年ねん齢れいだが、口ぶりからして彼女の夫はアッシュの知り合いのようだ。しかし自分の知人に既き婚こん者しやがいただろうか？

　そんなアッシュの様子を察さつして、アンリエッタはくすりと笑った。

「わたしのことをご存じなくても無理はありません。夫はあまり表には出したくないようですから。見かけによらず、照れ屋なんですよね、あの人」

　ククッ、と意地悪な笑みを漏もらしたのはティリエルだった。

「まったく失礼な話ですよね。自分の妻を恥はずかしがるだなんて。ま、その悪あがきも今日までみたいですけど」

「夫のことを悪く言わないでくださいな、ティリエルさん。あれであの人は、わたしのことを愛あいしてくださっているのですから」

「はいはい、ごちそうさま」

　前を行く二人の少女に、アッシュはわけもわからぬまま、ただ付き従うほかなかった。




　　　　◆




　クィンストラウス城の中心区画は『王の庭ロイヤルヤード』と呼ばれている。王家の一族が住み暮らし、貴族の中でも高位のものしか立ち入りを許されないその聖せい域いきには、最上位の賓ひん客きやくをもてなすための応接間がある。

　アッシュたちはアンリエッタに導みちびかれるまま、その部屋に通された。

　上品にして美び麗れいを極きわめた応接間だった。白を基き調ちようとした絨じゆう毯たんに四つの椅い子すが並んでいる。そこで談だん笑しようを続けているのは、国王一家と皇族という、平民ならば見ただけで眼が潰つぶれてしまいそうな人々だ。

「おお、アッシュにティリエル。来たか」

　朗ほがらかな笑い声を立てていたディアマンドラは、ふと二人に気づき、仕草で近くに来るよう示した。戸と惑まどいながらもそれに従う。

　失礼にならない程度の距きよ離りで跪ひざまずき、アッシュはそっと周囲の状況を窺うかがう。

　四つの椅子には、四人の貴人が座っている。右みぎ端はしから、王妃マリアベラ・クィンストラウス、平等王クィンストラウスⅣ世、第二皇女ディアマンドラ・ドル・ベテルギアス。そして、一番左に座っているのは──

「……姫さま……!?」

　ティリエルが、思わずそんな声を漏もらす。非礼に当たるが、アッシュにはティリエルを窘たしなめることができなかった。彼もまた、驚おどろきに言葉を失っていたのだ。

　イリステラは、今までに見たことのない服装をしていた。ふわふわとした純白のドレスのあちこちを、鮮せん烈れつな青色のフリルが彩いろどっている。白はつ金きんの髪かみには白いヘッドドレスが乗せられて、大きなリボンを頭の後ろに結ばれている。まるで人形のような愛あいらしい姿だったが、その顔に浮かぶぎこちない笑みは人形のものではありえない。

「似合うであろ？　余とお揃そろいのものだぞ」

　そう言って、ディアマンドラは立ち上がり、イリステラの椅い子すに近づいていった。イリステラはびくりと身体を震ふるわせるが、さすがに逃げようとはしない。

「もちろん、余が愛いとしきイリステラのために用意してきた衣装はこれだけではない。軍用の貨物馬車に百着ものドレスを詰め込んできた。もっと愛あいらしいものから、もっと布地が少ないものまで、よりどりみどりという奴やつだ。くふふふっ」

　ディアマンドラはイリステラの白はつ金きんの髪かみを手に取り、それでもってイリステラの首筋を引っ搔かくようにくすぐりはじめた。イリステラは身み悶もだえするが、逆らうことはできず、くねくねと椅子の上で身を躍おどらせている。

「……お、おねえさまったら……おやめくださいっ……」

　青い瞳ひとみがアッシュを見つめて「助けてください！」と叫んでいるが、ティリエルに釘くぎを刺されていたアッシュは、今度ばかりはうつむいてしまった。

　と、そのとき、落ち着いた声音が応接間に響ひびいた。

「殿下。この者たちをお召しになったのは、いかなる理由によるものなのでしょう？」

「ああ、そうであったな」

　平等王クィンストラウスⅣ世の言葉に、ディアマンドラはようやく思い出したかのように、イリステラを弄いじるのをやめた。

　それから、後ろに手を組んで、彼女はアッシュたちのほうに近づいてきた。

「そもそも、余がこの国に来た理由を、話していなかったな」

　クィンストラウスⅣ世はわずかに首をかしげ、

「殿下からの使者によれば、『観光を兼ねた視し察さつ』とのことですが」

「くふ。戯たわむれもほどほどにするがよい、平等王。そんなもの口実に過ぎぬことくらい、聡そう明めいなそなたならよくわかっておろうに」

「では、なにゆえでございますかな？」

「簡かん単たんなことよ。余はな、約束を果たしに来たのだ」

　ゆっくりと、ディアマンドラはアッシュの背後に回り込む。褐かつ色しよくの肌が視界から消えても、アッシュは振り返ることができない──そんな権利は彼にない。

　マリアベラが頰ほおに手を当て、尋たずねた。

「約束とは？」

「そなたらが存じておるかどうかは知らぬが──十年前、余はイリステラとひとつの約束を交わしたのだ。余は、イリステラの頼みをひとつだけ聞く。その代わりにイリステラは、余の言うことを、ひとつだけなんでも聞く、という約束を」

　国王の静かな視線が、イリステラに向けられ、

「本当か、イリステラ？」

　イリステラは叱しかられたようにうなだれると、小さな声で、

「…………はい。お父さま」

「なるほど」

　国王はイリステラと同じ青色の眼を一いつ瞬しゆんだけ閉じ、なにかを考える素そ振ぶりを見せた。

「──王というものは」

　それから、国王は、ゆっくりと眼を開き、

「自らの言葉を、決して、違たがえてはならぬものです」

　決して大きな声ではない。静かな、落ち着いた声音だった。

　そうでありながら、その言葉には応接間の空気を一変させるほどの重みがあった。ひとつの国家、数万の人民の運命を変えられるだけの力があった。それはまさしく、人を統すべることを運命づけられた、王者の声だった。

「わたしはイリステラを、王になるべく育て上げてきました。ゆえに、イリステラが殿下の言うことを聞くと約束したのであれば、それは、果たさなければならぬことです」

「素す晴ばらしい。さすがは平等王、分別というものを弁わきまえている」

　国王の裁さい定ていに、ディアマンドラは満足げに頷うなずいた。一方でイリステラは、死刑判決を下された罪人のように、固く握にぎりしめた拳こぶしを膝ひざ上うえで震ふるわせている。

　マリアベラは、そんなイリステラを気き遣づかわしげに見つめ、

「あの、殿下のお望みというのは、一体どのようなものなのですか？　イリステラはまだ未み熟じゆく者ものにございます。殿下がお望みになるようなことを、果たせるかどうか──」

「心配せずともよいぞ、マリアベラ。なに、簡かん単たんなことだ」

　アッシュの背後から、笑みを含んだ声が響ひびき、

　唐とう突とつに、肩の上に柔やわらかな重みがのしかかってきた。

「──────」

「実はな、余の後ハー──、もとい、侍じ女じよ団だんにいくつかの空あきができてしまってな。その補ほ充じゆう人員が必要なのだ」

　ディアマンドラはアッシュの肩に腰こしを下ろしながら、平然とそう言った。

　しかし、ティリエルは平然としてはいられなかった。先ほどアッシュにぶつけた言葉などすっかり忘れて、彼女はディアマンドラに食ってかかった。

「そ、それは──まさか、イリステラさまをあなたのメイドにするという意味ですか!?」

「ん」

　敵意に満ちた赤い眼まな差ざしを、ディアマンドラは興きよう味み深ぶかそうに見下ろし、

　それから、アッシュの肩に腰かけたままの体たい勢せいで、ティリエルの顔面を蹴けりつけた。

「ぐっ!?」

　押し殺した声と共に、ティリエルが吹っ飛び、豪ごう華かな絨じゆう毯たんの上を滑すべって止まった。

　ディアマンドラは、優ゆう雅がに足を下ろす。この小さな身体のどこにそんな力を隠かくしていたのだろう。彼女は金の眼を細めながら、アッシュの髪かみに手を置いて、

「アッシュといい、そなたといい。クィンストラウスに仕つかえるものには、皇族に対する敬けい意いが足りないようだな」

　なあ？　と、灰色の髪を撫なでながら、ディアマンドラはいっそ優やさしげに笑った。

「ティリエル!?」

　倒れたティリエルに駆かけ寄よろうとしたイリステラを、片手で制したのはクィンストラウスⅣ世だった。その瞳ひとみには、穏おだやかながらも厳きびしい色が浮かんでいる。

「申し訳もございません、殿下」

「よい。これもイリステラの人じん徳とくというべきだろう。余に対する無礼も、自らの主を守るためのものと考えれば愛いとおしいものよ」

　くふふ、と笑う。揺ゆれる銀髪が、アッシュの頰ほおをこそばゆく引っ搔かいている。アッシュはいまだに倒れているティリエルを見つめながら、拳こぶしを握にぎった。

　この人は、危険だ。

　イリステラが王道を歩む少女であるのなら、ディアマンドラは覇は道どうを進む少女なのだ。苛か烈れつで傲ごう慢まんで、欲しいものを奪うばい取ることにかけらの躊ちゆう躇ちよもない。常は寛かん容ようだが、自らに逆らうものや自らを侮あなどるものは決して容よう赦しやしない。それが、ディアマンドラの性質なのだ。

　こんな人の侍じ女じよになってしまったら、イリステラさまがおかしくなってしまう──ただでさえ、いろいろとおかしいのに！

　アッシュの焦あせりを弄もてあそぶように、ディアマンドラは灰色の髪を楽しげに搔き上げている。

「イリステラを余の侍女にするという話、それほど奇き異いなものでもないであろう。この国でも同じことをしているそうではないか。上級貴族の子女をメイドとして立ち働かせ、礼儀作法や社交関係を実地で身につけさせている、と聞き及んでおるぞ」

「……それは、はい、確かにそのとおりですが」

「その上位互ご換かんと考えればよい。イリステラだけが特別なのではないぞ。余の侍女団には、諸国の王女たちが数多くいるのだ。そこにいるメイエムとディラーハも、今でこそ余に仕えておるが、本来は西方国家の王女であるのだぞ」

　くい、と顎あごで示した先の壁かべ際ぎわで、二人の黒メイドがまったく同時に礼をする。

「イリステラは将来、この国を背負って立つ身であろう。余の元で、他国の王女たちと交流しながら働く経験は、決して無む駄だにはならぬぞ。余に付き従えば諸しよ侯こうとも関わりができるであろうし──なにより、我らとの繫つながりが深くなる」

　ディアマンドラの顔からは、いつの間にか享きよう楽らく的てきな気配が消え、政治家の表情になっていた。それを見て、クィンストラウスⅣ世は思案に眉まゆを寄せる。

　確かに彼女の提てい案あんは、「王女を侍じ女じよとしてこき使う」というような無体なものではないようだ。王国の将来を考えれば、皇族ベテルギアスの覚えをめでたくしておくことはマイナスにならない──どころか、明らかなプラスになるはずだった。

　しかし、それはすなわち、愛まな娘むすめを手元から離はなすということだ。

　イリステラ・クィンストラウスが、この国からいなくなるということだった。

　アッシュも、床に倒れるティリエルも、不安げな眼まな差ざしを国王に向ける。イリステラは紙のような顔色で、小さく「お父さま……」とつぶやいていた。

　やがて、クィンストラウスⅣ世は顔を上げ、

「それが、ディアマンドラ殿下のお望みなのですか」

　小さく、静かに、そう言った。

「だとしたら、イリステラはそれを果たさなくてはなりません」

「あなた……！」

　非難するようなマリアベラの言葉を、国王は目顔で制する。苦く渋じゆうの表情は、その決断が彼の意に添そわぬものであることを物語っていた。

「本来ならば、イリステラの判断に任せるところです。ですが、イリステラがディアマンドラ殿下の望みを叶かなえると約束した以上、この国の王として、また娘の父として言えるのは、『その約束を果たせ』ということだけです」

　ディアマンドラは、感かん慨がい深ぶかげに頷うなずき、

「まさしくそのとおりだ。王の言葉は金こん剛ごうでなければならぬ。そうであればこそ、人は王に付き従い、王は王として在あることができるのだから」

　それから、彼女は、悪戯いたずらっぽく笑い、

「しかしな、平等王、そなたはひとつ勘かん違ちがいしているぞ。余の望みは、イリステラを余の侍女団に入れることではないのだ」

　国王は訝いぶかしげに表情を曇くもらせた。くつくつと喉のどを鳴らしてそれを眺ながめながら、ディアマンドラは自らの銀ぎん髪ぱつをゆるりと搔かき上あげ、

「最初はそのつもりであったが、気が変わった。選せん択たく肢しをやろうではないか」

「選択肢、ですか」

　ディアマンドラの言葉は、今ひとつ要よう領りようを得ない。

　にもかかわらず、アッシュの胸は不ふ穏おんにざわめいていた。

　イリステラの『秘ひ密みつ』を知って以来、決して外れた試ためしのない『嫌いやな予感』が、彼の周りにむくむくと立ち上りはじめていた。

　そもそも、ディアマンドラは、国王の最初の質問にまだ答えていない。

　どうしてこの席に、アッシュとティリエルを呼び寄せたのか。

　その根本理由を、ディアマンドラはようやく語ろうとしていた。すなわち──

「余の望みは、イリステラが果たすべき約束は、こうだ。『イリステラが余の侍じ女じよ団だんに入るか、さもなければ、アッシュとティリエルを余に差し出すこと』。どちらを選ぶかの判断は──イリステラに任まかせようではないか」

　皇女ディアマンドラは、呆あつ気けに取られる一同を眺ながめ渡わたし、にたりと笑ってそう言った。
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　　　第二幕　姫君と皇女のゲーム







「もう、おしまいです……」

　王女の私室に満ちていた、重苦しい沈ちん黙もくを破ったのは、イリステラのそんな一言だった。

　アッシュとティリエルも疲ひ弊へいしていたが、イリステラが漏もらしたその声にぎょっとして立ち上がった。口々にイリステラを元気づけようとする。

「そ、そんなことありません！　きっと、なにかいい考えがあるはずです！」

「アッシュの言うとおりですよ！　そんなに気弱なことを仰おつしやらないでください！」

「……あなたたちは、ディアマンドラおねえさまの恐おそろしさを知らないから、そんなことが言えるのです……」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、うなだれる王女の姿を見つめた。

　イリステラがこれほどまでに打ちのめされた姿を、かつて見たことがあっただろうか。どのような状況にあっても決して希望を忘れることなく、元気いっぱいにアッシュたちを先せん導どうしつづけてきたイリステラとは、まるで別人のようだった。

　そっと、彼女は顔を上げる。青い瞳ひとみが悲しげに濡ぬれているのを見て、アッシュは心しん臓ぞうを鷲わしづかみにされるような気分を味わう。

「イリステラさま。なにも、お悩みになることはありません」

　アッシュはイリステラに近づき、その傍そばに跪ひざまずく。

「ぼくたちがディアマンドラさまの元に参まいります。ですから、イリステラさまは、どうかご心配なさらずに──」

　そこまで言うと、劇げき的てきな変化が起きた。

　悲しみに潤うるんでいた青い眼に、紛まぎれもない怒りの色が浮かんだのだ。涙の浮かんだまなじりを吊つり上あげて、イリステラはソファからクッションを持ち上げて、

「ぶっ!?」

　おもいっきり、それをアッシュの顔に振り下ろした。

「あっ、あなたは！　なにを！　言っているのですかっ！」

「な、なにって、ちょ、イリステラさま、やめ──っ!?」

「わたくしが！　そんなことを！　すると、思っているのですか!?　あなたたちを身代わりにして、ひとりだけこの国に留とどまるなど！　アッシュ、あなたは、わたくしと──」

　何度もクッションを叩たたきつける手から、次第に、力が抜けていく。やがてイリステラはクッションを取り落とすと、小さな声で、力なく、

「──わたくしと離はなれ離ばなれになっても、平気なのですか？」

　そう、つぶやいた。

　ぽたり。ついに頰ほおからこぼれ落ちた涙が、床に吸い込まれてそんな音を立てた。

「わたくしでもあなたたちでも、どちらでも変わりはありません。どちらかがディアマンドラおねえさまの元に参り、どちらかがこの国に残るということは、わたくしたち三人は、一緒にはいられなくなってしまうということなのですよ」

　アッシュは言葉を失い、まじまじとイリステラの泣き顔を見つめた。

　イリステラはただ我が身の不幸を嘆なげいていたわけではない。彼女は、最さい愛あいの従じゆう者しやであるアッシュやティリエルと離れ離れになってしまうこと、それだけを悲しんでいたのに。

　アッシュは自らの愚おろかしさを嚙かみしめ、声を絞しぼり出だした。

「……申し訳、ありません。イリステラさま」

　イリステラは答えず、ただ首を横に振った。

　そんな王女に、ティリエルが近づく。痛ましげな表情で、イリステラの頰を濡らす涙を拭ふき取ろうとする。しかし、イリステラがそっと彼女の手を握にぎると、ティリエルの動きはぴたりと止まってしまった。

「こんなふうに、あなたと触れ合うことも、もうすぐできなくなってしまうのですね」

「姫さま。そ、そのようなことは」

「あなたに紅茶を淹いれてもらったり、一緒のベッドで眠ったりすることも」

「やめてください、イリステラさま！　そのようなことを仰おつしやるのは──！」

「あなたを鎖くさりで縛しばることも、馬ば上じよう鞭むちであなたの白い背中を叩たたくことも」

「姫さま、そんな、そんなことっ──！」

「おうまさんごっこをしたり、靴くつにキスをさせたりすることも──ああっ」

　感かん極きわまったように泣き崩くずれるイリステラから、ティリエルは眼を閉じて顔を背そむけた。自分たちを襲おそった悲ひ劇げきに堪たえかねているような、そんな仕草である。

「…………」

　心配して損した、とは、さすがに思わなかったが、それに近い感情をアッシュが抱いたのは事実だ。

　とはいえ、確かにこのまま行けば、二人は離はなれ離ばなれになる。それは、イリステラの『人をいじめることが無上の喜び』というどうしようもない趣しゆ味みの終しゆう焉えんを意味していた。イリステラの性せい癖へきは、本当に信頼している相手にしか発はつ揮きされない。ティリエルとアッシュがいなくなれば、いじめる相手がいなくなってしまうのだから、

　それは、趣味をやめさせるというアッシュの目的と合がつ致ちしていたが──

　しかし、だからといって、二人が離れ離れになることが正しいとは、思えなかった。

　と、そのとき、ティリエルの胸元から声がした。

「諦あきらめるのは、まだ早いと思います」

　重苦しく沈んだ部屋の空気を吹き払うように、その声は明るく、力強く響ひびいた。

「キキモラさん？」

　イリステラの問いかけに、キキモラはポシェットの蓋ふたを跳はね上あげて、姿を現した。

「まだ猶ゆう予よはあるのでしょう？　そのあいだにできることをすべきではありませんか。少なくとも、いつものイリステラさまだったらそう仰っていたはずです」

「……猶予」

　苦々しげに、イリステラはつぶやいた。

　確かに猶予はある。他ならぬディアマンドラが、イリステラにそれを与えたのだ。

『あえて期限は定めないでおこう。ゆるりと考えて決断するがよいぞ、イリステラ。余はクィンストラウスを観光でもしながら、気長に待つとしよう。──ただし』

　と、ディアマンドラは優やさしげな口調から一変して、にやりと笑った。

『そのあいだ、一日に一度、そなたら三人のうちひとりを余のところに送れ。余の元でどのような生活を送ることになるのか、身をもって体験してもらおうではないか』

　生いけ贄にえを要求する怪物のおとぎ話を思い出してしまった。

「……そんなものは、ディアマンドラおねえさまがわたくしを苦しめるために言っているだけのことです。本当は、猶予でもなんでもありません」

　どうやらディアマンドラの恐おそろしさは、イリステラの骨身に染しみ渡わたっているらしい。同じような恐きよう怖ふを、幼なじみのリュカから味わわされたアッシュにとって、イリステラの気持ちは痛いほどわかった。

　ソファの上で膝ひざを抱き、イリステラはワガママな令れい嬢じようのように唇くちびるをとがらせる。

「それに、どれだけ時間があったところで仕方がないではありませんか。わたくしたちに手立てなどないのです。約束は、果たさなければなりません」

　キキモラはそんなイリステラをじっと見つめ、ぽつりとつぶやいた。

「でも、イリステラさまの『借り』を返すためにドル・ドーザ伯はく爵しやくが働いていたのだと、あの人はそう仰おつしやってました」

　その言葉に、アッシュとティリエルは同時に眼を見開いた。

　そうだ。確かに、ディアマンドラ自身がそう言っていた。イリステラの『借り』というのは、間違いなくディアマンドラと交わした約束のことだろう。ドル・ドーザがその約束を取り消すために、なんらかの『交換条件』を果たすために働いていたのだとしたら。

　その『交換条件』を、自分たちで叶かなえることができるかもしれない。

　ティリエルがイリステラの手を取った。真剣な声で、叫ぶように言う。

「ドル・ドーザ伯爵のところに参まいりましょう、姫さま！　もしかしたら、まだ希望があるかもしれません！」

　イリステラは眼をぱちくりとさせ、それでも童どう女じよのような素直さで、ティリエルに促うながされるまま、立ち上がった。




　　　　◆




　騎き士し団だん長ちよう執しつ務む室しつの扉を開けた瞬しゆん間かん、アッシュは自分の魂たましいが凍こおりつくのを感じた。

　なにしろ、ドル・ドーザがアンリエッタに、手ずからリンゴを食べさせてもらっていたのだから。

「……………………………………団長？」

　思わず、そんな声をあげてしまう。

　ドル・ドーザはドル・ドーザで、執務机でびしりと凍りつき、ヒゲの生えた口元を半開きにしたままこちらを凝ぎよう視ししていた。一国最強の武を担になう『竜戮騎士テイフオニロス』が、年とし端はも行かぬ少女にリンゴを食べさせてもらっている姿は、イリステラの『趣しゆ味み』を目もく撃げきしたときと等しい破は壊かい力りよくをアッシュに与えていた。

「あら」

　柔やわらかな声をあげて、アンリエッタは鳶とび色いろの眼をこちらに向けた。

「ごきげんよう、イリステラさま。夫になにか御用でしょうか」

「ごきげんよう、アンリエッタ。仲なか睦むつまじいところ申し訳ありませんが、そのとおりです」

「少々お待ちください。──はい、あなた。あーん」
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　あーんて。

「…………いや、あのな、アンリ、」

「どうしたのです？　リンゴ、お好きなのでしょう？」

「確かに好物だが、今は、」

「わたしのことも、お好きなのでしょう？」

「それは関係ないのではないか!?」

　ドル・ドーザは叫んだ。冷れい静せい沈ちん着ちやくにして質しつ実じつ剛ごう健けんの『竜戮騎士テイフオニロス』が、少女を前にして慌あわてふためくその姿を、アッシュは呆ぼう然ぜんとしながら眺ながめることしかできなかった。

　しかしアンリエッタはそんなことにはまるで構わず、鳶とび色いろの瞳ひとみに、うる、と涙を浮かべた。

「……わたしのこと、お好きではなくなってしまったのですか？」

「だ、だからな、アンリ。今はその、姫さまやウィリアックが──」

「いついかなるときもわたしを愛あいしてくださると、約束してくださったはずですのに」

「そ、それとこれとは──」

「では仰おつしやってください。あのときと同じように」

　ふと、アンリエッタは眼を細めた。唇くちびるに指を当て、潤うるんだ眼でドル・ドーザのことを見み据すえる。その眼まな差ざしには、なんともいえない色香が漂ただよっていた。

「あの結婚式の晩のように──わたしのことを、愛あいしていると」

「ぐっ……！」

　ラストウィングを前にしたときでさえ、泰たい然ぜんとしていたドル・ドーザの額ひたいに、玉の汗が浮かびはじめている。その背後から、威い厳げんとか尊そん厳げんといったものがガラガラと崩くずれ落ちていく音が聞こえてくるようだった。

　と、そこでティリエルが前に進み出て、こほん、と咳せき払ばらいをした。

「あの、アンリエッタさま。お気持ちはわかりますが、そこから先はご自宅で続けてはもらえませんでしょうか。その──少々、急を要しますので」

「あら、そうなのですか。それは失礼いたしました」

　ころりと表情を変えると、アンリエッタはリンゴの刺さったフォークを下げて、ランチボックスの中にしまい込んだ。

「それでは、またあとで。──愛してますわ、旦だん那な様さま」

　ちゅっ、と。

　身体を前に倒して、アンリエッタはドル・ドーザの口ヒゲにキスをする。鳶とび色いろの目元に笑うような色を浮かべたまま、アンリエッタは執しつ務む机づくえから降りて、イリステラたちに一礼をすると、そのまま部屋から出て行った。

　しばしの、沈ちん黙もく。

　ドル・ドーザは固く眼を閉じて、組み合わせた両手を執務机の上に置いている。砕くだけ散ちった威厳を拾ひろい集めて、必死に立て直そうとするその姿を、アッシュは哀かなしげに見つめた。

「えーと」

　イリステラやティリエルがなにも言わないため、必然的にアッシュがなにか言わなければならなくなってしまった。ちなみに二人はそれぞれ違うほうを向いて押し黙だまっている。口元が笑いをこらえるように動いているから、多分わかってやっているのだろう。

「アンリエッタさまって、ドル・ドーザ団長の奥様だったんですね」

「……む、うむ」

「つかぬことをお伺うかがいいたしますが、アンリエッタさまはおいくつなのでしょう？」

「…………今年で、十八になるな」

「ドル・ドーザ団長は、確か」

「………………五十五だ」

　年の差約四十歳。下へ手たをすれば祖父と孫といっても通る。が、しかし、彼らは夫婦なのだ──間違いなく、『唯ゆい一いつ神しん』の名の下に契ちぎりを結んだ男女なのである。

　アッシュの背後から、ひそひそと話し声が聞こえる。

「──相そう思し相そう愛あいでも、かなり無理が──」

「──見るたびに思いますけど、アレって犯罪では──」

「──噂うわさによると、迫ったのはアンリエッタなのだとか──」

「──結婚したのは三年前ですから、当時は十五歳ですよね、十五歳って、ねえ──」

「御用件はなんなのですかな、姫さま!?」

　ドル・ドーザは耐えきれなくなったように、机を叩たたいて立ち上がった。ぴたりと囁ささやき声が止やみ、二人はアッシュの背中にそそくさと隠かくれてしまった。

「あ、あの、ですね」

　緊きん張ちように声を震ふるわせながら、アッシュは言葉を探す。そうだ。こんなことをしている場合ではない。いやまあ確かに、ドル・ドーザが十八歳の妻を娶めとっていたという事実はアッシュの騎き士し道どうを揺ゆるがしかねないほどショッキングなものだったが、それはそれとして。

　アッシュたちは、たったひとつの希望に縋すがって、ドル・ドーザの元を訪れたのだ。

「団長がディアマンドラ殿下から受けた命令について、お尋たずねしたいのですが」

　そう言うと、ドル・ドーザの顔つきに厳きびしい色が戻った。

　彼は腰こしを落ち着け、一同にも座るよう促うながすと、静かにつぶやいた。

「そんなことを聞いて、どうしようというのだ、ウィリアック」

「その前に、確かく認にんさせてください。ドル・ドーザ団長が受けた命令というのは、イリステラさまの『借り』を帳消しにするための交換条件だったのですよね？」

　ドル・ドーザは、眼をわずかに見開いた。その表情に、苦いものが走り、

「そのとおりだ。わしが殿下の望むものを持ってくれば、殿下はイリステラさまと交わした『約束』を忘れてくださる──そういう条件だった」

「ラストウィング討とう伐ばつが、その条件ではなかったのですか？」

　アッシュの問いかけに、ドル・ドーザは眼を細め、

「それは条件のひとつに過ぎん。ディアマンドラ殿下から受けた命令は二つあったのだ。すなわち、錆さび竜りゆうラストウィングの討伐と、ある『魔法の道具マジツクアイテム』の奪だつ還かんだ」

「『魔法の道具』……？」

「ラストウィングが飲み込んだ、『魔法の道具』だ。それを奪うばい返すために、おぬしと共に奴やつを倒したあと、奴の死体をくまなく捜そう索さくしたのだが──」

　どこにもそれらしき道具は見当たらなかったのだ、とドル・ドーザは首を振った。

　そこで、ティリエルの胸元にあるポシェットから、キキモラが顔を出した。

「仕方ありません。ラストウィングは『魔法の道具』に込められた『魔源マナ』を吸収するのですから。彼女に食べられた時点で失われたも同然です」

　ドル・ドーザは、驚おどろいたようにキキモラを見た。

「……ディアマンドラ殿下の、本当の目的は」

　それには気づかず、キキモラはぽつりと声を落とした。

　純じゆん粋すいで、気弱な彼女に似つかわしくない、低い声だ。その顔にはどんな表情も浮かんでいない。ただ、なにかの決意だけが、ありありと刻きざまれている。

「自らにかけられた『呪のろい』を消すこと、ですね。恐おそらくは、ラストウィングが飲み込んだ『魔法の道具マジツクアイテム』に、そういった効果のものがあったのでしょう」

　ドル・ドーザは、ティリエルの胸元にいる小さな妖よう精せいを、ひたと見み据すえた。

　アッシュはひやりとする。ドル・ドーザはキキモラが『魔族エマ＝デモナス』であることを知らないし、知ればタダでは済まないだろう。厳げん格かくにして忠ちゆう実じつな『竜戮騎士テイフオニロス』は、たとえその本性が善ぜん良りようであったとしても、『魔族』の存在を許すはずがない。

「……そのとおりだ」

　その声には、明らかな疑うたがいが混じっていた。キキモラはぎくりと顔を強こわばらせ、金色の眼を泳がせる。ドル・ドーザの鋼はがねのような目つきは、彼女を捉とらえて決して離はなさない。

「おぬし、何者だ？　エリスロスのところで見かけてから、ずっと疑ぎ問もんに思っておったのだ。妖精らしいが、コウモリの翼つばさを持つ妖精族などというものは、寡か聞ぶんにして知らぬぞ」

　あ、やばい──と、一同の脳のう裏りに浮かんだ言葉が、ドル・ドーザに見えたのかどうか。

　少なくともキキモラは、その言葉をそのまま表情に出してしまった。

　この辺り、彼女が『魔族』の中でうまくやっていくことができなかった原因なのだろう。純粋なキキモラは、思ったことがそのまま顔に出てしまう。

　と、そこでイリステラが、すかさず叫んだ。

「やめてください、ドル・ドーザ！」

　きっと顔を上げて、ティリエルの胸元からキキモラを奪うばい取った。

　小さなキキモラを、その腕うでに優やさしく抱きしめながら、糾きゆう弾だんするような声で、

「アンリエッタだけでは満足できないのですか!?　いくら小さな女の子が大好きなあなたでも、わたくしのキキモラさんに手を出すことは許しませんよ！」

「なッ！」

　ほとんど言いがかりのイリステラの指し摘てきは、しかし抜ばつ群ぐんの効果を発はつ揮きした。

「な、なにを仰おつしやるのですか、姫さまっ！」

「アンリエッタに言いつけますよ、あなたが妖精に色目を使っていたと！　アンリエッタはさぞ怒ることでしょうね。それでもいいのですか、ドル・ドーザ！」

　ドル・ドーザが思わず黙だまり込んでしまったのは、イリステラの言いがかりに恐おそれをなしたからだろう。正確には、それがもたらすダメージを恐れたのだ。城内の風ふう評ひようでは、ないだろう。今さらそんなことで揺ゆらぐドル・ドーザではない。

　妻の怒りを、なによりも恐れたのかもしれない。

　恐きよう妻さい家かだったのか……。

　イリステラとドル・ドーザは、しばらくのあいだ、互いににらみ合い、

「……と、とにかく」

　先に折れたのは、ドル・ドーザのほうだった。

　彼は再び席につくと、気まずそうに咳せき払ばらいをした。黒い眼から厳きびしさは抜けていなかったが、彼はもうキキモラを見ようとはしなかった。

「その者の言うとおり──ディアマンドラ殿下の目的は、『呪のろい』を消すことにあるのです。ディアマンドラ殿下は御おん年とし二十四歳、すでに数年前から、地じ盤ばん固めを始めておるのです」

「地盤固め、ですか？」

「皇位継けい承しようのために、すべきことは山のようにありますからな」

　アッシュたちは息を吞のむ。

　皇位継承。それは、次代の皇帝──この世界の支配者になることを意味していた。

　ぎしり、と椅い子すを軋きしませながら、ドル・ドーザは独り言のように、

「第二皇位継承者といっても、序列は絶対のものではありません。皇位はより優すぐれた者が受け継つぐようにというのは、『帝国』建国以来の伝統ですから。ディアマンドラ殿下は、第一皇位継承者であるタイタニウス殿下と、十分に競きそえる位置にいます」

　イリステラは眉まゆを寄せて考え、慎しん重ちように口を開いた。

「ディアマンドラおねえさまは、それを果たすためには、あの姿は不利だとお考えなのですね。ご自身では愛あいらしくて好きだと仰おつしやっていましたけど、子供の皇帝を戴いただこうとする諸しよ侯こうなど、いるはずがありませんから──」

「ええ。ゆえに、『呪い』を解くことは殿下の悲ひ願がんといっても過言ではないのです」

「……なんだか、すごく大きな話になってきましたね……」

　アッシュはぽつりとつぶやき、しかし、と顔を上げた。

「では、ディアマンドラ殿下の『呪い』を解くことができれば、イリステラさまの『約束』を帳消しにしてもらうことも、可能なのですね？」

　勢いきおい込んだアッシュの質問に、しかし、ドル・ドーザは苦々しげな表情を浮かべ、

「そのとおりだが、ウィリアックよ。『呪い』を解こうとする試こころみが、今まで一度もなされなかったと思うのか？」

「……それは……」

　思わない。少し考えればわかることだ。継承問題に関わることなのだから、ディアマンドラは第二皇女として、『大陸軍』総司令官として持てる権力のすべてを投じて、『呪い』を解く方法を見つけ出そうとしたはずだ。

　それなのに、ディアマンドラは今もってなお、子供の姿のままである。

　それは、彼女の『呪い』を解くことがいかに難むずかしいかを、如によ実じつに物語っていた。

　しかし。

「だからといって、イリステラさまを、このまま引き渡わたすわけにはいきません」

　簡かん単たんな話ではないということは、諦あきらめる理由にはならない。アッシュは騎き士しである。騎士は主人の望みを叶かなえることが務つとめだ。イリステラが、ディアマンドラのところに行きたくないと望むのであれば、アッシュは──

　いや、違う。

　それが、すべてではない。

　拳こぶしを握にぎり締しめ、アッシュは、低い声で、

「……ぼくも、ティリエルも。イリステラさまと離はなれ離ばなれになりたくは、ありませんから」

　絞しぼり出だすように、そう言った。

　視界の外から、イリステラが息を吞のむ音が聞こえる。そちらを振り向くことができない。あるいは自分の発言は、騎士として失格かもしれないとも思う。滅めつ私しを旨むねとする騎士のくせに、「ぼくがそうしたくないから」とは、呆あきれて物も言えない。

　しかし、それは紛まぎれもなく、アッシュの本音だった。自分たちと離れたくないと、涙さえ流してくれたイリステラに、アッシュが言えるのは、ただひとつだけだ。

　アッシュ・ウィリアックの主人は、イリステラ・クィンストラウス以外にはあり得ない。

　彼女と離れ離れになることなど──考えられない。

　アッシュの真剣な表情に、ドル・ドーザの目元がふと和やわらいだ。

「おぬしの言うとおりだ、ウィリアック。猶ゆう予よはまだある。ディアマンドラ殿下の『呪のろい』を解かい除じよする手立てを、できる限り探しつづけるとしよう。わしからも、ディアマンドラ殿下にお考えを変えていただくように掛け合おう」

　そのとき、執しつ務む室しつの扉が、控ひかえ目めにノックされた。

「入れ」

　ドル・ドーザがそう声をかけると、扉の向こうから、漆しつ黒こくのメイド服が現れた。彼女は恭うやうやしく一礼をすると、緊きん張ちようする一同に、静かな声で告げた。

「ディアマンドラ殿下からの言こと伝づてでございます。『今日の分を差し出すがよい』とのこと。アッシュさまか、ティリエルさまか──イリステラ王女殿下に、ご同行を願います」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが、部屋に満ちた。

　とうとう来てしまった。

　ディアマンドラがイリステラに手渡した『猶予』は、決断をする日まで、一日に一度、イリステラ自身か彼女の愛あいする従じゆう者しやたちをディアマンドラの自由にさせるというものだ。

　自由にさせる。なんと恐おそろしい響ひびきだろう。あの褐かつ色しよくの美少女の、牙きばを剝むく獅し子しのような笑みを頭に思い浮かべただけで、間違いなくロクな目に遭あわないことが確信できる。

「どなたになさいますか」

　逡しゆん巡じゆんはしなかった。その時間さえも、与えてはならないと思った。

「ぼくが行きます」

　だから、アッシュはそう言って、前に進み出た。

　黒メイドに近づいていこうとすると、なにかが腕うでに引っかかった。思わず振り返ると、そこには、イリステラの必死な顔があった。母親に捨てられる子供のような顔で、イリステラは眼を見開いたまま、ふるふると首を振っている。

「…………い、いけません、許しません、アッシュ！　あなたが、犠ぎ牲せいになるだなんて、そんなことは……！」

　その後ろで、ティリエルも青ざめた顔をして、アッシュのことをにらみつけていた。

　そんな二人に、アッシュは笑って手を振り、

「大丈夫ですよ。まさか命まで取られるわけではないでしょう。すぐに戻ってきますから、それまでに手立てを考えておいてください」

　そう言って、ポシェットの中で唇くちびるを結んでいるキキモラのことを見た。

『魔族エマ＝デモナス』であり、かつてイリステラに『呪のろい』をかけた彼女なら、『呪い』に関して人間よりも遥はるかに深い知ち識しきを持っているはずだ。キキモラならば、あるいは余人には不可能だったディアマンドラの解かい呪じゆを、果たすことができるかもしれない。

　アッシュの思おも惑わくに、最初に気づいたのはティリエルだった。

「わかったわ。アンタが戻ってくるまでに、なんとか目鼻をつけておく。だから──」

　そこで口を噤つぐみ、うつむいてしまう。アッシュは頷うなずき、執しつ務む室しつから出た。

　廊ろう下かでは、黒メイドが待っていた。漆しつ黒こくのマスクに覆おおわれて表情は見えない。

　アッシュは申し訳なさそうに頭を搔かき、

「すみません、お待たせしてしまって」

「…………」

　黒メイドはしばし、冷ややかにアッシュを見つめていた。マスクの下の表情を窺うかがうことはできなかったが、それでも黒メイドの視線に、じっとりとした色合いが込められているということは、なぜか理解できた。

　その視線は、まるで。

　肉屋へと売られていく豚ぶたを見るような、そんな眼まな差ざしだった。

「あ、あの？」

「参まいりましょう。アッシュさま」

　氷の礫つぶてのような声を落として、黒メイドは前を向く。見み慣なれた廊下を歩きながら、アッシュは自分の周囲にじわじわと『嫌いやな予感』が立ち上ってくるのを感じていた。




　　　　◆




　意外なことに、ディアマンドラは『上層部アツパーヤード』に客室を取っていた。

　皇族である以上、本来ならば『王の庭ロイヤルヤード』に泊めるのが相応ふさわしい。にもかかわらず『上層部アツパーヤード』にいるということは、ディアマンドラの意思が働いたからだろう。

「どうぞ。お入りください」

　そう言って、黒メイドは扉を開き──

　アッシュは思わず、たじろいでしまった。

　部屋の中は真っ暗だった。照明がないどころか、廊下側の光さえ届かない、物質的なまでに濃こい闇やみがある。恐おそらくはこれも、ディアマンドラの思惑によるものだろう。

「お入りください」

　もう一度、黒メイドに促うながされて、アッシュは大きく深呼吸をして。

　闇の中に、足を踏ふみ入いれた。

　背後で扉の閉じる音。それに続いて、なにか金属的な──たとえるならば頑がん丈じような錠じよう前まえで扉の出入りを封じられたような、そんな音が響ひびいてくる。

　身をすくませるのと同時に、闇の奥から声が響いてきた。

「ああ。来たか」

　ぽっ、と暗闇に光が灯ともる。明あか々あかと輝かがやく火の光。

「やはりそなたか、アッシュ。そうではないかと思っていたぞ」

　銀色に揺ゆらめく指先を振って、ディアマンドラはその火を飛ばした。しなる鞭むちのような軌き道どうを描えがいて、火線がディアマンドラの周囲をぐるりと走り──彼女を囲むように配置してあった蠟ろう燭そくが、次々と灯ってゆく。

「そなたはそういう人間のようだからな。か弱きものを守るために、自らを犠ぎ牲せいにすることさえ厭いとわない。今どき珍めずらしい、騎き士しの鑑かがみだ」

　蠟燭に照らし出されたディアマンドラの姿は、先ほどまでのゴシックドレスではない。薄うす手での黒いネグリジェだ。艶つややかなレースの向こうに、未み成せい熟じゆくな褐かつ色しよくの肢し体たいがある。

　しかし、アッシュの心を重くしたのは、蠱こ惑わく的てきなその姿ではなく。

「だからこそ、遊び甲が斐いがあるというものよ」

　喉のどを鳴らして笑うディアマンドラの背後に、ずらりと立ち並ぶ──数々の、拷ごう問もん具ぐだった。

「………………」

　ごくり、と唾つばを吞のむ。そんなアッシュを見て、ディアマンドラは嬉うれしそうに顔を歪ゆがめ、

「そんな顔をしてないで、近ちこう寄れ。そなたに余の玩具おもちやを紹介させてくれ」

　ソファの上でゆるりと足を組みながら、ディアマンドラはそんなことを言った。

　玩具──というのは、背後の拷問具のことだろう。トゲの生えた椅い子すだの滑かつ車しや付きの鎖くさりだのはかろうじてわかるとして、芋いも虫むしに似た形の道具や、知恵の輪にしか見えない鉄の器具や、女性の姿を模もした鋼こう鉄てつの棺ひつぎなどは、名前はもちろん用途さえ想像もつかなかった。

　名前も用途も、一生知らないままでいたい。というか近づきたくない。

「……御ぎよ意いにございます、殿下」

　しかし、もちろん今のアッシュに、『断る』などという大それた権限があるはずがない。

　重い足取りで近づいていくと、ディアマンドラは面倒くさそうに手を振り、

「殿下などと、他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方をするな。外ならばいざ知らず、この部屋においてのみは名前で呼び合おうではないか。なあ、アッシュ？」

「は──」

　そう言われても、アッシュは複ふく雑ざつな表情でかすかに頷うなずき、

「んー」

　ディアマンドラはそんなアッシュを見て、振った手を、くい、と前に突き出し、

　アッシュの喉のど元もとを、なにかが締しめ上あげた。

「──ッ!?　がっ……！」

「名前で呼び合おうではないか、と言ったはずだが」

　ディアマンドラは、いっそ吞のん気きな声で言う。しかしアッシュは名前を呼ぶどころか、言葉を発することさえできない。ディアマンドラの指先から銀の光が立ち上り、それに指し示されているアッシュの身体が、ゆっくりと宙に浮かびあがる。

　──なんだ!?　一体、なにが──！

　苦く悶もんに顔を歪ゆがませながら、アッシュの脳のう裏りにそんな疑ぎ問もんが走る。ディアマンドラはそんなアッシュを見み据すえ、悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えみながら、もう片手を上げた。指先に再び銀の光。くい、とそれを動かすと、ディアマンドラの背後にあった鋼こう鉄てつの棺ひつぎが弾はじかれたように開いた。

　フタの内側は、鋭いトゲによって、びっしりと埋め尽くされていた。

　戦せん慄りつすると同時に、アッシュは自らの見通しの甘さを思い知らされた。

　命まで取られることはない、だと？

　冗談ではなかった。自分はなにもわかっていなかった。目の前にいる少女が──少女に見えるだけの第二皇女が、どれだけの危険人物なのか、まるで理解していなかった。

「くふ」

　アッシュの恐きよう怖ふを眼にして、ディアマンドラは嬉うれしそうに笑い、

　突き出した手を、大きく、素早く動かした。

　それに釣つられるように、アッシュの身体は放り投げられたかのように、空中を滑すべり──

　鋼鉄の棺の中に、思いっきり叩たたきつけられた。

　全身に激げき痛つうが走る。死んだ、と思った。こんな勢いきおいで、トゲだらけの鉄板に叩きつけられたのだ。背中にいくつもの穴が開き、そこから凄すさまじい量の血液が、

「……あ、れ？」

　流れ出しては、いなかった。

　ずりずりと背中を擦こすらせながら、アッシュは垂直の棺かん桶おけの中で尻しり餅もちを突く。

　そのさまを見て、ディアマンドラは手を打ち鳴らして笑った。

「くふふふふふっ！　いいぞ、良い表情をするではないか、アッシュ！　なかなか見物であった、褒ほめてつかわす！」

「…………ど、どうも…………」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいて、自分の身体を確かく認にんする。背中がずきずきと痛いたんでいたが、それは単純に打ち据すえられたからのようだ。よくよく見れば、トゲが生えているのは両開きになっている扉部分の内側のみで、底はのっぺりとした鉄板に過ぎなかった。

　入るだけならば問題はない。──フタを閉められさえしなければ。

「それは『鋼鉄の処女アイアンメイデン』という。有名な拷ごう問もん具ぐだぞ。知らないとは勉強不足だな、アッシュ」

　鈴が鳴るような声に、アッシュは慌あわてて顔を上げ、

「も、申し訳ございません、────ディアマンドラ、さま」

　出会って数時間しか経たってないが、ディアマンドラに関してわかったことがひとつある。

　彼女の言葉には、必ず、なにかしらの返答をしなければならない、ということだ。

　どれだけ答えにくいことでも、沈ちん黙もくを通すことだけはしてはならない。

　ディアマンドラは鼻を鳴らし、にんまりと口元を歪ゆがめる。

「良い傾向だ。多少は余に対する理解が進んできたのかな」

「……お褒ほめに、与あずかり、光栄の、極きわみ、です」

「余は愚ぐ鈍どんは好かぬ。そなたがそうでなくて喜ばしいぞ。フタを閉めずにすんだからな」

　さらりと恐おそろしいことを言って、ディアマンドラは再び銀に輝かがやく手先を向けた。

　再び、胸元を見えないなにかに摑つかまれて、アッシュは『鋼鉄の処女』から引き出される。眼を白黒させているアッシュに、ディアマンドラは楽しげな声をあげた。

「『純じゆん正せい魔ま法ほう』を見るのは初めてか？」

　見るどころか、聞いたことさえない。

「は、はい。イリステラさまの『神しん聖せい魔ま法ほう』は、何度も見たことがありますが──」

　ソファの上で頰ほお杖づえを突いて、ディアマンドラは眼を細め、

「ふふん。確かに、イリステラは優すぐれた『神聖魔法』の使い手だ。しかしな、アッシュよ。余の『純正魔法』を、あのように誰だれでも使えるものと一緒にしないでほしいものだ」

　そう言って、顔の前で人差し指をぴんと立てた。

「初代皇帝シェルアリラ陛下の御み代よより、『純正魔法』を使うことができるのは皇族のみと定められている。まあ、それを考えれば『見るのは初めてか』などというのは愚ぐ問もんであったな。ほとんどのものは、この銀に瞬またたく光を眼にすることもなく一生を過ごすのだ。光栄に思うがよいぞ」

　手首から人差し指まで、銀の光が煙のように立ち上り──それは、瞬しゆん時じに凝ぎよう結けつすると、ひとかけらの炎になって指先に灯ともった。

　アッシュは眼を瞠みはった。これまでに何度も魔ま法ほうが発動する瞬しゆん間かんを眼にしてきたが、そこにはなにかしらの『きっかけ』があるはずだった。『魂刻様式ルーングリフ』や『霊唱様式スペルワード』など、『魔源マナ』によって紡つむがれる『きっかけ』を通じなければ、魔法というものは発動できないはずだ。

　それなのに、ディアマンドラは自らの意思によって、魔法の炎を指先に灯ともらせている。

　ディアマンドラは指先の炎を弄もてあそび、

「『神聖魔法』は『魔源』によって肉体や精神を活性、あるいは変質させる技術だが、我らの『純正魔法』はそのようなものとは次元が違う。『魔源』をそのまま、この世に存在する別種の力に変換コンバートする技術のことだ」

「力……？」

　揺ゆれる炎の先を見つめながら、アッシュは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「炎や雷いかずちといった現象。あるいは水や土といった物質。無から有へと生じさせる──いや、『魔源』が元となっているのだから、無ではないか。まあ、そんなことはどうでもよいな。余は学者ではないし、アッシュ、そなたも退屈な講こう義ぎなど聴きたくないであろう」

「……い、いえ。そんなことは、ありませんが」

「そうか？　しかし余は退屈な講義などしたくないのだ。そなたと遊ぶために、借り受けた部屋を改装までしたのだからな」

　ディアマンドラはその火を振り払うと、再びアッシュのほうに手を突き出す。

「う──」

　胸元を摑つかまれて、引き寄せられる。この不可視の力もまた、『純正魔法』の力なのだろう。いにしえの昔、初代皇帝シェルアリラ・リル・ベテルギアスが、名もなき勇者を伴ともなって黒金の『竜』を討うち果はたすことのできた理由であるのかもしれない。

　しかし、それだけの力をもってしても、なお。

　ディアマンドラの『呪のろい』を解かい除じよすることは、できないのだ。

「……ディアマンドラ、さま」

　引き寄せられ、ディアマンドラの膝ひざ下したに跪ひざまずきながら、アッシュはかすれた声を漏もらした。

「うん？　なんだ、アッシュよ。なにか聞きたいことでもあるのかな」

　アッシュの頰ほおを両手で挟はさみ込み、キスするように顔を近づけながら、ディアマンドラは優やさしく微ほほ笑えむ。その優しさは実のところ、ディアマンドラの非情さの裏うら返がえしでしかない。

　それでも。

　アッシュは金色の瞳ひとみを覗のぞき込みながら、言った。

「あなたの身にかけられた『呪い』を、解くことができたなら──イリステラさまとの約束を、なかったことにしてくださいますか？」

「────」

　ディアマンドラの表情から、笑みが消える。

　アッシュの顔を包み込む両手に、銀の光が灯ともる。

　本能的な恐きよう怖ふ──命を奪うばわれるという恐怖に、心しん臓ぞうがばくばくと鳴りはじめる。額ひたいから冷や汗が流れ、ディアマンドラの手を濡ぬらしている。『凶狼ワーグ』の群れに追い回されたときも、キキモラと共に『大鐘楼トール・ベル』から飛び降りたときも、ラストウィングに飲み込まれたときでさえ、これほどの恐怖を感じたことはない。

　だが、あの可か憐れんな主を守るために、そうするしかないというのなら──

「ぼくたちが、必ず、あなたの『呪のろい』を解いてみせます。ですから、どうかお願いします。イリステラさまとぼくたちを、離はなれ離ばなれにさせないでください」

　死を決した表情で、そう告げたアッシュに、ディアマンドラは、

「……ふん」

　興きようを失ったように鼻を鳴らして、アッシュから手を離した。

　アッシュは肩すかしを食らったかのように眼を瞬まばたかせる。それを見て、ディアマンドラはかすかに首をかしげ、

「アッシュ。ひとつ聞くが」

「は、はい？」

「イリステラとそなたは、男女の関係なのか？」

「は!?」

　思わず叫んでしまってから、アッシュは慌あわてて答え直した。

「そ、そんなことあるわけ──、いえ、そのようなことはありません！　イリステラさまは王女殿下であらせられるのですから、ぼくみたいな騎き士しがどうこうなんて、そんな──」

「姫君と騎士がそういう関係になることなど、珍めずらしいことでもあるまい」

　あっさりと返されて、アッシュは絶句した。それと同時に、よからぬ考えが頭の中に忍び込んでくる。

　姫君と、騎士が？

　つまり、たとえば──イリステラと、自分が、その──

　かっと、顔が熱くなった。アッシュはなにかを振り払うかのように叫ぶ。

「ぼ、ぼくなんかが、姫さまに釣り合うはずがないでしょう？　そんなこと、考えるだけでも不ふ遜そんというものです！」

「では今考えるがよい。ベテルギアスの名に於おいて差し許すぞ」

　にやにやと笑いながら言われて、アッシュは言葉に詰まった。

　そんなこと、まともに考えたことはない。イリステラのことは敬けい愛あいしているが、異性として意い識しきしたことなど、ほとんどなかった。また、それを意識することは、アッシュにとっては罪悪に等しいことなのだ。差し許すと言われたところで、アッシュの中にある騎士としての規き律りつが、それを許してはくれないのだった。

　そんなアッシュの頰ほおに、ディアマンドラはそっと手を伸ばす。ヘビのように微ほほ笑えみながら、彼女はアッシュの耳元で囁ささやく。

「そうだな──では、質問を変えよう。そなたは、イリステラのことを魅み力りよく的てきに思ったことはないのか？」

「そ、それはもちろん、あります、けど」

「では、どういうところが魅力だ？」

　どういうところ、と尋たずねられて、満面の笑みで鞭むちを振り上げているイリステラの顔が思い浮かんでしまった。

　ぶんぶんと頭を振って、それを頭から追い出す。あれは間違っても魅力ではない。

　しかし。

「──イリステラさまは、ぼくやティリエルのようなものにも、分わけ隔へだてなく接してくれます。ただ優やさしかったり、お美しかったりするだけではなくて、ときにはワガママを仰おつしやったり、ぼくたちを困らせたりすることもありますけど──そういうところが、とても魅力的だと、思い、ます」

　アッシュは切れ切れに、ようやくそれだけを答えた。

　ディアマンドラの顔を見ることができない。答えなければ命がないから答えた。そうでなければ、こんな不ふ敬けいな話などできるものではない。

　ディアマンドラは、じっとアッシュの顔を見つめてから、息を吐くようにつぶやいた。

「なるほどな」

　そうして、彼女は足下に転がっている鎖くさりを引き上げた。

　天井につけられた滑かつ車しやから垂たれ下さがる鎖の先せん端たんには、手て錠じようがついている。

　ぎくりと身を強こわばらせたアッシュに、ディアマンドラはじんわりと笑み、

「それはそれでおもしろそうだ。イリステラのことをそこまで思っているそなたを──この余の手で、好きにするということは」

　青ざめた顔で、それでもアッシュは頷うなずいた。なにをされるにしても、それは自分が望んだことだから、今さら否いなやは言うまい。しかし、

「……ディアマンドラさま、お願いです。あなたの『呪のろい』を解く手段が見つかったら、そのときはイリステラさまとの『約束』を取り消してください」

「なんだもう、うるさいな。わかっておる。余とてこの『呪い』が消えれば、それに越こしたことはないのだ」

　忌いま々いましげにつぶやき──ディアマンドラは、さらに鎖を近づけてくる。

「それよりも。今は、そなたのなすべきことを果たしてもらおうか。まずは──」

　うなだれたアッシュに、ディアマンドラは最初の命令を下した。




　　　　◆




　王女の私室で、キキモラは山と積まれた資料を紐ひも解といていた。

　ほとんどは『上層部アツパーヤード』にある書庫から持ち出してきたものだ。古びた本を開きながら──正確には、ティリエルの手を借りて開いてもらいながら──キキモラは、暗い声で、

「《奉命サクリフアイス》か……」

「なんですっ？　なにかわかりましたか!?」

　勢いきおい込んで尋たずねてきたイリステラに、キキモラはぎくっと身をすくませた。が、すぐに気を取り直し、首を振る。

「あの人にかけられているのは、通常の『呪のろい』ではありません。《奉命》と呼ばれる、特とく殊しゆな呪じゆ法ほうが用いられていますね」

「聞いたことがあるけど──実際には、それってどういうものなの？」

　ティリエルが言いにくそうに尋ねてくる。自らの命を捧ささげるほどの『呪い』をディアマンドラにかけたのは、彼女の同胞の呪じゆ術じゆつ師しなのだ。その心境は複ふく雑ざつなものがあるのだろうが、キキモラはそこには言及せず、ただ事実だけを口にした。

「魔ま法ほうというものは、『魔源マナ』を使って数々の奇跡を生み出すものですが、その威い力りよくは術者の精せい神しん状じよう態たいによって大きく左右されます」

「ええ。それは、わたくしも存じております。ラストウィングのときは、そのおかげで一時魔法を使えなくなってしまいましたからね──」

　ちょっと顔を赤らめて、イリステラは言った。アッシュの幼なじみであるリュカの出現によって、『趣しゆ味み』を楽しむことができなくなってしまったイリステラは、その影えい響きようで『神しん聖せい魔法』を扱うことができなくなってしまったのだ。

「《奉命》は、術者の精神を焼き尽くし、そのすべてを『魔源』に転てん換かんする魔法なんです」

「すべてを……？」

「精神を焼き尽くされた術者は、そのまま命を落としてしまいます。ですが、その代わりに莫ばく大だいな『魔源』を生み出すことができるのですよ。『呪い』というのは、正確には『呪印マーク』を核として発動する継けい続ぞく式しきの魔法で、本当なら常に『魔源』の供きよう給きゆうを必要とします。──その、わたしがイリステラさまに『呪い』をかけたときも、クィンストラウス城を離はなれなかったのは、そういう理由があったからなのですが」

　キキモラの言葉に、しかし、イリステラもティリエルも表情を動かさなかった。そのことに、どこか救われたような気持ちになりながら、キキモラは続ける。

「《奉命》を使えば、その必要はありません。『呪印』に込められた莫大な『魔源』は、数百年という単位で『呪い』を保つことができるからです」

　言いながら、キキモラは部屋の空気が重く、冷たくなっていくのを感じていた。見も知らないエルド族の呪じゆ術じゆつ師しが、亡ぼう霊れいとなってこの部屋にも漂ただよっているかのようだ。

「資料によれば、数多くの優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使いや呪術師がディアマンドラ殿下の『呪印マーク』を解こうとしましたが、そのすべては失敗しています。それも、《奉命サクリフアイス》によって込められた莫ばく大だいな『魔源マナ』を消しよう費ひし尽くすことができなかったからでしょうね」

「それは──アンタでも、解くことができないっていう意味？」

　恐おそれるような口ぶりで、そう言ったティリエルのことを、キキモラはひたと見み据すえた。

「絶対に解ける、とは言いません」

　慎しん重ちように言葉を選びながら、それでもキキモラは精いっぱい胸を張り、

「それでも、わたしは『魔族エマ＝デモナス』です。マインドハッカーの一族です。人間よりも『呪のろい』の扱あつかいに長たけたわたしなら、なにかしらの突とつ破ぱ口こうは見つけ出せるかもしれません」

　自分でも頼りのない言葉だと思った。けれど、イリステラとティリエルは、そんなキキモラを頼もしげに見つめている。その視線にこそばゆいものを感じて、キキモラは顔を伏せ、照れ隠かくしのようにつぶやいた。

「ま、まあ、お師さまくらいになればこれくらい、ちょちょいのちょいで解いてしまえるんでしょうけど」

「お師さま？」

　イリステラの質問に、キキモラは口元をほころばせた。いつも欠かさずに持っている、ドクロの浮うき彫ぼりが為なされた本を掲かかげ、

「わたしがこの世で一番尊そん敬けいするお方です。この本を作ってくれた方でもあるんですよ。厳きびしいけれど優やさしくて、いつも立派で、正々堂々としていて──他の『魔族ひと』たちとは全然違っていて──」

　そこまで口にして、キキモラは、不意に郷きよう愁しゆうの念に襲おそわれた。

　故こ郷きょうである『死竜の寝床ブラツクレア』を懐なつかしく思ったのではない。『魔族』にとって、純じゆん粋すいにして善ぜん良りようというキキモラの性質は奇形でしかなかった。蔑さげすみと嘲あざけりの眼で見られ、実の両親にさえ疎うとんじられたキキモラに、彼らを懐かしく思う理由などなにひとつない。

　けれど、お師さまは、別だった。

　キキモラを笑いながら踏ふみつけにしていった、他の『魔族』たちとはまるで違う。キキモラの師であった彼は、厳しくも誠実にキキモラに向き合ってくれた、ただひとりの『魔族』だった。

　キキモラが心を許すことのできる、唯ゆい一いつのひとだった。

「………………」

　胸が締しめ付けられ、キキモラはうつむいてしまう。ページをめくるティリエルの手が止まったことにも、彼女は気づかなかった。

　お師さまに、会いたい。もう一度だけで構わないから、彼の顔を見たい。

　その思いは、今に始まったことではなかった。イリステラに囚とらわれ、《封印フオービツド》を施ほどこされた鳥かごの中に閉じ込められていたときから、何度も何度も考えてきたことだ。

　けれど、それは──

「キキモラさん」

　呼びかけられて、キキモラは我に返った。潤うるんだ目元をごしごしとこすって、

「ご、ごめんなさい！　そんなことを話している場合じゃないですよね。今は──」

「いえ。今こそ、そのことを話すべきときなのだと思います」

　イリステラの静かな言葉に、キキモラは首をかしげる。なにを言いたいのか、よくわからない。そんな彼女をまっすぐに見つめながら、イリステラは言う。

「あなたがわたくしたちを手伝ってくれることは、本当に有あり難がたいことです。『呪のろい』に関しては、あなたのほうがはるかに詳くわしいのですから。でも、それでよいのですか？」

「……それでよいって、どういうことですか？」

「ディアマンドラ殿下は皇族、皇帝陛下の娘むすめ御ごに当たるお方です。わたくしたちにとってはなにを賭としてでも守るべきお方ですが、あなたにとっては──彼女は真っ先に倒すべき、敵なのではないですか？」

　喉のどに鉛なまりが詰まったように、キキモラは黙だまり込んだ。

「もし、あなたのおかげでディアマンドラ殿下の『呪い』を解くことができたのなら、それは素す晴ばらしいことです。わたくしにとっては、感かん謝しやしてもしきれないこと。けれど、『魔族エマ＝デモナス』から、あなたのお仲間から見たら、それは──」

「いいんです」

　口元に、微ほほ笑えみに似たものさえ浮かべながら、キキモラはイリステラを見上げ、

「お気き遣づかい、ありがとうございます。でも、ご心配には及びません。──だって、わたしはとっくの昔に、『魔族』にとっての裏うら切ぎり者ものになってしまったんですから」

　いっそ明るい声で、そう告げた。

「『聖夏祭サンフエスタ』の妨ぼう害がいに失敗して、イリステラさまに捕つかまった時点で、『魔族』は──というより、マインドハッカー氏族はわたしのことを死んだものだと見なしたはずです。『魔族』は人間の天敵なのですから、捕まって無事でいられる可能性なんてありません」

「────」

「そのわたしが、イリステラさまの温情で自由の身になったなんて、誰だれも信じませんよ。お師さまでさえ、わたしのことを『魔族』の情報を売る代わりに生いき延のびた裏切り者だと考えるはずです」

「そ、そんなことはないでしょ!?　アンタが自由になったのは、あたしたちがそうしたほうがいいからって思っただけで、『魔族』の情報なんてなにも喋しやべってないじゃない！」

「事実がどうあっても関係ありません。裏切りや背信は、『魔族エマ＝デモナス』にとっては当たり前のことですから。彼らはわたしがその『当たり前』をしたと考えるでしょう」

　だから、わたしは、もう二度と、味方としてお師さまに会うことはできない。

　もしも、あの人の顔を見るときがあれば──

　それは、あの人がわたしを殺すために現れたときだ。

　胸に疼うずく痛みを無視して、キキモラは乾いた声で、言う。

「だから、わたしはもう、人間の中で生きていくしかないんです。そして、そのためには──イリステラさまに『呪のろい』をかけたという罪を、償つぐなわなくてはいけないんです」

　イリステラは眼を閉じて、わずかに首を振った。なにかを悼いたむような、そんな表情。

「ディアマンドラ殿下の『呪い』を解こうとするのは、そのためでもあるのですね」

「はい。ですから、本当はお礼を言われることではありません。わたしだって、下心があってやっていることなんですから」

　それを聞いて、イリステラは微ほほ笑えんだ。慈じ愛あいの王女の名に相応ふさわしい、優やさしさに満ち溢あふれた笑みだった。

「罪を償おうとする気持ちを、下心とは呼びませんよ、キキモラさん」

　キキモラはくすぐったそうに身体をよじり、もう一度本に向き直った。

　今の言葉は、噓うそでも照れ隠かくしでもなかった。ディアマンドラの解かい呪じゆに成功すれば、大手を振って歩けるようになる。これから人間に混じって生きていく上で、それはなくてはならないアドバンテージなのだ。

　けれど、それ以外にも──

　イリステラや、ティリエルや、アッシュ。優しく温あたたかく、気持ちの良い人たちが、意思に反して離はなれ離ばなれになってしまう姿など見たくはなかった。それは、『魔族』の中ではついに見つけ出すことのできなかった、自分の居場所でもあるから。

　だから、全力を尽くす。『魔族』によって培つちかわれたあらゆる知ち識しきを動員して、『魔族』への裏うら切ぎり行こう為いに手を染そめる。たとえそれで、本当の裏切り者になってしまったとしても、構わなかった。

　そのとき、扉が開き、その向こうからディアマンドラが現れた。

「やあ、イリステラ。取り込み中だったかな？」

　幼い顔立ちにほっこりと、満足げな笑みを浮かべながら、大またに部屋に入ってくる。

「お、おねえさま？　どうか──」

　言いかけて、イリステラはぴたりと口を噤つぐんだ。呆ぼう然ぜんとした表情で、ディアマンドラが右手で引きずっている物体を見る。

　それは、かつてアッシュ・ウィリアックと呼ばれていた少年のなれの果てだった。

「預かっていたものを返しに来たのだ。そら」

　そう言って、ディアマンドラは軽々と、アッシュの身体を放り投げた。

　どしゃり、と肉が地面を打つ音と共に、アッシュはかすかな声を漏もらす。どうやら死んではいないようだったが、しかしその表情は──まるで地じ獄ごくを目の当たりにしたかのように虚うつろで、小こ刻きざみに震ふるえていた。

「いやあ。本当ならここまでするつもりはなかったのだがな。イリステラの愛いとしい従じゆう者しやを、この手で自由にできるかと思うと、つい高こう揚ようしてやり過ぎてしまったぞ」

　ディアマンドラは、うっとりとした声でそう言った。

　ゴミのように打ち捨てられたアッシュに視線を落とし、イリステラは唇くちびるを震わせる。

「……アッシュに、なにをしたんですか？」

　くふ、と笑い声を漏らした唇に、ディアマンドラはその指を当て、

「とても、人には言えないようなことさ。アッシュと余だけの、密ひそか事ごとだ」

「…………ッ！」

　青ざめていたイリステラの頰ほおが、カっと紅こう潮ちようした。

　白はつ金きんの髪かみがざわめき、小さな拳こぶしが握にぎり締しめられる。

　イリステラはディアマンドラから視線を外すと、アッシュに向き直った。つかつかと近づき、その腕うでを取る。死体のようなアッシュは、それでもイリステラとティリエルの二人に抱かかえられ、よろよろと立ち上がった。ソファまでなんとか歩いていき、そこで再びどしゃりと崩くずれ落ちる。

　汗が浮かんだアッシュの額ひたいを撫なでながら──イリステラは、ぼそりとつぶやく。

「ディアマンドラ殿下」

「む？」

「恐おそらく、アッシュが申し上げたと思います。でも、わたくしからも申しておきます」

　そうして、イリステラはディアマンドラを振り返った。

　極高温に達した炎は、赤から青へと変色するという。

　イリステラの瞳ひとみは、その青い炎を連想させた。

「わたくしたちは、なんとしてもあなたの『呪のろい』を解きます。そうして、わたくしと殿下のあいだで交わした約束を取り消した、そのときには──」

　ディアマンドラは、興きよう味み深ぶかそうにイリステラを見返している。彼女の怒りに驚おどろいたり、恐れたりしているふうはない。あるいはこれも、あの皇女の思おも惑わくのうちなのかもしれない。

　イリステラにも、それくらいわかっているかもしれなかった。怒れば立場がより悪くなる、ディアマンドラの思うつぼだと。

　だが、それでも。

　今、この場で怒りを表さなければ、イリステラにはアッシュの主人でいる資格がない。

「二度と、わたくしたちと、関わりを持たないでください!!」

　イリステラは、大きな声で、そう宣言し。

「イリステラ？」

　ディアマンドラの、囁ささやき声のようなつぶやきに、びくっとその肩を震ふるわせた。

「余のことは──なんと呼ぶのだったかな？」

　にこにこと、にこにこと微ほほ笑えみながら──ディアマンドラが、近づいてくる。

　イリステラの顔から血の気が失われる。震える唇くちびるを嚙かみしめる。あまりの恐きよう怖ふに、眼をそらしてしまいそうになる。ただ一度でも目を背そむけてしまえば、イリステラは未来永えい劫ごう、ディアマンドラに逆らうことはできなくなるだろう。

　そんな、イリステラの手を、

「姫さま……！」

　いつの間にか、傍そばに寄より添そったティリエルが、ぎゅっと握にぎり締しめていた。

　イリステラは驚おどろいたようにティリエルを見て、かすかな笑みを浮かべた。その笑みはすぐに消えたが、ティリエルがイリステラに与えたものは、いつまでも残っていた。

「ディアマンドラ殿下、です。あなたは──わたくしのおねえさまでは、ありませんから！」

　それを聞いて、ディアマンドラは眉まゆを寄せた。哀かなしそうに、寂さびしそうに、

「残念なことだ。余はいつまでも、そなたの優やさしい姉でいたかったのに」

　イリステラはかんしゃくを起こした子供のように床を踏ふみつけ、

「どっ、どこが優しいというのですか!?　あなたはいつも、わたくしの大切なものばかり取り上げてきたではありませんか！　お菓子や、玩具おもちやや、ご本や──いいえ、それだけならまだしも、いつかはわたくしが大事に育てていたペットまで取り上げてしまったことがありましたよね!?　今度も、また──！」

「……その文ぶん脈みやくだと、まるでアッシュがそなたのペットのように聞こえるのだが」

「そんなの、当然──もがっ」

　呆あきれたようなディアマンドラの言葉に、イリステラは怒りに任まかせて口を開きかけ、ティリエルが慌あわててそれを塞ふさいだ。

「ひ、姫さま、落ち着いてください！　ディアマンドラ殿下の御ご前ぜんで──あいたっ!?」

「離はなしなさいティリエル！　あなたもディアマンドラ殿下の味方をするのですか!?」

　思いっきり嚙みつかれて、ティリエルは思わず口を塞いだ手を離してしまった。歯形のついた手をさすりはじめるが、その頰ほおがどこか嬉うれしげに赤らんでいるのはなぜだろう。

　イリステラはまっすぐにディアマンドラをにらみつけ、怒りに満ちた声でつぶやいた。

「他の、どんなものを取り上げられても……アッシュとティリエルだけは、絶対に渡わたしませんからっ……！」

　それを聞いて、ディアマンドラは笑った。

「あのイリステラが、余に向かってそんな口を利くようになったか」

　独り言のようなその口調に、悪意はどこにも混じっていなかった。妹の成長を喜ぶ姉のような、どこか複ふく雑ざつな喜びを交えた声。

「片かた腹はら痛いたくもあるが、嬉うれしくもあるな。よくぞそこまで、と言いたくなるぞ、イリステラ」

「な、なにを──」

「美しい花にはトゲがある、と俗に言うが、余に言わせれば、美しいばかりでトゲのない花などおもしろくもなんともない。イリステラ、そなたにトゲがあったことを、余は喜ばしく思っているのだ」

　慈いつくしむような表情が、声音が、ぐるりと色を変えて毒気を帯びた。

「悲鳴をあげるそなたから、ゆっくり、ゆっくりとトゲを引き抜くのは、さぞかし楽しいだろうなあ……？」

　イリステラは、頰ほおを叩たたかれたように身を固くする。それでも、その視線だけは外さない。挑いどみかかるような青い瞳ひとみに、ディアマンドラは「くふっ」と笑うと、そのまま身を翻ひるがえし、

「明日、同じ時間に、そなたたち三人の誰だれかを連れてくるのだぞ。そなたが決断を下すまで、この取り決めは続くのだからな、イリステラ──」

　それだけを言い残して、出て行った。

「………………はあ」

　深く、深く。息を吐いて、イリステラはその場に膝ひざから崩くずれ落ちてしまう。

「イリステラさま──」

　物もの陰かげから顔を出して心配そうな声をあげたキキモラに、イリステラは。

「……そういうわけです。キキモラさん。お願いしますから、一日も、一刻も、一秒でも早く──殿下の『呪のろい』を解く手立てを見つけ出してください……！」

　泣き笑いのような表情で、そう告げたのだった。




　　　　◆




　そして三日が経たった。




「あら、まあ」

　扉を開けたアンリエッタは、そんな声をあげて、穏おだやかな眼まな差ざしを一同に向けた。

　そこには四体の生ける屍しかばねがあった。

　イリステラはふらふらとした足取りでひと抱えもの資料を運び歩き、キキモラとティリエルは運ばれてきた資料を濁にごった瞳でひたすら調べ上げている。部屋の隅すみにはアッシュの死体が転がっていた。近くに本が散乱しているのは書棚に戻そうとした痕こん跡せきだろうか、書物を握にぎり締しめたまま持ち上がっている手が悲ひ哀あいを誘さそった。

　死し屍し累るい々るいの光景を見渡して、アンリエッタは朗ほがらかに、

「ずいぶん、にぎやかになりましたね」

　ティリエルがふと我に返り、アンリエッタを見た。部屋の惨さん状じように顔を引きつらせ、

「も、申し訳ありません、あとできちんと片付けますから──」

「いえ、よろしいのですよ。それよりも軽食をお持ちしたのですけれど、いかがですか？」

「……い、いただきますわ、アンリエッタ、ありがとうございます……」

　新たな資料の山を置いたイリステラは、虚うつろな笑顔をアンリエッタに向けた。

　イリステラたちは、ドル・ドーザ宅の書しよ斎さいに招かれていた。

　城の書庫に収められていた、ディアマンドラの『呪のろい』に関する資料をあらかた探し尽くしたところに、アンリエッタからの誘さそいがあったのだ。

　どうやらドル・ドーザはディアマンドラの付つき添そいを命じられているようで、自由になる時間がほとんどないのだという。代わりに、自らの妻に言付けをして、自宅の書斎に収められているさまざまの資料を開放するよう手配してくれたのだった。

「あまり根を詰めても、良い結果は得られませんよ。休きゆう憩けいも、立派な仕事のひとつです」

　軽やかな声でそんなことを言いながら、アンリエッタがテーブルに軽食を置いていく。焼きたてスコーンの香ばしい香りが、不眠不休の胃袋を刺し激げきした。

　ふと、アンリエッタは隅すみに転がるアッシュを見て、

「アッシュさんは、いかがなさいましょう？」

「……そっとしておいてあげてください。この三日間、アッシュは毎日……ディアマンドラ殿下の元に行っているのですから……」

　イリステラが沈ちん痛つうな声を落とす。アンリエッタは不ふ思し議ぎそうな顔をしたが、すぐに「わかりました」とつぶやいた。

「では、いただきます」

　プレートラックに盛られたスコーンを、思い思いに手にする。苺いちごやクランベリーのジャム、蜂はち蜜みつやバターソースなどを好みでつけて、小皿に乗せて口に運ぶ。さくさくと小気味のいい食感に、疲れにまみれていた少女たちの顔が思わずほころんだ。

「ところで──」

　と、自らは紅茶だけを口にしながら、アンリエッタが尋たずねた。

「お目当てのものを探し出すことは、できましたか？」

「…………いえ…………」

　しょげた声をあげて、首を振ったのはキキモラだった。自分の胴体ほどもあるスコーンを、細かく砕いて口に運びながら、

「いくつか方法は考えつきましたが、どれも『呪印マーク』に込められている莫ばく大だいな『魔源マナ』がネックになってしまっていて……」

「まあ、そうなのですか」

「高密度の『魔源マナ』の印を身体に刻きざまれながら、ディアマンドラ殿下が無事でいられるのは、それだけ精せい密みつな調ちよう整せいが為なされているからです。うかつに手を出すと、《奉命サクリフアイス》によって発生した莫ばく大だいな『魔源』が爆ばく発はつしてしまいそうで──」

「あら、それは大変」

「ガス抜きみたいに少しずつ抜いていくとか……いや、だめか、あまりにも時間がかかりすぎるし……『魔源汚染マナハザード』が絶対に発生しちゃうし……いっそ《浄化ピユトリフアイ》を……いやいや、それでもあれだけ高密度の『魔源』を平均化することはできないし……そもそもわたしが死んじゃうし……」

　自分の世界に入り込んでしまったキキモラに、アンリエッタは再び紅茶のカップを傾かたむけ、のほほんとした声で言った。

「旦だん那な様さまも、この問題には心をお痛めになっているご様子なのです。もう一ひと月つきほども前のことでしたか、長旅から帰ってこられたときなどは、たいそう落ち込んでいらして」

「落ち込む？　ドル・ドーザが、ですか？」

　イリステラは青い眼を丸くした。

「ええ。長いあいだ、ある宝物を探し求めていらしたようなのですが、どうもそれが手に入らなかったらしくて。『姫さまに申し訳が立たぬ』と仰おつしやっておりました」

「……そうですか」

　イリステラは表情を暗くして、スコーンを小皿に置いた。ティリエルも、悲痛な顔をする。ディアマンドラと交わした『約束』は、ティリエルの身柄を保ほ護ごするためのものであり、その行動を後こう悔かいすることは決してなかったが──そのためにドル・ドーザに苦しみを与えているということは、二人の心を重くするには十分な事実だった。

　アンリエッタはどこか遠くを見るような目で、

「あのときの旦那様は、大変な悲しみようで──見ているわたしも、なんだか悲しくなってきてしまったものです。旦那様を慰なぐさめるために、いろいろなことをしたものですわ」

「いえ、そこまでは聞いていないのですが──」

「手作りのお菓子を差し上げたり、手て編あみの服を差し上げたり──あ、もちろんわたしのものとお揃そろいですよ？」

「アンリエッタ？　聞いてますか？」

「湯ゆ浴あみをしている旦那様のお背中を流そうとしたときなどは、たいそう驚おどろかれてしまって──ふふ、そんなに遠えん慮りよなさることはありませんのに。だってわたしたちは夫婦なのですから。ね、そうでしょう、ティリエルさん？」

「……ああ、まあ、そっすね……」

　ティリエルはうんざりした顔つきで頷うなずいた。伯はく爵しやく夫ふ人じんに対する態たい度どとも思えないが、徹てつ夜や明あけの頭にのろけ話を聞かされても殺意しか湧わかないというものだ。

　と、キキモラが、ふと顔を上げて、

「アンリエッタさま、今のお話──」

「えっ？　なんですかキキモラさん、わたしたちの新婚旅行の話ですか？」

「いえ、そんなことではなく。ドル・ドーザ伯はく爵しやくが探していたという、宝物のことです」

　自分の新婚旅行を『そんなこと』呼ばわりされて、アンリエッタはちょっと傷ついたような表情を見せた。しかし、すぐに気を取り直し、

「ちょっと待ってくださいね。確か、この辺りに──」

　言いながら、アンリエッタは背伸びをして書しよ架かを覗のぞき込んだ。背表紙をつらつらと眺ながめながら、不ふ思し議ぎそうに問う。

「でも、その宝物は失われてしまったのでしょう？　今さらその資料を見て、なにか役に立つことなどあるのでしょうか？」

　キキモラは表情を曇くもらせ、ぽつぽつとつぶやいた。

「わかりません──でも、なにかしらのヒントにはなると思うんです。今は、どんな情報でもありがたいですから」

「なるほど。……ああ、ありました。これです」

　そう言って、アンリエッタはひとつの書物を差し出した。

『魂たましいの概がい論ろん』。

　それを差し出そうとして、アンリエッタはふと、心配そうにキキモラの顔を覗のぞき込んだ。

　彼女の顔からは、血の気が引き、すっかり青ざめていたからだ。

「どうかなさいましたか？　顔色が、優すぐれないようですけど」

「──い、いえ、ちょっと──あの、その本、お借りしてもよろしいですか？」

「ええ、どうぞ」

　にっこりと笑って、アンリエッタは『魂の概論』をキキモラの近くに置いた。それから、ふと思い出したように顔を上げ、

「あら、いけません。そろそろお買い物に行かなくては。それでは、失礼いたしますわ、イリステラさま」

　アンリエッタは優ゆう雅がに一礼をすると、書しよ斎さいから出て行った。

　イリステラは、机の上にある『魂の概論』を覗き込み、そこで、ふと息を吞のんだ。

「ねえ、ティリエル。この名前って」

「え？　えーと」

　アルキメッド・ジャグルギグル。

　著ちよ者しやの項目に記されていたその名前に、ティリエルは「ああ」と声をあげ、

「この人、確かユーピッドのお父さまですよね」

　ユーピッド・ジャグルギグルはティリエルの腹心の上級メイドである。寡か黙もくだが有能な彼女が、アッシュの親友であるトレインとデートしているところを目もく撃げきしたのが、今では遠い昔の話のようだった。

　と、アルキメッドの名を出した途と端たん、ぴくん、とコウモリの翼つばさが震ふるえた。その顔は、先ほどよりもなお青ざめている。イリステラとティリエルは訝いぶかしげに眉まゆを寄せ、

「…………なに？　この人が、どうかしたの？」

「お知り合いなんですか、キキモラさん？」

　キキモラはずいぶん長いこと、じっとりと黙だまり込んでいた。頭の中に答えはあるのだが、それをどう表現して良いのかわからない、そんな沈ちん黙もく。

　やがて考えをまとめたのか、キキモラはうつむき、

「……あの、驚おどろかないでほしいんですけど」

　声をひそめて、話しはじめた。

「わたしの故こ郷きよう、『魔族エマ＝デモナス』の土地である『死竜の寝床ブラツクレア』には、七つの都がありまして」

　突然なにを言い出すのかこの子は、という顔で、イリステラとティリエルはまじまじとキキモラの桃もも色いろのつむじを見つめた。その視線を決して見上げることなく、キキモラは続ける。

「ひとつの都には、四つの氏族が住んでいるんです。全部で二十八の氏族があって、わたしが所属する──所属していた『マインドハッカー氏族』も、そのうちのひとつなんですけど」

「……それが、どうかしたの？」

「はい。あの。その、ですね。その、いくつもある氏族のうちの、ひとつに」

　キキモラはそこで息を吸い込み、吐き出すのと同時に、

「『ジャグルギグル氏族』というものが、あるんです」




　　　　◆




「それで、御用件はなんでしょう、メイド長」

　上級メイドの休きゆう憩けい室しつで、ユーピッドは無表情にそう告げた。

　彼女の正面にはティリエルが、少し離はなれた場所にはアッシュが、その胸元にかかっているポシェットにはキキモラが潜ひそんでいる。ちなみにイリステラはこの場にはいない。

　王女さまが立ち会っては、聞き出せるものも聞き出せなくなる──というティリエルの意見があったからだ。

「あ、うん。あのね──」

　対するティリエルは、ぎこちない笑みを浮かべている。自分で紅茶を淹いれたくせに、いまだに一度も口をつけていない。

　まあ仕方ないよな──と、アッシュは思う。

　なにしろ、自分の直属・腹心の部下が、『魔族』だったのだから。まだ横おう領りようや窃せつ盗とうが明らかになったほうが、対処のしようがあるというものだ。

　とはいえ、まだ確定したわけではない。今のところ明らかになったのは『ジャグルギグル』という名前だけなのだから、ただの偶ぐう然ぜんという可能性も十分あり得る。

　そもそも、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である『魔族エマ＝デモナス』が人間社会に潜ひそもうとするのなら、『ジャグルギグル』などという名前をそっくりそのまま使おうとすることなどありえない。

　そう指摘したアッシュたちに、キキモラは複ふく雑ざつな顔をして、こう答えた。

『……彼らなら、ありえます。それがジャグルギグルですから』

　その意味は、人間であるアッシュたちにはよくわからなかったが──少なくとも、今、ポシェットの中で注意深くユーピッドを観かん察さつするキキモラの表情は、真剣だった。

「トレインとは、どう？」

　ややあって、ようやくティリエルが切り出した。あまりにも遠回りな質問だったが、切り出したことに変わりはない。

　対するユーピッドは無表情──いや、少しだけ唇くちびるを曲げた。ような気がする。

　しばらくの逡しゆん巡じゆんの後、ユーピッドは答える。

「どう、とは？」

　焦じれったくなるようなやり取りだ。アッシュたちはやや離はなれたところから、息を詰めてメイド長と上級メイドを眺ながめている。

「や、だから──仲良くやれてる？　ていうか、あのあと、どうだった？」

　ユーピッドは首をかしげ、少しの間のあと、小さな声で答えた。

「……昼食を終えたあとは、歓かん楽らく街がいのほうに赴おもむきました。その、演劇を見たり、それから、買い物をしたり。夕方くらいまでそうして、それから、一緒に城に帰りました」

「へえ。夕飯は食べなかったの？」

「はい。最初でしたから」

「最初の？　なに？」

「………………最初の、その、…………ート、だったので……」

　普段は無表情なユーピッドが、恥はじらいに顔を赤らめてうつむいている。ここにイリステラやディアマンドラがいなくてよかった、とアッシュは心から思った。彼女たちが今のユーピッドを見たら、理性を無くして襲おそいかかったかもしれない。

「ふうん。そうなんだ。最初の『デート』では夕飯を一緒に食べちゃいけないのね」

　ティリエルはやたらと『デート』を強調して言った。にやにやしている。

「……はい」

「なんで？　なんでなんで？　なんでだめなの？」

「…………本に、そう、書いてあったので」

　へえええ、とやり過ぎなくらい感心して、

「ちゃんと本で研究するのね。さすがユーピッド、真ま面じ目めなんだ！　真面目に好きなのね、トレインのことが！　いやあ、感心するわー」

　そこでユーピッドがキレた。彼女は真まっ赤かな無表情で立ち上がると、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたような礼をして、

「メイド長。そのようなお話だけでしたら、仕事に戻らせていただきます」

　スカートを払うようにして歩き去ろうとしたユーピッドの袖そでを、ティリエルは慌あわてて摑つかんだ。紫むらさきの瞳ひとみから絶ぜつ対たい零れい度どの視線を向けられて、ティリエルは愛あい想そ笑わらいを浮かべ、

「いや、うそ、ごめん！　違うの、本当はそうじゃなくてね──」

「では、手短にお願いできますか」

「ああ、うん、あの──」

　ティリエルは咳せき払ばらいをする。にやけていた顔を引き締しめて、彼女は、メイド長としての責任を有した表情で、言う。

「お父さまは、お元気？」

　瞬しゆん間かん。

　ユーピッドの顔から、色が消えた。

「父が、なにか？」

　すう、と血の気が引くようにして、紅あかに染そまっていたユーピッドの頰ほおは元の白はく皙せきへと戻っていく。その変わりようにティリエルはぎょっとして、しかし声を励はげまして続ける。

「な、なにか、ってほどのことはないんだけど──そうだ、あのね。あたしたち、今ディアマンドラ殿下の『呪のろい』を解く方法を探してるの。それは、知ってるでしょ？」

　ユーピッドはこくりと頷うなずいた。機き械かいのような仕草。

「それで──あなたのお父さまが、その方法を知ってるんじゃないかと思って。ほら、ドル・ドーザ伯はく爵しやくが探していた宝物について、研究してたみたいだから。だから、話を聞きたいんだけど、だめ、かな？」

　それを受けて、ユーピッドは迷うことなく答えた。

「だめです」

　ユーピッドの表情にも、その内側にも、かけらの怒気も滲にじんでいなかった。

　ただ彼女は、そうだからそうであるとでも言うように、言葉を続ける。

「父は、自身が望まない限り、誰だれにも会いません。いつか、ドル・ドーザ伯爵からも同じことを仰おおせつかりましたが、それもお断りしました」

　あのドル・ドーザの申し出を断ることのできる人間が、王族以外にいるとは思わなかった。そのときの光景を想像して、アッシュは戦せん慄りつした。

　ティリエルは顔を引きつらせつつ、

「……そ、そこをなんとか、仲介だけでも、してくれないかな？」

「そのような権限は、わたしにはありません。申し訳ありません」

　袖そでを摑つかまれたまま、ユーピッドは頭を下げる。

　有無を言わせぬ口調であり、ただ人であればその場でなにも言えなくなってしまっただろう。しかし、「お断りします」の一言ですごすごと引き下がっていたのでは、『上層部アツパーヤード』のメイド長など三日も続けられない。

「じゃいいわ。こっちから会いに行くから、アルキメッド氏の住所を教えてくれる？」

　紫むらさき色いろの眼が細められ、鋼はがねの固さと冷たさを宿した声が響ひびく。

「父の居場所は第一級の機き密みつ事じ項こうに当たります。他者に教えることは不可能です」

「それじゃ、アンタは住所を知ってるのね？」

「……その質問に、答えることはできません。失礼──」

「まあまあ待って待って。まだ話は終わってないんだからさ──」

　満面の笑みで腕うでを摑んだまま離はなそうとしないティリエルと、冷たい表情でそんなティリエルを見下ろすユーピッド。二人とも、口を動かしながらもそこ以外はぴくりとも動かない。

　このままでは、永遠に押し問答が続きそうだが──

「……あ、そうだ」

　ふと思いついて、アッシュは立ち上がり、休きゆう憩けい室しつから出て行った。

　きっかり五分後、アッシュはトレインを引き連れて戻ってきた。

「ですから。父に連なる情報は一切お教えできませんと──」

　恐おそらく十数回口にしたであろうユーピッドの言葉は、トレインの姿を眼にした瞬しゆん間かんに途切れて消えた。

　アッシュはユーピッドには眼を向けず、ただ親友に礼を述べた。

「悪いね、食事中に無理を言って」

「や、それはいいんだけどさ。この部屋、おれなんかが入ってもいいのか？」

　トレインは居い心ごこ地ち悪そうに辺りを見回している。年とし頃ごろの上級メイドたちの憩いこいの場である休憩室は、それに相応ふさわしく華はなやかで愛あいらしい飾り付けが為なされている。『下層部ロウアーヤード』で立ち働くトレインにとっては、落ち着かない場所なのだろう。

「もちろん。来てくれて嬉うれしいわ、トレイン。歓迎する」

　そう言ったのは、ティリエルだった。

　ユーピッドの手を離して、立ち上がる。その口元に浮かぶのは、勝利を確信した笑みだ。アッシュに目配せした赤い瞳ひとみは、「よくやった」とだけ物語っている。

「ほら、なにしてるの？　ユーピッド、トレインを席に座らせて。あなたの隣となりに」

「ああ、ユーピッド。こないだは付き合ってくれてありがとうな」

　笑いかけたトレインに、ユーピッドは蚊かの鳴くような声で「……いえ」と囁ささやいた。ティリエルは鼻歌交じりに給きゆう湯とう室しつに引っ込み、二人のあいだに気まずい沈ちん黙もくが満ちる。

「……えーと」

　トレインは頰ほおを搔かき、ごまかすように笑う。ユーピッドはそんな彼を恥はずかしげに見上げ──それから、とんでもない失礼をしてしまったとでもいうように狼ろう狽ばいし、

「あっ、す、すみません！　ど、どうぞ、こちらへおかけください」

　二人は連れ立ってソファに腰こしかけ、キキモラは呆あきれたようにアッシュを見上げる。

「……アッシュさん、ちょっと性格が悪くなったんじゃないですか？」

　アッシュは息を抜くようにして笑い、

「付き合ってる相手が相手だからね」

「あ。ひどい。それ、聞かれたら不ふ敬けい罪ざいですよ」

「これくらい言う権利は、ぼくにもあるはずだ。なにしろ、昨日だって──」

　不用意に言いかけて、アッシュは慌あわてて口を噤つぐんだ。忘れたいと思っていたのに、ただ口にしただけで、ディアマンドラとの『余よ興きよう』の記き憶おくがあふれ出してくる。恐きよう怖ふのフラッシュバックに顔が強こわばり、キキモラはそれを見て取って複ふく雑ざつな表情を浮かべた。

　あの体験──悪あく夢むのような、あの出来事を、思い出しただけでこうなってしまう。ディアマンドラの嬌きよう声せいが耳にこびりついて離はなれない。いまだに血を流す『心の傷』の痛みをこらえるために、アッシュはきつく眼を閉じて、下を向いた。

　そこで、給きゆう湯とう室しつからティリエルが戻ってきた。紅茶を勧すすめながら、彼女は言う。

「アンタも知ってるでしょ、トレイン？　ディアマンドラ殿下のこと」

「ああ。城の中は、その話で持ちきりだからな。──なあ」

「うん？」

　トレインの顔が、わずかに陰かげり、

「あのさ、噂うわさで聞いただけで、ただの間違いだと思うんだけどさ。王女さまに近いおまえなら『違う』って言えると思うんだけどさ」

「なによ？　回りくどいわね」

「王女さまが、皇女殿下に連れられて、この国を離れようとしてるって、噓うそだよな？」

　さすがというべきか、ティリエルは表情を変えなかった。紅茶に口をつけ、

「それ、誰だれから聞いたの？」

「誰ってわけじゃない。ただ、そういう噂があるってだけだ。ディアマンドラ殿下が、そんな話をしてるのを聞いたとか。王女さまのための馬車がもう用意されてるとか。そんな、確かめようのないことだよ」

　ティリエルは笑みを消して、眼を細めた。なにかを計算するかのような表情。いくつかの足し算と引き算を終えたあとに、ティリエルは言う。

「本当よ」

　そのときのトレインの表情を表す言葉は、『愕がく然ぜん』以外になかっただろう。

　ティリエルは肩をすくめ、

「といっても、まだ確定したわけじゃないし、あたしたちはそんなこと、絶対、絶ッッッ対に許さないけどね。──ディアマンドラ殿下がここに来た目的は知ってる？」

「い、いや。そこまでは知らない」

「ディアマンドラ殿下は──実は、ある『呪のろい』を受けていらしてね。ディアマンドラ殿下の代わりに、あたしたちがその『呪い』を消すことができれば──イリステラさまは、ずっとこの国にいられる。そういう取り引きなわけ」

　ぐっと身を乗り出した、ティリエルは小さな声で、

「ユーピッドのお父さまがその目的を果たす手がかりを知ってるんじゃないかって、そういう情報があってね。今、どうにか連絡を取ってもらえないか、掛け合ってる最中」

　そう言った。

　それだけで、ティリエルの役目はほぼ終わったと言っていい。トレインは隣となりで硬直しているユーピッドを振り返り、縋すがるような声で、

「本当か？」

　ユーピッドは、無表情と物静かさを保ったまま混乱の極きよく致ちに至るという、実に器用な真ま似ねをしていた。

「──本当、か、と、仰おつしやいましても、」

「もし本当なら、協力してくれないか。王女さまがこの国にいられるかどうか、その瀬せ戸と際ぎわなんだ！」

「────いえ、ですから、その、父は、──えと、わたしは、」

　トレインは、屈くつ託たくのない、単純な性格をしている。楽しいことがあれば大声で笑うし気に入らないことがあれば全身で怒るし、なにかお願いをしなければならないときは誠せい心しんに誠せい意いを重ねなければならないという思想の持ち主である。

　だからトレインは、ユーピッドの両手を握にぎり締しめ、

「おれからも頼む、ユーピッド。きみのお父上が、王女さまの問題を解決する手がかりを持っているというのなら、ぜひ案内してくれ」

「────────」

　トレインの大きな手に両手を包み込まれて、ユーピッドの身体がびくんと跳はねた。彼の真しん摯しな眼まな差ざしに、白はく磁じの頰ほおが桜色に染そまり、紫むらさきの瞳ひとみがとろんと蕩とろける。

「そのために、おれにできることがあるのならなんでもする。だから、お願いだから力を貸してくれ」

「………………なんでも？」

「ああ。なんでもだ！」

　瞬しゆん間かん、ユーピッドの魂たましいは宇宙のどこかに飛んでしまったようだった。その抜ぬけ殻がらを、アッシュとティリエルとキキモラは心配そうに見つめている。

　やがて、魂たましいが半分だけ戻ってきたユーピッドは、茫ぼう洋ようとした口調で、

「わかりました」

　それだけを、口にした。

　対面にいるティリエルが、慎しん重ちように尋たずね返す。

「本当？　アルキメッド氏のところに、連れて行ってくれるのね？」

「はい。父がお会いするかどうかはわかりませんが……父の研究所に案内することは、可能、だと、思います」

　トレインの顔が笑みに崩くずれた。こういうとき、トレインは実に良い笑顔をする。それに加えて、後先とか周囲の状況をあまり考えない行動に出る。

　トレインは、ユーピッドの手を離はなすと、両りよう腕うでを広げ、

「ありがとう、ユーピッド、恩に着る！」

　思いっきり、彼女の身体を抱きしめた。
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「──────────────────────────」

　ユーピッドの顔が、爆ばく発はつした。

　さすがのティリエルも気まずそうに頰ほおを搔かき、キキモラは両手で口元を覆おおって顔を赤くし、トレインの人となりをよく知っているアッシュは特に驚おどろきもしない。

　アッシュは安あん堵どの息をつき、早速どこにいるのかを聞き出そうと口を開きかけたところで、

　こんこん。

　と、休きゆう憩けい室しつの扉がノックされ、その向こうから、黒メイドが現れた。

「失礼いたします。『今日の分を寄よ越こすがよい』との、ディアマンドラ殿下の仰おおせです」

　その言葉に──アッシュは歯を食いしばり、顔を上げた。




　　　　◆




　アッシュと入れ違いになるようにして、イリステラが戻ってきた。

　その顔色に、ティリエルは心を痛める。少しでも彼女の気持ちを和やわらげようと、ユーピッドとの『交こう渉しよう』が上う手まくいったことを伝えたが──イリステラは少しだけ微ほほ笑えみ、

「そう。ありがとう、ティリエル」

　それだけ言って、また物思いに沈んでしまった。

　正午を、少し回った時刻。

　王女の私室には、沈ちん黙もくだけが満ちている。

　キキモラはドル・ドーザ宅から持ち出したアルキメッドの著ちよ作さくに眼を通しているし、ティリエルはそのページをめくるのに忙しく、イリステラは──どこか遠くを見るような眼まな差ざしで、じっと物思いに耽ふけっている。

「…………」

　ティリエルは、その様子を横目で窺うかがう。服装はまた異なっていた。ディアマンドラがあつらえたものと思わしき、華はなやかな真しん紅くのイブニングドレス。肩を露ろ出しゆつさせた大だい胆たんな服装だが、開いた胸元を飾るルビーのネックレスが眩まばゆいほどのアクセントになっている。

　そんな、絢けん爛らんたる衣装に身を包んでいながら──イリステラの表情には、憂うれいが満ちていた。

　耐えられなくなった。

　ティリエルはページを開いたまま、立ち上がり、イリステラに近づく。

「ひ、姫さま、元気をお出しになってください！　ユーピッドによれば、明日にはアルキメッド氏のところに案内してくれるそうですし──すぐに、ディアマンドラ殿下の『呪のろい』を解く方法が見つかりますよ！」

　束つかの間ま、イリステラの視線がどこか遠くから戻ってきた。

　ティリエルを、次いでキキモラを見み据すえ、言う。

「アルキメッドさんは、『魔族エマ＝デモナス』なのでしょうか？」

　ぐっ、とティリエルは言葉を吞のんだ。代わりにキキモラが、それに答える。

「……その可能性は、高いと思います。他の『魔族』──ブラッドハンマーやシャドウランナー、あるいはマインドハッカーと違って、ジャグルギグルはそういう氏族ですから」

「『そういう』というのは、つまり、どういうことなのでしょう？」

　その質問に、キキモラは顎あごに手を当て、考えをまとめ、

「つまり、ですね。ジャグルギグル氏族は、『魔族エマ＝デモナス』の中でも相当の変わり者なんです」

　そんなふうに、説明を始めた。

「本来、『魔族』は人間の敵です。母である『竜』を倒して大帝国を作り上げた人間を憎にくみ、その平和や秩ちつ序じよを打ち崩くずすことを目的として行動しています。ですが──ジャグルギグルだけは、それが目的ではありません。ジャグルギグルの目的は、ただひとつ」

　キキモラは『魂たましいの概がい論ろん』に眼を向け、

「魔ま法ほうの深しん奥おうを極きわめること。それが、彼らの唯ゆい一いつにして究きゆう極きよくの目的なんです」

　独り言のように、そうつぶやいた。

　ティリエルは瞬まばたきをして、今の話を整理する。

「つまり、ジャグルギグルっていうのは他の『魔族』と距きよ離りを置いてるってこと？」

「そういうことですね。もちろん敵対しているわけではありませんが、その代わりにジャグルギグル氏族は、利害が一致しない限り積極的に人間と敵対することもありません」

　イリステラの表情が、わずかに明るさを取り戻した。

「それなら──わたくしたちの願いを聞いてくださるかもしれませんね」

　が、キキモラは複ふく雑ざつな表情を浮かべる。

「それは、わかりません。それこそ利害の問題になってくるのだと思います。わたしたちの提てい案あんが、ジャグルギグル氏族か、最低でもアルキメッド氏個人を利するものでない限り、彼はわたしたちには協力してくれないでしょう」

「協力しないとアンタが『魔族』だってバラすぞ、って脅おどすのはどう？」

　半なかば本気でそう言ったティリエルに、キキモラは血相を変えて、

「それだけは、絶対に、やめてください！　口封じされるのがオチです！　積せつ極きよく的てきに敵対していないといっても、相手が『魔族』であることを忘れないでください！」

　そんなこと言われてもな、とティリエルは思う。自分たちが眼にしたことのある『魔族』はキキモラだけなのだから、恐おそれろというほうが無理な話だ。

　と、イリステラがため息をつくようにして、

「……それでは、ディアマンドラ殿下の『呪のろい』を解けるとは、限らないのですね……」

　キキモラはしょげたように頷うなずき、ティリエルの胸の痛みはさらに強くなる。

　ディアマンドラが来てからずっと、イリステラはこんな調子だった。いつになく落ち込んでいるというか、悲観的というか。太陽が雲の向こうに翳かげるように、笑顔を見ることがほとんどなくなってしまったのだ。

　顔を歪ゆがめたティリエルに気づきもせずに、イリステラは、ぽつりと、

「アッシュは、無事でしょうか」

「……姫さま」

　いくつかの思いが頭をかすめ、しかしそれを口に出すことは決してできない。イリステラは物思わしげに眼を伏せた。

「今ごろ、殿下にどんなことをされているのでしょう」

　最初のあの日、ディアマンドラのところから戻ってきたアッシュのことを思い出した。がくがくと震ふるえながら、光の消えた瞳ひとみで部屋の隅すみを見つめるだけの存在に成り果ててしまった『竜戮騎士テイフオニロス』見習いの姿は、少女たちの旺おう盛せいな想像力を刺し激げきするには十分だったのだ。

　ティリエルは外傷がないことから直接的な暴力ではないのだろうと推すい測そくし、キキモラはもしかしてもしかするとアッシュさんは一足先に大人の階段を上ってしまったのではないかと赤面し、そしてイリステラは、

「おしおきを、されているのでしょうか」

　そんなふうに、つぶやくのだった。

　へたり、とキキモラの翼つばさが垂たれた。イリステラの横顔を見つめる金色の眼まな差ざしには、呆あきれと失望の色。冷たく乾いた声で、キキモラは言う。

「……アッシュさんのこと、心配してたんじゃないんですか？」

　その指摘に、イリステラはキっと眼を据すわらせ、

「なにを言うのです。いくらあなたといえど、無礼は許しませんよ、キキモラさん。もちろんわたくしは、アッシュの身を心配しているのです」

「おしおきされているかどうか、ですか？」

「そうです！　なにしろ、ディアマンドラ殿下はああいうお方ですから──いろいろな道具を使って、アッシュのことを痛めつけているのかもしれません。それを思うと、わたくしは夜も満足に眠れないのです」

　キキモラは黙だまり込んだ。ディアマンドラの性格を見る限りでは、イリステラと同種の『趣しゆ味み』を持っていてもおかしくないように思えたのだ。

　そして、なによりもそのことが、イリステラには我が慢まんならないらしい。

　イリステラは戦場に赴おもむいた恋人に思いを馳はせる乙おと女めのように、両手を胸の前で組み合わせた。青い瞳ひとみが潤うるみ、熱っぽい声が吐と息いきと共に唇くちびるから漏もれる。

「かわいそうなアッシュ。今ごろディアマンドラ殿下に縄なわで縛しばられたり鎖くさりで吊つるされたり手て錠じようを嵌はめられたり鞭むちで打たれたりしているに違いありません！　ああっ、なんてうらやま──、こほん、かわいそうなのでしょう！　代われるものなら、代わって差し上げたい──！」

「どっちと？」

　思わずそうつぶやいたキキモラを、イリステラはひたと見み据すえた。

「アッシュだって、ディアマンドラ殿下にされるくらいなら、心の通じたわたくしにされるほうを望むというものです。そうではありませんか？」

　キキモラはもはや答えもしない。うんざりした顔で黙だまり込んだだけだった。

　ティリエルが覚悟を固めて声をあげたのは、ちょうどそのときだった。

「……あたし、アッシュの様子を見に行ってきます」

　イリステラとキキモラが、同時にティリエルのことを見た。

　しかしティリエルは顔を上げず、つま先を見つめたまま、ぽつぽつと、

「最初からそうすべきだったんです。元はといえば、これはあたしが持ち込んだ災さい難なんなんですから。本当なら、アッシュじゃなくて、あたしが代わりに行くべきだったんです」

　イリステラの表情に、苦い後こう悔かいと自じ責せきの色が浮かんだ。半身であるティリエルが、そこまで思い詰めていることに気づかなかったからだ。

「ご、ごめんなさい、ティリエル。わたくしは、そんなつもりでは──」

「わかってます。でも、やっぱり、あたしが代わるべきですから。アッシュよりはあたしのほうが、その、姫さまが仰おつしやったようなことには慣なれているんですから。慣れていて、責任があるほうが、するべきだと思うんです」

　その言葉に、イリステラは傷ついたように唇くちびるを震ふるわせた。

　その姿に、ティリエルは自身の心も傷つくのを感じていた。

　しかし、口にした言葉は二度と元の場所には戻らない。ティリエルは深く頭を下げ、「失礼します」とつぶやくと、そのまま踵きびすを返して扉を開けた。

　背中に向けられる視線を振り返らないようにするには、強い意志の力が必要だった。




　　　　◆




　アッシュの心配をしているわけではないのだろう、と、『上層部アツパーヤード』の廊ろう下かを歩きながら、ティリエルは自らの考えを分析する。

　もちろん、そういう気持ちがまったくないわけではない。アッシュは自分の同どう僚りようで、イリステラの次に親しい『身内』と呼べる存在だ。亡国の姫君であるティリエルにとって、心から信頼できる仲間は限られている。イリステラにアッシュにキキモラ、それにガーラフを始めとするエルド族の亡命民たち──それくらいのものだろう。

　その『身内』が、皇族によっていたぶられている。

　見過ごせることではない。なにを置いてでも、彼のことは助けなくてはならない。

　だが、ティリエルは現実主義者だった。そんな、お涙頂ちよう戴だいの美び談だんだけが自分の行動原理ではないということを、冷え冷えと理解していた。

　自分は、アッシュが、羨うらやましかったのだ。

　自分や、イリステラの身代わりになっているアッシュのことが。

　そうして姫さまの気持ちを独り占めしているアッシュのことが。

　羨うらやましく、そして、妬ねたましかったのだ。

　だから、ティリエルは今、廊ろう下かを歩いている。自分たちの身代わりになったアッシュの身代わりになるために。そうして、イリステラの関心を自分のほうに向けるために。

　──最低。

　その一言が、自分の行こう為いに対する、ティリエルの正式な評価だ。

　ふと、ティリエルの足が止まった。

　自身を責めることに夢中で、いつの間にか通り過ぎてしまったのだ。

　ディアマンドラの居室は正確に理解している。そこを中心とした『上層部アツパーヤード』の一画は、一時的にディアマンドラが連れ込んだ黒メイドたちの管理下に置かれ、ティリエル配下の上級メイドたちは立ち入りを禁止されているからだ。自分たちの管かん轄かつをよそ者に侵おかされて、プライドを傷つけられた配下たちが最近ピリついていることを、ティリエルは知っている。

　しかし、辺りを見回してみても、ディアマンドラの居室を護まもっているはずの黒メイドたちは、どこにも見当たらなかった。

「……？」

　ディアマンドラはアッシュを連れて他の場所に行ってしまったのかもしれない──そんな考えは、しかし、居室から漏もれ聞こえる声に否定された。

　聞き慣なれた声だった。

　誰だれかの、くぐもった、悲鳴。

　扉の前に立って、一度だけ深呼吸をした。

　痛めつけられるのは慣れている──イリステラにはそう言ったが、そんなのは噓うそだった。イリステラが自分に対してすることは、痛めつけるのとはまったく違う。あれは姫さまの『愛あい』なのだから。ただ苦痛を与えるだけの行こう為いとは、似ているようで正反対なのだから。

　アッシュが聞けば全力で呆あきれるような考えだが、ティリエルは心の底からそう思っていた。真に信頼し、心を預け合う間柄だからこそ、いたぶられ、辱はずかしめられても心地ここちよく思えるのではないか。あれは、姫さまと自分の『絆きずな』を確認する行為なのだ。

　しかし、『絆』のないディアマンドラとそんなことをするのは──苦痛である以上に、我が身が汚されるような嫌けん悪お感かんしか覚えない。

　それでも、覚悟を決めて、ティリエルは扉をノックした。

「──失礼いたします。ディアマンドラ殿下。お話がございます」

　返事は、無む論ろんない。たかがメイド風ふ情ぜいが皇族に『話がある』など、通じるはずがない。何度かノックをし、呼びかけるうちに、ティリエルはふと気づいた。

　扉が、少し開いている。鍵かぎも掛かっていない。

　いつものティリエルならば、ここで異変に気づいていたはずだ。ディアマンドラ・ドル・ベテルギアスは畏おそれ多くも第二皇位継けい承しよう者しやにして『大陸軍』の総司令官であり、その命を狙ねらうものは星の数ほどもいるのだから、部屋のドアに護ご衛えいもつけずあまつさえ鍵かぎを開けっ放しにすることなど絶対にありえない、と。

　しかし、ティリエルは、緊きん張ちようしていた。嫌いやなことは早く済ませたいという気持ちがティリエルを逸はやらせ、そっと扉を開けた。

　悲鳴が、先ほどよりもはっきりとティリエルの耳を打った。

　女の子のような甲高い悲鳴に、ティリエルは顔をしかめ、それから、意を決して部屋の中に足を踏ふみ入いれ──

　そして、目の前で繰り広げられている光景に、開いた口が塞ふさがらなくなった。

「ああっ……どうか、どうかお慈じ悲ひを！　お許しくださいっ……！」

「ふ、ふん。そんなことを言って、どうせまた逃げる算段をつけているのだろう？　もう騙だまされないからな、今日という今日は、自分が誰だれの所有物なのかきっちりと教え込んでやる」

　ひゅん、という風切り音のあとに、ぴしゃっ、という肉を打つ音。鋭い痛みに身体が波打ち、天井から吊つり下さがる鎖くさりがその振しん動どうを拾ひろい上あげて乾いた音を立てる。

　それはいい。このやり取りも音も、すでに予期していたものだ。

　問題は──それをやっているものと、やられているものが、まるっきりの逆であることだった。

　滑かつ車しや付きの鎖に繫つながれて、床すれすれのつま先立ちをしながら慈悲を乞こうているのは、褐かつ色しよくの肌を持つ美少女だ。金色の瞳ひとみは恐きよう怖ふに濡ぬれ、うなだれて垂たれ下さがる銀ぎん髪ぱつの隙すき間まから、必死になって目の前の少年を見上げている。

　そんな少女の顎あご先さきに、灰色の髪をした少年は、鞭むちの取っ手を当てた。その顔は──わからない。仮装パーティで付けるような白い仮面をつけているからだ。が、その奥にある灰色の瞳は、ティリエルにとっては見み慣なれすぎるほどに見慣れたものだった。

　褐色の少女──ディアマンドラは、哀あわれを誘さそう声を絞しぼり出だす。

「お願いしますぅ、アッシュさま……！　もう、限界なんです……！　お願いですから、この鎖を外してください……もう、許して……っ！」

　灰はい髪がみの少年──アッシュは、無情な笑みでそれに応こたえる。

「そ、そうだな。そんなに痛いのか？　く、苦しいのか？」

「はいっ！　も、もう、耐えられないんです……っ！」

「それなら──、そう、あと十回、悲鳴を漏もらさずにぼくの鞭に耐えられたら、許してやろうじゃないか」

　瞬しゆん間かん、金の瞳がきろりと輝かがやき、

「十回？」

　その声に、アッシュはびくっと身体を震ふるわせた。仮面の向こうの灰色の瞳に、泣きそうな色が浮かんでいる。鞭でぴしぴしと自分の肩を叩たたき、探るような声で、

「……ま、まあ、どうしてもとお願いするのであれば、五回でも──」

「──」

「いやっ！　やっぱり二十回だな！　このぼくに指図するなんて気に入らない！　せいぜい苦痛にのたうち回るがいいっ！」

　ヤケクソ気味な叫びが響ひびくと、ディアマンドラはまるでそれが喜びであるかのように身体を捩よじらせた。眼の端はしから涙がこぼれ、銀ぎん髪ぱつがその涙に吸いついて頰ほおに張りつく。

「ああっ、そんな！　二十回だなんて──死んでしまいます！　アッシュさま、なんでもしますから、それだけはお許しください！」

「なんでもするというのなら、黙だまってぼくの鞭むちに耐えるんだなっ！」

「そんな……ひどい……ひどすぎます……お願いします、アッシュさま……っ！」

　その光景をつぶさに眺ながめ、瞬まばたきもせず立ち尽くしているティリエルの、真っ白になった頭の中に、あぶり出しのごとくひとつの台詞せりふが浮かび上がってきた。




　……………………………………………………なにしてんの？




「さあ、それじゃあ一回目だ！　せいぜい良い声で──────、」

　言いかけて、アッシュは、鞭を振り上げたまま動きを止めた。

　仮面が傾かたむき、こちらを見る。ぽかんと口を開けているティリエルに、アッシュは魂たましいが吹っ飛んでしまったかのような顔をした。仮面の上からでもはっきりとわかった。
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　そして、その反応を嗅かぎつけて、ディアマンドラがこちらを振り向いた。

「ぐるり」という音が実際に聞こえてきそうな、そんな挙きよ動どうだった。

　ティリエルは回れ右をした。それまで固めてきた覚悟などなんの意味も持たなかった。猫ねこに睨にらまれたネズミが猛もうダッシュするのと同じ理り屈くつで、彼女は素す晴ばらしい速度で扉に取り付き、ドアノブを回して引き開けようとして、

「やはり、来たな」

　背後から、ねっとりとした声が首くび筋すじに絡からみついた。同時に、か細い少女の腕うでが愛いとしげにティリエルの身体を抱きしめる。

「ひっ!?」

「どちらかが来ると思っていた。感かん謝しやするぞ、ティリエル。これでメイエムたちに、余の予測が間違っていなかったと自じ慢まんすることができる──、くふふっ！」

　驚おどろきが恐きよう怖ふに、恐怖が絶望に変わるまで、一秒もかからなかった。

「さあ、こちらにおいで。そなたにも、付き合ってもらうとしよう」

　首根っこを摑つかまれて、ティリエルはずるずると引きずられる。ディアマンドラの指は鋼はがねでできているかのように頑かたくなで、まったく外れない。ちらりと見上げると、滑かつ車しやが丸ごともぎ取れて、鎖くさりがヘビの死体のように床の上にのたくっていた。

「さて」

　ティリエルをその辺に放り出して、ディアマンドラは奴ど隷れいの服を着たまま、優ゆう雅がにソファに座る。アッシュは仮面を外し、鞭むちと一緒に両手に持ちながら、彼女のすぐ傍そばに跪ひざまずいた。

「サージッド＝《エルド》＝ティリエル。畏おそれ多くも皇族の部屋に無断で入るとは、不ふ遜そんもここに極きわまれり、といったところか。本来なら不ふ敬けい罪ざいに問い、それなりの処しよ罰ばつを与えるべきところだが──」

　そう言って、ディアマンドラは猫でも撫なでるように、アッシュの灰色の髪かみをわしわしと撫でた。石のようなアッシュの顔つきが、「なんで来たんだよ」と恨うらめしげにつぶやいている。ティリエルはむっとして、「アンタを助けるために来たのよ」と目つきで言い返し、

「喜べ」

　がつん！　と、ディアマンドラはアッシュの頭に肘ひじを突き、

「そなたの行動は無礼ではあるが、同どう僚りようの身を案じてのことと思えばいじましくもある。よって、罰を下すことはあえてするまい。その代わりに──」

　にやり、と笑い、ディアマンドラは自らの胸に手を当て、

「アッシュと共に、余をいたぶることで、その代わりとしてやろうではないか」

　そう。

　怒ど濤とうのような混乱と恐きよう怖ふと絶望の中で、ティリエルは顔を上げ、どうしても、というように疑ぎ問もんをぶつけた。

「……な、なんでですか？」

「うん？」

「なんで──その、あんな、ことを？」

　なんで、と問うのもおかしい。ティリエルこそ『あんなこと』が、イリステラにいたぶられて喜ぶ特とく殊しゆな『趣しゆ味み』の持ち主であるくせに。

　それでも、ティリエルは問わずにはいられない。

　なんで、こんな──尊そん大だいで、傲ごう慢まんで、生まれながらに王であることを宿命づけられた銀色の獅し子しが──人にいじめられて喜ぶなどという『趣味』を持っているのか？

　アッシュの頭に頰ほお杖づえを突いたまま、ふむ、とディアマンドラは鼻を鳴らし、

「そなたたち、凡ぼん百ぴやくの庶しよ民みんに理解できるかどうかは知らぬが──人を支配するということはな、多くの気力と体力を消しよう耗もうするものなのだ」

　そう言って、疲れたようなため息をついた。金の瞳ひとみに、覇は気きに満ちたディアマンドラに似つかわしくない、ぼんやりとした色が浮かぶ。

「そして、余は人を支配するための帝王学を仕込まれてきた。今さらその生に否いなやは言わぬ。兄上を出し抜いてでも、皇位を得たいと思ってもいる。しかし、な──」

　ふっ、とその身体から力が抜けた。椅い子すから滑すべり落ち、傍かたわらに跪ひざまずくアッシュに、縋すがるように背を預ける。顔を上向かせ、逆さまにアッシュのことを見上げながら、ディアマンドラは甘やかな声を出す。

「ときには、こうして」

　両りよう腕うでを伸ばし、アッシュの頰ほおに触れる。灰色の瞳がどぎまぎと動どう揺ようするのを、ティリエルは見逃さなかった。

「なにもかもを投げ出して、誰だれかに支配されたい、我が身を意のままにしてほしい、と願うこともあるのだ」

　金色の瞳が、とろりと蕩とろける。奴ど隷れいのようなボロを着ている褐かつ色しよくの身体を、羞はじるように抱きしめると、艶なまめかしい吐と息いきが漏もれて、すぐ近くにあるアッシュの耳たぶに触れた。

「なにも考えず、ただ与えられるものを舌を伸ばして受け止めるだけというのは、支配者たる余にとっては新鮮なことでな。ブタのように泣きわめき、主人に許しを乞こうことが──まさか、こんなにも快感だとは、想像もしていなかった……」

「………………」

　ティリエルは呆あきれればいいのか感心すればいいのかわからない。じっと黙だまり込んでいると、ディアマンドラが身体をしならせて、這はいつくばりながらこちらに近づいてきた。

「まあ、そういうわけで──」

　逃げようとするティリエルの腰こしに取り付いて、ディアマンドラはすぐ近くからティリエルのことを見上げる。傲ごう慢まんに輝かがやく金の瞳ひとみが、束つかの間ま、力を失った。親をなくした孤児みなしごのような、儚はかなげな色が浮かび上がる。

「……ティリエルおねえさまは、わたしのこと、いじめたりはしませんよね？」

　うぐっ、と身を引こうとしたティリエルの頰ほおに、ディアマンドラの手が添そえられる。銀の光が視界の片側を塞ふさぎ、触れられた頰が急速に熱くなっていく。

「最初に申し上げておきますけれど──逃げたり、ごまかしたり、このことを誰だれかに告げたりしたら、わたしは、困ってしまいます。なにをするかわかりません。ですから、どうかそのことだけは、心に留とめておいてくださいね？」

　ティリエルは、がくがくと頷うなずくことしかできなかった。




　　　　◆




　二人の黒メイドが両開きの扉を開け、その向こうからディアマンドラが入ってきた。

　両手にそれぞれ、イリステラの最さい愛あいの従じゆう者しやたちを引きずりながら、である。

「………………………………………………」

「やあ、イリステラ」

　にこやかにそう告げて、ディアマンドラはアッシュとティリエルをぶん投げた。死体のごとき二人の身体は放物線を描えがき、イリステラのつま先の近くで折り重なって停止した。

　イリステラは、なにも言えない。

　真っ白な顔で、足下に転がるアッシュとティリエルのことを、見下ろしていた。

　そのさまを見て、ディアマンドラはぞくぞくと身を震ふるわせた。紅あか色いろの舌が唇くちびるをなぞり、彼女は上ずった声で、愛する姫君にこう告げる。

「そなたが愛し、そなたを愛する従者たちは、余のことをなかなか楽しませてくれたぞ」

「──な、」

「うん？」

「なにを、なさったんですか」

　ディアマンドラは声を出さずに笑った。それが答えだった。踵きびすを返し、黒メイドを引き連れて、部屋から出て行こうとする。その直前、ディアマンドラは振り返り、こう告げた。

「次からは、ティリエルは無条件だ。そのものは余の部屋に無断で侵しん入にゆうするという無礼を犯したゆえにな。ティリエルとアッシュか、あるいはティリエルとイリステラか──くふっ、なんなら三人まとめてでも、余は一向に構わんぞ？　そうすれば、そなたたちが嫌きらうように、三人離はなれ離ばなれになるということもあるまい」

　ディアマンドラは高らかに笑声をあげ、部屋から出て行った。

　物もの陰かげに隠かくれていたキキモラは、後に残されたイリステラが、拳こぶしを固く握にぎり締しめる姿をじっと見つめていた。アッシュたちを見下ろしているために、その表情を窺うかがうことはできない。

　しかし、小こ刻きざみに震ふるえている拳が、彼女の抑えがたい怒りを如によ実じつに表していた。

「……あんな人、いなくなってしまえばいいのに……！」

　押し殺した声が聞こえてきて、キキモラはぎくりと翼つばさを震わせる。イリステラの、こんなにも暗い声音を聞くのは初めてのことだった。

　漠ばく然ぜんとした不安に囚とらわれるキキモラを、イリステラは振り返る。青い瞳ひとみに強い光を宿しながら、彼女は小さな声で、

「……すぐにでも、アルキメッド氏の元に参まいりましょう」

　キキモラは、こくこくと頷うなずくことしかできなかった。













　　　第三幕　魂たましいのいずるところ







　王都クィンストラウスの西側に開いた門と、そこに面した『西門広場』は、都の玄関口である。主な収入源のひとつに貿ぼう易えき業ぎようを数えるクィンストラウスに、諸外国からさまざまな資材や製品を運び込む場所だ。

　自然、『西門広場』には多くの外国人が行き来することになる。これが周辺国の商人なら特に問題はないのだ。言葉は通じるし習しゆう慣かんもほとんど同じだし、商売をしに来た彼らこそ『問題』を避さけたいと思っているのだから。富と繁はん栄えいをもたらす、歓かん迎げいすべき過か客かくである。

　では、外国からやってきた労働者はどうか？

　この辺りはやや微び妙みような問題になってくる。たとえばエルド族の亡命民などはうまくいったほうだ。王女殿下のロイヤルなコネクションを得ることができた彼らは、王室お抱えであるドルフ商会の下した請うけ労働者として日々を過ごしている。

　しかし、そううまくいくものなど一ひと握にぎりに過ぎない。もともと故国で食い詰めたから、外国にまで出で稼かせぎにやってきたのだ。彼らの心は基本的に荒すさんでいて、刹せつ那な的てきな日々を過ごすうちに、酒や博打ばくちで身を持ち崩くずすものも出てくる。

　そういったものたちの行く末は知れている。行き倒れて救きゆう貧ひん院いんに担かつぎ込まれるか、あるいはそのまま路ろ傍ぼうで飢うえ死ぬか。自じ暴ぼう自じ棄きになって犯罪に手を染そめ、『外衛騎士団アウターガーズ』にしょっ引かれて城の地ち下か牢ろうにぶち込まれるか──

　あるいは、まんまと逃げおおせて、『西の暗街ウエストダウン』と呼ばれる、王都でも一際治安の悪い地域に住み着くことになるか。

　そして──大だい富ふ豪ごうにして魔ま法ほう研究家、アルキメッド・ジャグルギグルの邸てい宅たくは、『西の暗街』の中心部に位置していた。




　その街区は呼び名のとおり薄うす暗ぐらい。昼でさえそうなのだから、夕ゆう闇やみの忍び寄る今の時間帯などは、ランプが必要になるほどである。一行の先頭をティリエルが務つとめ、その左右をアッシュと、そしてトレインが固めている。

　イリステラとユーピッドは、彼らのあいだで寄より添そうように、目ま深ぶかに被かぶったフードの奥にその表情を隠かくしていた。

　本当を言えば、こんな治安の悪い場所、王女さまが足を踏ふみ入いれて良いところではない。アッシュやティリエルはともかく、トレインは難なん色しよくを示したのだが──ディアマンドラに追い詰められたイリステラが、そんなことを聞くはずがないのだった。

　薄暗く、うらぶれた『西の暗街』の道路を歩きながら、ティリエルは胡う散さん臭くさそうに、後ろにいるユーピッドに尋たずねる。

「ねえ、本当にこんなところにアルキメッド氏はいるの？　こんな──貧ひん民みん街がいに？」

「少なくとも、以前わたしが父と会った場所は、この先にある建物でした」

　一同の視線がユーピッドに集中する。トレインが、代表して疑問を口にする。

「『以前』って、そこに住んでるわけじゃないのか？」

　ユーピッドはちらりとトレインを見上げ、恥はずかしそうに声をひそめ、

「父はほんの気まぐれで住む場所を変えるのです。その連絡がわたしに来るのは、引っ越こしたあとのことですから、たどり着いたらもぬけの殻から、ということもあり得ると思います」

「ふうん。金持ちの考えることはよくわからないな」

「…………ごめんなさい」

「いやいやいやっ！　べ、別にユーピッドを責めたわけじゃないから！」

　そんなやり取りを背後に聞きながら、アッシュはそれとなく、キキモラに視線を向けた。彼女もアッシュと同じように、物思いに沈んでいるようだった。

　大富豪にして魔法研究家。それに加えて──アルキメッドには、『魔族エマ＝デモナス』という肩書きもくっついている可能性が高い。

　ならば、『西の暗街』に住んでいるというのも頷うなずける。後ろ暗いことのあるものが、後ろ暗い場所に住むのは当然だからだ。

　湿った裏うら道みちを、一同は進んでいく。こんな不ふ健けん康こうな場所、イリステラさまは耐たえられるのだろうか、と不安に思い、アッシュはそれとなくイリステラの様子を窺うかがった。

　思い詰めた顔をして、イリステラは一心に足を動かしている。

　いたたまれなくなってしまい、アッシュはそこから眼をそらした。

　アッシュとティリエルは、ディアマンドラになにをされたのか──あるいは、ディアマンドラになにをしたのかを、イリステラに告げていなかった。

　イリステラは躍やつ起きになって二人からそれを聞き出そうとしたのだが、もちろん、言えるわけがなかった。「ディアマンドラに口止めされたから」というはるか以前の問題である。イリステラの性せい癖へきとディアマンドラの性癖が組み合わさったら、一体どんなことが起きるのか、想像することさえ恐おそろしかった。

　ティリエルのほうはもっと切実に、あんなことを強要されたのは、単純に身の汚れだと思っているようだった。自分とイリステラの『絆きずな』を汚されたと思い込んだティリエルの態たい度どは、どこかよそよそしい。それが、イリステラの焦あせりを煽あおり立てているようだった。

　このままでは、三人の関係がおかしくなる。あるいは最初からおかしかったというべきかもしれないが、取り返しのつかない変化が起きてしまいそうだった。

　そうなる前に、アルキメッド氏に『写魂の瞳シミユレイクラム』を譲ゆずってもらわなくてはならない。

　と、いつの間にか、アッシュたちは広場のような場所に出ていた。

　中央に涸かれ果はてた噴ふん水すいがあるだけの、広場というよりは吹きだまりのような場所だった。浮ふ浪ろう者しやは当然のようにあちこちに転がっているし、地元住人と思おぼしき老ろう爺やと老ろう婆ばがすり切れた視線でアッシュたちを観かん察さつしている。

「こちらです」

　その視線をものともせず、ユーピッドはティリエルの脇わきを抜けて、広場の一画にある壁かべに近づいていった。あらゆるところが薄うす汚よごれた『西の暗街ウエストダウン』の中で、そこだけが奇き跡せきのように純じゆん白ぱくを保っている。

　ユーピッドはそこに手を当て、眼を閉じた。小さく息を吸い込み、

「68」

　静かに、唱えはじめた。

「葉の裏。69。黒い人。半分時計。53。月。71。蜂はちの分解。85。２。笑う獣けもの。眼球がひび割れる。99。眠り。38。血のせせらぎ。90。人の群れ。歯車。45。46。11。蛆うじ虫むしが歌う。燃える泡が内ない臓ぞうから軋きしんで黒く息絶える水すい銀ぎん灯とうにアンダ・ガヴァールの都を口ずさむのはジャグルギグルの三つの手のひら」

　瞬しゆん間かん、白い壁にいくつもの光の線が走った。

　幾き何か学がく的てきな模も様ようを描えがく線は、『神陣様式ピクトグラム』──魔ま法ほうを発動するための絵図のようだった。ちょうど扉ほどの大きさの『神陣様式ピクトグラム』から脇わきに退いて、素早く告げる。

「お早くお願いします。ほんの少しのあいだしか持ちません」

　まず最初にイリステラが動き、『神陣様式』の中に小走りに駆かけ込んでいく。まるで壁かべなどないように、イリステラの身体は『神陣様式』を通り抜けて見えなくなってしまった。

　守るべき主が飛び込んでしまったのだから、相談する時間などあるはずもなかった。アッシュたちもそれぞれ『神陣様式』に飛び込んでいき、それを確かく認にんしてから、ユーピッドも壁の中へと入り込んだ。

　それから数秒もしないうちに、光の線は消え、元のただの白い壁に戻っていった。

　広場の片かた隅すみに佇たたずむ老ろう爺やと老ろう婆ばの眼まな差ざしは、不ふ思し議ぎなことなどなにも起きなかったとでもいうように、すり切れたままだった。




　　　　◆




　壁を抜けた先には、螺ら旋せんに下る階段があった。

　最後にやってきたユーピッドは、フードを脱いで小さく息をついた。率そつ先せんして、階段を降りはじめる。

　それについて歩きながら、ティリエルが口を開いた。

「……あのさ、ユーピッド」

「はい」

「さっきの、──なに？」

「先ほど、わたしが唱えた暗号のことですか？」

「暗号、なの？」

　訝いぶかしげなティリエルの声に、ユーピッドは階段を降りながら答えた。

「あの壁には《擬視ミミシス》という、人の視覚を欺あざむく魔ま法ほうがかけられています。暗号はそれを解かい除じよするためのものですから、複ふく雑ざつで意味がわからないほどいいのです。先ほどわたしが口にしたものを聞いて、一度で理解できる人は少ないでしょうから」

　はあ、とイリステラが感心したように息を漏もらし、

「ずいぶん厳げん重じゆうなのですね。でも、それでは出入りが大変なのではありませんか？」

「父が外に出ることは滅めつ多たにありません。外に用があるときは──、その、配下のものが済ませるんです」

「きみもあの暗号をすっかり覚えてるのか、ユーピッド？」

　トレインの問いかけに、ユーピッドの肩がかすかに揺ゆれ、

「……はい。ひとつでも間違えたら、なにも起きませんから」

　トレインは感心したように眼を瞠みはり、

「へええ──いや、すごいな。おれだったらあんな長い暗号、何なん遍べん聞いても半分も覚えられないぜ。さすがユーピッドだ。頭がいいんだな」

「……い、え。それほど、でも」

　歩きながらうつむくユーピッドの顔色は、見えなくても想像できる気がした。ティリエルの口元に忍び笑いが浮かび、しかしそれは、すぐに引き締しめられる。

　階段が終わり、目の前に広い通路が現れたからだ。

「もう一度、申し上げますが」

　少し前に出て、こちらを振り返り、無む機き質しつな表情でユーピッドは言う。

「わたしは王女さまたちをここまで案内しましたが、父があなた方にお会いになるかどうかはわかりません。というより、その可能性は極きわめて低い、と申し上げなくてはなりません。失礼とは存じますが、父は、権けん威いや権力には影えい響きようされない方なのです」

「王女さまが、直じき々じきに来ていても、そうなのか？」

　トレインが不服そうにつぶやいた。単純な彼にとって、王家の権威というものは絶対なのだ。それに膝ひざを折らないような人間は、不ふ敬けいなのだと考えているのだろう。

　申し訳なさそうに顔を伏せたユーピッドに、イリステラはにこやかに笑み、

「わかっております。案内してくださって、どうもありがとうございます。ユーピッドさん」

　そう言って、イリステラは優ゆう雅がに一礼をして、歩み出た。

　広い通路の終しゆう端たんに、扉が据すえ付けられていた。ランプに照らし出されたその扉の上には、ひとつの柱に縋すがりつく三つの手のひらの紋もん章しようが刻きざまれている。ジャグルギグルの三つの手のひら──という、ユーピッドが暗号の締めに口にした言葉を、アッシュは思い返していた。

　扉の左右には、黒いフードを被かぶった人間の彫ちよう像ぞうがある。魔ま法ほう使つかいだろうか、目ま深ぶかに被ったフードの奥は闇やみに包まれていて、石造りの表情を窺うかがうことはできない。

　扉の前まで来て、イリステラは、胸に手を当て、大声で呼ばわった。

「アルキメッド・ジャグルギグルさん！　どうか、この扉を開けてください！」

　イリステラの美しい声が、朗ろう々ろうと響ひびき渡わたり、

「わたくしはイリステラ・クィンストラウス、このクィンストラウス王国の王女です！　ゆえあってあなたの元を訪たずねましたのは、ディアマンドラ・ドル・ベテルギアス皇女殿下の身に刻まれた『呪のろい』、それを解く方法を探してのことです！　どのような情報でも構いませんから、どうか、お話をお聞かせ願えませんでしょうか──」

　しかしその声は、冷たい沈ちん黙もくに吸い込まれて、消えてしまった。

　アッシュの横にいるティリエルが、そっと囁ささやく。

「ね。あれ、開かなかったらどうするの──」

　その声は、アッシュの表情を見た瞬しゆん間かん、ぎょっと止まった。

「開かなかったら、開けるんだ。なにを、どうしても」

「そ、そう」

　吞のまれたようにティリエルがつぶやき、アッシュは前を向いて顔に手を当てる。恐おそろしい表情をしていただろうか？　だとしても、それは仕方のないことだ。一日解決が伸びるごとに、一日正気が失われていく。自分は、なんとしても、『呪のろい』を解く方法を見つけ出さなくてはならないのだ。

「アルキメッドさん、どうか、この扉を──」

　何度目かの呼びかけがイリステラの口から漏もれた、そのとき。

　アッシュは、異変に気づいた。

　扉の左右に並んでいる、黒いフードを被かぶった人間の彫ちよう像ぞう。

　その、フードの奥に──熾おき火びのような光が、灯ともっている。

「姫さま！　お下がりください！」

　叫ぶと同時にアッシュは地を蹴けり、それに一拍遅れてティリエルとトレインも異変に気づいた。イリステラが驚おどろいた顔でこちらを振り返り、その背後で、二体の黒フードの彫像が動きはじめていた。

　石造りの長衣ローブが、まるで本物のようにはためく。そのたびに、形容しがたい耳みみ障ざわりな異音がアッシュの鼓こ膜まくを貫つらぬいた。

「グ」

「ゴ」

　奇き妙みような声を漏らして、黒フードの彫像はまったく同時に両りよう腕うでを振り上げる。

　どちらも人間のものではありえなかった。片方は枯かれ果はてた骨の腕、片方は鈍にぶく輝かがやく鋼はがねの腕。フードの奥の熾火が光を増し、骨と鋼で作られた四本の腕が、無む防ぼう備びなイリステラの背中に振り下ろされ──

　それを、イリステラの脇わきをすり抜けたアッシュの双剣が受け止めた。

「くっ！」

　とはいえ、非力なアッシュに受け止められるものではない。衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、アッシュは自ら後退し、同時に背中でイリステラのことを突き飛ばす。転びかけたイリステラの身体をティリエルが抱きとめ、アッシュはぐるりと後転して態たい勢せいを整ととのえると、

「トレイン！　右を頼む！」

「よしきた！」

　弾はじかれたように応じて、トレインは抜く手も見せぬ袈け裟さ懸がけを右手の黒フードに叩たたきつける。『外衛騎士団アウターガーズ』きっての剣の名手は、騎き士しになってからの半年間でより腕に磨みがきを掛けたようだ。右の黒フードが伸ばしきっていた骨の腕を易やす々やすと断ち切って、トレインの剣は石造りのフードの胸元に突き刺さった。

「どうだ──、なっ!?」

　勝利の声は、一いつ瞬しゆんの後に驚おどろきに変わった。黒フードの中から、さらに二本の骨の腕うでが現れ、トレインの頭上に振り下ろされたのだ。石に剣を食い込ませていたのが、トレインの反応を遅らせた。骨の拳こぶしが、致ち命めい的てきな速度でトレインの頭ず蓋がいを砕くだこうとして、

　トレインの背後から突き出されたレイピアが、それを刺さし留とめた。

　ティリエルだった。投石を投石で撃うち落とすがごとき曲芸的な剣技。骨の指が数本弾はじけ飛び、さすがに黒フードは動きを止める。その隙すきにトレインは石から剣を抜き、慌あわてて距きよ離りを取った。

「……な、なんなんだ、こいつら!?」

　動どう揺ようの声をあげるトレインの傍かたわらで、アッシュは黒フードの動きをじっと観かん察さつする。

　二体の黒フードは、石造りの長衣ローブの奥から、その正体をゆっくりと現そうとしていた。

　右の彫ちよう像ぞうは、三本になってしまった骨の腕のうち、二本を地面につけてゆっくりとその身体を起き上がらせた。

　左の彫像は、『骨』とは正反対にその身体を平たく地面に這はわせていた。その動きは獲え物ものを狙ねらう蜘く蛛もを思わせたが、フードの奥から四本の鋼はがねの足が現れると、その印象はより強いものになった。

　イリステラを背後に意い識しきしながら、アッシュは息を吐く。戦せん闘とうの熱が身体の奥に浮かび上がり、しかし頭は冷たく冴さえ渡わたっていく。こういう修しゆ羅ら場ばは初めてではない。一ひと月つき前、錆さび竜りゆうラストウィングと戦ったことを思い返せば、恐きよう怖ふにすら値あたいしなかった。

　ティリエルも同じなのか、油断なくレイピアを構えながら、静かに声を発する。

「どっちからにする？」

「手負いのほうからだ。ぼくとティリエルで沈める。トレイン、きみは左を止めてくれ」

「お？　──お、おう、わかった」

　トレインは慌あわてて頷うなずき、左の黒フードを阻そ止しするために足を踏ふみ出だす。ちらりとアッシュに向けた視線に、尊そん敬けいの色が混じっていることに、アッシュ自身は気づかなかった。

　と、そのとき、二体は同時に動いた。

　こちらの言葉がわかったのか、総身に怒りをみなぎらせながら、『骨』の彫像が三本の腕を振り上げてアッシュに襲おそいかかってくる。視界の隅すみで『鋼』の彫像が音もなく滑すべってくるのが見えた。その前にトレインが立ちはだかり、邪じや魔ま者ものを薙なぎ倒そうと『鋼』の彫像は四本の足を広げ──

「テナガ！　アシナガ！　やめなさい!!」

　その大声に、ぴたりと止まった。

　時間が止まったように、目の前の光景が静止している。アッシュは双剣を構えながら、ぽかんと口を開けた。止まっているのは二体の彫像──テナガとアシナガだけではない。アッシュもティリエルもトレインでさえ、似たような顔をして止まっていた。

　それくらい驚おどろいていたのだ。

　あのユーピッドの口から、大声が出たということに。

「………………」

　三人の戦士のあいだをすり抜けて、ユーピッドは前に出る。紫むらさき色いろの瞳ひとみに、大きく三本の腕うでを広げていた『骨』の彫ちよう像ぞうが怯おびえたように縮ちぢこまる。

「ま、待ってくれよ姉ちゃん。おれたち、怒られるようなことなんもしてないぜ」

　フードの奥から響ひびいたのは子供の声で、アッシュたちは二重に驚おどろく。

　と、今度は『鋼はがね』の彫像が、それに同意するように頷うなずいた。

「そうだよ、姉さん。これは父さんの命令だよ」

「それはわたしが来る前のことでしょう。もう一度、父さまにお伺うかがいを立ててみて」

「……無む駄だだと思うけど、だって……」

「いいから、言うとおりにしなさい」

『鋼』の彫像──アシナガは、不服そうな沈ちん黙もくのあとに「はあい」と答えた。フードの奥の青い光がふっと消え、ぴくりとも動かなくなる。「いなくなった」という感じである。

　アッシュたちは、一声も発することができない。

　ユーピッドもまた、その沈黙を恐おそれるかのように、こちらを振り向こうとはしなかった。

「あの、」

　こういうときに口を開くのは、決まってイリステラだ。場の空気にかかわらず、彼女は自分がしなければならないことをする。すなわち、

「この方たちは、ユーピッドさんのご家族でいらっしゃるのですか？」

　ユーピッドは、束つかの間ま、黙だまり込んだ。トレインが眼を丸くして、そんなユーピッドの背中をしげしげと眺ながめている。

　同時に、アッシュは『骨』の彫像──テナガが、息を詰めてユーピッドを見ていることに気がついた。

　表情もわからないくせに、テナガがその全身に不安の雰ふん囲い気きをまとっていることが、なぜかアッシュにはよくわかった。

　まるで、姉に嫌きらわれるのを恐れる、弟のような──

「そうです」

　不意に、ユーピッドはそう答える。トレインは息を吞のみ、テナガは安あん堵どに胸を撫なで下おろす。その狭はざ間まにあって、ユーピッドは普段以上に無む機き質しつな声で、

「テナガも、アシナガも、わたしの弟です。少し普通の人とは姿が違うかもしれませんが、あまり気にしないでください」

　無茶言うな。

　全員がそう思った。

「ユーピッド、きみは一体──」

　当然といえば当然の質問を、トレインが口にしようとしたとき、アシナガのほうが「戻って」きた。再び青い光をフードの奥に灯ともすと、平たく這はいつくばっていた体たい勢せいを直して、じっとりと不満が滲にじんだ声で、言う。

「……お通ししろ、だってさ。わけがわかんないや」

　がしゃん、退いたアシナガの後ろで、石造りの扉が、音もなく開きはじめていた。

　その向こうから人影が現れる。空色の髪かみと紫むらさき色いろの瞳ひとみ。見み慣なれたその姿は、しかし見慣れない表情を浮かべていた。にこにこと笑いながら、優ゆう雅がに一礼をして、

「はじめまして、イリステラ王女殿下と、そのご一行様。弟たちの無礼をなにとぞお許しくださいましね。父がお待ちしております。どうぞこちらに」

　ユーピッドと同じ顔をした少女は、朗ほがらかな声でそう言った。




　　　　◆




　少女は、イリヤッド・ジャグルギグルと名乗った。

「はい、そうですよ。テナガもアシナガもれっきとしたわたしたちの弟です。わたしたちにそっくりでしょう？　え？　そんなことはありませんか──そうですか。ごめんなさいね、あまり外に出たことがないものですから、世間様の常じよう識しきがよくわからなくて。その点、ユーピッドのことはいつも羨うらやましく思っているんですよ。外に出て、しかもお城に仕つかえているのですもの。それが決まったときは、それはもうお父さまを恨うらんだものですわ──」

　薄うす暗ぐらい石の通路を歩きながら、イリヤッドは淀よどむことなく話しつづけていた。

　誰だれも、ほとんど口を挟はさまない。というか、挟めない。イリヤッドがユーピッドと同じなのは、その顔かたちだけらしい。普段は必要なこと以外、ほとんど喋しやべらないユーピッドに比べたら、イリヤッドは朝の小鳥のように喧やかましかった。

「さてさて、それにしても」

　振り返り、イリヤッドはにんまりと笑う。後ろ向きに歩きながら、顎あごに指を当てて、

「失礼かとは存じますが、王女殿下がこのようなところに、なんの御用件でしょう？」

「あ、はい。それは、ですね」

「ああ待って、仰おつしやらないで！　せっかくなのですもの、わたしが当ててみせますわ！　うーんと、そうですねえ、ええっと……」

　イリステラの言葉を遮さえぎって、イリヤッドはくるくると回りながらそんなことを言う。小柄な身体が躍おどるたび、白いエプロンが薄うす闇やみに翻ひるがえる。

　やがて、イリヤッドは、ぱちん、と手を打ち鳴らし、

「お父さまに、惚ほれ薬ぐすりを作ってもらいにきたのですね!?」

「……あはは」

　冗じよう談だんを言っていると思ったから、アッシュは愛あい想そ笑いを浮かべた。

「むむっ」

　が、違ったらしい。イリヤッドは怒ったように唇くちびるをとがらせると、アッシュのほうにするすると近づいてきた。アッシュはぎょっとして足を止めるが、イリヤッドはまじまじとアッシュのことを観かん察さつし、推すい理りに思考を重ねた名めい探たん偵ていのような口調で、

「わかりました。性せい転てん換かん手術をご希望ですね？　お父さまに聞いたことがありますわ、人間の中にはときどき、心と身体が別々の性別を持って生まれてきてしまう人がいると──、あら、どうやら違うようですね」

　びしりと引きつったアッシュの顔を見て、イリヤッドはあっさり自説を捨てる。

　と、ユーピッドが前に進み出た。イリヤッドの腕うでを取り、強引に引っ張っていく。イリヤッドは引きずられながら抗こう議ぎする。

「あら、なにをするのユーピッド。お姉ちゃんの邪じや魔まをしないでちょうだい」

「……姉さん。お願いですから、これ以上、話をややこしくしないでください」

「まあ、なんてひどい！　お姉ちゃんはただ、お客さまに楽しいひとときを過ごしてもらおうとしているだけで──、あら？」

　そこでイリヤッドは、彼に気づいた。

　酢すを飲んだような顔で、親しいメイドとまったく同じ顔の自分を見つめている、長身の騎き士し──トレイン・コルトロに。

「……な、なんすか？」

　じいいいいいいっ、と自分を見つめる紫むらさき色いろの瞳ひとみに、トレインはさすがに怯ひるんだようだった。思わず足を止め、足を止めた彼に素早くすり寄って、さまざまな角度から観察する。やがて満足したのか、ふむ、と息をつくと、ちろりとユーピッドに視線を向け、

「この人？」

　ユーピッドの首くび筋すじが、次第に、紅あかく染そまっていく。

　それを見て、イリヤッドは眼を見開いて驚おどろいた。明るく笑っていた顔から表情が消え、無む機き的てきな、普段のユーピッドによく似た顔つきになった。

「…………本当に、あるのね」

　小さな、囁ささやくような言葉の意味は、アッシュたちにはわからなかった。

　それから、イリヤッドは再び前に出る。訝いぶかしげに自分を見つめる一同に、軽く礼をすると、今度は物も言わずに先せん導どうしはじめた。先ほどまでの陽気さが噓うそのような静けさに、イリステラの青い瞳が不安そうに揺ゆれていた。

　やがて、長い地下道の先に、その部屋は唐とう突とつに現れた。

　通路の薄うす暗ぐらさとは一転して、真夏の昼間のように明るい部屋だった。

　アッシュは思わず眼を細め、細めながら眼に入ってきた光景を、「なにかに似ている」と感じた。なんだろう、と考えると、すぐに答えは見つかった。ここは、食堂の調理場に似ているのだ。大きな作業用のテーブルが並んでいるところや、その上に材料がところせましと載のせられているところなどがそっくりである。

　違うのは、テーブルに並んでいるものが、食材や調理具ではなく、得体の知れない物体や液体や器具であることと──

　作業をしているものが、ただひとりであることだった。

「お父さま。ユーピッドと、それに、お客さまをお連れいたしました」

　イリヤッドが恭うやうやしく報告しても、彼は無言だった。こちらに背を向けたまま、なにかの作業を続けている。イリヤッドはかすかに首をかしげ、アッシュたちを振り返り、にこりと笑った。先ほどまでと同じ種類の笑顔だった。

　それから、作業をしている人物につかつかと近づくと、背伸びをして耳元に口をつけ、

「お父さま!!　お客さまです!!」

　作業台のフラスコが震ふるえるほどの大声で、そう叫んだ。

　男の手が、ぴたりと止まった。

「ああ、うん」

　ぼんやりとした声でそう答え、顔を上げると、手にしていたものをイリヤッドに押しつける。骨の腕うでと、拳こぶしだった。

「テナガの修しゆう復ふくをしておいてくれ。わたしは、この人たちと話をする」

「……わたしがいなくて大丈夫ですか？」

「うん。ユーピッドがいるからね」

　イリヤッドの口元が、わずかに引きつった。それでも彼女は一礼をすると、骨の腕と拳を両腕に抱かかえたまま、部屋から出て行ってしまった。

　ようやく、男がこちらに向き直った。

　背が高い男だった。トレインよりもなお高い。その割には瘦やせぎすで、枯かれ木きを思わせる細い身体に、医い務む官かんの制服のような白衣を着けていた。髪かみの色はユーピッドともイリヤッドとも異なる暗あん緑りよく色しよく、後ろにぴったりと梳すき上あげている。その目元には、血のような紅あか色いろのゴーグルが嵌はめられていた。

　手袋をした手を無造作に上げると、男はなんでもないような口調で、

「やあ。どうも。わたしがアルキメッドだ。はじめまして、王女さま」

　そう言って、答えを待つように首をかしげた。




　　　　◆




『応接室』と呼ばれる場所に案内されたとき、ティリエルの顔が眼に見えて引きつった。まあ、無理もあるまい。クィンストラウス城ではこういう場所のことを『応接室』ではなく『倉庫』と呼ぶし、実際に使用するメイドたちは『ガラクタ置き場』と呼んだだろうから。

「まあ、座りなさい」

　アルキメッドがのんびりとした声で無茶を言った。部屋の空間の八割が、脱ぎ捨てた衣服や用途不明の道具やうずたかく積み上げられた書物で埋まったこの場所の、一体どこに座ればいいというのか。アルキメッドは細長い身体を器用に折り畳たたんで腰こしを下ろしているが、まさか彼の目の前にあるソファに似た物体に座れなどと言っているわけではあるまい。

「……姫さま、どうぞ」

「えっ!?」

　ぽつり、とつぶやいたティリエルのことを、イリステラが裏うら切ぎられたような表情で振り返った。しかしティリエルは眼を合わせようとはしないし、さほどおかしなことは言っていない。主人を差し置いて座る従じゆう者しやなどいるはずがない。

「どうしたんだ、王女さま。早く座りなさい」

　アルキメッドが重ねて言うと、イリステラもようやく覚悟を決めたようだった。「失礼します……」と小さくつぶやくと、彼の目の前に苦労して身体を収める。

「さて」

　そう言って、アルキメッドは深しん紅こう色しよくのゴーグルをこちらに向けた。

「わたしを殺しに来たのかな？」

「へ？」

　イリステラが、間の抜けた声をあげた。アッシュもティリエルもトレインも、眼を丸くしてそんなアルキメッドのことを、まじまじと見つめている。ただひとり、ユーピッドだけが、落ち着いて否定した。

「いいえ、父さま。イリステラさまたちがここを訪れたのは、父さまに協力してほしいことがあるからだそうです」

　途と端たん、アルキメッドは眼に見えて落らく胆たんした。がっくりと首を落とすと、ため息をつくような声で、

「なんだ。つまらない。ユーピッドが命令なしに研究所に戻ってきたのだから、てっきり反逆して、わたしの首を獲とりに来たのかと思ったのに」

　ユーピッドは瞬まばたきをひとつだけして、首を振った。

「そんなことはしません」

「だからわたしは残念なのだよ、ユーピッド。造ぞう物ぶつ主しゆに反逆してこそ、被ひ造ぞう物ぶつは真に独立した存在になるのだ。それこそがわたしの悲願だというのに、肝かん心じんのおまえがそんなことでは困ってしまう。これでは何百年経たっても、わたしの願いは叶かなえられそうにないな」

「……なに言ってるのかさっぱりわからないけど」

　と、呆あきれたような声をあげたのは、イリステラの後ろに控ひかえるティリエルだった。イリステラは狭せまいソファに押し潰つぶされそうになっていて、とても話を切り出せそうにない。

「こっちの用件、聞いてくれないかしら？　そのために、わざわざユーピッドを『説得』してきたんだから」

「ン」

　アルキメッドは、初めて気づいた、というふうにティリエルのことを見上げた。

「なんだいきみは。用件ってなんだ」

「あたしたちはね、ある理由から『写魂の瞳シミユレイクラム』という『魔法の道具マジツクアイテム』を探しているの。アンタの著ちよ書しよにそれについて研究したって書いてあったからね。もしかしたら持っているんじゃないかって、そう思ったんだけど」

　アルキメッドの動きが、ぴたりと止まった。

「……アルキメッドさん？」

　イリステラが訝いぶかしげに声をかけても、彼は微び動どうだにしない。大丈夫かこいつ、という視線をユーピッドに向けても、彼女は無感情な顔をしているだけだった。

「なるほど」

　やがて、アルキメッドはぽつりとつぶやいて、顔を上げた。ふむ、と顎あごに手を当て、それから少し考えて、ちらりと一同に視線を巡めぐらせ、

「人払いを願いたいね、王女さま。ここから先の話は内ない密みつにしたい」

　むっと、ティリエルは鼻はな白じろみ、

「姫さまをおひとりにするわけにはいかないわ」

「だったらひとりは残してもいい。きみや、きみの後ろにいる騎き士しくんたちは護ご衛えいなんだろう。心から信頼できる護衛をひとりだけ置いて、他は部屋から出て行け。そうでなければ、わたしが話せることはなにもないな」

　アルキメッドの言葉は淀よどみなく、有無を言わせぬものだった。ティリエルは少しのあいだ黙だまり込んでいたが、やがてアッシュの肩を叩たたいた。

　アッシュは驚おどろいて振り向く。

「ぼ、ぼくが？」

「こういう狭い場所では、アンタの武器のほうが有利だわ」

「ああ。──頼んだぜ、アッシュ」

　二人の言葉に、アッシュは黙だまり込み──それから、力強く頷うなずいた。

　他の人間がすべて部屋から出て行くと、アルキメッドは顔を上げ、

「これで心おきなく話ができる。ポシェットの中に隠かくれているきみも出てきたまえ」

　ぎくり、と、イリステラの胸元のポシェットが震ふるえた。

　キキモラは自らポシェットのボタンを外して、外に顔を出した。コウモリの羽を縮ちぢこまらせて、アルキメッドのことを窺うかがう。

　アルキメッドの口元に、笑みに似た色が浮かび、

「やあ。キキモラ・マインドハッカー。メルカトールの愛まな弟で子しか。噂うわさには聞いていたが、本当に生きていたんだな。ということは、『魔族わたしたち』を裏うら切ぎったのか。顔に似合わず、大だい胆たんなことをするね」

　アッシュたちは、絶句してアルキメッドのことを見つめた。

　アルキメッドは首をかしげ、むしろ傷ついたように、

「おいおい、なぜ驚おどろく？　わたしがそれくらい知らないとでも思ったのか？　それともまさか、きみたちはわたしが人間だと思っていたのかい？　だとしたら謝あやまらなくてはならないが、ここで襲おそいかかってくるのはやめてくれよ。本に染みた血はなかなか落ちないんだ」

「わたしを」

　キキモラが、かすれた声でつぶやいた。

「裏切り者として、処分するつもりですか？」

　アルキメッドは、こんな愚おろかな生き物は初めて見た、という顔で、

「わたしがそのつもりなら、きみはとっくに昆虫標本になって『死竜の寝床ブラツクレア』に送られているよ」

「──そんなことは、させません」

　そうつぶやいたのは、イリステラだった。両手で、かばうようにキキモラの身体を包んでいる。張り詰めた表情を見て、アルキメッドは面倒くさそうに手を振った。

「だから、そのつもりはないと言っているだろう。キキモラが生きているとわかれば、マインドハッカーは躍やつ起きになってきみを消そうとするだろうが──ま、わたしに関わりのあることじゃないね。メルカトールから、きみを探すように頼まれたこともあったが」

　メルカトール。その名を聞くたびに、キキモラの翼つばさがぴくりと揺ゆれた。彼女は唇くちびるを引き結んで、アルキメッドをまっすぐに見つめる。

「お師さまと、お知り合いなのですか？」

「まあね。友人とはとても言えないが、知人だ。彼からもらったのは、きみの始末ではなく身柄の保ほ護ごを求める便りだったかな。面倒だったから断った。報ほう酬しゆうは魅み力りよく的てきだったが、あいにく資金には困っていない」

　キキモラは、息を止めた。

　それきり、深い思考の中に沈んでいく。無理もなかった。裏切り者と見なされていたはずのキキモラを、彼女の師し匠しようだけは、保護しようとしてくれていたのだから。

　そんなキキモラのことを、アルキメッドはつまらなそうに見つめ、

「それで、本題に入りたいのだが」

　その言葉に、イリステラが背筋を正す。真しん摯しな声で、

「はい。もしも『写魂の瞳シミユレイクラム』をお持ちでしたら、お貸し願いたいのです」

「見返りは？」

　すかさず返してきたアルキメッドの問いかけに、しかしイリステラは怯ひるまない。

「白金貨を一万枚。お望みなら、あなたに爵しやく位いを授さずけることも可能です。もっとも、領地を差し上げるわけには参まいりませんが、俸ほう給きゆうを授けることはできます」

　ほう、と小さく息を漏もらして、アルキメッドは頷うなずく。

「なかなか肝きもの据すわった王女さまだ。『魔族エマ＝デモナス』を貴族に仕立てようとは」

「非ひ常じよう事じ態たいですから。──ご協力、お願いできますか？」

　アルキメッドは、それほど長く考えなかった。あっさりと首を振ると、

「断る。見返りが少なすぎるな」

「一万枚の白金貨でも、まだ足りないっていうのか!?」

　思わず、アッシュは非ひ難なんめいた声をあげてしまった。白金貨一万枚というのは、クィンストラウスの国庫をほとんど空からにするほどの、国家予算に匹ひつ敵てきする額なのだ。それでも足りないと言い張るアルキメッドを、アッシュは強い眼でにらんだ。

　しかしアルキメッドはさして恐おそれたふうもなく、軽く肩をすくめる。

「さっき言ったじゃないか。わたしは資金には困ってないのだ。一万枚が一億枚でも違いはないさ。金というものはありすぎても意味がないし、わたしが真に欲するものは金で購あがなうことはできないものだからね。きみたちの提てい案あんには魅み力りよくを感じない」

「参考までにお聞かせください。あなたが真に欲するものとは、なんですか？」

　ぴたり。アルキメッドが、また止まった。

　しばらく待ってみても、微び動どうだにしない。イリステラは不安げに眉まゆを寄せ、アッシュは先ほど、人払いを言い出す寸前にもこうなっていたことを思い出す。熟じゆつ考こうするとき、アルキメッドはすべての動きを止めてしまうのだろう。

　やがて、アルキメッドの唇くちびるに、笑みが浮かんだ。

「魂たましいを」

　イリステラが戦せん慄りつするのが、背中でわかった。

　知らず、アッシュはイリステラの肩を摑つかんでいた。少しでも彼女の心を力づけるために、恐らくはそれも無む意い識しきなのだろう、イリステラは自らの肩に触れるアッシュの手を、強く強く握にぎり締しめた。そうしなければ、逃げ出してしまいたくなるほど──

「魂を、究明することだ。わたしたちを、おまえたちを、わたしたちならしめている、おまえたちならしめている『魂』という存在を研究し、追求し、解かい剖ぼうすることだ」

　アルキメッドの笑みは、禍まが々まがしかったのだ。

「わたしはもう数百年は生きている。おまえたちが数百回人生を繰り返したところで、決して及びも付かぬ深しん遠えんな知ち識しきの数々を持っている。そうであってなお、わたしにはわからないことが星の数ほどもあるのだ。魂たましいとはなんなのか？　本当に実在するのか？　形を持っているのか、持っているとしたらどのようなものなのか、その重さは？　大きさは？　温度は？　匂においは？　味は？　人の魂と『魔族エマ＝デモナス』の魂は異なるのか？　異なるとしたらどのように異なるのか？　生きている人から魂を取り出すことはできるのか、あるいは死んでいる人に魂を吹き込むことはできるのか──ああ、わからない、わからない！　だからこそだ！　だからこそ、それゆえにこそ、真理は価値があるのだ！　この真理の前には、富も地位も名めい誉よも、犬の糞ふんにも劣おとる！」

　自らの言葉に高こう揚ようしてきたのか、最後のほうにはアルキメッドは立ち上がり、拳こぶしを握にぎり締しめて振り上げていた。アッシュは思わずイリステラの身体を引き、イリステラもアッシュに抱きつくようにして、アルキメッドから距きよ離りを取ろうとする。

　それまでの静かな態たい度どをかなぐり捨てて、口角から泡を飛ばすアルキメッドの──『魔族』の狂気に満ちた姿に、キキモラは低い声で問いかける。

「……つまり、あなたは自らの研究の進行にしか、興きよう味みがないというわけですね？」

　演説をするように両手を挙げていたアルキメッドは、再びぴたりと静止した。しばらくそのまま止まっていたが、やがてぐいっと口元を袖そでで拭ぬぐうと、

「そうだ」

　再び、元ののんびりとした声に戻って、そう言った。

「それ以外のことは、わたしにとってなんの意味も持たない。そのために、わたしはいくつもの実験を、長期にわたって続けているのだからね。今のところもっとも重要なのは、ユーピッドの経けい過か観かん察さつか」

「……ユーピッドさんの？　それは、どういう意味ですか？」

　イリステラが尋たずね、アッシュは眉まゆをひそめた。不吉な予感。

　そもそも──ユーピッドは、何者なのか？

　アルキメッドを父とするのなら、彼女もまた『魔族』ということになる。だが、どうもそういう感じがしない。彼女が『魔族』ならば、いくらなんでも同じ『魔族』であるキキモラが見抜いているだろう。それなのに気づかなかったのは、よほどユーピッドが自らの正体を上う手まく隠かくしているか、あるいは──

「うん？　そのままの意味だよ。彼女は、わたしの最高傑けつ作さくだからね」

　きょとんとする一同を見み渡わたして、アルキメッドはむしろ驚おどろいたように、

「なんだ、知ってて来たんじゃないのか？　ユーピッド・ジャグルギグルは『魔族』ではないよ。もちろん人間でもない。彼女はわたしが精せい魂こん込めて造り上げた、『人造生命ホムンクルス』なのさ」




　　　　◆




「ふうん」

「……なんですか、姉さん」

「いえ、ねえ。ちょっと、ねえ」

　そう言いながら、双子のようによく似た姉妹は、視線を合わせようともしていない。

　あのだだっ広く、やたらと明るい『実験室』の隣となりには、普通のダイニングが併へい設せつされていた。ここはイリヤッドの領りよう域いきらしく、『応接室』と呼ばれていたガラクタ置き場などよりも、よほどすっきりと片付いていて、居い心ごこ地ちが良かった。

「せっかくなら、こっちで話をしてくれればいいのに」

　ティリエルがそう言うと、イリヤッドはにっこりと笑って彼女を見、

「だめですよ。もしゴタゴタが起きたら、わたしのダイニングが汚れてしまいますでしょ？　汚れるのはお父さまの『応接室』だけで十分ですわ」

　そんなことを言って、ティリエルやトレインをぎょっとさせたものだ。

　現在。

　そのイリヤッドは、ダイニングの椅い子すに腰こしかけながら、足をぷらぷらさせている。物もの憂うげに頰ほお杖づえを突き、その視線の先には──なんとなく居たたまれない表情をしている、トレインがいる。

「……あの、なんですか？　おれ、なんかしました？」

「え？　ああ、いいええ。お気になさらずー。ただ、わたしは、ユーピッドの騎き士しさまがどんな人なのか、観かん察さつしているだけですからー」

　その言葉に、ユーピッドの頰に朱が差した。トレインはハテナ顔で首をかしげ、物問うような視線をティリエルに向けてくる。「おれは別にユーピッドに仕つかえているわけじゃないぞ」とでも言いたげな視線を、ティリエルは完全に無視した。乙おと女め心ごころのわからない奴やつなど馬に蹴けられて死ねばいいのだ。

　それにしても。

「ね、イリヤッド。ひとつ聞いていい？」

「ん？　ああ、はいはい。なんでもどうぞ」

「入り口にいたアレ──って、一体、なんなわけ？」

　ユーピッドの肩が、ぴくりと震ふるえた。

　テナガとアシナガ、と名付けられたアレは、誰だれがどう見たところで人間ではない。それでは『魔族エマ＝デモナス』なのかと問われれば、やはり違うような気がする。キキモラによれば『魔族』は『闇やみの人』であり、決して化け物や魔ま物もののたぐいではないらしいから。

　イリヤッドは物もの憂うげな口調で、あっさりと答えた。

「彼らは『自律石像ガーゴイル』ですよー。お父さまが造り上げ、魂たましいを吹き込んだ、自分で考えて自分で動く道具です」

「……魂？」

「ええ。なにしろ、それがお父さまの専門分野ですからね。もっとも──」

　と、イリヤッドはちらりとティリエルのことを見た。

　ティリエルは、自らの背筋に冷たいものが走るのを感じた。

「あなたたちが持っているような、完全な魂たましいにはほど遠いものですけど」

　唇くちびるには引きつるような笑みが浮かび、しかし紫むらさきの瞳ひとみにはどんな感情も浮かんでいない。いや、そういうのならば、最初からイリヤッドは本当の意味で笑ってはいなかったように思える。にこにこと、明るく立ち振ふる舞まっていても──その瞳の奥にあるものは、底知れぬ闇やみだった。

　浅く腰こしかけ直しながら、ティリエルは慎しん重ちように、

「魂を吹き込むって、どういうことなの？　魔ま法ほうについては多少の知ち識しきがあるけど、そんなの聞いたことがないわ」

「それはそうですよ。だってお父さまの独自の技術なのですもの。流出していたのだとしたらとても大変。横流しした人を探し出して、お仕置きして差し上げるのはわたしの役目ですわ」

　ふふ、と華はなやかに笑うイリヤッドに、トレインは戸と惑まどうような、ユーピッドはなにかを恐おそれるような表情を浮かべる。

「ああ、失礼しました。『魂の魔法』についてでしたね──まあ、簡かん単たんに説明しますと、あらゆる生き物は『魂』と呼ばれるものを持っているのです。それは超ちよう高こう密みつ度どの『魔源マナ』の塊かたまりであるとも、『唯ゆい一いつ神しん』が人々に分け与えた自らのかけらであるとも言われておりますが、まだはっきりとわかってはおりません。そもそも、実在しているかどうかさえ議ぎ論ろんが分かれるところなのですからね」

「……あるかどうかもわからないものを研究してるの？」

　ティリエルの声には、多分に呆あきれが含まれていた。現実主義者の彼女にとって、そんな夢ゆめ物もの語がたりを追い求めることは、資源と資金の無む駄だ遣づかいにしか思えなかったからだ。

　イリヤッドは鷹おう揚ように頷うなずき、

「そう思われるのも無理はありません。でも、わたしたちは──少なくともお父さまは、それが『ある』と信じて研究を進めております。テナガやアシナガも、その研究成果のひとつというわけで」

「なんだかよくわからんのだが──あいつらにも、その、『魂』とやらがあるってことか？　あいつら、あれでも生き物なのか？」

　トレインの質問に、イリヤッドは人差し指を唇に当て、

「その答えは『はい』であり『いいえ』でもあります。そも、『生き物』の定義はなんぞやという話になって参まいりますが、ま、そんな退たい屈くつなお話は脇わきに置いておきましょう」

　悪戯いたずらっぽく、片目をつぶってみせた。

「テナガとアシナガ、『自律石像ガーゴイル』と呼ばれる彼らは、お父さまが造りだした『魂に似たもの』を吹き込まれた『生き物に似たもの』ということになりますね。ですから、厳げん密みつな意味では彼らは生き物ではありません。よくできたイミテーションが、いくら美しくても宝石そのものではないように。そして、同じように──」

「姉さん」

　ユーピッドの、鈴が鳴るような美しい声が、それを遮さえぎった。

　イリヤッドは妹を振り返る。口元に引きつるような笑みを浮かべたまま。

「なあに、ユーピッド？」

「……それ以上は、お話ししないほうが」

「どうして？　あなたの仕事に差さし支つかえるから？」

「その、とおり、です。わたしは父さまの、」

「本当にそうなのユーピッド？　あなたが受けた命令を果たせなくなるかもしれないという理由だけ？　本当の本当にそう？」

　重ね重ねてそう問われ、ユーピッドは喘あえぐような吐と息いきの後に、沈ちん黙もくした。

　アルキメッドが『魔族エマ＝デモナス』であり、その娘であるこの二人もまた同様である、という疑うたがいは、まだ色いろ濃こく残っている。幸いなことに、彼らに敵対の意思はないようだし、ティリエルとしても無む駄だな争いはしたくない。しかし──

　それとなく、ティリエルはトレインの様子を窺うかがう。

　彼だけは、どういう反応を見せるかわからない。一度、『魔族』に操あやつられたことのあるトレインは、その名を聞いただけで逆上してしまうかもしれない。あるいは、それがわかっていたからこそ、アルキメッドは人払いをしたのかもしれないが。

「……うーんと」

　トレインは、困ったような顔で頭を搔かいていた。

　しばらく考え、考え、考えた結果、ぽつりと、

「うん──そうだな。イリヤッドさん」

「はい？」

「それ以上は、いいよ。話さなくていい」

　イリヤッドは興きよう味み深ぶかそうにトレインの顔を覗のぞき込んだ。

「それは、いちいち言わなくても見当がつくから、という意味ですか？」

「いやあ」

　頭を搔きながら、トレインは笑う。

　少しだけ照れを含んだ、それでもあっけらかんとした笑顔。

「それが、全然わからないんだよな。おれは昔っから頭が悪くてさ、なにかに察しを付けろとか、見えてないものを推すい理りしろとか、そういうのが苦手なんだ。だから、あんたたちがなにかを隠かくしてるってことはわかっても、なにを隠してるのかはさっぱりわからない」

「……では、なぜ？　わたしの口から、その秘ひ密みつを聞きたいとは思わないのですか？」

「ちょっとは思うけどさ──ユーピッドは、それを聞かれたくないんだろ？」

　自らの名を呼ばれて、ユーピッドはぴくりと睫まつ毛げを震ふるわせた。

「なら、無理に聞き出すことはない。おれたちにとって必要なことは、きっとそっちの赤頭が知ってるんだろうし」

　ちらりと目配せをされて、ティリエルは鼻を鳴らした。腕うでを組み、

「ま、そうね。脳みそ筋肉の騎き士しが考えたって、力こぶしか浮かばないだろうし。難むずかしいことはこっちで処理するわよ」

　トレインは喉のどを鳴らして笑い──隣となりにいるユーピッドの背中を、軽く叩たたいた。

「そういうわけだ。だからそんな顔をするなって、ユーピッド！　話したくなきゃ話さなければいいし、話したきゃ話せばいいだけのことなんだから」

　軽く、といってもしょせんはトレインの手て加か減げんだ。大きな、力強い手のひらに背中をばちんとやられて、ユーピッドの小柄な身体が前に傾かたむき──しかし、その表情には、痛みとはまったく異なる表情が浮かんでいた。

「……………………は、ぃ」

　かすれた声が、テーブルの上に落ちる。赤く、リンゴのように真まっ赤かになったユーピッドの顔に浮かぶのは、驚おどろきと喜びと、そして、今にも溢あふれそうな恋れん慕ぼの情だった。

　ユーピッドの口元がふにゃふにゃと歪ゆがみ、それを見られることを恐おそれるように、彼女はさっとうつむいてしまう。

　恋する乙おと女めの仕草に、ティリエルはかすかな笑いを漏もらし、

「これは」

　その声に、思わず振り向いていた。

　そこには、この『研究所』の主が立っていた。

　長身から白衣を垂たらし、立ちすくむアルキメッドは、口を半開きにして目の前の光景を眺ながめていた。背後に佇たたずむのはアッシュとイリステラで、どこか緊きん迫ぱくした面持ちでことの成り行きを見守っている。

「そうなのか？」

　アルキメッドは不ふ明めい瞭りような言葉を漏らしながら、ふらふらとこちらに──ユーピッドに近づいてきた。常ならぬ父の様子に、ユーピッドの顔から恋慕の情が搔かき消え、緊張したように肩を強こわばらせた。

「ついに、そうなのか、ユーピッド──、む？」

　縋すがるように、ユーピッドに伸ばされたその手を──トレインが、阻はばんだ。

　深しん紅こう色しよくのゴーグルを怯ひるまずに見つめて、トレインははっきりと、

「……なんだか、よくわかりませんが、落ち着いてください。ユーピッドが怯おびえてます」

　そう、告げた。

　アルキメッドのゴーグルは、じっとトレインに向けられている。ぴくりとも動かないそのさまは、先ほどの『自律石像ガーゴイル』を思わせる無む機き質しつさだ。しかしトレインは怯ひるまず、真正面からそのゴーグルを覗のぞき返し、

「イリヤッド」

　不意に、アルキメッドがそうつぶやいた。

「この男の名前はなんだったかな？」

「トレイン・コルトロさまですわ。お父さま」

「そうか。──では、トレイン・コルトロ。眠れ」

　がくん、とトレインの身体が跳はね、糸が切れた操あやつり人形のように床に崩くずれ落ちた。

「なっ──！」

「父さま!?」

　アッシュの驚おどろきと、ユーピッドの叫びが同時に響ひびき渡わたる。それを聞きつけて、アルキメッドはぐるりと首を巡めぐらせ、自らの娘を見た。

　ゴーグルの向こうからでもなおわかる、ぎらぎらとした渇かつ望ぼうの目つきに、ユーピッドは小さく息を吞のんで身をすくめる。

「そうか？　そうなのか？　やはり、おまえは、そうなのか──得たのだな！　わたしが望んでやまなかったものを！　数百年の学究を重ねても、なお摑つかむことさえできなかったものを！　──本当の魂たましいを、おまえは手にしたのだな！」

　ユーピッドの肩を摑み、がくがくと揺ゆさぶりながらアルキメッドは叫んだ。

「……っ！」

　アッシュとティリエルの行動は迅じん速そくだった。アッシュは崩れ落ちるトレインの身体を支え、ティリエルはレイピアを鞘さやごと引き抜いて、その先せん端たんでアルキメッドを突き倒そうとする。今の言葉──『霊唱様式スペルワード』による魔ま法ほうは、明らかな攻こう撃げき行こう為いだった。そう、キキモラが得意とする──

「サージッド＝《エルド》＝ティリエル。止まれ」

「──『魂繰りマインドハツク』!?」

　駆かけ出だそうとした不自然な体たい勢せいで、ティリエルの身体はぎしりと停止していた。その顔が苦く悶もんに歪ゆがみ、キキモラは驚きの声をあげる。しかしアルキメッドは軽く肩をすくめ、

「なにを驚くことがある？　『魂繰り』は確かにマインドハッカーが作り上げた技術だが、技術というものは共有されるために──」

　最後まで聞かずに、アッシュは走り出した。

　双剣を構え、アルキメッドに飛びかかる。交こう渉しようが決けつ裂れつし、アルキメッドが『魔族エマ＝デモナス』としての牙きばを剝むいた今、ここは最悪の戦場に成り果ててしまった。今アッシュにできることは、少しでも時間を稼かせぎ、無事にイリステラたちを逃がすことだった。

　しかし。

「あらあら。いけませんわ、お客さま」

　アルキメッドの前に、イリヤッドが素早く立ちふさがった。

　アッシュは反射的に刃を止めようとしたが、勢いきおいのついた短剣はそうそう止まるものではない。二つの刃がイリヤッドの細ほそ腕うでに叩たたきつけられ、

「わたしのダイニングで、ごたごたはご遠えん慮りよ願います」

　甲高い音を立てて、イリヤッドの両腕は、アッシュの双剣を受け止めていた。

　皮ひ膚ふが破れ、その奥から人間のものではありえない、無む機き質しつな輝かがやきが覗のぞく。片方は『骨』、もう片方は『鋼はがね』の、テナガやアシナガとまったく同種の腕が、イリヤッドの両肩から生えているのだった。

　つばぜり合いをする騎き士しと『人造生命ホムンクルス』を、アルキメッドはつまらなそうに見、

「アッシュ・ウィリアック──」

『魂繰りマインドハツク』を発動しようとした、その瞬しゆん間かん。

　ユーピッドが、テーブルに載のせられていた花か瓶びんを振り上げ、アルキメッドの後頭部に思いっきり振り下ろしていた。

「ごっ」

　花瓶が砕くだけ散ちり、中に入っていた水と花がアルキメッドの全身にぶちまけられた。片かた膝ひざを突いたアルキメッドのすぐ脇わきを駆かけ抜ぬけ、ユーピッドはトレインの傍そばに縋すがりつく。

「トレインさん──トレインさん！　大丈夫ですか!?」

　涙の滲にじんだ叫び声に、しかしトレインは反応を示さない。《強令コマンド》は一瞬にして相手の精神を縛しばり上あげ、術じゆつ者しやの命令を無理矢理にでも聞かせる強力な魔ま法ほうだ。『眠れ』と言われた以上、アルキメッドの声に込められていた『魔源マナ』が尽きるまで、こんこんと眠りつづけるはずだ。

　ユーピッドの叫びを聞きながら、アッシュはイリヤッドから距きよ離りを取り、素早くイリステラに囁ささやいた。

「イリステラさま！　ここはぼくたちが抑えますから、早く──」

　逃げてください、という言葉は、しかし、驚おどろきに吞のまれて消えてしまった。

　なぜなら、イリステラが晴れ晴れとした笑みを浮かべていたからだ。

「心配ありませんわ、アッシュ。どうやら──なにもかも、うまく行きそうです」

　その真意を測はかりかねるアッシュを横目に、イリステラは歩き出した。

「イリステラさま──!?」

　そうして、彼女は狂気じみた声をあげるアルキメッドに、迷いなく近づいていく。

「くっ、ふ、はははははは、素す晴ばらしい。素晴らしいぞ、ユーピッド！　それがわたしの求めていたものだ！　自らの意思により、自らの欲するもののために、自らを造り上げたものにさえ逆らう！　それこそ、真に独立した魂たましいの所行ではないか！　イリヤッド、すぐにでも『実験室』の用意を──」

「そこで、なにをするおつもりですか？　アルキメッドさん」

　静かなイリステラの声に、アルキメッドは振り返りもしない。三日月のような笑みを浮かべながら、ほつれた暗あん緑りよく色しよくの髪かみを両手で撫なでつける。

「決まっている。ユーピッドの『核コア』を取り出して入念に調べ上げるのだ。ついにあのものは魂たましいを得た。今までの記録と照らし合わせて、なにが彼女の『核』を魂ならしめたのか、それを突き止めるのだ！　そして──」

　ぎらぎらとした視線を、倒れ伏したトレインに向け、

「そちらのトレインくんにもご協力を願おう！　果たしてなにがユーピッドを引きつけたのか？　魂なき『人造生命ホムンクルス』を恋れん慕ぼさせる原因は一体どこにあるのか？　丁てい寧ねいに、隅すみ々ずみまで腑ふ分わけして調べなければ！　まずは神経系と脳の解剖から始めようか！」

「……そんなことは、させません！」

　そう叫んだのは、ユーピッドだった。気を失い、倒れているトレインの首元に抱きつきながら、自らの創そう造ぞう主しゆをきっとにらみつける。紫むらさき色いろの瞳ひとみには、涙さえ浮かんでいた。

　しかし、その姿はアルキメッドを喜ばせるだけだった。彼はさらに狂笑を響ひびかせ、

「それだ！　それだよ、ユーピッド！　それが来る元を、わたしは知りたいのだ！　おまえも喜ぶがいい、おまえは父を喜ばせるだけの結果を出したのだからな！　満足し、安心してその身を委ゆだねるのだ──」

「それで、よろしいのですか？」

　ぽつりと、イリステラはそんなつぶやきを漏もらした。

　アルキメッドは首をねじ曲げてイリステラを見る。押し殺した声で、

「なんだと？」

「恐おそらくあなたは、恋こい心ごころがどのようなものかわかっておられないでしょう。わたくしは、魂のことはよくわかりませんが、恋や愛あいに関してはそれなりに存じているつもりです」

　えっ、という声が聞こえた。横を見るとティリエルが、眼を見開いてまじまじとイリステラを見つめていた。それはそうだ。畏かしこくも王女イリステラ・クィンストラウスに恋人がいるなどという話は、側近の自分たちでさえ聞いたことがないのに。

　しかしイリステラは、従じゆう者しやたちの驚おどろきなどよそに、つらつらと話しつづける。

「きっと、その二つはよく似た──本質的には、同じものだと思うのです。だからこそ、あなたはユーピッドさんを調べようとしているのでしょう？　トレインさんに恋するユーピッドさんは、きっと、あなたの欲する『魂』を得ただろうから。本当は作り物に過ぎないはずのユーピッドさんが、なぜ『魂』を持つに至ったかを、知りたいと思っているのでしょう？」

「ああ、そうだ」

「それなら、あなたのなさろうとしていることは、目先の欲のために、長年の目的を台無しにするたぐいのものですね」

「……どういう意味だ？」

　アルキメッドの低い声に、イリステラは怯ひるまない。後ろで倒れているトレインと、彼に縋すがりつくユーピッドをちらりと振り返り、言う。

「恋れん慕ぼというものは、ある日、ポンと生まれるものではありません。もちろんそういう形のものもあるでしょうけど──ほとんどは、長い時間をかけて、ゆっくりと育はぐくまれるものです。わたくしの見たところ、ユーピッドさんの恋心は、まだほんの芽生えかけ。あなたの行こう為いは、それを性急にも摘つみ取ってしまおうとするものですよ」

　アルキメッドは──ぴたりと静止していた。唇くちびるひとつ動かずに、凍こおりついている。

　熟じゆつ考こうしているときの、彼の癖くせだった。

　それを見て、イリステラは笑みを浮かべる。

「ですから、それでよろしいのですか、とお尋たずねしたのです。どうせ調べるのであれば──恋が芽吹き、成長し、しっかりとした愛あい情じようとして確立してからのほうが、よろしいのではありませんか？」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、アルキメッドは、小さくつぶやいた。

「確かに、そうかもしれんな」

「お父さま？」

　イリヤッドが、どこか不服そうな声をあげた。しかしアルキメッドは耳を貸さず、顎あごに手を当てながら、うろうろとダイニングをうろつきはじめる。

「魂たましいというものは、ある日突然生まれ出るものではない。そんなことは、数百年にわたって魂の研究を続けてきたわたしが一番よく知っている。ユーピッドは魂を持っているのではなく、持ちかけているといったほうが正確なのか──む、いかんな。ならば、今手を出すべきではなかった！」

「早まりましたね」

「早まったな！　しまった！　どうしよう！」

　そこで初めて、アルキメッドは自らが生み出した惨さん状じように気づいたように、部屋の中を見み渡わたした。トレインは倒れ伏しているし、ティリエルは不自然な体たい勢せいで固まっているし、おまけにアッシュとキキモラと娘のユーピッドは、敵意に満ちた眼まな差ざしで自分をにらんでいる。

　イリステラが、困ったように頰ほおに手を当て、

「それに、正直に申し上げまして、ユーピッドさんの恋心を健けん全ぜんに育むには、いささか難むずかしい状況になってしまったと言わざるを得ませんわ。だって、あなたは自分の正体を知ったわたくしたちを、全員始末してしまうおつもりなのでしょう？」

　ぎょっとして、アッシュはイリステラのことを見た。しかしイリステラの表情にはかけらの動どう揺ようもない。

「そうなると、わたくしたちは行方不明ということになります。もちろんドル・ドーザには前もって行き先を告げてありますから、真っ先にあなたが疑うたがわれることになりますね」

「……むう」

「となると、あなたはこの国を逃げ出さなくてはならないわけですが──そうなれば、当然、ユーピッドさんとも別れ別れということになりますわ。もちろんユーピッドさんを無理矢理に連れ去ることもできるのでしょうが、まさかトレインさんを一緒に連れて行くわけにはいきませんよね。二人は離はなれ離ばなれということになりますし、そうなればユーピッドさんが持ちかけていた恋心も終わりを告げ、その魂たましいとやらも不ふ燃ねんのまま終わることに──」

　さっと、アルキメッドの顔色が変わった。

「いかん。それはいかんな」

「ですが、それを招いたのはあなたですよ」

「……むむう」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとイリステラの背中を見つめながら、思った。

　なんという口くち八はつ丁ちようだ。

　この王女は、『魔族エマ＝デモナス』をも丸め込んでしまおうとしている。いや、それだけディアマンドラとの『約束』を破は棄きするのに必死ということなのかもしれない。

「そこで」

　と、イリステラは、どこからか取り出した白い杖つえを唇くちびるにつけて、片目をつぶった。

「この問題を解決する方法がひとつあるのですが──お聞きになりますか？」

　アルキメッドは、救われたようにイリステラを見る。こくこくと、何度も頷うなずき、

「なんだ。聞かせてみてくれ」

「お父さま、冷れい静せいに──」

「おまえは黙だまっていなさい、イリヤッド！」

　袖そでを引き、注意を促うながそうとしたイリヤッドの手を、アルキメッドは乱らん暴ぼうに振り払った。イリヤッドは愛あいらしい顔に冷たい表情を浮かべると、首を振って椅い子すに座り、あさってのほうを向いてしまう。拗すねた子供のような仕草だが、両りよう腕うでから覗のぞく『骨』と『鋼はがね』の色が異様だった。

「わたくしは、なにも見なかったことにします。あなたが『魔族』であるということも、ユーピッドさんが『人造生命ホムンクルス』であることも、なにも知らなかったことにします。そうすれば、わたくしたちはこのままお城に帰り、ユーピッドさんはトレインさんと、ずっと一緒にいることができるわけです」

　おお、とアルキメッドは拳こぶしを握にぎり、

「それだ。そうしてくれ、王女さま！　そうすれば、わたしはこれまで以上の慎しん重ちようさを持って、ユーピッドの経けい過か観かん察さつをすることができる！　そうするうちに、彼女が持つ魂の状じよう態たいを分析することができる──、む？」

　そこで、あることに気づいた。

　イリステラが、自分のほうに手のひらを向けて、差し出している。

「なんだ？」

「見返り」

　イリステラは、にこにことしたまま口を開く。

「を、お願いいたしますわ、アルキメッドさん。口止め料と申し上げても構いませんが。あなたとユーピッドさんが、今の状況を保っていくために必要なものを、どうかわたくしに授さずけてください」

　アッシュはイリステラの背中を、ただじっと見つめる。いや、アッシュだけではない。ティリエルも、キキモラも、ユーピッドも──アルキメッドとイリヤッドでさえ、愕がく然ぜんとしてそんな王女の顔を眺ながめていた。

「……王女さまが、『魔族エマ＝デモナス』を脅きよう迫はくするのか？」

　その言葉に、イリステラはころころと笑い声を立て、

「人聞きの悪いことを仰おつしやらないでください。これは、取り引きです。取り引きには正当な対価が必要だと、先ほどあなたが仰ったことではありませんか？」

「では、そちらが要求する対価とは、なんだ」

「いやですわ、アルキメッドさんったら。わかっていらっしゃるくせに」

　アルキメッドは顎あごに手を当て、思し案あんする素そ振ぶりを見せた。

「『写魂の瞳シミユレイクラム』、か。──確かに。用意しようと思えばできる。しかしな、王女さま」

「はい」

「そちらが約束を破らないと、どうして保証できる？　わたしが『写魂の瞳』を持ち出したとして、それをきみに渡わたしたとして。そのあとで、きみがこの研究所に騎き士し団だんを差し向けないと、どうやって証明するのだね？」

　そのときだけ、イリステラの顔から笑みが消えた。両手を腰こしの前で重ね合わせ、青い瞳ひとみをまっすぐアルキメッドに向けて、朗ろう々ろうとした声で言う。

「わたくしは、王女です。約束を破ることはいたしません」

「しかしわたしは『魔族』だ。きみたちの論ろん理りでは、『魔族』に対してはなにをしてもいいことになっているのではないかね？」

「あなたが何者であるかは、わたくしが王の血を引く人間であることと、関わりのないことだと思います。これは沽こ券けんの問題ですよ、アルキメッドさん。それも、誰だれに対するものでもない──わたくし自身に対する、沽券です。あなたが『魔族』だから、危険だから──そんな理由であなたとの約束を破れば、たとえこの頭上に王冠を戴いただいたとしても、わたくしは王の魂たましいを失うことになってしまいます」

　アルキメッドの口元に、引きつるような笑みが走った。

「王だからという理由で、『魔族エマ＝デモナス』に自分を信じろと言うか。大した王女さまだ」

「それはどうも」

「気に入った。なによりもこのわたしの前で『王の魂たましい』などと抜かすところがいい。空から手て形がただが、その手形を信じることにしよう。──ただし」

　声を低くして、アルキメッドはゴーグルを外し、その裸ら眼がんをイリステラに向けた。

　そこにあるのは──キキモラと同じ、金の瞳ひとみだった。瞳どう孔こうに『神陣様式ピクトグラム』が刻きざまれた『魔族』の眼球は、ぎらぎらとした光を宿して、王女のことを凝じつと見つめていた。

「ジャグルギグルは性質上、『魔族』も人間も問わず、数多くの取り引きを行い、そして、数多くその取り引きを反ほ故ごにされてきた」

「…………」

「そして、約束を破られた数だけ──ジャグルギグルは、裏うら切ぎり者ものに相応ふさわしい末路を用意してきた。今現在、ジャグルギグルを裏切って生きて呼吸をしているものはいない、とだけ知っておいてもらおう」

「それがあなたたちの、沽こ券けんというわけですね」

「まさしく。我々は裏切り者は決して許さない。絶対に、どんな手段を使ってでも、粛しゆく清せいする。それでこそ我々は、人と魔まのあいだでやっていくことができるのだからね」

　イリステラが重々しく頷うなずくと、アルキメッドは金の眼を細め、嬉うれしそうに笑った。

「よろしい。取り引きは成立だ。わたしは『写魂の瞳シミユレイクラム』を用意し、きみたちはわたしたちの安全、及びユーピッドの恋こい路じを保証する。ふむ、悪くないな。では、さっそく準じゆん備びに取りかかるとしよう──」

　そう言って、白衣を翻ひるがえし、アルキメッドはダイニングの出口へと向かった。




　　　　◆




　ダイニングには、一種、虚きよ脱だつしたような空気が流れていた。

「……わたしの見通しが甘かったです。すいませんでした」

　小さな声で謝しや罪ざいしたのは、キキモラだった。ジャグルギグルは話のわかる『魔族』だと言ったのは確かに彼女だが、しかしまあ、

「いいわよ別に。危険は承しよう知ちの上で来たんだから」

　こきこきと、首を鳴らしながらティリエルがそう答えた。不自然な体たい勢せいで《強令コマンド》を食らったため、あちこちの筋肉が強こわばってしまったらしい。

　それにしても。

「……イリステラさま、さっきはすごかったですね……」

　誰だれからともなく、ぽつりと、そんな言葉が漏もれた。

『魔族エマ＝デモナス』アルキメッド・ジャグルギグルを相手に、よくもあそこまで舌が回ったものだ。疑ぎ問もんを提示し、理と非を巧たくみに混ぜ合わせながら説き、双方の納得が行く解決策を出す。イリステラの説得がなければ、今ごろ自分たちは全員始末されていただろう。

「立場上、外交の役割を担になわされることも多くありますからね」

　イリステラは澄すました顔でそんなことを言い、それから──部屋の隅すみに眼を向けた。

　いくつかの椅い子すを並べた簡かん易いベッドの上に、トレインが横たわっている。その枕まくら元もとで、一心に看かん病びようをしているのは、もちろんユーピッドだった。

「ユーピッドさん。こちらに来て、少しお休みになったら？」

　その背中に、イリステラは優やさしく声をかけた。しかしユーピッドは、振り向きもせずに首を振る。声すら出さない。王女に対する態たい度どとも思われないが、まあ、仕方のないことかもしれない。

　なにしろ、紙かみ一ひと重えの差で、自らの父が自らの恋する男を殺すところだったのだから。

　イリステラは思わしげに眉まゆを寄せ、立ち上がると、そんな二人に近づいていった。ティリエルの《強令コマンド》は解けているから、トレインももうすぐ目覚めるだろう。

「でも、まさかユーピッドさんが『人造生命ホムンクルス』だったなんて、想像もしてませんでした」

　キキモラが、小さな声でぽつりとつぶやいた。アッシュは彼女を見、

「ぼくは魔ま法ほうのことをよく知らないんだけど、その、『人造生命』って、結局どういうものなんだ？」

「……アッシュさん、アルキメッドさんがそう言ったとき、わたしたちと一緒に驚おどろいていたじゃありませんか」

「きみとイリステラさまが驚いてたから、つい釣つられて」

　キキモラの金の瞳ひとみに、呆あきれたような色が浮かぶ。それでも、彼女はポシェットから身を乗り出し、囁ささやくように説明してくれた。

「『人造生命』は、『自律石像ガーゴイル』の上位版のようなものです。『自律石像』は、魔法使いから与えられた命令を忠実にこなす石せき像ぞうですが──『人造生命』は、その外側が石ではなく、わたしたちと同じ肉体を持っているという点で異なっています」

「肉体って、どうやってそんなものを用意したんだ？　──まさか、」

　アッシュの頭に浮かんだのは、墓はか場ばでスコップを持ってうろつくアルキメッドの姿だった。さっと顔から血の気が引くが、それを見てキキモラは少し笑い、

「死体をそのまま利用したりはしませんよ。それでは『アンデッド』になってしまいます。『人造生命』を造り上げるには、もっと高度な技術や設せつ備びが必要になりますから」

「……ユーピッドとは」

　そこで、ぽつりとティリエルが口を開いた。それとなくユーピッドを窺うかがい、

「結構、長いあいだ、一緒に仕事をしてきたわ。でも、彼女が『作り物』だなんて思ったことは一度もなかった。無口で無ぶ愛あい想そうだけど、仕事はきちんとできたし、それに──心の底では、優やさしい子だって思ってたから」

　ティリエルの複ふく雑ざつな心しん境きようは、そのまま紅あかい瞳ひとみに映し出されていた。

　その瞳を覗のぞき込みながら、キキモラは静かに言う。

「もしもティリエルさんがユーピッドさんから優しさを感じたというのなら、それはあの人が本当に持っているものだと思いますよ」

「『作り物』でも？」

「『作り物』が優しさを持っていてはいけないんですか？」

　反問されて、ティリエルは黙だまり込む。キキモラは、自らも思考を巡めぐらせるように遠くを見つめながら、独り言のように続けた。

「人間も、『魔族エマ＝デモナス』も、『人造生命ホムンクルス』も、それほど違いはありません。わたしたちは父と母から生まれますが、『人造生命』はフラスコと培ばい養よう器きとひとつかみの『魔源マナ』から生まれるという、ただそれだけの違いに過ぎないのだと思います」

「……あの子には、本当に、魂たましいがあるのかしら」

　ティリエルの問いかけに、キキモラは静かに首を振り、

「わかりません──でも、もしもユーピッドさんに魂がないというのなら、わたしたちにだって魂が存在するのか、怪あやしいものだと思います。だって、ユーピッドさんはトレインさんのことが好きなのですから。誰だれかを恋こいするその心を、魂と呼ばないのであれば、この世界に魂と呼べるものなど存在しないのだと、わたしは思います」




　ユーピッドの小さな手が、トレインの額ひたいに触れていた。

　汗に濡ぬれた額には、前まえ髪がみが張りついている。それを丁てい寧ねいに取り除き、ハンカチで額を拭ふいて、熱を確かめるようにもう一度、額に手を重ねる。それからユーピッドは名残なごり惜おしそうに手を離はなして、じっとトレインの顔に視線を落とした。

「まだ、眼が覚めませんね」

　すぐ横手から、優しい声が響ひびいた。しかしユーピッドは振り返ることもなく、小さく頷うなずいただけだった。

　──やがて、ユーピッドは、隣となりにいるのが誰なのかに気づいた。

　イリステラ・クィンストラウス。絶世の王女。自らが仕つかえるべき相手。

「姫さま、これは──」

　失礼しました、と言いかけたユーピッドの唇くちびるに、イリステラは自らの人差し指をつけ、

「いいのですよ。わたくしよりも、トレインさんのことを見ていてあげてください」

「……はい」

　かすかに頷き、ユーピッドは再びトレインの顔を見下ろした。

　頭の中で、ぐるぐると思考が巡めぐる。

　今までにないことだった。ユーピッドは造られてから十年ほどになるが、その十年間は常に、明めい晰せきな思考を保っていた。自分がなんのために存在するのか、それを見失ったことは、ほんの一いつ瞬しゆんたりともなかったと言っていい。

　しかし──今は、今だけは、思考が現実に追いつかない。こういうこともあるのだ、と、巡る思考の片かた隅すみで、ユーピッドは驚おどろきと共に感じ入っていた。

『人造生命ホムンクルス』である自分の正体が、暴あばかれてしまった。

　父が人に仇あだ為なす人ならぬ存在──『魔族エマ＝デモナス』であるということを知ってしまった。

　うすうすは、父が人間ではないということを感じていたが、ユーピッドはそのことをあえて考えないようにしていた。考える意味がなかったからだ。父が何者であれ、自分は父の望みを果たすだけだと、そう信じていたから。

　けれど、先ほどの出来事は、ユーピッドの根こん幹かんを揺ゆさぶっていた。

　自分はいい。しかし、トレインが『実験室』に連れ込まれることを想像しただけで、今までにない高ぶりがユーピッドの中に現れるのだ。頭の芯しんがカっと痺しびれるような感覚。それにまかせて──先ほどは、造ぞう物ぶつ主しゆである父の頭に花か瓶びんを叩たたきつけてしまったのだが。

「……」

　意味もなく、ユーピッドはトレインの髪かみを撫なでる。そうすると心が落ち着いた。けれどそれは、元の冷れい静せいな自分に戻っているわけではなかった。むしろ──より、わけのわからない状況に引き込まれていきそうになる。

　けれど、それは、嫌いやな感覚ではなかった。

「本当に、お好きなのですね。トレインさんのことが」

　不意に、そんなことを囁ささやかれて、ユーピッドの手が止まった。

　知らず、顔が熱くなっていく。これもまた、今までにないことだった。体調は良好なのに、顔だけが熱くなるなんて。

　ユーピッドはイリステラと視線を合わせずに、ぽつりとつぶやく。

「わたしは、どこかおかしくなってしまったのでしょうか」

「どうして？」

「病気でもないのに、身体が熱くなったり、鼓こ動どうが速くなったりするのです。今までには、こんなこと、一度もなかったのに──」

「まあ。それなら、これはユーピッドさんの初はつ恋こいなのですね」

　ユーピッドはイリステラのことを見上げる。絶世の王女は、にこにことしてユーピッドのことを見下ろしていた。

　それから、ユーピッドは先ほどの光景を思い起こす。父アルキメッドと命を賭かけたやり取りをしていたイリステラの姿。そのときに、彼女が口にしていた言葉──

「イリステラさま。お尋たずねしたいことがございます」

「はい。なんでしょう？」

「わたしに、魂たましいは、あるのでしょうか？」

　父アルキメッドの悲願──魂の研究。分析。そして、その創出。

　それを自分が果たせたというのなら、誇ほこらしいことだ。以前までの自分だったらそう思っていたに違いない。王城に仕つかえ、多くの魂を持つ人々のあいだで住み暮らしてきた甲か斐いはあったと、それくらいは考えたに違いない。

　しかし、今は、それが恐おそろしい。

　なぜならば、

「先ほどイリステラさまは、父に、わたしには魂が芽生えかけている、と仰おつしやいました。それは本当なのでしょうか。わたしに芽生えたわたしの魂は、いずれ本当の魂となって、この身に宿るのでしょうか？」

　イリステラは、じっとユーピッドの眼を見つめた。

「あなたは、そうなりたいのですか？」

　静かな質問に、ユーピッドは眉まゆを寄せ、絞しぼり出だすように、

「……わかりません」

　そう、答えた。

　主人の意を果たすために造られた『人造生命ホムンクルス』にとって、あるまじき答えだった。

「もしも、わたしに本当の魂が宿るとしたら──父は、わたしのことを『回収』するでしょう。わたしは父の被ひ造ぞう物ぶつですから、それに抗あらがうことはできません。けど」

「けど？」

　ユーピッドは胸に手を当て、トレインのことを見つめ、

「どきどきするんです」

　苦しげに、そうつぶやいた。

「トレインさんの顔を見ていると、胸が苦しくなって、でも、なんだか嬉うれしくなって──笑いかけられたときには、頭が白くなって、なにも考えられなくなって。その日は一日、幸せな気分でいることができるんです。トレインさんが、わたしに笑いかけてくれた、その顔を思い出すだけで──わたしは、満たされるんです」

　イリステラは優やさしげに眼を細め、

「……それが、恋こいですからね」

「でも、父さまは。わたしから、それを『回収』しようとしているのです」

　ユーピッドは、そんなイリステラを、ひたりと見み据すえた。

　現実を頭に置くと、思考は不ふ思し議ぎと冴さえ渡わたってきた。胸に渦うず巻まくうねりを別とすれば、ユーピッドは相変わらず、現実を現実として見据えることができるのだった。

「教えてください、イリステラさま。あなたの願いが叶かない、父さまの願いも叶ったとして、わたしは、父さまに引き渡わたされるのでしょうか？　わたしの中にある魂たましいは、トレインさんの笑顔を見て、どきどきして、苦しくなって、幸せになるこの気持ちは──成せい熟じゆくした果実が収しゆう穫かくされるように、父さまに刈かり取られてしまうのでしょうか？」

　イリステラは眼を細めたまま、じっとユーピッドを見返し、

「わたくしがアルキメッドさんと交わした約束は、あなたたちの恋こい路じを見守ることです」

　そう、答えた。

「もしもその恋路の邪じや魔まをするものがいたとしたら──わたくしは、約やく定じように従い、そのものと戦わなくてはなりませんわ。もしもそれが、契約者のアルキメッドさん自身であっても、ね。悲しいことですわ」

　ユーピッドは眼を丸くして王女のことを見つめた。知らず、声が乱れる。

「し、しかし、それは──詭き弁べんです！」

「そうでしょうか？　そうかもしれませんね。しかし、だとしても、わたくしは少なくとも、『アルキメッドさんの魂の回収を手伝う』とは約束していませんわ」

「……それは、父の手伝いはしないが、邪魔もしない、という意味でしょうか？」

　失望が自らの声に混じるのを聞いて、ユーピッドは驚おどろいた。事実確かく認にんをするつもりだけだったのに、どうして自分は失望などしているのだろう？

　この王女さまなら、万物に博はく愛あいを向ける『クィンストラウスの至宝』なら──被造物つくりものである自分を、救ってくれると思ったから？

　恐おそらくそれは、間違いではなかった。イリステラはにっこり笑うと、

「それは、あなた次第だと思いますよ、ユーピッドさん。あなたにはいくつも逃げ道があるのですよ。たとえば、こんなのはどうでしょう──」

　そう言って、ひとつの考えをユーピッドに告げ、

　ユーピッドは、自分の顔がぼっと紅あかくなるのを感じた。

「む、無理です！　そんなの!!」

　大声で叫んで、立ち上がってしまう。さすがにティリエルたちが、何事かとこちらを見る。が、その視線に気づくだけの余裕は、今のユーピッドに残されていなかった。王女がのほほんとした表情で口にした言葉は、それだけの衝しよう撃げき力りよくがあった。

「どうして？」

　イリステラは笑顔を浮かべたまま、そう尋たずねる。

「ティリエルから聞きましたよ。あなたも、『なんでもする』という言葉を引き出したらしいではありませんか。では、なんでもしてもらえばよろしいのです」

　ユーピッドの思考は、ほとんど停止していたといっていい。その止まった頭に、イリステラの言葉は砂に染しみ込む水のように忍び込んできた。

「大丈夫ですよ、だって彼は騎き士しなのですから。そうだ、こんなお話はご存じですか──」

　それから、イリステラはひとつの逸いつ話わを話し出した。老ろう練れんな騎き士しと、彼に命を救われた少女の話。その少女がどれだけ巧たくみな作戦を思いついたかを、話して聞かせた。

　ユーピッドは黙だまり込んだ。その少女が、自分とほとんど同じ立場にあることに気がついたからだ。

「そうすれば、わたくしはあなたを庇ひ護ごする義ぎ務むが生まれます。アルキメッドさんもおいそれと手が出せない──かどうかはわかりませんが、まあ、もう少し経けい過かを観かん察さつしようとするのではないでしょうか？」

　ユーピッドは小さく息を吐いて、その場にぺたんとへたり込んだ。

　寝ね静しずまるトレインに、視線を向ける。ぐにぐにと口元が動く。

　この王女さまは、なんてことを考えつくのだろう。そう思った。いや、王女さまのお話によれば、それを考え出したのは別の貴族の少女らしいが──それが真に魂たましいを持つものの発想だとしたら、自分などまだまだ魂を持っているなどとは言えない。

　なんだか惨みじめな気分になって──もしくは、意地悪な気分になって──ユーピッドは、ちらりとイリステラのことを見た。

「姫さまも、そうなのですか？」

　不意に、そう返されて、イリステラは眼を瞬まばたかせた。

「えっ？」

「姫さまの初はつ恋こいは、どんなものなのですか？　お聞かせ願います。だって、姫さまは、恋に関しては深い知ち識しきを持っているのでしょう？」

　当てずっぽうに放り投げた言葉は、イリステラの急所を直ちよく撃げきしたらしい。

　彼女はユーピッドの顔をまじまじと見つめ、それから、ようやく彼女の言葉を理解できたかのように、ぱっと顔を赤くした。

　なんてわかりやすい人だ。ユーピッドは、自分を差し置いてそう思った。

「……わ、わたくしのことは、いいじゃありませんか。今大事なのは──」

　しかしユーピッドは追及の手を緩ゆるめようとはしなかった。

「よくありません。ご参考までにお聞かせ願います。姫さまの初恋の相手はどんな人なのですか？　それはどうなったのですか？」

　本来ならばメイドの身の上で、姫君にこんな口を利けるものではない。しかし、今のユーピッドは本来のユーピッドではない。生まれてほとんど初めて、意地悪な気分になってしまったユーピッドなのだった。

「わたしばっかり好きな人を知られるというのは不公平です。イリステラさまの好きな人をお教えください」

「────」

　ぱくぱくと、陸に揚あげられた魚のように、イリステラは口を開閉し──それから、ちらりとその視線が横に振れた。

　ユーピッドは、思わずその視線の先を追ってしまった。

　イリステラはちらりと見ただけだが、ユーピッドはまじまじと見てしまった。灰色の瞳ひとみが不ふ思し議ぎそうに瞬まばたいている。「どうした」とでも言いたげな表情だが、そのときはもう、ユーピッドはイリステラのほうを振り向いていた。

「ほんとに？」

　子供のような質問に──イリステラは、顔を真まっ赤かに染そめたあと、うつむき、
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「あのですね、その、ユーピッドさん、これは、あなたとわたくしのあいだだけの、秘ひ密みつにしてほしいのですが」

「はい」

「……さっきは、知ったようなことを言いましたが、わたくし、本当は、色いろ恋こいのことは、よく、わからないのです。いえ、人のことは多少はわかるのですけど、その、自分の──こ、ことになると、ちょっと、よくわからなくて」

　ユーピッドはイリステラのことをまじまじと見つめた。

　生まれて初めての意地悪なユーピッドは、なにか言ってやろうかという考えをちらりと弄もてあそんだが、わずかに残っていた王族への敬けい意いが、それを口に出すことを憚はばからせた。

　それに──イリステラが自信満々にああ言っていなければ、今ごろ『実験室』送りになっていたかもしれないのだ。

　ユーピッドは、すぐそこにいる『竜戮騎士テイフオニロス』見習いを意い識しきの隅すみに捉とらえつつ、ぽつりと、

「いつから？」

　顔を赤くしながらも、イリステラはきょとんとして、視線を宙に迷わせた。

「……い、いつからでしょう？　はっきりとはわかりませんけれど、たぶん──そう、一緒に、聖堂に冒険をしに行った辺りからでしょうか」

　頰ほおを染そめながら、口元をほころばせたイリステラに、ユーピッドはどきっと胸が鳴るのを感じた。これが、恋する乙おと女めの顔というものだろうか。だとしたら──自分も、こんな表情をしていたのか？

「彼は、わたくしのことを、命がけで護まもろうとしてくれましたから。ええ、たぶん、そのときなのでしょうね。彼はそれを、当たり前だと言いましたけど──わたくしにとっては、それで十分だったのです」

「……メイド長には、相談しないのですか？」

「そんなことをしたらティリエルはわたくしを殺して自分も死んでしまいます」

　イリステラは、不意に真顔に戻ってそう言った。

　まあ──そうかもしれない。ユーピッドはティリエルの性格を熟じゆく知ちしている。基本的に、彼女は有能なメイド長なのだが、姫さまのことが絡からむと途と端たんに判断力を失ってしまう傾けい向こうにあるから。

　ともあれ。

「それに、やっぱりこれは、ユーピッドさんのものと同じではないのかもしれません。わたくしは、あの人やティリエルと一緒にいられるだけでいいのです。顔を見なくても、笑いかけられることがなくても──いつでも声をかけられて、一緒にお茶をできるというそれだけで、わたくしは満足できるのです」

　そうつぶやいてから、イリステラは青い眼を細め、「でも」と続けた。

「だからこそ、決して、離はなれ離ばなれにはなりたくないのです。──どんな手段を使ってでも、一緒にいたいと願うのです」

　その言葉に、ユーピッドは反射的に頷うなずいていた。自分とトレインが離れ離れになる、そのことを考えただけで、全身が拒きよ絶ぜつを示す。たとえそれが造物主アルキメツドに反はん旗きを翻ひるがえすことであっても──ユーピッドは、ためらうことはないだろう。

　そのとき、ダイニングの扉が開き、当のアルキメッドが入ってきた。

「待たせたな、王女さま。調ちよう整せいが済んだ。さあ、こちらに来てくれ──」

　と、深しん紅こう色しよくのゴーグルが、ユーピッドのことを見み据すえた。

　紫むらさきの瞳ひとみに浮かぶ感情を見て、アルキメッドは深い笑みを浮かべた。

「おまえも来るかね、ユーピッド？　見ておいて、損はないと思うぞ」

　ユーピッドが答えようとしたそのとき、トレインがかすかなうめき声をあげて、薄うすく眼を開いた。

「……いえ。わたしは、ここにいます」

　それを聞いて、アルキメッドはくぐもった笑い声を立てる。父の喜びを眼にしても、もはやユーピッドが誇ほこらしい気持ちになることは、なかった。




　　　　◆




「……で、『写魂の瞳シミユレイクラム』はどこにあるのよ？」

『実験室』をざっと見み渡わたして、ティリエルはぶしつけにそう言った。

　部屋の広さはダイニングの半分ほど、テーブルの上に器具が散乱しているところなどは『作業場』と変わりがないが、中央に大きなガラスの筒があることだけが異なっていた。人ひとりがすっぽり入れるほどの大きさで、左右には奇き妙みような装置が取り付けられている。

　しかし、ティリエルの言うとおり、部屋のどこにも『写魂の瞳』らしきものは見当たらない。『魂たましいの概がい論ろん』にある図説では、鏡かがみのようなランプのような形をしていたが──

「イリヤッド、素材は揃そろっているね？」

　アルキメッドは、傍かたわらに控ひかえる『人造生命ホムンクルス』にそんな声をかけていた。彼女は数枚の羊よう皮ひ紙しをめくりつつ、

「はい。しかしこれで『月輝石ルーンストーン』と『アルドネラの双ふたツ葉ば』が切れてしまいました。またフェスタジェスター氏族に連絡を入れませんと」

「なんと、またか。奴やつらとはあまり取り引きはしたくないのだが──まあ、仕方あるまい。真理の究明に費用がかかるのは致いたし方かたのないことだ」

「ちょっと。質問に答えてくれる？」

　ティリエルが、苛いら立だちの混じった声をぶつけた。アルキメッドは首だけで振り返り、

「なんだね？」

「『写魂の瞳』はどこにあるの！　あたしたちの目的はあれだけなんだから」

　アルキメッドはきょとんとして、

「あるわけないじゃないか。なにを言ってるんだきみは」

　あっさりとそう答えると、当然のことながら、ティリエルは色を作なした。

「はあ!?　なに、アンタ、『写魂の瞳』を持ってるんじゃなかったの!?」

　アルキメッドはイリヤッドと顔を見合わせて、フッ、と笑った。失笑だった。

「イリヤッド、わたしは一度でも、自分が『写魂の瞳』を持っているだなんて言ったことがあるかね？」

「ありませんわ、お父さま」

「だろう？　勘かん違ちがいしてもらっては困るが、王女さま方、わたしの手元に『写魂の瞳シミユレイクラム』などありはしない。昔は持っていたこともあったが、売り払ってしまってね」

　怒りに紅あかくなっていたティリエルの顔が、すっと冷めた。

　あ、やばい、とアッシュが思ったときにはもう、彼女の手の中には魔ま法ほうのようにレイピアが現れていた。

　流れる水のような動きで腰こしを沈め、雷らい光こうにたとえられる突きを繰り出そうとしたティリエルの身体を、アッシュは危ういところで羽は交がい締じめにした。

「こら、やめろ、ティリエル！　落ち着けって！」

「これが落ち着いてられるかってのよ離はなしなさいアッシュこのクサレ『魔族エマ＝デモナス』にあたしたちがどんだけ追い詰められてるのか教え込んでやるんだからあああああっ！」

　現実主義者のティリエルが、ここまでトチ狂うのは珍めずらしい。ディアマンドラのおぞましい『遊び』が、彼女をここまで追い詰めたということだろうか。そう思うたび、彼女を押さえつけるアッシュの手は力が弱まってしまう。この『魔族』の言い分に業ごう腹はらなのは、アッシュも同じだからだ。

　イリステラが冷ややかな声で尋たずねた。

「つまり、あなたは約束を反ほ故ごにしたということですか？」

「話は最後まで聞いてくれよ、王女さま。手元にはないが、造ることはできる。これでもわたしはジャグルギグルだからね。『魔法の道具マジツクアイテム』の専門家でもある。そうだろう？」

　と、アルキメッドはキキモラに確かく認にんした。彼女は複ふく雑ざつな表情を浮かべて、

「……ええ、確かに。マインドハッカー氏族が『暗あん黒こく魔ま法ほう』や『魂繰りマインドハツク』に長たけているように、ジャグルギグル氏族は魔法の研究、実じつ践せん、その過か程ていによる『魔法の道具』の作成に長けています。だからこそ、あなたが『写魂の瞳』を持っていると思ったのですが──」

　それから、疑うたがいの眼まな差ざしをアルキメッドに向けた。

「しかし、それならば、なぜ今まで造ろうとしなかったのですか？　すべての『呪のろい』を消し去る道具なら、それこそ強力な取り引き材料になるでしょうに」

「簡かん単たんさ。技術はあったが、材料が足りなかったからだ」

　アルキメッドはあっさりとそう答えた。

「『月輝石ルーンストーン』や『アルドネラの双ふたツ葉ば』などは、高額だが得ようと思えばいつでも得られるものだ。しかし、『写魂の瞳』を造るのに必要な材料はそれだけではなくてね。もうひとつの条件が、なかなか満たされなかったのだが」

「その、条件とは？」

　くっくっ、とアルキメッドは笑い、イリステラを顎あごでしゃくった。

「聞いたら笑うぞ。『清きよらかな心の持ち主』と『強力な魔法の使い手』であること──つまり、王女さま。きみが、『写魂の瞳シミユレイクラム』を完成させるのに必要な、最後の材料というわけだ」

　アッシュたちは、絶句した。

　そんな彼らの前で、イリヤッドがするすると立ち働いている。ガラス筒の左右にある装置をいじくり回すと、ヴン、と低い音が響ひびいて、取り付けられている金属の棒が魔ま法ほうの光を放ちはじめた。オレンジの光が数回明めい滅めつすると、暗い緑色の光に変わり、命令を待つように静まり返る。

　それを見つめながら、イリステラは静かに質問した。

「……わたくしが材料というのは、どういう意味ですか？」

「『写魂の瞳』というものは、ガラスや宝石のたぐいではない。物質化した『魔源』によって構成される、高こう密みつ度どの魔ま力りよくの塊かたまりなのだよ」

　こつこつと、ガラス筒を指先で叩たたきながら、アルキメッドは講こう釈しやくする。

「通常、『魔源』がそこまでの密度を保つことはできない。その前に大気中に分散してしまうからね。しかし、世の中には、分散されないまま高密度を維い持じする『魔源』もある。なんだかわかるかな？」

　イリステラは間かん髪はつを入れずに、

「精せい霊れい獣じゆう。あるいは彼らに代表される、『魔法生物フアフナル』ですね」

「ご名答。彼らはその身体を『魔源』で構成され、しかも我々をも上回る高度な知性を有している。『写魂の瞳』を造るためには、その高密度の『魔源』、わかりやすく言ってしまえば彼らの身体のかけらが必要不可欠なのだ。なにしろそれを媒ばい体たいとして、あれこれと調ちよう整せいを加えるのだからね」

　アッシュは一ひと月つき前、精霊獣エリスロスと出会ったときのことを思い返した。あのときは──思い出しただけで不ふ愉ゆ快かいになるが──エリスロスがアッシュに惚ほれてしまったから、ある程度は言うことを聞いてくれたのだ。

　しかし。

「……身体の一部をくれだなんて、聞いてくれるはずがないんじゃないのか？」

「もちろん。彼らは誇ほこり高いし、わたしたちのことなんて喋しやべる猫ねことか芸をする犬とか、その辺にしか思っていないからね。しかも、『写魂の瞳』に必要なのは、精霊獣よりもさらに高位の存在──きみたち人間が、ときに『天使』と呼ぶ生き物の一部だ。なにを考えているかさえさっぱりわからないのに、説得なんて通用するはずがない。そこで」

　アルキメッドは楽しそうに、人差し指をぴんと立て、それをガラス筒に向け、

「この装置の出番というわけだ。これには二つの魔法がかけられている。《封印フオービツド》と、そして《光臨ゲート》と呼ばれる種類のものだ」

　かちり、と押し込むと、ガラス筒が左右に開いた。ちょうど、人ひとりが入れるくらいの大きさの筒。アッシュは思わず、イリステラを窺うかがう。

　彼女の横顔は、美しく張り詰めて、その装置を見つめていた。

「手順としては、次のようなものになる。該がい当とうする被ひ験けん者しやをこの装置に入れ、扉を閉め、《封印フオービツド》を発動させてから《光臨ゲート》を発動させる。天使が被験者の身体に入り込むが、《封印》が施ほどこされているためにどこにも逃げ場がない。そのうちに、天使の身体の一部──髪かみや爪つめを切り取り、もう一度《光臨》を発動させて、元の居場所に天使を戻してから、被験者を回収する、という流れだ」

　アルキメッドは一同を見み渡わたし、

「なにか質問は？」

「そんなこと、できるわけないでしょ!?　相手が誰だれだかわかってんの!?」

　震ふるえる声でティリエルは叫んだ。抜いたままのレイピアの切っ先を、びしりとアルキメッドに突き付ける。イリヤッドの肩がぴくりと動いたが、アルキメッドが手を上げてそれを制した。

「ほう。では『写魂の瞳シミユレイクラム』は必要ないのか」

「そ、それは──」

「面倒だからあらかじめ言っておくが、被験者の役割は王女さま以外にこなすことはできない。他に強しいて当てはめるならキキモラだろうが、『魔族エマ＝デモナス』の身体に『天使』を入れたらどうなるか、保証はしかねるね。それでもというのなら、試してみてもいいが」

　キキモラは首くび筋すじを伸ばし、まっすぐにアルキメッドを見つめた。口を開き、

「わたくしなら、確実に『写魂の瞳』を得ることができるのですよね？」

　彼女がなにか言うより先に、イリステラが前に歩み出た。

「ああ。先だっての『聖夏祭サンフエスタ』で、きみは見事に《浄化ピユトリフアイ》をこなしたからね。あの威い力りよくは凄すさまじかった。わたしたちが郊外に避ひ難なんしなくてはならなかったほどだ」

『清きよらかな心の持ち主』と『強力な魔ま法ほうの使い手』でなければ、確かに《浄化》をこなす『祈り乙女フレイア』の役目は果たせなかっただろう。

　それを確かく認にんしてから、イリステラは、従じゆう者しやたちを振り返りもせず、言った。

「では、それでお願いします」

「「姫さま──！」」

　計らず、アッシュとティリエルが唱和した。

　血相を変えて姫君を止めようとする二人に、しかしイリステラは顔を向けない。

　一歩前に出たまま、その背中に強い意志を込めて、彼女はつぶやいた。

「わたくしは、あなたたちを、ずっと犠ぎ牲せいにしてきました」

　その言葉に、二人の従者は動けなくなってしまった。

　言うまでもなく、ディアマンドラのことだ。あの暴君に生いけ贄にえを差し出すようにして、イリステラはアッシュたちを差し出してきた。彼女は、そのことを言っているのだった。

「ち、違います、イリステラさま！　それは、ぼくたちが──」

「あなたたちが？」

　きらりと光る視線に射い貫ぬかれて、アッシュはなにも言えなくなってしまった。青い瞳ひとみには、揺ゆるぎない決意の色が現れている。

「あなたたちが、なんだというのですか、アッシュ？　あなたたちがそう望んだから、わたくしに罪はないと？　ディアマンドラ殿下にいたぶられるとわかっていて、みすみすあなたたちを送り出したわたくしが、なにも気に病むことはないということですか？」

　それを聞いて、ティリエルは泣きそうな顔になってしまった。いつもは苛か烈れつな少女の、そんな弱々しい表情に、イリステラも辛つらそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「……厳きびしいことを言ってしまってごめんなさいね、ティリエル。でも、そういうことなのです。これは、わたくしの、せめてもの罪つみ滅ほろぼし」

　ティリエルの肩を叩たたき、優やさしげな声で、イリステラはそうつぶやいた。

「この役目は、わたくしにやらせてください。でなければ、わたくしは二度と、あなたたちの顔も見ることができなくなってしまうでしょう」

　そう言って。

　振り切るように前を向いて、毅き然ぜんと胸を張って、イリステラは歩き出した。

　その背中に、アッシュはもうなにも言えなくなってしまった。これが、これこそが自分が仕つかえる主の姿だと、そう思ったからだ。そこに危険が待ちかまえているからといって、主の行動を妨さまたげようとするのは──もはや、差し出口というものだろう。

　立場の違いはあっても、対等に向き合えるということが、イリステラの望む、自分たち三人の関係なのだから。

「では、行って参まいりますわ。──必ず、わたくしが、ディアマンドラ殿下をなんとかしてみせますから」

　そう告げて、白はつ金きんの髪かみを揺ゆらめかし、イリステラはガラス筒の中に入った。アルキメッドは恭うやうやしく礼をして扉を閉めると、装置に取りかかる。

「……危険は、ないんでしょうね」

　低い声で、そう尋たずねたティリエルに、アルキメッドは操そう作さ盤ばんに手を当てながら、

「さて、どうだろう。なにしろ相手は『天使』だからね。なにを考え、なにを目的として、どう行動するのか、さっぱりわからない。まあ、なるべく刺し激げきはしないようにするが──確かな保証はできないよ」

　ティリエルは唇を開きかけたが、それ以上なにか言うことはなかった。もはや事じ態たいは手を離はなれてしまった。あとはイリステラと、そしてアルキメッドの手しゆ腕わんに期待するしかない。

「…………」

　知らず、ティリエルは胸の前で手を組んでいた。神に祈るときの仕草だが、ノルドガルド人である彼女に『唯ゆい一いつ神しん』への信しん仰こうはない。それでもなお、彼女は祈らずにいられなかった。祈ることしかできない自分の不ふ甲が斐いなさを、砕くだけんばかりに嚙かみしめながら。

「チャンバー、始動」

　アルキメッドがつぶやくと、静まり返った『実験室』に、ヴン──という、低い音が響ひびきはじめた。

「『魔源マナ』充じゆう塡てん開始。《封印フオービツド》発動開始。外装強化確かく認にん。チャンバー内の加圧を開始」

　歌うようなイリヤッドの声に、応じるように金属の棒が色を変えていく。暗い緑だった魔ま法ほうの光が、グラデーションを放ちながら青や黄色に変化していく。

「『魔源マナ』充じゆう塡てん完了。《封印》の完成を確認。真銀ミスリルワイアに高圧力負ふ荷か──安定します」

　ガラスの表面にいくつもの『神陣様式ピクトグラム』が浮かび、しかしそれはすぐに溶とけるように消えてなくなってしまった。その中で、イリステラは普段と変わらない落ち着いた表情で、静かに眼を閉じている。

　イリステラさま──。

　アッシュは心の中で、敬けい愛あいする王女の名を呼んだ。

　不安と、そして恐きよう怖ふが、ひたひたと胸のうちに満ちていく。

　今までアッシュは、常に自ら危険を引き受けてきた。恐怖や不安を覚えることはあったが、それは自らの手で打ち破ることのできるたぐいのものだった。

　しかし──今の自分は、イリステラのことを、ただ見守ることしかできない。

　それが、もどかしい。じっとしていられない。なにか自分にできることはないかと、もう数十回も重ねた問いを、もう一度頭に思い浮かべて、そして絶望してしまう。腰こしの左右に提さげた短剣に、知らず指が触れていた。

　ふと。

　筒の中にいるイリステラが、薄うすく眼を開けて、そんなアッシュのことを見た。

　口元に、穏おだやかな笑みが浮かぶ。アッシュの焦しよう燥そうを、むしろ喜ぶかのような微ほほ笑えみ。その意味を、アッシュが計りかねた、その瞬しゆん間かん。

「『魔源』再充塡開始。《光臨ゲート》発動開始。《封印》の『魔源』抑よく圧あつを感知。チャンバー内、正常加圧中。真銀ワイアの負荷率、緊きん張ちよう臨りん界かいの八割に到達。『魔源』再充塡完了。《光臨》、完成しま──」

　イリヤッドの報告を、遮さえぎるように。

　視界が白く焼き切れるほどの爆ばく発はつ的てきな光の渦うずが、ガラスの筒の中に出現した。




　　　　◆




　アッシュが、泣きそうな顔をしていた。

　それを見て、なぜだか嬉うれしくなってしまう自分のことを、イリステラは「はしたない」と感じる。

　それは『趣しゆ味み』とは別の喜びだった。鞭むちを振るい、泣きながら許しを乞こうティリエルの顔を見るのも確かにぞくぞくして好きなのだが──それなら「はしたない」とは感じない。「ああ、自分は生きているのだな」という満足感しか覚えないはずだ。

　でも、アッシュの不安そうな顔に、逆に安心してしまうのは──

　この少年が、自分のことを考えてくれている。

　アッシュが、わたしの身を案じてくれている。

　そのことが、純じゆん粋すいに嬉うれしいからだ。

　王女として、誰だれかに案じられることは慣なれている。けれど、城の多くの人たちが本当に心配しているのは、清せい廉れん潔けつ白ぱくな王女としての自分であって、人をいじめて喜ぶような『趣味』を持つイリステラではない。

　もちろん、イリステラはそれを不満には思わない。王は孤こ独どくなもの。そう教え込まれて育ってきたイリステラにとって、彼らの反応はむしろ自然なものだった。

　ああ、けれど──

　アッシュだけは。ティリエルだけは。

　人に鞭打ち、足を舐なめさせて喜ぶような自分を知って、それでもなお親しくしてくれる。好いていてくれる。愛あいしてくれる。

　だから、イリステラは彼女たちをいじめてしまうのかもしれない。自分のすべてをさらけ出してなお、アッシュやティリエルは傍そばにいてくれるから。

　それを確かく認にんするたびに、王はひとりであっても、自分はひとりでないという安あん堵どを得られるから、イリステラは鞭を振るうのかもしれない。

　──それなのに。

　ぽつり、とそんな考えが、イリステラの頭に浮かんだ。

　あの方は、アッシュとティリエルを、わたくしから奪うばおうとしている。

　白い『魔源マナ』の光の中で生まれた考えは、あっという間に赤く凝ぎよう縮しゆくして、イリステラの頭の中心にぴたりと収まった。まるで、最初からそこにあるべき考えだったかのように。

　キキモラや、あるいはリュカに抱いたものとは、また違う。それは独占欲や嫉しつ妬となどといった生なま易やさしいものではなかった。自分の大切なものが傷つけられたときの気持ち。自分の大切な人が奪われそうになったときの気持ち。

　──あんな人、

　頭の中で、赤い感情が渦うずを巻く。イリステラはそれに違い和わ感かんを抱くこともできなかった。『魔源』の光に映し出されたそれは、今の自分にとってあまりにも相応ふさわしいものに思えたのだ。

『呪のろい』を解く必要などない。そんなものよりも、もっと簡かん単たんな解決方法があるではないか。すなわち──

　──あんな人、いなくなってしまえばいいのに！

　白はあらゆる色を写し取る。白に染そまっていたイリステラの思考は、一いつ瞬しゆんにしてそのひとつの色に──怒りの色に染め上げられた。

　赤とも、朱とも、葡萄ぶどう色いろともつかぬ、ただ脈みやく打うつような色の中で、イリステラは、その眼を見開いた。




　　　　◆




　気がつくと、アッシュはその場に尻しり餅もちを突いていた。

　なにがなんだか、わからない。

　眼を何回も瞬まばたかせても、視力はなかなか回復しなかった。最後に視界に焼きついているのは、イリステラのどこか儚はかなげな笑みだけで──それ以降の映像は、真っ白な光に満たされて消えてしまっていた。

　どこかから、イリヤッドの歌うような声が響ひびいている。

「──緊きん張ちよう臨りん界かいまで、九割に到達。十割に到達。臨界突破。真銀ミスリルワイアの断だん裂れつを確かく認にん──あらあら。大変ですわ、お父さま、チャンバーの外装に圧力負ふ荷かを感知いたしました」

「む。いかんな。残存『魔源マナ』をすべて外装に注入、強化しろ」

「二度目の《光臨ゲート》が使用できなくなってしまいますが、よろしいですか？」

「チャンバー全損よりマシだ」

「ちょっと！　どうなってんのよ!?」

　ティリエルの怒鳴り声に、アッシュはようやく我に返った。慌あわてて起き上がる。

　ガラス筒の内部は、白い光で満たされていた。先ほどまで、ガラスの向こうに見えていたイリステラの姿は──その光に吞のまれて、消えていた。

　アッシュのうちに満ちていた恐きよう怖ふと不安が、堰せきを切って溢あふれはじめた。

　眉まゆを逆立て、操そう作さ盤ばんに取り付いている『魔族エマ＝デモナス』と『人造生命ホムンクルス』をにらみつける。

「姫さまを、どうしたんだ!?　答えろ！」

　アルキメッドは振り返りもせず、うるさそうに手を振り、

「今安定させようとしているところだ。黙だまっていろ」

「なんだと、この──っ」

　激げつ昂こうし、思わず短剣の柄つかに触れたアッシュの指を──なにか、小さな力が引っ張った。

「アッシュさん、アッシュさん！　落ち着いてください！　この人たちを傷つけたら、もっとひどいことになっちゃいますよ！」

　キキモラだった。金の瞳ひとみに泣きそうな色を浮かべて、必死にアッシュを制止しようとしている。

　アッシュは顔を歪ゆがめ、唇くちびるを嚙かみしめた。キキモラの言葉は正しかった。この状況で、剣を振るうしか能のない自分ができることなど存在しない。指をくわえて見ているしかないという事実が、アッシュの心を搔かきむしっていた。

　そんな彼のことなど気にもかけず、イリヤッドは軽やかに報告を続けている。

「チャンバー外装に『魔源マナ』の注入を開始。硬化シークエンス、二割に到達。四割に到達。六割に到達。内部圧力、低下を確かく認にん。八割に──、」

　そこまでイリヤッドが言った、その瞬しゆん間かん。

　筒の中の光が、ぐるりと色を変えた。

「む。これは」

　アルキメッドがうめき声をあげ、

「──チャンバー内に、『天使』の出現を確認」

　イリヤッドが、静かにそう告げた。

　そのあいだにも、ガラスの中の光は刻々と色を変えていく。最初は赤色、次に朱色、そして葡萄ぶどう色いろと──グラデーションは異なるものの、すべて赤系統の色だ。

　アッシュの『嫌いやな予感』が、全力で警けい鐘しようを打ちはじめ、

　そして、それはすぐに、現実のものとなった。

　ギン、という耳みみ障ざわりな音が響ひびき、その場にいたものは全員、反射的に耳を覆おおった。金属を──いや、もっと硬こう質しつな宝石同士を擦こすり合わせるような異音は、それからもしばらく続き、不意に止やんだ。

　そのときにはもう、ガラス筒の中の光も収まっていた。無む惨ざんにひび割れ、内側に走っていた銀色の線も、ばらばらになって足下に落ちている。

　そして、中には、誰だれもいない。

　押し殺した声が、沈ちん黙もくの中に生まれた。

「……姫さまは？」

　ティリエルだった。もはや彼女を止めるものはなにもない。なぜならアルキメッドは操そう作さ盤ばんから手を離はなし、ぽかんと口を開けて天井を見上げていたからだ。誰がどう見ても、結果は明らかだった。

　アルキメッドは失敗し。

　そして、イリステラは、どこかに消えてしまった。

　ティリエルはアルキメッドの胸ぐらを摑つかんだ。その顔には笑みさえ浮かんでいたが、眼はまるで笑っていない。

「姫さまは、どこ？」

「……上だな」

「は？」

　アルキメッドが天井を、文字通りの上を指差す。無む惨ざんにひび割れたチャンバーは、その上部がまるまる消しよう滅めつしており──さらにその上、地下室の天井に、チャンバーとまったく同じ直径の穴ができていた。

「……なに、これ」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくティリエルの横をすり抜けて、アッシュはその穴を見上げる。焼け焦こげ、白い煙をあげている穴は──どうやら、地上まで通じているようだ。

「『天使』が出現するところまではうまくいったのですが」

　と、イリヤッドが残念そうにつぶやいた。

「そのあとが安定しませんでしたね。《封印フオービツド》は、本来ならば『魔法生物フアフナル』に破られることはないはずですが──よほど王女さまの魔ま法ほうの才能が長たけていたということでしょうか。まさか、天井をぶち抜いて地上に逃げられるなんて」

　じっと、天井の穴を見つめながら、ティリエルは低い声で、

「イリステラさまはどこに行ったの？」

　アルキメッドは首をかしげ、

「さあ？　『天使』の行動は我々には理解できないことが多いからな。『天使』＝イリステラになってしまったも同然だから、やはりその行く先は予測も──ごっ!?」

　無表情のまま、ティリエルは首を思いっきり後ろにそらし、痛つう烈れつな頭突きをアルキメッドの顔面に叩たたき込んだ。

「イリステラさまは、どこに行ったの？」

　胸ぐらを摑つかまれたまま、アルキメッドは鼻先を押さえ、

「ぼ、暴力はやめたまえ！　だから、わたしにわかるわけ──げふっ!!」

　次は腹だった。みぞおちの辺りにティリエルの膝ひざがめり込んでいる。ただでさえ青白いアルキメッドの顔から、みるみる血の気が引いていく。「うわあ」と口元を押さえたのはキキモラで、アッシュは冷ややかにその光景を眺ながめ、彼を守るべきイリヤッドなどはにこにこしながら壁かべ際ぎわまで退たい避ひしている。

　ティリエルは薄うす笑えみを浮かべたまま、もう一度、尋たずねた。

「イリステラ、さまは、どこに、行ったの？」

「……あ、そ、そうだ！　色だ！　色でわかる！」

「はあ？」

「『天使』は──出現の際に、被ひ験けん者しやの感情に大きな影えい響きようを受けるんだ。そしてその感情は、《光臨ゲート》に使用される『魔源マナ』の光の色によって判断できる」

「あのときの色は、確か、赤だったな」

　アッシュが指し摘てきすると、アルキメッドはこくこくと頷うなずき、

「ああ。赤が示す感情は『怒り』だ。あのときのイリステラは、怒っていたということになる」

「怒ってたって──どうして？　誰だれに？」

「そ、それこそ、わたしにはわかるはずがない。きみたちのほうが知ってるんじゃないか？　『天使』はどんな些さ細さいな感情でも増ぞう幅ふくして、自らの行動の指針にするから──イリステラが怒りそうなこと、怒りそうな相手を見つけ出せ。王女さまは、そこにいるはずだ」

　ティリエルはアルキメッドの身体を放り出し、アッシュと顔を見合わせた。すかさずイリヤッドが、医い療りよう箱ばこを持ってアルキメッドに近づいてきたが、彼女はもう、そんなものは振り返らなかった。

　イリステラ・クィンストラウスが怒りそうなこと。怒りそうな相手。

　そんな相手は──ただひとりしかいない。

　アッシュはティリエルと見つめ合ったまま、乾いた声で尋たずねる。

「アルキメッド。もしも、『天使』に支配されたイリステラさまが、その怒りの標ひよう的てきを見つけ出したら──どうなる？」

　アルキメッドはガーゼで自分の鼻を治療しながら、あっさりと、

「殺すに決まってる。『怒り』の行き着く先なんて、対象を消し去ることくらいしかない」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、アッシュとティリエルは、同時に走り出していた。













　　　第四幕　天使と踊おどる







　その少女の趣しゆ味みは、空を見上げることだった。

　爽さわやかな青空や、星々がきらめく夜空ではない。夕日が西の平原に沈んだのちの、まだ群ぐん青じようの色を濃こく残す、黄昏たそがれの空が少女の一番のお気に入りだった。

　少女の家は、王都クィンストラウスの西側、小高い丘の上に建っていた。城じよう壁へきの向こうに見える平原に、落日が消えるのを確かめてから、少女は小さな身体をぱたぱたと動かして、反対側の窓まどに取り付いた。

「もう、また見てるの？　早くしなさい、ごはんよ」

「はあい」

　母の声に生返事をして、少女はそれでもじっと黄昏の空を見つめる。

　朱から群青へ、群青から濃のう紺こんへ、濃紺から漆しつ黒こくへ──それと気づかぬほどゆっくりと、色を変えていく空を見ることは、内気な少女にとって外で遊ぶよりもずっと楽しいことだった。

　だから、彼女は『それ』を見つけた、最初の人間になった。

　少女の家が建つ丘、その麓ふもとにひしめくように並んでいる『西の暗街ウエストダウン』から、光が上った。

　空を見ていた少女は、最初、そのことには気づかなかった。夕ゆう闇やみの迫る空をぼんやりと見上げながら、その向こう側にある世界に空想の翼つばさを広げていただけだった。

　しかし──『西の暗街』から立ち上った光が、真しん紅くの柱になって空に突き刺さった瞬しゆん間かんに、その空想は破られることになった。

「え？」

　思わず、そんな声が漏もれてしまう。

　光の柱は、空の一点に留とどまると、尾を引きながらその場をくるくると回転しはじめた。まるで自分の尻しつ尾ぽを追う子犬のような、愛あい嬌きようのある仕草。赤から金、金から白、白から赤と、黄昏たそがれ空ぞらのように色を変えながら、ぐるぐると回りつづけ──

　不意に、ぴたりと止まった。

　気がつけば、その光は人の姿をしていた。いや、少女が知る『人間』とは、ややシルエットが異なる。遠目にしかわからないが、ゆったりとした長衣ローブを纏まとったその背中から、輝かがやく翼が六枚、突き出しているようだ。

　少女は乏とぼしい知ち識しきを巡めぐらせて、その姿を表現する言葉を、ようやく見つけ出した。

「天使さま……？」

　まるで、その声が、聞こえたかのように。

『天使』は、六枚の翼を大きく波打たせ、宙を打った。

　その瞬間、黄昏の空を覆おおうように、不ふ可か思し議ぎな模も様ようを記した円えん陣じんが浮かび上がった。

　それが『神陣様式ピクトグラム』と呼ばれる、魔ま法ほうを行うための様式プロセスであることを、もちろん少女は知らなかった。ただ、王都の空をすべて覆うほどの、巨大な幾き何か学がく模様に息を吞のみ、魅み入いられたようにじっと見上げていた。

「ちょっと、いい加か減げんに──」

　小言を言いながら、母が近づいてきて、ぽかんと口を半開きにした。

　窓まどの下からも、人々のざわめきが聞こえてくる。自分たちの天上を圧する巨大な魔法陣を見上げ、指差し、なにかを叫んでいる。

　しかし少女は、そんなものは見ていなかった。

　慣なれ親しんだ宵よいの空。それを埋め尽くす金色の魔法陣。その中央で優ゆう雅がに舞う、『天使』の姿──

　その光景は、神話的なものとして少女の瞳ひとみに映った。身のうちから湧わき起こる感動に突き動かされて、少女は手を上げ、大きくそれを振った。

『天使』がにっこりと笑い、こちらに手を振り返してくれたのを、少女は確かに見た。

　冷静に考えれば、こんなに遠くから『天使』が笑っているかどうかなど、わかるはずがないのだが、そんなことはすでに問題ではなかった。

　AAAAAAhhhhhhh────

　歌うような声を響ひびかせ、『天使』が空を切り裂さいて、どこかへ去っていってしまったあとも──少女は手を上げた体たい勢せいのまま、ぴくりとも動くことができなかった。




　　　　◆




　ディアマンドラ・ドル・ベテルギアスは、闇やみの中で薄うすく眼を開けた。

　少女趣しゆ味みのクッションの中で、身をよじり、起き上がる。金色の眼を何度か瞬まばたかせると、寝起きの獅し子しのような仕草で、ぐるりと部屋の中を見み渡わたした。

　クィンストラウス城、『上層部アツパーヤード』にある客室のひとつを、ディアマンドラは好きなように改造していた。暗あん幕まくで窓まどをすべて覆おおい、中に拷ごう問もん具ぐや愛あい用ようの家具を運び込み、耽たん美びながらも退たい廃はい的てきな雰ふん囲い気きの部屋へと作り替えていた。

　扉には、今は厳げん重じゆうに内うち鍵かぎが掛けられている。なにしろ──今は、『プライベート』の時間だ。

「ディアマンドラさま……？」

　傍そばのクッションが、もぞ、と動き、あどけない声が聞こえてくる。侍じ女じよ団だんの序列十一位、メイエム・ウェルゼンバッハだった。黒メイドの仮面は、今だけは剝はぎ取られ、その下から黒い瞳ひとみが甘えるようにディアマンドラを見つめていた。

「どちらへいらっしゃるのですか？　わたしも──」

「なんでもないよ、メイエム」

　笑みを含んだ声でそう返して、ディアマンドラはメイエムの額ひたいに唇くちびるをつけた。メイエムは頭を撫なでられた子犬のように、ふにゃ、と笑うと、そのまま眠りの中に落ちていった。

　メイエムの意い識しきが、すっかり夢の中に入り込むのを見届けてから、ディアマンドラは立ち上がった。人差し指を立て、『純じゆん正せい魔ま法ほう』の光をそこに灯ともす。

　褐かつ色しよくの裸ら身しんが、銀色の薄明かりに浮かび上がった。

　ガウンにその肌を通しながら、ディアマンドラはすっと眼を細める。

　なにか──奇き妙みような感じだった。肌が薄くざわめくような。遠くの空で雷が落ちたような。そんな感覚。

　ディアマンドラは皇族であると同時に、軍人だった。十年以上に及ぶ軍役の中で、こういう感覚を何度か味わったことがあった。

　アルガスバーンの隘あい路ろで反動主義者テロリストどもの待ち伏せにあったときとか。

『獅子の皇宮リオンダリ・キポス』にまで忍び込んできた暗殺者の刃が枕まくら元もとに突き立ったときとか。

　ノルドガルド戦役で、この身に『停滞の呪印マーク・オブ・ステイシス』を刻きざまれたときとか──

　つまり、これは、この感覚は。

　皇族の血が、軍人としての経験が、自分に危険が迫りつつあることを伝えているのだ。

「…………」

　ディアマンドラは、ベッドの脇わきに立てかけられていた軍刀を、そっと手に取った。注意深く周囲に視線を巡めぐらせ、いくつかの可能性を検証した。

　部屋の外ではディラーハが寝ねずの番ばんをしている。どれだけの腕うで利ききであろうとも、彼女を物音ひとつ立てずに打ち倒すことはできないはずだ。となると──

　窓に近づき、暗あん幕まくにそっと手を差し込んで、外の様子をちらりと窺うかがい、

「なっ──」

　そして、ディアマンドラは瞠どう目もくした。

　空一面に、金色に輝かがやく『神陣様式ピクトグラム』が浮かんでいた。

　これほど巨大な『魔源マナ』のうねりを、ディアマンドラは眼にしたことがなかった。魔ま法ほうを扱あつかうものでなければ、この光景のすさまじさはわかるまい。これほど巨大な『神陣様式』を描えがくには、どれだけ大量の『魔源』が必要となるのか。また、これほど巨大な『神陣様式』を必要とする魔法とは、どれだけ大だい規き模ぼなものなのか──

　そんな物思いは、飛来する光の塊かたまりを見た瞬しゆん間かん、消し飛んでしまった。

　肌がざわめく。頭の中で雷らい鳴めいが響ひびく。

『危険』は、あの光の塊だ。高速で──こちらに、向かってきている！

「ディラーハ!!」

　怒号が、ディアマンドラの喉のどから放たれた。同時に飛び退しさり、軍刀を顔の前に掲かかげる。

　皇室研究院の手による『魔法の道具マジツクアイテム』は、ディアマンドラの手から迸ほとばしる銀色の光を拡かく散さんさせ、『純正魔法』による防ぼう護ご壁へきを造りだした。

　ディラーハが部屋の中に飛び込んでくるのと、部屋の壁が切り取られるのは、ほとんど同時だった。

「殿下!?　ご無事で────」

　ディラーハの声は、そこで絶句へと変わった。

　クィンストラウス城『上層部アツパーヤード』、客室の西側の壁が、まるで最初からそういう造りだったとでもいうように、きれいさっぱり消失していた。やけに巨大なその窓まどから、秋風が吹き込んでいる。

　そして、夕ゆう闇やみの空を背にして、『天使』が浮かんでいた。

　光り輝かがやく六枚の翼つばさは生き物のものではなかった。水晶のような無む機き質しつな翼。それが、不ふ思し議ぎなうなりを上げながら『天使』の後方にたゆたっている。

　金色の長衣ローブはゆらゆらとはためき、慈じ愛あいと寛かん容ようの二色の糸で織おりなされているかのよう。頭上には光の輪が輝き、額冠サークレツトの真ん中には宝石が嵌はめられていて、それは眼が覚めるような真しん紅くのルビーだった。

　その顔は──わからない。翼から放たれる光が、ちょうど『天使』の顔かたちだけを押し隠かくしている。

　ディアマンドラは、ぺろり、と唇くちびるを舐なめると、

「『唯ゆい一いつ神しん』の御み使つかいが、なんの用件だ？　余は神の御み心こころに背そむくようなことは──」

　そこで、ほんの数十分前までメイエムと繰り広げた痴ち態たいの数々を思い返し、ディアマンドラは口を噤つぐんだ。

「ディアマンドラ殿下。危険です。お下がりください」

「な、なに？　どうしたの？　なにが起きたの？」

　ディラーハとメイエムの声が背後から聞こえる。しかし、ディアマンドラは軍刀を構えたまま、振り返りもしない──そんな余裕は、今のディアマンドラにはない。

「ディラーハ。メイエムを連れて行け」

　先ほどの命令を、もう一度、繰り返す。後ろで息を吞のむ二つの音。苛いら立だちがディアマンドラの胸を焦こがし、彼女は大声で叫んでいた。

「さっさと行け！　そなたらは足手まといだ！」

　二人の反応は対照的だった。

「……畏かしこまりました。ご無事で、殿下！」

「な、なに言ってるの、ディラーハ!?　ディアマンドラさまを見捨てるの!?　わたしたちが盾たてになってでも──きゅっ」

　ディアマンドラはちょっと笑った。ディラーハがメイエムを締しめ落としたのだろう。最さい古こ参さんの黒メイドである彼女は、誰だれよりもディアマンドラの気性をよく知っている。聞き分けのないメイエムの態たい度どは、それだけでディアマンドラを危険に晒さらすということも。

　二人がいては──ディアマンドラは、全力を使えないから。

　背後から扉が閉まる音を聞いて、ディアマンドラは酷こく薄はくに笑い、

「先に言っておくが、天てん罰ばつなら間に合っているぞ。余の不信心を咎とがめるのは、『唯一神』の御み許もとに召されたあとにしてもらおうか」

　AAAAAAhhhhhhh────

　返答の代わりに、『天使』はそんな音を漏もらした。

　歌とも鳴き声ともつかぬ、どこか高い次元から鳴り響ひびくような、美しい音。ともすれば聞き惚ほれてしまいそうになる『天使』の声に、ディアマンドラは表情を引き締しめた。

　それは、ただの音ではなかった。『霊唱様式スペルワード』に近い──いや、それよりも遥はるかに強力な『魔源マナ』が込められた声。ただ『霊唱様式』と異なるのは、魔ま法ほうの発動を目的として発せられたものではないということだ。

　この『天使』は、ただそこにいるだけで『魔源』を撒まき散ちらしている。

　それは、明らかに、ディアマンドラに対する攻こう撃げき行こう為いだった。

　ディアマンドラは薄うすく笑いながら、軍刀の切っ先をやや下げた。全身から立ち上る銀の光──『純じゆん正せい魔ま法ほう』のきらめきが、その刀身に満ちていく。

　意い識しきを研とぎ澄すませながら、ディアマンドラは冷ややかに、告げる。

「それとも──余を、主の御み許もとへと案内しようというのかな？」

　返答の代わりに、行動があった。

　ゆら、と『天使』が動いた。緩かん慢まんな、優ゆう雅がでさえある動きに、ディアマンドラの本能が激はげしく警けい鐘しようを鳴らした。

「フッ！」

　呼気と共に身を沈めた次の瞬しゆん間かん、なにかが凄すさまじい速度で頭上をかすめた。取り残された銀ぎん髪ぱつの一房がちぎれ飛び、光の粒子となって消えた。

　ディアマンドラは全身のバネを使い、低く跳ちよう躍やくする。『純正魔法』の属性を『切せつ断だん』に変換コンバート、『魔源マナ』によって切断力を強化された軍刀が、ナナメ下から『天使』の脇わき腹ばらを舐なめ上あげる。

　手て応ごたえさえ、なかった。

　素早く移動しながら、ディアマンドラは眉まゆを寄せる。

　確実に肉を嚙かんだはずなのだが、『天使』の長衣ローブさえ傷つけられていない。

　しかしディアマンドラは動どう揺ようせず──皇族はいかなるときも心を動かさない──『純正魔法』の属性を『爆ばく裂れつ』に変換。銀色にきらめく軍刀を、手の中でぐるりと回して、

「すまんな、平等王」

　この部屋の持ち主に一言謝あやまると、彼女は軍刀を床に突き立てた。

　切り取られた外がい壁へきの穴から炎が噴ふき出す光景は、城下町からも見えたに違いない。

　この部屋の模も様よう替がえをするのは、これで二度目だ。

　黒煙の立ちこめる室内を見み渡わたして、そんなことを考えながら、ディアマンドラは軍刀を引き抜き、

　AAhh──

　短く響ひびいた『天使』の声に、金の眼を見開いた。

『天使』の姿は、汚れてさえいなかった。爆炎に吞のまれ、すすけた煙をあげる部屋の中で、彼女の周辺だけが丸く隔かく絶ぜつしたかのように、元の状じよう態たいを保っている。

　ふむ、とディアマンドラは鼻を鳴らし、軍刀で自らの肩をぽんぽんと叩たたいた。

「なんとも手間のかかることだな。すべての属性を試さねばならんか」

　それから、牙きばを剝むくように、にやあ、と笑い、

「『衝しよう撃げき』『凍とう結けつ』『風ふう迅じん』『光こう撃げき』──まだまだあるぞ、『天使』よ。皇すめらぎの御み業わざをその身で味わえること、光栄に思うがいい」

『天使』はやはり答えず、優雅に身体を揺らめかせ、再び不可視の斬ざん撃げきを放った。
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　頭上を見上げながら走っていたものだから、果実の露ろ天てん商しように思いっきりぶち当たってしまった。リンゴを満まん載さいした箱が派手に転がり、赤い実が道路の上にぶちまけられる。

　しかし露天商はなにも言わない──気づいてもいない。ぽかんと口を開けたまま、感動しているような面持ちで空を見上げているだけだ。

　天上に描えがかれた、金色の魔ま法ほう陣じん。

　それは、なにか、聖なるものとして民みん衆しゆうに受け入れられているようだった。中には両手を胸の前で組み、神に祈りを捧ささげているものもいる。

「くそっ──！」

　憎にく々にくしげに悪あく態たいをついているものなど、アッシュのほかには誰だれひとりとしていなかった。

　いや、もうひとり──彼の隣となりで、やはり疾しつ走そうを続けているティリエルも、アッシュと似たような顔つきをしていた。口にこそ出さないものの、心の中は『魔族エマ＝デモナス』アルキメッド・ジャグルギグルへの呪じゆ詛そで満ちているはずだ。

「キキモラ。あの『神陣様式ピクトグラム』には、なにが書いてあるの？」

　走りながら、ティリエルはぼそりと尋たずねる。胸元のポシェットから顔を出したキキモラは、必死に首を伸ばしてそれを読み取ろうとしたが、

「わ、わかりません。普通、『神陣様式』には発動させる魔ま法ほうの公式があるはずなのに──それが、見当たらないんです！」

「どういうこと？　魔法を発動させるものじゃないなら、なんのための『神陣様式』よ？」

「『天使』の考えることだ。ぼくたちにわからなくても、仕方がないのかもしれない」

　低くつぶやいたアッシュの声を聞きつけて、ティリエルの表情が怒りに染そまる。

「『天使』じゃないわ。あれは、イリステラさまよ！」

「だとしたら、なおまずい。もしもディアマンドラ殿下になにかがあったら、それは、イリステラさまの責任ということになる。『天使』のせいだなんて、そんな言い訳はあの人に通用しないだろう」

　ティリエルは苦々しげに顔を歪ゆがめ、走る足を速めた。

『西門広場』を駆かけ抜ぬけて、『職人通り』から城へと向かう。『正門通り』へと入ったところで、爆ばく音おんがアッシュたちの耳を打った。

「な、なんだ!?」

「おい、あれ──お城が！」

『正門通り』を歩いていた人々が、口々にざわめいて、城の一角を指差していた。『上層部アツパーヤード』に当たる城の一いつ箇か所しよが──爆ばく炎えんを噴ふき上げている。

　城の構造を知り尽くしているティリエルが、絶望を声に滲にじませた。

「ディアマンドラ殿下のお部屋だわ」

「…………っ！」

　ただひたすらに走りながら、アッシュは無力感を嚙かみしめていた。

　『天使』になったイリステラを元に戻さなければならない。しかし、どうすればいいのかはわからない。まさかイリステラに刃を向けるわけにはいかないだろう。天地が逆さまになったとしても、クィンストラウス王国が皇族殺しの逆ぎやく賊ぞくとして『帝国』に討とう伐ばつされたとしても──そんなことだけは、絶対に、するわけにはいかない。

　では、どうすればいいのだろう？

　隣となりを走るティリエルも、アッシュと似たり寄ったりの表情を浮かべていた。二人の従じゆう者しやは、自分たちの主人を思いながら、ただ闇やみ雲くもに走りつづけ、

「そんなに急いで、どちらにおいでですか？」

　その声に、ぱっと顔を上げた。

　辺りを見回しても、声の主らしきものは見つからない。アッシュとティリエルは顔を見合わせ──そんな彼らの前に、巨人が降り立ってきた。

　黒い長衣ローブに身を包んだ巨人は、鋼はがねの足と骨の腕うでを持っていた。

『正門通り』に、突とつ如じよとして現れた化け物の姿に、城の被害を案じていた周囲の人々が、さらにざわめきを増した。人々は我先にと巨人から距きよ離りを取ったが──その肩に乗っている少女は、にこやかに手を振って、

「ハイ、お客さま方。お元気ですか？」

「イリヤッド!?　な、なにしにきたのよ！」

　ざわめきを楽しむような笑みを浮かべながら、イリヤッドは肩をすくめた。

「それはこちらの台詞せりふですわ。お客さま方こそ、なにも持たずに駆かけ出だして、なにをしにいらっしゃるおつもりなのですか？」

「うっ──」

　まさに図星を突かれて、アッシュたちは顔を曇くもらせる。と、ポシェットから顔を出したキキモラが、注意深く尋たずねた。

「そう言うからには、なにか、対たい策さくを持ってきてくださったのでしょうね？」

　巨人の肩に腰こしかけ、膝ひざを組んだイリヤッドは、鷹おう揚ように頷うなずき、手を叩たたいた。

「ええ。お父さまの命令ですからね。──テナガ、アシナガ、お出しなさい！」

「……まったく、姉さんと来たら……」

「……人使いが荒いんだからさー……」

　ぶつぶつと文句を漏もらしながら、巨人は──肩車をしたテナガとアシナガは、長衣から四本の腕を突き出した。いよいよこの巨人が人間ではないと知った周りの人間の中には、悲鳴に近い声をあげながら逃げ出したものもいた。

　テナガとアシナガが取り出したのは──二本の短剣と、一本の杖つえだった。

「これは──？」

「アフターサービス、だそうです」

　ぱちん、とイリヤッドはウィンクをする。アッシュは訝いぶかしむように彼女を見上げてから、恐おそる恐る、短剣に手を伸ばした。

　アッシュは普段、左手に大きな短剣を、右手に小さな短剣を持ち、異なるバランスを力学的にうまく利用しながら立ち回っているが、それらに比べると、テナガたちが差し出した剣はいくぶんかほっそりとしていた。短剣というより、懐かい剣けんと称したほうがしっくりくる。

　刀身は吸い込まれそうな漆しつ黒こくで、薄うす青あおくなにかの文字が書いてある。その書式には見覚えがあった。魔ま法ほうを発動する様式プロセスのひとつ、『魂刻様式ルーングリフ』だ。鍔つばはなく、握にぎりの部分には金糸が螺ら旋せん状じように巻いてあって、滑すべり止めになっているようだった。

　アッシュは顔をしかめ、疑うたぐり深い眼まな差ざしでイリヤッドを見上げた。

「……これ、爆ばく発はつしないだろうな？」

「ばくはつ？」

「いや──」

　以前、『シャルクインの双そう星せい』という、発動したあとに時限式で爆発するというとんでもない魔法の短剣を手にしたことのあるアッシュは、思わずそんなふうに尋たずねてしまった。

　イリヤッドは不ふ思し議ぎそうに首をかしげたのち、かぶりを振り、

「それは『ヌル・ヴォイドの無む明みよう刀とう』という魔法の剣ですわ。いっさいの『魔源マナ』を吸収し、無に帰してしまうという効果を持っております。本来は魔法使いを暗殺するためのものですが、『魔法生物フアフナル』にも十分に威い力りよくを発はつ揮きするでしょう。あなたの戦法スタイルは二刀流のようですから、特別に二本、進しん呈ていいたします」

　アッシュはますます表情を険けわしくして、イリヤッドをにらみつけた。

「ぼくに、イリステラさまに刃を向けろというのか？」

　イリヤッドは静かに微ほほ笑えんだ。しかし、紫むらさき色いろの瞳ひとみには、どんな感情の色も浮かんでいない。

「さあ。わたしはお父さまに命じられたことをするまでですから。その『無明刀』でなにをするかは、あなた次第ではありませんか？　──それと、もうひとつ」

　と、イリヤッドはアシナガが差し出した杖を指差した。仕方なく、ティリエルがそれを受け取る。

「なに、これ？　あたしは魔法なんて使えないけど──」

「そのようなことは百も承しよう知ちいたしております。その杖は『使い捨てデイスポーザル』と通称されるものでして、『神陣様式ピクトグラム』も『魂刻様式』も描えがくことはできませんが、その代わり誰だれが使っても、叩たたき折るだけで特定の魔法を発動させることができます」

「特定の魔ま法ほう？」

「ええ。今込められているのは、『天使』を元いた場所へと返す魔法、《光臨ゲート》ですね」

　アッシュとティリエルは、ハっとしてイリヤッドを見上げた。にこにことしたイリヤッドに、キキモラが再び尋たずねる。

「これが、アルキメッドさんなりの誠せい意いというわけですか」

「そのように受け取っていただいて、結構ですわ」

「ふん。誠意見せんなら、せめて本人が来なさいよね」

　ティリエルが吐き捨てると、イリヤッドは困ったように頰ほおに手を当て、

「そういうわけにも参まいりませんわ。だって、お父さまは夜逃げの準じゆん備びで忙しいのです。あなたがたが失敗したら、わたしどもは一刻も早くこの国を立ち去らなくてはならないのですから。逆ぎやく賊ぞく征とう討ばつの旗を掲かかげた『帝国』軍が、この王都を蹂じゆん躙りんする前に、ね」

「……あなたたちはわたしたちの取引相手であって、味方ではない、ということですね」

「話が早くて助かりますわ、キキモラさん」

　にこやかにそう告げるイリヤッドに、アッシュたちは呆あきれ──しかし、すぐに気を取り直して、再び走りはじめた。

　なにができるかはわからないが、なにかができるはずだ。その思いは、アッシュたちの胸にぽっかりと空あいていた、諦あきらめが入り込むだけの隙すき間まを埋うめ尽つくした。できることがある以上、アッシュたちに立ち止まっている暇ひまなど、ないのだった。

　走り去っていくアッシュたちに、イリヤッドはハンカチを振りながら、

「幸運を、お客さま方。今後とも、あなたがたと取り引きができますように」

　そんな『人造生命ホムンクルス』を見上げて──二体の『自律石像ガーゴイル』は、不ふ思し議ぎそうな声をあげた。

「姉ちゃん、あいつらのこと気に入ったのか？」

「それとも、彼らが失敗したらユーピッド姉さんが悲しむから？」

　イリヤッドはハンカチを振りながら、ちらりと弟たちを見下ろして、

「いいえ？　この国も、あの人たちも、ユーピッドも──わたしにとっては、すべてどうでもいいことだわ」

　ユーピッドとまったく同じ紫むらさき色いろの瞳ひとみには、しかし、ユーピッドが持つという魂たましいは存在しなかった。天上を支配する『神陣様式ピクトグラム』を見上げ、イリヤッドは虚うつろな眼を細め、

「ただ──今のダイニングは、気に入っているからね」

　そう言って、くすくすと笑い声を漏もらした。
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　床を蹴けり、ディアマンドラはその身を宙に躍おどらせた。

　壁かべに開いた穴──というよりも、壁一面がまるまる消失してしまったのだが──から飛び出すと、あっという間に重力の手がディアマンドラのちっぽけな身体を摑つかんだ。

　落下の感覚に、しかしディアマンドラは牙きば剝むくような笑みを浮かべる。

「ハッ！」

　ディアマンドラは『純じゆん正せい魔ま法ほう』の属性を『衝しよう撃げき』に変換コンバート。ぐるりと空中で回転して、足の先せん端たんだけで外がい壁へきを蹴けりつけた。

「ハッ、ハッ、ハァッ！」

　気迫とも、笑声ともつかぬ声と共に、ディアマンドラは城の外壁を駆け上がる。『衝撃』によって生まれた殺人的なまでの瞬しゆん発ぱつ力りよくが、ほぼ垂直の外壁に抉えぐるような足あし跡あとを残していく。

　裸ら身しんに羽は織おったガウンをなびかせて、壁走りを続けるディアマンドラの横に、光の尾を引きながら『天使』が並行した。

「くふふふっ！　やはり来たな！」

　顔をなぶる風に銀ぎん髪ぱつを翻ひるがえしながら、ディアマンドラはさも楽しげに笑った。

「我らが戦うには、あの部屋は少しばかり狭せますぎるからなァ！」

　AAAAhhhh────

　まさか同意したわけでもないだろうが、『天使』は歌声を放ちながら、かすかに揺ゆらめいた。半瞬の後、例の不可視の斬ざん撃げきが、壁走りを続けるディアマンドラに襲おそいかかる。重力に逆らって走りつづけるディアマンドラに、それを回かい避ひするのは不可能に見えたが──

「ハハッ！」

　笑しよう声せい一いつ閃せん、ディアマンドラは両足を思い切り外壁に叩たたきつけた。石造りの壁に人ひとりがくぐれるほど大きな穴が開き、その反動でディアマンドラは宙返りをして──反対側にあった壁に、足をつけた。

　今まで走っていた壁の、ちょうど反対側には、高く積み上げられた尖せん塔とうがあるのだった。その外壁を再び駆かけ上のぼりながら、ディアマンドラはもうひとつの『純正魔法』を練ねり上あげる。属性は『風ふう迅じん』、軍刀をぐるりと大回転させると、風の刃がディアマンドラの周囲に荒れ狂った。数十人の騎き士しを、鉄と血が混じったミンチにできるほどの殺さつ戮りくの嵐あらしが、壁をめくりあげながら『天使』に殺さつ到とうし──

　そして、後方にすり抜けていった。

　ちっ、とディアマンドラは舌打ちをする。

　やはり、物質的な攻こう撃げきは、なんの意味も持たないらしい。『天使』に関する知ち識しきはないが、『魔法生物フアフナル』が全般的に厄やつ介かいな相手だということは、よく知っていた。

　と、『天使』が、大きく動いた。

　AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA！

　水すい晶しようの翼つばさを震ふるわせながら、神を迎えるように、『天使』は両手を広げた。

　その両手に、光り輝かがやく糸が現れるのを、ディアマンドラは見た。

　──これは、やばそうだ。

　皇族の血か、あるいは軍人の経験が、ディアマンドラにそんな直感を与える。逃げるのは気に食わないが、全ぜん滅めつの危険があるのに進軍させるのは無能な司令官だ。そうではないディアマンドラは、並んで走りつづけていた『天使』から、距きよ離りを取るように方向転てん換かんした。

　丸い尖せん塔とうの反対側まで回り込んだところで、ディアマンドラは、呼吸を止めた。

　──やばい、これは、やばいやばいやばいやばい。

　距離を取っても、警けい鐘しようは鳴りやまないどころか、どんどん強くなっていくばかりだ。ディアマンドラは指先にも『衝しよう撃げき』を変換コンバート、五本のナイフとなったディアマンドラの爪つめは易やす々やすと壁へき面めんを嚙かみ破り、爪つめ痕あとを刻きざみながら急ブレーキをかける。

　壁にぶら下がるディアマンドラの、眼と鼻の先に、光の線が迸ほどばしった。

「……ッ！」

　ディアマンドラの顔に、引きつるような笑みが浮かぶ。銀ぎん髪ぱつをざわめかせ、金眼を引き絞しぼりながら、彼女は目の前の光景を、ある種の感動と共に見つめていた。

　尖塔が、両断されていた。

　ディアマンドラのすぐ先にある壁が、ずれた。

　光の線は、いまや明らかな切断面を残して、尖塔の屋根部分を引きずり落とそうとしていた。重々しい音を立てて、屋根は城下へと落下していき──

　その途中で、光の粒子となって、宙に溶とけた。

「……なんと、まあ」

　思わず、そんな感かん嘆たんを漏もらしてしまう。世界は広いものだと思う。『大陸軍』総司令官として、さまざまなものを見、体験してきたが──ここまでめちゃくちゃな生き物を前にするのは、初めてのことだった。

『天使』は月を背に、宙に浮いている。

　それを注意深く観かん察さつしながら、ディアマンドラは尖塔の切断面に立った。その下は、ダンスホールのような広間になっているようだ。いや、周りをぐるりと囲む石せき像ぞうは、伝説の戦士や英雄のものばかりだから、あるいはなにかの決けつ闘とう場じようなのかもしれない。

「我々に、おあつらえ向きではないか」

　なあ？　と『天使』に同意を促うながす視線をくれて、ディアマンドラはそこに降り立った。

　顔を上げると、すでに『天使』がそこにいた。音もなく、まるで太古の昔からそこにいたとでもいうように、六枚の水すい晶しようの翼つばさを広げ、光こう輪りんを頭上に浮かべながら、静かにディアマンドラと相対している。

　その手に、いつの間にか、光り輝く鞭むちが握にぎられていた。

　ディアマンドラは眼を細める。皇族として、『純じゆん正せい魔ま法ほう』に熟じゆく達たつした彼女には魔法の素そ養ようがある。それがどれだけの『魔源マナ』を込められた武器なのかは、一目見ればそれでわかる。

　間違いなく、あの鞭むちが、この尖せん塔とうを両断した武器だ。

　規格外の、まったくもって馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるような量の『魔源マナ』が、あの鞭むちには秘ひめられている。一体そんなものをどこから取り出したのだ、と文句を言いたくなるが、どうせ相手は天上の生き物だ。言葉など通じるのかどうか。

　AAAAAAAhhhhhhh────

　少なくとも、相手に話し合いをするつもりはなさそうだ。

「ふん。いいだろう──」

　ぎらり、と笑う。尖塔を両断しようが、軍団を壊かい滅めつさせようが、そんなものはディアマンドラが後退する理由にはならない。

　王が背を向ける理由には、ならないのだ。

「『天使』を殺した王という名も、史書に載のるには悪くないであろうからな！」

　叫んで、ディアマンドラは顔の前に軍刀をかざした。

『純じゆん正せい魔ま法ほう』を『光こう撃げき』に変換コンバート、三条の銀の光が軍刀から放たれ、『天使』に殺さつ到とうする。相手に直接『魔源』を叩たたきつけるこの攻撃は、本来ならあまり効こう率りつがよくはないのだが──

　しかし、予想通り、『天使』は動いた。

　静せい止し状じよう態たいからなんの前触れもなく、左に回り込むように機き動どうする。ディアマンドラは獰どう猛もうな笑みを浮かべながら、同じ方向に思いっきり軍刀を振るった。『光撃』の条はそれに連動して『天使』を追いかける。

　AAhhh──

　人間にすれば、舌打ち、ということにでもなるのだろうか。『天使』は短く喉のどを鳴らすと、自分に迫り来る『光撃』の前に水すい晶しようの翼つばさをかざした。『光撃』はそのまま『天使』に追いつき、水晶の翼にぶち当たり──

　そして、なにも起こらなかった。『天使』の翼は、欠けてさえいない。

　それでも、ディアマンドラの笑みは変わらない。

　初めて、『天使』が防ぼう御ぎよ行動を取ったからだ。

『爆ばく裂れつ』や『風ふう迅じん』では触れられもしなかったし、それゆえに避さけようともしなかった。しかし、直接『魔源』をぶつける『光撃』にだけは、『天使』も反応するしかなかったのだろう。

　突とつ破ぱ口こうが見つかったのならば、そこを集中して攻めつづけるべきであると、軍の司令官であるディアマンドラは知っていた。

「ハ、ッハァ！」

　自らも走りながら、再び『光撃』を軍刀に溜ためる。ほとんど同時に『天使』が光の鞭を振るい、自らも攻こう勢せいに転じた。広間の床に轍わだちを刻きざみながら、輝かがやく鞭がディアマンドラを追つい跡せきし──危ういところでディアマンドラは『衝しよう撃げき』に変換、天井近くにまで跳とび上あがり、手近にあった石せき像ぞうに降り立った。

『光こう撃げき』に変換コンバート。今度は六つだ。

　軍刀を振るうのと同時に、床を切り刻きざんでいた光の鞭むちが、今度は壁かべに乗り上がってディアマンドラのことを追いかけてきた。それを見てディアマンドラは笑う。『天使』のしつこさに笑い、自分のしつこさにも笑う。なぜなら、攻こう撃げきを仕掛けられてもなお──ディアマンドラも『天使』も、自分の攻撃をやめようとはしないのだから。

　六つの銀の光が放たれた瞬しゆん間かん、ディアマンドラは石像の頭を蹴けりつけて宙を飛んでいた。そのほんの半瞬後、光の鞭が石像の頭を切り落とすのが見えたが──しかし、同時に『光撃』も『天使』に殺さつ到とうしていた。

　水すい晶しようの翼つばさが、六つとも、動いた。

　すべてが『光撃』を弾はじく。しかしその代だい償しように、『天使』は浮ふ遊ゆうをやめてしまった。どういう原理で彼女が動いているのかはわからないが、しかし、なにかを動かすときはなにかを止めなければならないという、この世界の原理は正しく作動しているらしい。

　とん、と床に降り立った、『天使』の頭上に。

　ディアマンドラは、空中でぐるりと回転してから、斬きりかかった。

「取った！」

　軍刀に直接『光撃』を込める。六つの翼は六つの『光撃』を止めた体たい勢せいで固まっていて、後ろに回り込んだディアマンドラに即座に反応できないようだった。『天使』の顔が、こちらを見上げ、

　その顔を見て、ディアマンドラは、ぎくりとその手を止めてしまった。

「──イリステラ？」

　光こう輪りんの下に隠かくされていた『天使』の顔は、確かに、ディアマンドラがよく知る、あの王女のものだった。

　王としてあるまじきことに、対処しきれないほどの混乱がディアマンドラの頭を埋うめ尽つくした。どうして、なぜ、という意味を持たない言葉が氾はん濫らんしたのは、ほんの一瞬だけのこと。あと一瞬あれば、すべての覚悟を振り切って、イリステラの頭ず蓋がいを軍刀で叩たたき割わることができていただろう。

　しかし、その一瞬のあいだに──背後から迫った光の鞭が、ディアマンドラの褐かつ色しよくの背中を割っていた。

「がっ!?」

　衝しよう撃げきと痛みによろめき、前のめりになり──そうしながら、咄とつ嗟さにディアマンドラはつま先に『衝撃』を変換していた。

　前に泳いだ姿し勢せいを利用して、そのまま吹っ飛ぶような勢いでイリステラから距きよ離りを取る。背中の傷からこぼれた血が、彼女の逃走経路を示すように、赤い道筋を作っていた。

　追つい撃げきに備そなえて軍刀を構えるが、『天使』は──否いな、イリステラは、追撃をしてこようとはしなかった。

　光こう輪りんの輝かがやきが抑おさえられ、その下から、イリステラの顔が露あらわになる。

　虚うつろで、無表情な、普段のイリステラとはかけ離はなれた表情だ。その姿に、ディアマンドラは戦せん慄りつを覚える。一体なにがどうして、イリステラが『天使』などになってしまったのかはわからないが──少なくとも、彼女は正気を保ってはいないのだろう。

　ぎり、と歯を食いしばり、ディアマンドラは軍刀を支えに、立ち上がった。

　痛みのうめきは漏もらさない。王に弱音は許されない。ただディアマンドラは、自らの不覚を嚙かみしめながら、イリステラのことをじっとにらみ据すえただけだ。

　背中の傷は致ち命めい傷しようではない。しかし、動きは大きく制限されそうだ。『衝しよう撃げき』による機き動どうにも限度というものがある。これだけの傷を受けた以上、今までのような超人的な動きは不可能になってしまうだろう。

　イリステラが、優ゆう雅がな動きで右手を動かした。

　そこに握にぎり締しめられている輝きの鞭むちが、まるで自らの意思を持つかのように鎌かま首くびをもたげ、こちらを向く。

「っ……！」

　歯を嚙みしめたまま、ディアマンドラは軍刀を構える。しかし、情けないことに、支えを失っただけでディアマンドラの身体はバランスを崩くずし、床に片かた膝ひざを突いてしまった。

　その隙すきを、決して見逃さず。

　輝きの鞭が、うなりをあげてディアマンドラの眼前まで迫り──




「イリステラさまっ!!」




　叫びと共に、二人のあいだに割って入ったアッシュの黒刀が、輝きの鞭を中なか程ほどから切り落としていた。




　　　　◆




　間に合った、と荒く息をつきながら、アッシュは左右の黒刀、『ヌル・ヴォイドの無む明みよう刀とう』を下げた。

　いや、とちらりと背後を窺うかがいながら、彼はその考えを撤てつ回かいする。アッシュと共に『武勇の円技場ヴエイラーホール』にたどり着いたティリエルが、ディアマンドラに駆かけ寄よっているが──彼女は背中を深々と切り裂さかれ、自らが作り出した血の池に膝を突いていた。

　皇族を、傷つけてしまったのだ。

　その事実に、暗あん澹たんたる気分になりながら、アッシュはイリステラに向き直った。

　すでに起こってしまったことはどうしようもない。その問題を、これ以上大きくしないようにしなければならなかった。傷つけるだけならまだしも──皇族を殺あやめてしまったとなれば、もはや、取り返しがつかなくなる。

「……姫さま。ぼくです。アッシュです」

　黒刀を下げて、アッシュは笑みさえ作って、イリステラにそう呼びかけた。

　イリステラは、虚うつろな表情を浮かべたまま、静かにその場に漂ただよっている。

　ごくり、とアッシュの喉のどが鳴った。これが、あのイリステラ・クィンストラウスだとは、どうしても思えない。同じ姿、同じ形をしていたとしても──こんな、人形のような顔つきの少女が、イリステラだとは信じたくなかった。

「姫さま──」

　もう一度呼びかけて、アッシュが足を踏ふみ出だした、そのとき。

　イリステラの右手が、動いた。

　切り落としたはずの輝かがやきの鞭むちが、いつの間にか、元の長さへと戻っていた。床の破片を巻き上げながらアッシュに──いや、その後ろでうずくまるディアマンドラへと迫り、

「つっ！」

　ティリエルがディアマンドラの前に立ちはだかり、その攻こう撃げきを我が身に受けていた。両りよう腕うでを広げたティリエルの脇わき腹ばらを、輝きの鞭が浅く抉えぐっていた。

「ティリエル!?」

「……平気よ。平気だから、アンタは、イリステラさまを説得しなさい。さっき、そう決めたでしょ……！」

　苦痛に脂あぶら汗あせを垂たらしながら、ティリエルは不ふ敵てきな笑みを浮かべてみせる。唇くちびるを舐なめ、

「それにね。姫さまからいただくものだったら、あたしは、痛くもなんともないの。だって、それが、イリステラさまとあたしの絆きずななんだから」

　それは、アッシュではなく、その向こうにいるイリステラへの言葉のようだった。

　イリステラは、最さい愛あいの従じゆう者しやを傷つけたはずの王女は、どんな反応も浮かべない──

　いや。

　石の仮面のようなその表情が、かすかに、動いていた。

　それを見て、アッシュは唇を嚙かみしめ、再び前に足を踏み出した。ティリエルの言うとおりだ。『武勇の円技場ヴエイラーホール』に来るまでに、キキモラを含めた三人で話し合いをしたのだ。

　ティリエルとキキモラが、ディアマンドラを護まもり。

　アッシュが、イリステラと相対して、彼女を正気に戻す。

「イリステラさま。どうか、それを、お捨てになってください」

　いっそ優やさしげな声音で、アッシュはイリステラにそう告げる。

「危険ですから、どうか──」

　かすかに、イリステラは首を振った。

　額冠サークレツトに嵌はめられた宝石が、不規則に明めい滅めつしている。

　その意味を計りかねながら、アッシュは再び口を開き、

『アッシュ』

　不意に、イリステラから、そんな声が聞こえた。

　唇くちびるは動かない。精せい緻ちをきわめた神しん像ぞうのように、イリステラはただ宙に浮かびながら、その声だけがアッシュたちの頭に響ひびいてきていた。

『なぜ、邪じや魔まを、するのですか』

　言葉が届く。そのことに、どれだけの希望が生まれただろう。アッシュは顔を上げ、まっすぐにイリステラの仮面の表情を見つめた。

「……イリステラさまに、そんなことをしてもらいたくないからです。あなたに、武器は似合いません」

『わたくし、はあなたたちを守ろうとしているだけです』

　その声もまた、イリステラのものとは信じられなかった。一切の情動が感じられない。今の彼女に比べたら、まだしもユーピッドのほうが感情豊かだろう。

「そのために、ディアマンドラ殿下を、殺そうというのですか？」

『あなたたちを傷つけるものは、すべて排はい除じよします。それが、わたくし、の望みです』

「そのために、ティリエルを傷つけても、ですか」

　ティリエルは脇わき腹ばらを押さえながら、こみ上げる苦痛に耐たえている。それを見て──イリステラの表情が、また、動いた。宝石も明滅する。

　それが、アッシュの頭に引っかかった。

　しかし、それを検分する余よ裕ゆうはなかった。イリステラは再び首を振ると、水すい晶しようの翼つばさを震ふるわせて、中空に浮かび上がったのだ。

『わたくし、の目的はあなたたちを守ること。あなたたちを傷つけるものを排除すること。それを果たすためであれば、たとえあなたたちといえど、容よう赦しやはしません』

　アッシュは言葉を失い、イリステラのことを見つめた。

　明らかに、言っていることがおかしい。前後の言葉が矛む盾じゆんしている。そのことにイリステラは気づいていないのだろうか──

　いや。

　あれを言っているのは、本当に、イリステラなのか？

『アッシュ。これは命令です。そこを、おどきなさい』

　宙に浮かび、両手に輝かがやきの鞭むちを生み出して、イリステラは威い圧あつ的てきに声を響かせる。

　アッシュはそれを見上げながら、はっきりと言った。

「そのご命令には、従えません！」

　返答はなかった。

　その代わりに、二本の輝かがやきの鞭むちが振るわれる。今度の目的はディアマンドラではない。明らかに、アッシュ本人を狙ねらっていた。

　すかさず身を翻ひるがえして、アッシュはその攻こう撃げきをかろうじて躱かわす。どちらも急所を外した攻こう撃げきだったが、それでも、あのイリステラがアッシュを攻撃したという事実は変わらない。

「イリステラさま!?　なにを──」

　ティリエルが悲鳴をあげる。ディアマンドラを攻撃することと、アッシュを攻撃することは、まるで意味が違う。従じゆう者しやを守るために従者を傷つけるなど、矛む盾じゆんでしかない。

　その矛盾を、ティリエルの胸元から首を出したキキモラが指し摘てきした。

「アッシュさん！　あれはイリステラさまじゃありません！　身体はそうかもしれませんけど、中身は──！」

「ああ！　わかってる！」

　空中を緩ゆるやかに移動しながら、イリステラは二本の鞭を巧たくみに使い、左右からアッシュを挟はさみ込んだ。アッシュは素早く身を沈めて一本を回かい避ひし、もう一本は双剣で切り落とす。あらゆる魔ま法ほうを無効化する『無む明みよう刀とう』は、『天使』の御み業わざにも通用するようだ。

　そう、『天使』の御業。

　あれは、今のイリステラは、『天使』だ。取り憑つかれているといってもいいかもしれない。アッシュたちを守ろうとしているのは本当だろう。そのために、ディアマンドラを排はい除じよしたいと、ちらりとでも思ったのも真実なのかもしれない。

　しかしそれは、イリステラの本意では、決してない。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ横切ったよこしまな考えを、『天使』によって増ぞう幅ふくされ、それに支配されてしまったのが、今のイリステラなのだ。

　そうでなければ──イリステラさまが、ぼくたちを攻撃なんてするはずがない！

『アッシュ──』

　鞭をしならせながらイリステラは声を響ひびかせる。どこか、苛いら立だちの滲にじんだ声。彼女の感情を映し出すかのように、次第に攻撃が激はげしさを増してゆく。

「ぐっ──！」

『なぜ、ですか。なぜ、あなたたちを傷つけるものを、守ろうとするのですか？』

　二本きりのはずの輝きの鞭が、幾十にも重なって見えるほどの猛もう攻こうを、アッシュは双剣を縦じゆう横おう無む尽じんに振るい、かろうじて捌さばきつづけている。

　その姿を見て、イリステラはさらに声を荒げた。

『わたくし、よりも、その方のほうが──大事なのですか!?』

　イリステラは両りよう腕うでを大きく広げ、それから左右に交差させた。

　半はん瞬しゆん遅れて、その動きを反映した鞭むちがうなりをあげて左右から迫ってくる。アッシュは咄とつ嗟さに双剣を逆手に持ち替え、素早く後ろに跳ちよう躍やくした。着地と同時に、ハサミのようにディアマンドラの首を切り飛ばそうとした二本の鞭に『無む明みよう刀とう』を叩たたきつける。

　左の『無明刀』が、わずかに遅れた。

　そのわずかな分だけ距きよ離りを稼かせいだ輝かがやきの鞭は、ディアマンドラの首ではなくアッシュの右足を切り裂さいた。

　激げき痛つうに顔を歪ゆがめ、がくりとバランスが崩くずれる。焦あせりと恐きよう怖ふがアッシュの心しん臓ぞうを凍いてつかせる。この体たい勢せいで、再びあの猛もう攻こうを喰くらえば、今度こそ防ぎきれない──！

　しかし、いつまで経たっても、次の攻こう撃げきはやってこなかった。

　痛みをこらえて、アッシュは再び立ち上がる。そうして、イリステラのことを見る。

　石のような無表情がひび割れ、その向こうから、イリステラの素顔が覗のぞいていた。

　大きく眼を見開き、傷ついたアッシュとティリエルを、まじまじと凝ぎよう視ししている。額冠サークレツトの宝石は、今までにないほど不規則にちらつきはじめていた。

『……アッシュ。ティリエル。なぜ、傷つき──わたくし、は。わ、わたくし、は、あなたたちを、守るために──傷つけるものから、守るために──あ、あんな人、いなくなってしまえばいいのにって、そう、思って──』

「イリステラさま」

　絞しぼり出だすようにそうつぶやいて、アッシュはゆっくりと、イリステラに近づこうとした。血にまみれた右足を引きずりながら、床の上に赤い轍わだちをこぼしながら。

　その姿に、イリステラは恐きよう慌こうを来きたした。耐えがたいものが近づいてくるかのように、白はつ金きんの髪かみを激はげしく振り乱すと、天を仰あおぎ見た。

　AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAッ!!

　凄すさまじい大だい音おん声じようが辺りを圧し、イリステラは二本の鞭をひとつに重ね合わせ、両手を高々と掲かかげた。

　神に祈りを捧ささげる乙おと女めのように。

　あるいは自らが、殺さつ戮りくの女神であるように。

「やばいぞ、あれは。この尖せん塔とうを、真っ二つにした技だ」

　まるで他ひ人と事ごとのように、ディアマンドラがつぶやくのが聞こえた。先ほどと違うのは、イリステラが真っ二つにしようとしているのは、ディアマンドラ本人だということだ。

　ゆっくりと身体を起こして、ディアマンドラは皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめる。

「……どうやら、そなたらの主は癇かん癪しやくを起こしたようだな。なにもかも、ひとまとめに消し飛ばしてしまおうということらしいぞ」

「そんな──」

　悲痛な声を漏もらしたティリエルに、ディアマンドラは首を振り、

「まあ、幸い、狙ねらいは余だけのようだ。そなたらは下がっていろ、アッシュ、ティリエル。余だけなら、どうとでも──」

「ディアマンドラ殿下。そのご命令にも、従えません」

　巨大な、一本の柱のように太くなった輝かがやきの鞭むちを見み据すえながら、アッシュはそうつぶやき、漆しつ黒こくの双剣を構えた。

「あなたを守るためではありません。イリステラさまに、これ以上、あやまちを犯してほしくないからです」

　そう言ったアッシュに、ディアマンドラはぽかんと呆あつ気けに取られ──

　それから、小さく笑った。

「……くふ。言うわ。ならば、余のことを守ってみせよ。それが本ほん義ぎではないにしても」

　言われるまでもない。

　あらゆる魔ま法ほうを無効化する黒刀を携たずさえて、アッシュはイリステラを見上げる。両手を天に掲かかげ、殺さつ戮りくの歌を歌う『天使』の姿を。静かに気息を整ととのえ、すべての神経を集中させ、その瞬しゆん間かんを待ちかまえていた。

　輝きの鞭が振り下ろされた瞬間、アッシュは双剣を顔の前で交差させ──




　気を、失っていたらしい。

　ふと気がつくと、アッシュは床の上で、大の字になって寝転んでいた。右手には『無む明みよう刀とう』を握にぎっているが、左手にはそれがない。暗くなりかけている視界の中で、必死に探すと、もう一本の『無明刀』はかなり離はなれたところで、二つにへし折れて転がっていた。

　朦もう朧ろうとする意い識しきを叱しかりとばして、身体を起き上がらせようとして──

　アッシュは、二つのことに気づいた。

　ひとつは、自分の胸が深々と切り裂さかれていること。

　もうひとつは──自分の胸を切り裂いたイリステラが、すぐそこに佇たたずんでいること。

　神しん像ぞうめいた美び貌ぼうが、アッシュのことを見下ろしていた。

　ひび割れたはずの無表情を、イリステラは再び取り戻していた。ゆらゆらと宙に漂ただよい、金色の長衣ローブを風の中に波打たせて、アッシュにじっと透とう明めいな視線を向けている。

　それを見て。

　アッシュは、イリステラのことを、心の底から綺き麗れいだと思った。

『────』

　イリステラがなにかを言った。しかし、なにを言ったのかはよくわからなかった。呼びかけようと口を開くと、血が溢あふれ出て床を濡ぬらした。

　イリステラは、それ以上アッシュを見ようとはしなかった。音も立てずに向きを変えると、ゆっくりと近づいていく。──アッシュと同じように倒れ伏す、ディアマンドラの元に。

　アッシュの右手から、『無む明みよう刀とう』が滑すべり落ちた。

　そうして、空あいた右手を伸ばして、アッシュはイリステラの衣を摑つかんだ。

「ひめ、さま」

　イリステラは、足を止め、アッシュのことを再び見下ろした。

　その右手には、輝かがやきの鞭むちを握にぎり締しめている。

　仮面の無表情を貼はりつけたまま、イリステラはそれをゆっくりと振り上げた。額冠サークレツトに嵌はめられている宝石は、揺ゆるぎない赤の光を放っている。

　それを見て、謎なぞがひとつ解けた。

　恐おそらくはあの宝石が、イリステラと『天使』を結びつける媒ばい体たいとなっているのだ。だから、イリステラ自身が動どう揺ようを見せると、『天使』との結びつきが弱まり、それが宝石の明めい滅めつとなって表れる。

　今のイリステラは、『天使』そのものだ。目的のためならば方法を厭いとわない。アッシュやティリエルを傷つけても、かけらも悔くいることがない。

　イリステラを、元の彼女に戻すには、どうすればいいのか。

　アッシュには、なんとなく、わかりかけていた。

　自分に向かって、今にも振り下ろされようとする輝きの鞭を見上げながら──アッシュは、わずかに微ほほ笑えんでみせた。

「あなたに、鞭で叩たたかれるのは、これで、何度目でしょうか」

　振り上げられた手が、止まる。

　額ひたいの宝石がかすかに揺らめいたのを、アッシュは見逃さなかった。

「……イリステラさまにとっては、残念でしょうけど、ぼくは、ティリエルみたいにはなれません。何度叩かれても、それを喜ぶことなんて、できそうにありません」

　血に濡ぬれた右手で、長衣ローブの裾すそを摑みながら、アッシュはできるだけ平静な声で言う。

　イリステラと『天使』は、もともとは別のものなのだ。それが、アルキメッドによって同化させられてしまった。その彼女たちを、再び別々のものにするには──

　イリステラ自身に、彼女が何者であるかを、思い出してもらえばいい。

　イリステラの自己同一性アイデンテイテイに、呼びかければいいのだ。

「ぼくは、イリステラさまのことを、尊そん敬けいしています。永遠の忠ちゆう誠せいを、誓ちかっています。でも、やっぱり、その『趣しゆ味み』だけは、よくわかりません。やめてほしいと、今でもずっと思っています」

　深く、息を吐く。溢あふれそうになる血を、喉のどの奥に飲み込んで。

「でも、だからといって」

　アッシュは激げき痛つうをすべて無視し、力を込めて立ち上がった。

　それから、血に濡れた両手を伸ばして、イリステラの両肩に置く。アッシュはそのまま、宙に漂ただよう彼女を、再び地面に引き下ろした。

「あなたが鞭むちを振るう意味を知らないとは、思わないでください」

　イリステラの青い眼が、驚おどろきに見開かれる。

　地に足のついたイリステラは、アッシュと比べれば、少しだけ背が低かった。そのことを、アッシュは今さらのように実感する。神こう々ごうしいほどの美び貌ぼうを持つ聖女であっても、雲上の玉座に腰こしかける王女であっても──

　今、目の前にいるイリステラは、アッシュの助けを待つ、ひとりの女の子だった。

『……ど、どいて、離はなしてください、アッシュ、わたくし、は……』

　右手を上げる。少なくとも、イリステラはそうしようとした。アッシュを振り払い、輝かがやきの鞭を叩たたきつけようとして、しかしイリステラの手はぴたりと止まってしまう。『魔源マナ』の光を放つ凶悪な武器を眼にして、額冠サークレツトの宝石が、不規則に明めい滅めつしはじめる。

「あなたの鞭は、人を傷つけるためのものでは、ないでしょう」

『────っ！』

「あなたのそれは、人を愛あいするためのものだと──ご自身で、仰おつしやっていたではありませんか。どうか、思い出してください」

　イリステラの肩が、小こ刻きざみに震ふるえはじめる。宝石はさらにその色を乱していく。その表情が泣きそうに歪ゆがむ。迷子の子供のような顔だった。

　ふっと、息を抜くようにして、アッシュは笑った。

「……あなたのすごいところは、それを言い訳ではなく、本気で言っているところです。人をいじめることが、自分の愛なのだと、臆おく面めんもなく言ってのけられるところです。でも──」

　そうして、アッシュはイリステラをまっすぐに見つめ、

「ぼくは、そんなあなたが、好きなんです」

　はっきりと、そう言った瞬しゆん間かん、膝ひざから力が抜けた。

　崩くずれ落ちようとするアッシュの身体を、イリステラが腕うでを伸ばして支えた。

『アッシュ』

　今にも泣き出しそうなイリステラの顔を見上げて、アッシュは微ほほ笑えむ。そうしながら、彼は血に濡ぬれた右手をイリステラの頰ほおに当てた。イリステラの美しい表情が自分などの血で汚れてしまうのは忍びなかったが、そうしなければいけないと思ったのだ。

　そうしたかったのだ。
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「……ですから、どうか。いつもの、元気で、明るくて──人を傷つけることなんて、大だい嫌きらいなあなたに、戻って、ください」

　切れ切れの声で、アッシュがそう言った瞬間──額冠の中央に嵌はめ込まれていた宝石が、音を立てて砕くだけ散ちった。

「アッシュさん！」

　そのとき、背後から、『使い捨てデイスポーザル』の杖つえを持ったキキモラが、アッシュの左手に飛び込んできた。

　手て渡わたされたそれを、アッシュはイリステラの顔の前に持ち上げた。右手をその杖に添そえて、中なか程ほどからへし折る。

『アッシュ、わたくしも──』

　そう言いかけたイリステラを、圧するように。

　膨ぼう大だいなまでの光量が、『武勇の円技場ヴエイラーホール』を埋め尽くした。『天使』を元いた場所へと送り返す、《光臨ゲート》の光だ。アッシュは祈るように眼を閉じたまま、両手でへし折れた杖を捧ささげつづけた。

　そうするうちに、不意に《光臨》の光が、止やんだ。

　恐おそる恐る眼を開けるのと、イリステラがこちらに寄りかかってくるのは、ほとんど同時だった。慌あわてて杖を取り落として、イリステラの身体を両りよう腕うでで支える。

　アッシュの腕の中で、健すこやかな寝ね息いきを立てるイリステラには、もう水すい晶しようの翼つばさも、頭上の光こう輪りんも、どこにも見当たらなかった。




　　　　◆




　一部始終を見て取って、ディアマンドラは、ふん、と鼻を鳴らした。

「……面倒な主人を持つと大変だな、ティリエルよ？」

　からかい混じりのその言葉に、ティリエルは半ば本気で憮ぶ然ぜんとする。

「それでも、あたしたちの主人は、イリステラさま以外には考えられません」

　立ち上がり、駆かけ寄よって、アッシュを蹴けり飛ばして自分こそがイリステラを支えたかったが、この身体では動くことさえままならない。

　ふと、ティリエルは、自分の近くにあるものが転がっていることに気づいた。

　アッシュが切り落とした、輝かがやきの鞭むちの破片。

　痛む身体を引きずって、それを手にする。『魔法生物フアフナル』の身体の一部──正確には、彼女が使っていた武器の一部だが、いまだに白く光を放つこの破片ならば、『写魂の瞳シミユレイクラム』の材料としては申し分ないだろう。

　それを懐ふところにしまってから、ティリエルはディアマンドラを振り返り、

「……あたしたちを、罰ばつせられますか、殿下」

　ディアマンドラは、しばらく黙だまり込んでいた。なにしろ、皇族を傷つけ、あまつさえ殺そうとしたのだ。クィンストラウスの全領土を召し上げられても文句を言えないほどの大罪である。いくら『天使』に操あやつられていたからといっても、彼女は納得してくれないだろう。

　やがて、ディアマンドラはぽつりと、

「余は傷ついたぞ、ティリエル」

「は？　いえ、それは、見ればわかりますが……」

「そうではない。余の心が傷ついたのだ。──まさか、イリステラが余を殺そうとするほどに思い詰めているとは、想像もしていなかったのだ。あんなに可か愛わいかったイリステラが、余に牙きばを剝むくとは──」

　嘆たん息そくするように言ったディアマンドラを、ティリエルはやや冷たい眼まな差ざしで見つめる。この皇女はなにを言っているんだ。自分やアッシュにあんなことをさせておいて、イリステラさまがなにも思わないと本気で信じていたのか？

「だから、な」

　やや気まずそうに頰ほおを搔かきながら、ディアマンドラはぽつりと、

「イリステラを、罪に問うことはすまい。本来ならば、親しいからといって手心を加えることはしないのだが──余に負うところがないわけではなし、それに」

　と、ディアマンドラは、イリステラと抱き合うようにしてへたり込むアッシュを見、

「余の命を救ったあの者に褒ほう美びをやるとしたら、あの者は必ず、イリステラの無む罪ざい放ほう免めんを願うであろう。ならば、そんなことをするだけ余計な手順というものだ。余の命を狙ねらった罪と、余の命を救った功を、合わせて帳消しということにしよう」

「……ありがとうございます。ディアマンドラ殿下」

　ティリエルは、恐おそらく生まれて初めて、心の底から皇女に礼を言った。

　それから、彼女はアッシュとイリステラのほうを見る。

　あとは、輝かがやきの鞭むちの破片をアルキメッドのところに届けて、『写魂の瞳シミユレイクラム』の完成を待つだけでいい。イリステラさまがお目覚めになったら、そのことをお知らせしなければ。イリステラさまが、この件の記き憶おくをどれだけ持っているのかはわからないが、そのことでいろいろと話し合わなければならないだろうし、いやいや、それより前に──

　あのバカに、あたしのイリステラさまを抱きしめるということがどういう結果を招くか、きちんと教えてやらねばなるまい。

　ティリエルは凄そう絶ぜつな笑みを浮かべる。その笑みに見み据すえられているアッシュは、理由もわからない寒気を覚えていた。




　　　　◆




　それから、三日が経たった。

　後に『天使事件』と呼ばれることになったあの事件は、数々の噂うわさを呼んだ。王都上空に巨大な『神陣様式ピクトグラム』を描えがいてから、クィンストラウス城の一室の壁かべを破は壊かいし、ついでに尖せん塔とうを両断した『天使』についても、その正体はさまざまに憶おく測そくされた。

　その中でももっとも多かったのは、奔ほん放ぽうに過ぎる第二皇女に天てん罰ばつを下すため、『唯ゆい一いつ神しん』がじきじきに『天使』を遣つかわしたというものだ。

「まったく、これだから民草というものは」

　それを聞いたディアマンドラは、呆あきれたようにそうつぶやいたという。

「あれしきの奔放でわざわざ余を罰そうとするのであれば、『唯一神』はずいぶんと暇ひまな御ご仁じんということになるぞ」

　奔放なのは認みとめるんですね、とアッシュは思ったが、それはさておき。

　ディアマンドラも思うところがあったのか、その三日間というもの、『生いけ贄にえ』の要求は一度もなかった。イリステラが自分に牙きばを剝むいたという事実は、それだけの衝しよう撃げきをディアマンドラに与えたのだ。

　問題なのは、むしろ、イリステラ本人のほうだった。

『天使事件』以降の三日間、彼女は一度たりとも、自分の私室から出てこようとはしなかったのだ。

　まあ、無理もないところではある。『天使』に支配されていたとはいえ、ディアマンドラだけでなく、最さい愛あいの従じゆう者しやたちをも傷つけ、殺あやめようとしたのだから。

　アッシュが最後にイリステラの顔を見たのは、凍こおりついた泣き顔で、胸の傷きず跡あとに『神しん聖せい魔ま法ほう』をかけてもらったときだった。

　その後、イリステラは血まみれの服を着替えもせず、私室に閉じこもり──

　そして、今に至る。




　はあ、とため息をついて、ティリエルはじっとりとした眼でアッシュを振り返った。

「ほんとにあたしがやるの？」

「なんだよ。三人で決めたことだろう」

「そうですよ、ティリエルさん。──それに、結局のところイリステラさまが一番心を許しているのは、あなたなんですから」

　キキモラに自じ尊そん心しんをくすぐられて、ティリエルは小鼻をうごめかした。

　しかし、それでもまだ迷いがあったのか、ティリエルは扉を前にしてぐずぐずとしていたが──やがて意を決したように扉を叩たたくと、大声で呼ばわった。

「イリステラさま！　あたしです、ティリエルです！　ここを開けてください！」

　この三日間で、何度となく繰り返してきたことだった。ティリエルだけではなく、アッシュや、キキモラや、母親のマリアベラまでもが同じことをしてきた。

　扉が開いたことは、一度もない。

　しかし、今日はちょっとわけが違った。

「『写魂の瞳シミユレイクラム』が完成しました！　今日、ユーピッドが持ってきてくれたのですよ！　ディアマンドラ殿下に、お渡わたしに参まいりましょう！」

　扉の向こうで、かすかな反応が起きた──ような気がした。

　それでも、扉は開かない。ティリエルはどよんとした眼でアッシュを振り返ったが、アッシュはわずかに頷うなずいただけだった。

　この三日間、アッシュとティリエルとキキモラは、黙もく々もくとイリステラの私室の前で待っていたわけではない。イリステラが今なにを考えているか、それに対して自分たちはどうすればいいのか、あらゆる事じ態たいに対処できるよう、念入りに話し合ってきたのだ。

　だからティリエルは、憂ゆう鬱うつそうに前を向き、小さな、しかしはっきりとした声で、

「……開けてくださらないのであれば、あたしたちは一生、姫さまを許しません」

　扉の鍵かぎが開く音がした。

　ぱたぱたという足音が、遠ざかるのを待ってから、ティリエルは扉を開いた。

「失礼いたします、イリステラさま」

　イリステラの私室は、薄うす暗ぐらかった。窓にはカーテンがかかり、どんよりとした空気が淀よどんでいる。

　暗い部屋のベッドの上で、イリステラは膝ひざを抱えていた。

　こちらを見た青い眼は、恐きよう怖ふで凍こごえている。どんなときにも恐怖を露あらわにしないはずのイリステラが、怯おびえて縮ちぢこまる姿を見るのは、これが初めてではない。

　それどころか、もう何度も眼にしている気がする。

　いつもと違うのは──イリステラが怯おびえているのは、魔ま物ものや暗くら闇やみではなく、自分たちだということだ。アッシュやティリエルやキキモラに、見捨てられてしまうこと。それが、イリステラにとってはなによりも恐おそろしいのだろう。

「アッシュ、ティリエル──」

　上ずった声で、イリステラは首をすくめた。今から親に叱しかられようとしている、子供のような姿だった。

　ティリエルは気まずそうに唇くちびるを歪ゆがめながら、両手に持った『写魂の瞳シミユレイクラム』をイリステラに差し出した。

「どうぞ。姫さま」

「…………？」

　わけがわからない、というように、イリステラは『写魂の瞳』とティリエルを、交互に見み遣やった。頰ほおに涙が流れ、乾いたあとが色いろ濃こく残っていた。

「『写魂の瞳』です。これがあれば──あたしたちは、ずっと一緒にいられるんです」

　イリステラは、その言葉に魅み入いられたように『写魂の瞳』をじっと見つめ、それから、おずおずと手を伸ばした。

　受け取り、胸に抱く。そうしながら、彼女は声を絞しぼり出だした。

「……でも、わたくしは、あなたたちと一緒にいる資格が、ありません」

　かすれた、振り絞るようなその声に、アッシュは胸の奥を摑つかまれたような気分になる。足を前に踏ふみ出だして、怒ったような声で、

「そんなことはありません、姫さま」

「あります。あるのです、アッシュ。だって、わたくしは、──あなたたちを、傷つけました。それどころか、その命を奪うばおうとさえしたのです！」

『写魂の瞳』を見下ろす。その中心には、輝かがやきの鞭むちの破片が──イリステラがアッシュたちを殺あやめようとした、その武器がはめ込まれている。

　それを見て、イリステラの表情がくしゃりと歪ゆがんだ。自らの罪を突き付けられたようなものなのだろう。震ふるえる手が『写魂の瞳』を握にぎり締しめ、イリステラは衝しよう動どうに任せて、それを大きく振りかぶった。

「こんなもの、今さらッ──！」

　そのまま、床に叩たたきつけようとした、イリステラの頰を。

　ティリエルの平手が、甲高い音を立てて打った。

　それほど強い力を込めたわけではないだろう。イリステラは、痛みよりはびっくりしたような顔つきで、ティリエルのことを見上げていた。

　ティリエルのほうが、むしろ、苦痛を受けたかのような表情をしていた。

「……いい加か減げんになさってください、姫さま」

　童どう女じよのようなイリステラのすぐ足下に跪ひざまずき、ティリエルは彼女のことを見上げた。

「姫さまは、あたしたちを守ろうとしてくださいました。それだけで、あたしたちは十分なんです」

「で、でも──」

「そのことは、姫さまがいないあいだに、三人で何度も何度も話し合ってきました。その中で、あたしたちは一度も、姫さまを責めることはありませんでした」

「────」

「確かに、姫さまはあたしたちのことを傷つけようとなさいました。命を奪うばおうとも、したのかもしれません。でも、それだって、もともとは姫さまがあたしたちのために、『天使』にその身を明け渡わたそうとしたからではありませんか。それが失敗して、傷つけられたとしても、決して恨んだりはいたしません」

　そう言って、ティリエルはイリステラの手を取った。

　小さく、白く、弱々しい手。

　それを愛いとしげに握にぎり締しめながら、ティリエルは紅あかい瞳ひとみに涙さえ浮かべて、言う。

「あたしは、姫さまにならなにをされても構いません。傷つけられても、殺されても、それをそのまま受け入れます。あたしたちの絆きずなは、そういうものだったのではありませんか」

「……ティリエル」

「あなたがご自身を許せないとしても、あたしは。あたしたちは、許します。誰だれがあなたを責めたとしても、あたしたちは責めません。あたしたちは一いち蓮れん托たく生しよう。あなたが地じ獄ごくに堕おちるというのであれば──地獄までも、ご一緒します。ですから、どうか」

　ご自分を傷つけるような真ま似ねだけは、なさらないでください。

　そう言って、ティリエルは深々と頭こうべを垂たれた。

　イリステラは、呆ぼう然ぜんとそんなティリエルのことを見下ろしている。

　しばらくしてから、彼女はぽつりとつぶやいた。

「ディアマンドラ殿下に、お詫わびに行かなくてはなりません」

　それから、イリステラは周りを見回し、おずおずと、

「……一緒に、行ってくれますか？」

　答えなど、決まっていた。アッシュは静かにイリステラを見み据すえながら、言う。

「たった今、ティリエルが言ったばかりでしょう。地獄の果てまでご一緒しますよって」

　それを聞いて、イリステラは、花のような微ほほ笑えみを浮かべてみせた。




　このときのアッシュは──

　地獄と呼ばれる場所が、どれほど恐おそろしいところなのかを、まだ知らなかったのだ。




　　　　◆




「ああ、来たか。イリステラ」

　ディアマンドラは、彼女にしては珍めずらしく、ぼんやりとした表情でイリステラを出迎えた。

　どういう表情を作ればいいのか、わからなかったからだ。自分に刃向かったものの前に出ることは慣なれていたが、それは必ず、後に苛か烈れつな処しよ罰ばつが待っていた。そういうときは決まって、ディアマンドラは楽しそうな笑みを浮かべていたのだが──

　今回は、それがない。

　なにしろ、相手はイリステラ・クィンストラウスなのだ。ディアマンドラが愛あいして止やまないといっても過言ではない少女である。その少女が自分に刃向かい、しかもなんの罪も下していないのだから、ディアマンドラとしても表情に困るというものだった。

　そのくせ、イリステラはまっすぐにディアマンドラを見つめ、

「はい。参まいりました、ディアマンドラ殿下」

　なにも恐おそれるものがないように、はっきりとそう言った。

「どうぞ、お納めください」

　イリステラは自らディアマンドラに近づき、その道具を差し出した。

　丸い金属の板が二枚重ねになっていて、繫つながれた箇か所しよから取っ手が生えている。金属の板に彫ほり込まれた精せい緻ちな紋もん様ようが『神陣様式ピクトグラム』であることを、ディアマンドラはすぐに見て取った。中央は丸く切り取られ、空くう洞どうとなったそこでなにかが光り輝かがやいている。

　ランプのように自ら光を放つ手て鏡かがみ──というのが、ぱっと見た限りの印象だった。

　ディアマンドラはその形を知っていた。実際に見たわけではない。本の中の図画、賢けん者じやから耳にした伝でん承しようと、ぴったりと一致するものだった。

「『写魂の瞳シミユレイクラム』──」

　かすれた声でつぶやいて、ディアマンドラはそれをイリステラの手から受け取った。覗のぞき込むと、『神陣様式』の向こうに歪ゆがんだ自分の顔が映った。

　イリステラは顔を高く上げ、はっきりとした声で、

「左様でございます。伝承が正しければ、それで殿下の『呪印マーク』は消えるはず」

「そなたが『天使』となったことと、これを持ち込んだこと。なにか関係があるのか？」

　知らず、そんな言葉が、ディアマンドラの口を突いて出た。

　イリステラの従じゆう者しやたちは、ぎくりと身を強こわばらせた。

　しかし、イリステラだけは、覚悟を決めたかのような表情で、

「はい」

　そう、答えただけだった。

　ふむ、と顎あごに手を当て、ディアマンドラは『写魂の瞳シミユレイクラム』を見つめ、それからにこにことしているイリステラの顔に眼を向ける。

　少し考えてから、ディアマンドラは言った。

「そうか。──大たい儀ぎであった」

　イリステラの従じゆう者しやたちが、揃そろって息を吞のむ音が聞こえた。思わずそちらを見ると、アッシュなどは身を乗り出し、

「で、殿下、それは、あのときのことを──あいたっ！」

「ちょ、あ、アンタは黙だまってなさい！　この大切なときにっ！」

　その顔に、ティリエルがばちん！　と平手を叩たたきつけていた。

　イリステラはきょとんとした顔でそれを振り返ったが、やがてくすくすと笑いはじめた。ディアマンドラは眼を丸くして──それから、ちらりと笑みを見せる。

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、ディアマンドラは口を開く。

「イリステラ。まずはそなたと交わした『約束』の件だ。そなたは余の言うことをなんでも聞くという『約束』を交わし、余はそなたに侍じ女じよ団だんに入れと命じた。それに対して、そなたは余の『呪のろい』を消すことで『約束』の代わりとしてほしいと言い、余はそなたの願いを聞き入れた。そうだな？」

「はい」

「そなたは『呪い』を消す『写魂の瞳』を持ち込んだ。これによって、余とそなたのあいだで交わされた『約束』は、役目を果たしたとみなす」

　それから、ディアマンドラはひたりとイリステラを見み据すえ、

「そして、そなたが『天使』となり、余を襲おそった件についてだが」

　そう口にすると、さすがに場の空気が緊きん張ちようした。

　自分の考えはティリエルに伝えていたが、イリステラには直接告げていない。それでも、改めて念を押すのは、人の上に立つものの義ぎ務むだった。

「余の命を狙ねらったことは不届き千万だが、『天使』に乗っ取られていたこと、またそなたの従者であるアッシュ・ウィリアックが身を挺ていして余の命を救ったことを勘かん案あんし、不問に処す」

　イリステラは、ため息をつくような声で、

「…………ありがとう、ございます。殿下」

　ディアマンドラは口元を歪ゆがめながら、

「なんだ、その顔は？　余が寛かん容ようを示すのが、それほど意外か」

「いえ、そういうわけではありませんけれど、その──さすがに、まったくの不問ということは、予想していなかったもので」

「ではどんなことを予想していたのだ」

　そう尋たずねると、イリステラの顔がぱっと赤くなった。こいつは余のことをなんだと思っているのだ──と呆あきれたが、まあ、自分の言動を振り返ってみれば、どう思われても仕方のないところではある。

　ディアマンドラは、こほん、と咳せき払ばらいをして、

「……『呪のろい』を消したあと、余は皇位継けい承しようのための行動を始めるつもりだ。継承権のない皇族、あるいは選せん帝てい侯こう権けんを持つ有力な王族、それに連なる貴族たち──彼らに対して、根回しをしなければならん」

　そんなふうに、語りはじめた。

「クィンストラウスは、そのうちの『有力な王族』のひとつだ。あのような些さ細さいな事故で、その一人娘を罰ばつする──ふん、くだらん。余になんの得があってそんなことをしなければならぬのだ？　無用な恨みを買うだけだ」

　その言葉の半分までは、事実だった。同時に、『天使』となったイリステラを、自分が手に掛けようとしたのも、また事実だった。

　ベテルギアスは刃向かうものに容よう赦しやしない。しかし、今となってはイリステラは自分に刃向かうどころか、有力な味方になりうる存在である。

　それならば。

「だから、不問だ──いや、違うな。あれはなかったことだ。どこぞの神が遣つかわせた頭の悪い『天使』が余の命を狙ねらい、しかし強大なる皇族の御み業わざの前にすごすごと逃げ去った。それだけだ」

　そう言うと──イリステラたちは、ようやく、ほっと胸を撫なで下おろした。アッシュなどは安心のあまり、全身から力が抜けたように、その場に膝ひざを突いてしまった。

「ありがとうございます。ディアマンドラ殿下」

　イリステラが深々と頭を下げると、ディアマンドラは鷹おう揚ように頷うなずき、それから、

「あー、それとな、イリステラ」

「はい？」

「……その呼び方を、元に戻してはくれまいか。やはり余は、そなたには、姉様と呼ばれたいのだ」

　そう言うと、イリステラはきょとんとして──それから、明るい笑みと共に、頷いた。

「はい、わかりましたわ。ディアマンドラおねえさま」




　　　　◆




「……それで、これはどうすればいいのだ？」

　いくつかのやり取りのあと、ディアマンドラは本題に戻った。

　彼女が言ったのは、もちろん、『写魂の瞳シミユレイクラム』の使い方についてだった。ランプが埋うめ込まれた鏡かがみのような形状の『魔法の道具マジツクアイテム』は、どこをどうすればその効果が発はつ揮きされるのか、さっぱりわからない。

　と、ティリエルが懐ふところから羊よう皮ひ紙しを取り出し、

「それを造ったものから、取扱説明書を受け取っております。まず──」

「貸せ」

　ディアマンドラはせかせかとティリエルに近づくと、その手から羊皮紙をもぎ取った。片手に持った『写魂の瞳シミユレイクラム』と、照らし合わせる。

　ディアマンドラは片手に『写魂の瞳』を持ちながら、説明書を読み上げはじめた。

「えー、なになに……『写魂の瞳』は高こう純じゆん度どの『魔源マナ』の塊かたまりを中心に仕込んだ『魔法の道具』である。『月輝石ルーンストーン』の二枚板に『アルドネラの双ふたツ葉ば』による印章を施ほどこしたこの道具は、きわめて稀き少しような素材に繊せん細さいな調ちよう整せいを加えた、いわば魂たましいの芸術品であり──ええい、なんだこれは。さっさと使い方を示せ、使い方を！」

　ディアマンドラはざっと説明文を飛ばし読んだ。ほとんどの文章は、あまりにも専門的でディアマンドラの頭にも入ってこなかったが、大おお雑ざつ把ぱな原理は把は握あくできた。

「……なるほどな。この道具は、単に『呪のろい』を消すものではないようだ」

　イリステラがきょとんとして、

「と、仰おつしやいますと？」

「名前のとおり、こいつは『写うつし鏡かがみ』なのさ。我々の、魂だかなんだか知らないが、奥底にある『本当の姿』を写し取り、それを今の自分に投影する道具であるらしい。その途中で『呪印マーク』が消えてしまうだけであって、そちらのほうが目的ではないらしい」

　もっとも、とディアマンドラは皮肉げに笑う。

「その魂とやらにまで、『呪印』が刻きざまれていたらどうなるのかな？　姿見を覗のぞき込んでも、そこに映っている自分の姿にまで『呪い』があったら、それは、どうにもならないのかもしれんな」

「そんな……」

「まあ、やってみればわかるさ。──ええと、使い方は──これか」

　長々とした前置きの割には、使い方は至ってシンプルだった。取っ手の先せん端たんについている丸い宝石を押し込むだけでいいらしい。

　早速そうしようとしたディアマンドラに、ふと、アッシュが声をあげた。

「お、お待ちください、殿下」

「ん？　なんだ、アッシュ」

「──それは、つまり、その『写魂の瞳』を使うと──誰だれもがみな、『本当の姿』になってしまうということでしょうか？」

　ディアマンドラは首をひねった。この騎き士しは、今さらなにを言っているのだろう。

「まあ、そういうことだろうな」

「……それは、その、範はん囲いはどのくらい……？」

「範囲？　そんなこと、余が知るわけないであろう」

　さすがに苛いら立だちが混じった声をあげて、ディアマンドラはアッシュをにらみつけた。多少の反省をしたとはいえ、ディアマンドラはやはり皇族である。下人にあれこれ口を挟はさまれることが、心地ここちよいはずがない。

「ちょっと、アッシュ。せっかくうまくいきそうなんだから黙だまってなさいよ」

　アッシュは泣きそうな顔で、ぐるりと周囲を見み渡わたした。なぜだかわからないが、とても焦あせっているようだった。

「い、いや、だって──、あ、そうだ！　だ、だとしたら、ぼくたちはお邪じや魔まですよね？　どうでしょう、イリステラさま、そろそろおいとまするというのは──」

「……よくわかりませんけど、その必要はないでしょう？　それに、わたくしたちの『約束』が果たされるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのです。きちんと見届けなくては」

　誰だれもが、なにを言ってるんだこいつは、という眼でアッシュのことを見ている。

　ただひとりキキモラだけが、じっと思し案あんに沈み、それからなにかに気づいたかのように顔を上げ、

「あ」

　しかし、そのときにはもう、ディアマンドラは『写魂の瞳シミユレイクラム』を取り上げ、

「出て行きたいなら好きにしろ。余は、自らの悲願を果たすだけだ」

　そう言って、小さく息を吸い込んで、覚悟を決め。

『写魂の瞳』の宝石を、ぐっと押し込んだ。

　かちり、という音がした。

　ぐん、と『写魂の瞳』の中心にある輝かがやき──高こう純じゆん度どの『魔源マナ』が光を増した。金属板に描えがかれた『神陣様式ピクトグラム』が、その『魔源』を増ぞう幅ふくし、光を紡つむぎ出だしていく。

「ほう」

「まあ、これが──」

　ディアマンドラとイリステラの感かん嘆たんの声が響ひびく。ぐん、どくん、と鼓こ動どうを打つようにして、光が次第に部屋中に満ちはじめた。その部屋の片かた隅すみで、なにやらアッシュが青ざめていたが、まあ、ディアマンドラの知ったことではない。

　感かん慨がいと共に眼を閉じて、ディアマンドラは思う。

　ついに、この『呪印マーク』から解き放たれるときがきたのか。

　思えば長い道のりだった。しかし、無む論ろんのことディアマンドラは、ここがまだスタート地点に過ぎないことを知っていた。これから先、自分を待ち受けるのは、長く険けわしい玉座への道だ。長兄タイタニウス、次男アダマンティアス、次女ガブリエッラ──いずれもが、それぞれの方法で皇帝の座を狙ねらっている。彼らを相手に立ち回ることは、『呪のろい』などよりもはるかに難なん解かいで危険であることを、ディアマンドラは知っていた。

　だが、それでも、自分はやらなくてはならない。

　そうするために生まれつき、教育されてきたのだ。獅し子しは百ひやく獣じゆうの王であるからこそ生きる意味がある。そうでない自分になど、ディアマンドラは一片の価値も見みい出だせないから。

　そうしなければ──今まで自分を支え、従ってきてくれたものたちに、報むくいることもできないから。

　だから、ディアマンドラは皇帝になる。これは、そのための第一歩なのだ──

　胸の中で、決意を新たにするディアマンドラの身を、『魔源マナ』の光がさらっていく。浄じよう化かの光は、ディアマンドラの身に刻きざまれた『呪印マーク』も消し去り、そして──

　ディアマンドラは、その眼を開いた。

「……ふむ？」

　すでに『写魂の瞳シミユレイクラム』の光は消え去っていた。手元を見ると、いまだに中心に『魔源』が輝かがやいていたが、それは元の光に過ぎないようだった。それよりも──

　なんだか違い和わ感かんがある。

　考えるまでもなく、ディアマンドラは、その違和感の正体に気づいていた。

　高いのだ。視点が。普段のものよりも。

　ディアマンドラは身を翻ひるがえし、姿見を覗のぞき込んだ。思わず、感動の声が漏もれる。

「おお……！　これが、余の本当の姿か！」

　そこには、妙みよう齢れいの美女が映っていた。褐かつ色しよくの肌はそのままだが、銀色の髪かみは腰こしまで伸び、金に輝く瞳ひとみは妖よう艶えんに切れ上がっている。

　なによりも異なるのは、その身体つきだ。『呪印』を刻きざまれていたディアマンドラは第二次性せい徴ちよう前の、幼児体型と言っていいスタイルだったが、今のディアマンドラは、豊ほう満まんな胸や腰つき、そこらの男なら見下せそうな長身を持つ、まさしく『女帝』に相応ふさわしい姿だった。

「素す晴ばらしい！　これならば、余のことを外見で侮あなどるものなどおるまい──」

　そうつぶやいて、ディアマンドラは改めて礼を言おうと、イリステラのほうを向き、

「………………誰だれだ、そなたは？」

　そこに、見覚えのない人物の姿を見出した。

「あいたたた……な、なにをするのですか、キキモラさ──、え？」

「────────」

　その少女は、イリステラと折り重なるように倒れていた。ほぼ全ぜん裸らというか、まあ、全裸である。彼女の身体のあちこちをきわどく隠かくしているのが、まさかイリステラの胸元にあったポシェットなのだとは、ディアマンドラには想像することさえできなかった。

　彼女の眼に映っているのは──突とつ如じよとして現れた、『魔族エマ＝デモナス』の姿だった。

　青白い肌と金色の瞳ひとみには、もちろん見覚えがある。『大陸軍』の総司令官として、奴らの不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵として、『魔族エマ＝デモナス』に殺されそうになった経験は十指にあまりある。その経験は、ディアマンドラを即座に突き動かしていた。

「貴き様さまッ──、良い度ど胸きようだ！　こんなところにまで余の命を狙ねらってくるとは！」

「ぴっ!?」

　なぜか全裸の『魔族』──正確に言うのならば、『写魂の瞳』の光を受けて本当の姿に戻ってしまったキキモラ・マインドハッカーは、びくりとコウモリの翼つばさを震ふるわせた。ディアマンドラは指先に銀の光を宿らせながら、『純じゆん正せい魔ま法ほう』を『切断』に変換コンバート、『魔族』の首から上を亡き者にしようとした。

「おねえさま？」

「イリステラ、そなたは逃げよ！　ここは余が──」

　切迫した声でそう叫んだディアマンドラの手首を、イリステラはきゅっと摑つかんだ。

「お静かに、なさってくださいな」

「──、なに？」

　彼女はにこにことしながら、ディアマンドラを見つめている。

　その視線に、ディアマンドラは、気き後おくれするものを感じた。

　今までにないことだった。あるはずがない。彼女はディアマンドラ・ドル・ベテルギアス、獅し子しの子にして『大陸軍』を統すべるものである。ディアマンドラは、皇帝陛下である実の父に対してさえも、気後れをしたことなどなかった。

「彼女はわたくしの従じゆう者しやです。傷つけたりしたら、いくらおねえさまでも許しませんよ？」

　それなのに、目の前にいる、自分より十も年下の少女に──どうして、こんなにも威い圧あつ感かんを覚えてしまうのだろう？

「し、しかしだな、イリステラ、こいつは、」

「こいつは──なんですか？　彼女はわたくしの従者ですと申し上げておりますのに。たかが肌の色や眼の色で、おねえさまは人を差別なさるのですか？　だとしたら、わたくしはおねえさまを軽けい蔑べついたしますわ」

　どうしてイリステラは、こんなにも優やさしげな声色なのだろう。

　そんな声で、自分のことを責めてくるのだろう。

　今まで、こんなふうに振ふる舞まうことはなかったのに。自分の前では借りてきた猫ねこのようになって、強こわばった笑みしか浮かべることのなかったイリステラが──なぜ、こんな妖よう艶えんな輝かがやきを持った瞳で、自分を見つめているのだろう。

　ぐるぐると、頭の中に疑ぎ問もんが渦うずを巻く。その中のひとつとして、ディアマンドラは答えを出せそうになかった。果か断だんで知られるディアマンドラにとっては、それも滅めつ多たにないことだった。

「まあ、お座りになって、ディアマンドラおねえさま？」

「……う、うむ」

　言われたとおり、ひとり掛けのソファに腰こしかけると──イリステラは、あろうことか、そのアームレストに腰を載のせた。気が遠くなるほど無礼な行こう為いだが、なぜかディアマンドラはそれを咎とがめる気になれない。

　それよりも、むしろ。

　自分のほうが咎められないか──そちらのほうがはるかに気がかりで、『魔族エマ＝デモナス』のことなどどうでもよくなっている。

　その『魔族』は今さら自分の格好に気がついたようで、顔を真まっ赤かにして甲高い悲鳴をあげながらアッシュにあらゆる家具を投げつけていたが、それはともかく、

「ねえ、おねえさま」

　イリステラの、なんでもない問いかけに、ディアマンドラはびくりと身体を震ふるわせた。

「な、なんだ？」

「大人になったおねえさまって、とてもお綺き麗れいなのですね」

　ディアマンドラの、銀色に輝かがやく髪かみを撫なでながら、イリステラはそう言った。その手つき、わずかに首筋に触れる指先の感覚に、甘い痺しびれを覚える。

「そ、そうか。ありがとう──」

「でも、これからおねえさまは、文字通り『大人』の世界に旅立たれてしまうのですね。今までわたくしとしていたような戯たわむれなど、できない世界に……」

「ま、まあ、そうだな。皇帝を目指すのならば、それは、仕方のないことだ」

「寂さびしくはありませんか？」

　イリステラの吐と息いきに耳たぶをくすぐられて、ディアマンドラは胸の奥が震ふるえるのを覚えた。

　いつからこんな声を出せるようになったのだ。天てん真しん爛らん漫まんだけれど恥はずかしがりなイリステラのこと、口づけも済ませていない生き娘むすめのままだと思っていたのに。

　ディアマンドラの銀ぎん髪ぱつの束を、ひとつかみだけ摑つかんで、イリステラはそれを自分の口元に寄せる。鼻先をくすぐる髪の香りに、イリステラは嫣えん然ぜんと笑み、それを見てディアマンドラは頰ほおを赤く染そめた。

「ねえ、ディアマンドラおねえさま？　寂しくはないのですか？　今までのように、自由に、奔ほん放ぽうに、人を愛あいすることもできなくなることが」

　喉のどに渇かわきを覚えながら、ディアマンドラは切れ切れに、

「それは──そうかもしれんが──しかし──どうしようも──」

「おかわいそうなおねえさま」

　哀あわれむような声と共に、青い瞳ひとみがディアマンドラの顔を覗のぞき込んでいる。

　そこに映る自分の顔は、かつての姿よりもよほど大人びているのに、なぜか、ひどく幼く見えた。

「ですから、わたくし、考えましたの。そんなおねえさまに、わたくしが一体なにをして差し上げられるか」

　イリステラがそう囁ささやいた瞬しゆん間かん、激はげしい感情がディアマンドラの胸を貫つらぬいた。息が上がる。ごくりと唾つばを飲み込む。足はがくがくと震ふるえだし、もしソファに腰こしを落ち着けていなければ、その場にへなへなとしゃがみ込んでしまっただろう。

　その感情がなんと呼ばれるものなのか、ディアマンドラは知らなかった。今までにも何度も、その真似事をしたことはあるのに、ディアマンドラはそれがもたらすものの真しん髄ずいを知らなかったのだ。

　けれど、ああ、けれど。

　目の前のこの少女は、イリステラは──それを、知っている。

　それを、自分に、教えてくれようとしている。

　灼やけるような渇かつ望ぼうを覚えながら、ディアマンドラは身を乗り出し、潤うるむ瞳ひとみでイリステラを見上げた。

「な、なにをしてくれるのだ!?　イリステラよ、このわたしに──ひっ!?」

　ぴしっ！　と、耳元でなにかが鳴った。イリステラが、いつの間にか手にした杖つえで、ソファの背もたれを叩たたいたのだった。

「な……なにを、する……？」

　大げさに首をすくめ、怯おびえながらも眼を期待に輝かがやかせ、上ずった声でそう言ったディアマンドラに、イリステラは杖を顔の前に掲かかげ、ちっちっち、と振ってみせた。

「違いますわ、おねえさま。こういうときは──わたくしのことを、なんと言うのでした？」

　ディアマンドラは、喘あえぐように息をした。イリステラのことをまっすぐに見つめながら、なんと言えばいいのかを必死に探す。自分はそれを知っているはずだった。幾いく千せんの、幾いく万まんの夜をそうして過ごしたのだから。取るに足らないものたちに、自らを辱はずかしめるという倒とう錯さくした遊び──しかし、それはついに真の喜びを伴ともなって、自分の上にやってきたのだ。

　静かに、厳おごそかに、ディアマンドラは告白をするような口調で、つぶやいた。

「……ご、ご主人さま。わたしめに、なにをしてくださるのですか……？」




　　　　◆




「──つまり、『写魂の瞳シミユレイクラム』というのは、その人の持つ『本性』を暴あばき立たてるものでもあった、ということなのですね」

　カーテンを身体に巻き付け、ようやく落ち着きを取り戻したキキモラは、そんなつぶやきを漏もらした。

　しかし、アッシュはそれを半分ほども聞いていない。彼はただ、目の前で繰り広げられている地じ獄ごく絵え図ずを、ただ呆ぼう然ぜんとして眺ながめているばかりだ。

「まあ、どうなさったの、おねえさま？　そんなふうに這はいつくばったりして？　いつも胸をそりかえらせてらっしゃったあなたは、一体どこに行ってしまったのかしら」

「あ、あまりいじめないでくれ、イリス──いや、いじめないでください、ご主人さま。本当はわたしは、こんなふうに地面を這うのがぴったりの、醜みにくいブタなんですっ……！」

「ちょっとアンタなにしてんのよ離はなれなさい皇族だからっていつまでも調子に乗ってんじゃないわよ！」

「なッ──、そなたこそ離れよ、たかがメイド風情が！　これは勅ちよく命めいであるぞ！」

「落ち着いてください、二人とも。わたくしの足は二本あるのですよ？」
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　はっ、という表情を、メイドと皇族は同時に浮かべた。それから二人は、争うようにイリステラの両足に縋すがりつき──そこで、アッシュはあまりの惨むごたらしさに見ていられなくなった。顔を青くしながらイリステラの元に駆かけ寄より、

「や、やめてください、ディアマンドラ殿下、皇族のあなたがそんな──」

「そなたは黙だまっていよ！」

「アンタは黙ってなさい！」

　メイドの蹴けりと皇族の『純じゆん正せい魔ま法ほう』を腹部に喰くらって、アッシュの小柄な身体がきり揉もむように吹っ飛んだ。壁かべに叩たたきつけられたアッシュに駆かけ寄よって、キキモラは心配そうに彼の顔を覗のぞき込む。

　不ふ思し議ぎなことに──彼女の姿は、かつてメイドとして城に侵しん入にゆうしたときと同じ、人間の少女のものになっていた。もっとも、その金眼だけは元のままだが。

「だ、大丈夫ですか、アッシュさん？」

「……大丈夫じゃ、ない……！　すぐに、止めないと……！」

　目の前の光景が一秒続くごとに、アッシュがそれまで積み上げてきた価値観が音を立てて崩ほう壊かいしていくような気さえする。

　しかしキキモラは、カーテンを巻き付けた身体を縮ちぢこまらせて、ぽつりと、

「いやあ──あっちのほうは、大丈夫なんじゃないでしょうか？」

「なに？」

「だって、アッシュさんが心配していたのは、イリステラさまの『秘ひ密みつ』がバレてしまうことでしょう？　それなら平気ですよ。まあ、ある意味ではバレてしまったわけですが」

　そう言って、キキモラは再びディアマンドラのほうを見た。銀ぎん髪ぱつ妙みよう齢れいの皇女が、絶世の王女の足に縋すがりついて、自分は醜みにくいブタだ犬だ蛆うじ虫むしだ、どうか踏ふんでくれ蔑さげすんでくれ罵ののしってくれ──と、ある種の恍こう惚こつと共に懇こん願がんしているさまは、正視に耐たえないものがあった。

「こっちは、よりすごい『秘密』を摑つかんでしまったのですから、イーブンではないでしょうか？」

「…………」

　アッシュは黙だまり込んだ。キキモラの言うことは一理ある。

　ディアマンドラが『遊び』と称して自分たちにやらせた拷ごう問もん──奴ど隷れいに扮ふんしたディアマンドラを、調ちよう教きよう役やくに扮したアッシュたちがいじめるという耐たえ難がたい行こう為いは、あるいは単なる『遊び』ではなく、彼女が内に秘ひめていた性せい癖へきのあらわれだったのかもしれない。

　少なくとも、あのときは『遊び』だったが──今のディアマンドラは、間違いなく、『本気』だ。

　今。ディアマンドラはティリエルへの対抗心に燃もえるあまり、自らの黒メイドをこの場に呼ぼうとしているところだった。自分の醜しゆう態たいを配下のものに晒さらすことによって、よりいっそうの快楽を得ようというのだ。さすがに部屋の外にまでこの光景が漏もれるのはまずい。

　冷たい汗を背筋に感じながら、アッシュは立ち上がった。

「──それでも、ぼくは、イリステラさまを止めなくちゃならない。そのために、騎き士しになったんだから」

　そうつぶやいて、アッシュはイリステラのほうに近づいていく。キキモラはその背中に手を伸ばしかけたが、複ふく雑ざつな表情を浮かべて、それを引っ込めてしまった。

「……なんだ？」「……なによ？」

　と、いつの間にか這はいつくばってイリステラの靴くつを綺き麗れいにしていたディアマンドラとティリエルは、敵意に満ちた眼まな差ざしをアッシュに向けた。アッシュは思わず顔を引きつらせる。これが皇族と、そして信頼する同どう僚りようの本性なのかと思うと、泣きたくなってきた。

　構わずに、さらに近づいてきたアッシュに、二人は流れるように立ち上がり、

「おすわりステイ！」

　イリステラの言葉に、びたりと動きを止めて、その場にしゃがみ込んでしまった。

　二人に指示を出したイリステラは、自分は立ち上がり、アッシュのほうに近づいてきた。その瞳ひとみには──いつもの、『趣しゆ味み』を発はつ揮きするときの妖よう艶えんな輝かがやきと共に、もうひとつ、アッシュが見たことのない光が宿っているようだった。

「どうしたのですか、アッシュ？　あなたも混ざりたいのですか？」

　その言葉に、ディアマンドラとティリエルが敵意を剝むき出だしにする。イリステラのお相手をするのは自分ひとりで十分だと、二人の表情が物語っている。

　アッシュは息を吸い込み、口を開こうとして、

「も、もう我が慢まんできません！　殿下！　ご無事ですか!?」

　鍵かぎを開ける音がしたかと思うと、メイエムが飛び込んできた。ディラーハもおろおろしながら、戸口からこちらを窺うかがっている。

　アッシュの中の危険度メーターが、またひとつ、音を立てて目め盛もりを増した。

「……でんか？」

　ソファの傍そばで、犬のようにへたり込むディアマンドラを見て、メイエムはかすれた声を漏もらした。絶対の皇女のあられもない姿に、絶望を覚えているのかと思いきや、

「…………おきれい、です、ディアマンドラさま…………」

　顔を上気させて、ふらふらとディアマンドラに近づいて、ぺたんと彼女の前に座り込み、メイエムはため息をつくようにそう言った。ディアマンドラはさすがに引いたように、

「う、む？　そうか？」

「はいっ……！　あの愛あいらしかったディアマンドラさまも素す敵てきでしたけど、今のほうがずっとお綺き麗れいで……わたし、ますますディアマンドラさまのことが……！」

　一途なメイエムの眼差しに、さすがにディアマンドラは気まずそうに顔を背そむけた。尊そん敬けいする主が、まさか数十秒前までイリステラの足下にかしずいて「踏ふんでくれ」と懇こん願がんしていたことなど、もちろんメイエムは知るはずがない。

　その隙すきを突いて、アッシュはイリステラの手を握にぎり、駆かけ出だした。

「あっ!?」

「アッシュ!?　アンタ、イリステラさまをどこへ──ちょっとキキモラなにすんの離はなしなさいっ！」

　ありがとう、キキモラ──と、胸の中で『魔族エマ＝デモナス』に感かん謝しやを捧ささげながら、アッシュは部屋から駆け出した。ディラーハの脇わきをかすめて、廊下を走り抜ける。

　そのあいだ、イリステラは抵抗することなく、不ふ思し議ぎな光を宿したその眼まな差ざしで、じっとアッシュのことを見つめていた。




　　　　◆




　王女の私室に駆かけ込むと見せかけて行き過ぎて、『上層部アツパーヤード』の中央十字路を右にターン、そのさらに右側にある部屋に飛び込んだ。メイドたちが利用する用具倉庫だが、中からモップでつっかえをすれば立派に錠じようとして役に立つ。

　扉に背中を押しつけて、息を止めて待つこと数十秒。アッシュは追っ手がかかっていないことを確かく認にんして、深く息をついた。

「なにをするのですか、アッシュ。せっかくこれからいいところだったのに」

　倉庫の中なか程ほどまで歩み出たイリステラが、不満そうにつぶやいた。アッシュはじっとりとした眼でそんな王女をにらみつけ、

「それはこっちの台詞せりふですよ！　ディアマンドラさまになにをするんですか!?　これで、あの人に姫さまの『趣しゆ味み』がバレちゃったんですよ!?」

「別によろしいではありませんか。今のおねえさまなら、わたくしの『趣味』にちゃんと理解を示してくださいますわ」

　それはそのとおりだったから、アッシュは言葉に詰まった。そんなアッシュを見て、イリステラは表情を和やわらげ、積み上げられた資材の箱に腰こしをかける。

「そんなことよりも、アッシュ。お座りになってくださいな」

「え？　いや、しかし──」

「外はしばらくティリエルたちが探し回っているのでしょう？　しばらくはここに隠かくれるしかないのですから、立ちつづけているのも疲つかれるではありませんか。どうぞ、そちらに」

　アッシュは訝いぶかしげに眉まゆを寄せながら、その言葉に従った。『本性』を現したイリステラのことだから、アッシュに《麻痺パラリシス》をかけてでもティリエルたちのところに立ち戻るのではないかと、心配していたのだが──

「それに、わたくし、アッシュとお話ししたいことがあったのです。二人っきりで」

「…………」

　そう言われては、アッシュとしては、黙だまるしかない。

　しばし、沈ちん黙もくが倉庫の中に漂ただよった。

『話がしたい』と言った割に、イリステラはただ黙って、アッシュの顔をじっと見つめているばかりだ。なんとなく居い心ごこ地ちが悪くなって、アッシュは顔をうつむかせてしまう。

「──あのときの言葉は、本当ですか？」

　不意に、そう切り出されて、アッシュは顔を上げた。

　イリステラが身を乗り出して、アッシュのことを覗のぞき込んでいた。あまりに近い彼女の姿に、アッシュは思わず息を止める。

　胸の奥で、なにかがどきどきと鳴っていた。

「……あ、あのときの、言葉って？」

　イリステラは、ちょっと不満そうな顔をした。それを、わたくしに言わせるのですか──そんなふうな表情。それでも、絶世の王女は臆おくすることなく、言ってのけた。

「わたくしが『天使』になってしまったときの、あなたの言葉です。あれは、ひとつの偽いつわりもないあなたの本心だったのですか、とお尋たずねしているのです」

「……そ、それは、もちろんです」

『天使』となったイリステラを、人間に引き戻すためのアッシュとティリエルの言葉。非常時ではあったが、それゆえにあのときの言葉には、ひとひらの噓うそもなかった。なにもかもが真実の言葉だったと、誓ちかうことができた。

　しかし──そんなアッシュの考えは、次の一言で吹き飛んでしまった。

　すなわち。

「わたくしのことが、好きだと言ったことも？」

「!?」

　全身を強こわばらせて、アッシュは言葉を失った。

　イリステラは──じっと、アッシュのことを覗き込んでいる。その瞳ひとみに宿るのは、妖よう艶えんな輝かがやきとはまた違う、純じゆん粋すいで、それゆえに強い光だった。

　ぐい、とイリステラはにじり寄る。ぐっ、とアッシュは引いてしまう。そうしながら、イリステラはさらに口を開く。

「教えてください、アッシュ。あれは、本当なのですか？」

　どきどきと、鼓こ動どうが高くなっていく。なぜだろう、ともアッシュは思わない。忠ちゆう実じつな騎き士しである彼は、主君からの質問に、精いっぱいの答えを返した。

「…………本当、です」

　イリステラの手が、アッシュの胸に置かれた。

　そんなことをされては、困る。そう言おうとしたが、喉のどがからからで言葉にすることができなかった。イリステラの、青く潤うるんだ瞳がすぐそこにある。

「重ねてお尋ねします。アッシュ。それは──王女としてのわたくしのことが、好きだという意味ですか？　騎士として、主人であるわたくしを敬けい愛あいしているという意味ですか？」

「──────」

「それとも──もっと、別の意味で、好きだと言ってくれたのでしょうか？」

　喘あえぐように口を開くが、やはり言葉は出てこなかった。

　普段のアッシュならば、もちろん、イリステラのことを王女として、仕つかえるべき主として、敬けい愛あいしていると答えたことだろう。

　しかし、今のアッシュは普段のアッシュではなかった。イリステラが、ティリエルが、ディアマンドラが『本性』を露あらわにしたように、キキモラが元の『魔族エマ＝デモナス』の姿へと戻ってしまったように──

　今のアッシュは『竜戮騎士テイフオニロス』見習いではなく、ただのアッシュ・ウィリアックになっていた。灰色の髪かみと、灰色の瞳ひとみと、小柄な身体と、強い意志を持つ、ただの少年に。

『写魂の瞳シミユレイクラム』はあらゆる噓うそを許さない。

　ただの少年が、目の前にいる、優ゆう雅がで、可か憐れんで、ちょっぴりワガママな少女に対して抱く感情など、ひとつでしかなかった。

「……両方、です」

　どこかでなにかを履はき違ちがえているような、この上もない不安に苛さいなまれながら、アッシュはそう答えた。

　胸の中で心しん臓ぞうが跳はね回っている。その上にイリステラの手が重ねられている。

　その上に、さらに自分の手を重ねて、アッシュはまっすぐに、

「王女さまとしても、女の子としても──ぼくは、イリステラさまのことが、好きです」

　そう、言った。

　イリステラの表情が、揺ゆれた。

　笑みに崩くずれる。それは王女としての笑みではなかった。王女は決して揺るぐことなく、何物も恐おそれることなく、約束を違たがえることもない。しかし、今のイリステラは、そう造り上げられてきた仮面を捨てて、ただの少女としての笑みを見せていた。

「──嬉うれしい」

　吐と息いきのような声を漏もらして、イリステラは、自分の顔をアッシュに近づけようとして、




　どん!!




「──、ここだ！　間違いない、ここです、ディアマンドラさま！　さあ、ぶち破っちゃってください！」

「なんと、こんなところに我らのイリステラを隠かくすとは──見み損そこなったぞ、アッシュ！　余の『純じゆん正せい魔ま法ほう』の威い力りよくを、その身をもって確かめるがいいっ！」

　衝しよう撃げきと共に、倉庫の扉が軋きしんだ。つっかえ棒にしてあったモップが中なか程ほどからへし折れて、それでもまだ健けな気げに錠じようとしての役目を果たしている。

　ほとんど密みつ着ちやくしていたアッシュとイリステラは、その物音に我に返ったように、はっと顔を見合わせた。

　それから、同時に顔を赤くして、身体を離はなす。イリステラは元いた箱に腰こしかけて、アッシュはほとんど壁かべに背中をくっつけるようにして。

　猛もう烈れつな恥はずかしさと罪ざい悪あく感かんが、アッシュの心身を苛さいなんでいた。なにを、ぼくは、馬ば鹿かなことを。相手は王女さま──王族だというのに！　たかが男だん爵しやく家けの次男の分ぶん際ざいで、あろうことか「女の子として好き」だなんて大それたことを──！

　激はげしく動どう揺ようするアッシュを見て、イリステラは小さくため息をついた。

　アッシュがそれに気づかなかったのは、幸運だったのか、不幸だったのか。

　彼女は立ち上がると、倉庫の扉へと近づいていく。アッシュはその背中に、不安げに、

「……姫さま？」

　イリステラはアッシュを振り返り、ぺろりと舌を出して、こう言った。

「まあ、今日のところは、この辺りで良いでしょう。──それよりも、早くあの二人をなだめないと。ディアマンドラおねえさまは、やると言ったら本当にやるお方なのですから」

　そう言われて、アッシュも慌あわてて立ち上がり、倉庫の錠じようを外しにかかった。













　　　終幕　靴くつ裏うらの頂いただき







「では、ディアマンドラ殿下はお帰りになるのか」

　クィンストラウス城『上層部アツパーヤード』、ドル・ドーザの執しつ務む室しつで、アッシュとトレインは緊きん張ちようしながら、揃そろって頷うなずいた。

「はい。殿下の『呪印マーク』は消え去ったわけですから、もうクィンストラウスにいる必要はないとの仰おおせでして。今日の午後にでも、『帝都』へお戻りになるそうです」

「ふむ」

　ドル・ドーザは、呆あきれたような、感かん嘆たんするような吐と息いきを漏もらして、報告書を執務机の上に置いた。普段は厳いかめしい色が浮かんでいる黒い眼を閉じる。

「長いあいだ、わしが苦労して探し求めてきた解決法を──まさか、こうまで簡かん単たんに見つけ出されるとは、な」

　アッシュとトレインは、同時に姿し勢せいを正した。その背中を、冷たい汗が伝っていく。

　そんな二人をじっとりと見つめて、ドル・ドーザは低い声で、

「しかも、この報告書には、その方法までは書いていない。わしに教える必要はない、ということか？」

「……いえ、決して、そのような、ことは」

　冷や汗を流しながら、アッシュはかすれた声でそう答えた。トレインは物問いたげな視線をこちらに向けたが、さすがになにかを言うことはしなかった。

　ちなみに彼が見ている報告書は、イリステラの監かん修しゆうの元に作られたものである。

『写魂の瞳シミユレイクラム』を使ったということだけは記してあるが、それをどのような方法で得たのか、誰だれの協力を得たのかは、書かれていなかった。

　アルキメッドや『天使』のことを、他人に知られるわけにはいかなかったからだ。城下町に『魔族エマ＝デモナス』が潜ひそんでいるとなれば、ドル・ドーザは自みずから騎き士し団だんを率ひきいて征せい討とうしに行きかねないし──イリステラが『天使』となってディアマンドラを襲おそったなどと聞けば、卒そつ倒とうしてそのまま帰らぬ人になるかもしれない。

　そんな、イリステラの限りない優やさしさ（と打算）が込められた報告書を、ドル・ドーザはじっとりと読み込んでから、深くため息をついた。

「良いわ。貴き様さまらを責めても始まらん。どうせ姫さまの差し金であろう」

「……は」

「第一、責めるようなことでもない。なにしろ、あのディアマンドラ殿下の『呪のろい』を消したのだ。これは皇室勲くん章しようものの手柄なのだからな。よくやった、二人とも」

　そう言って、ドル・ドーザは骨太な笑みを浮かべた。

　トレインが複ふく雑ざつな表情を浮かべたことに、アッシュは気づいていたが、なにも言わなかった。

　ドル・ドーザほどではないが──トレインも、すべての事じ態たいを把は握あくしているわけではなかった。アルキメッドの名前と、彼が『写魂の瞳』を造ったということは知っているが、その方法も、さらに言うなら自分がどんな役目を果たしたのかも、知らないままだ。

　そんなトレインが、ドル・ドーザの賞しよう賛さんを素直に受け取れなくても、仕方のないことなのだろう。覚えのない手柄を無む邪じや気きに喜べるほど、トレインはプライドに乏とぼしくない。

「……あの、団長、おれは……」

　ふと、トレインがそんなことを言いかけた。アッシュは眉まゆを寄せ、そんな彼を制止しようとしたとき、背後の扉が開く音を聞いた。

　後ろを振り返り、眼を瞠みはる。

「イリステラさま。どうなさったのですか？」

　ドル・ドーザもトレインも、アッシュと同じように眼を丸くしていた。イリステラよりも、彼女が手を引いている少女──ユーピッドと、その後ろでにこにことしているアンリエッタ伯はく爵しやく夫人に驚おどろいているようだった。

「難むずかしいお話の途中、申し訳ありません。ただ、どうしても済ませておかなくてはならないことがありまして」

「……なんでしょうか、姫さま？」

　朗ほがらかなイリステラの声に、ドル・ドーザは訝いぶかしげに応じる。そうすると、アンリエッタはユーピッドの背中を押しながら、部屋の中ほどまで進み出た。

「ほら、ユーピッドさん？」

　イリステラに促うながされても、ユーピッドは結んだ唇くちびるを開こうとはしなかった。ただ、その顔がじわじわと赤くなっていく。男どもはなにがなんだかわからず、互いに顔を見合わせるばかりだ。

　焦じれったくなったのか、アンリエッタがおっとりとした声で、

「こちらのユーピッドさんが、そちらにいるトレインさんと、ある約束を交わしたそうなのですよ、あなた。その約束を、果たしてもらいに来たのです」

「約束──？」

「ええ。ね、トレインさん。覚えていらっしゃいますか？」

　トレインは少し考え、すぐに「ああ」と頷うなずいた。

「確かに覚えています。ある人物に連絡をつけてもらう代わりに、ユーピッドの言うことをひとつだけ、なんでも聞くと約束しました」

　そう言われて、アッシュも思い出した。というか、ある意味でそれは、彼がそう仕向けたようなものだった。アルキメッドへの連絡を渋しぶるユーピッドのところに、トレインを連れてきたのはアッシュだからだ。

　その話を聞いて、なぜか、ドル・ドーザの顔が青ざめた。

「……まさか、アンリエッタ、おぬし」

「というわけで、その約束を果たしてもらいましょう、トレインさん。騎き士しに二に言ごんはない。そうですね？」

　トレインは神しん妙みような顔で頷うなずき、

「ええ。おれにできることなら、なんでも」

　そう言った。言ってしまった。

　その瞬しゆん間かん、ユーピッドは、ごくり、と喉のどを鳴らした。顔を上げる。その頰ほおは真まっ赤かに染そまっていたが、紫むらさき色いろの瞳ひとみはきらきらと輝かがやいていた。女の子というものは、どれだけ大人しく見えても、機き会かいがあれば決して逃のがさないものなのだ──ということを、このときアッシュは学んだ。

　前に進み出て、彼女はトレインを見上げて、はっきりとした声で告げた。




「では、わたしと結婚してください」




　そのとき、アッシュは天を仰あおいだ。

　そのとき、ドル・ドーザは「おぬしの差し金か、アンリエッタ」という唸うなりを漏もらした。

　そのとき、トレインは眼を瞬まばたかせた。「結婚ってなんだ？」と、その表情が物語っていた。

「そういうわけです。約束は果たしてもらいますよ、トレイン・コルトロさん？　わたしと夫が仲人になりましょう」

　アンリエッタが言うと、ドル・ドーザは極きわめて複ふく雑ざつな表情を浮かべた。自分の妻にじっとりとした視線を注ぎながら、

「……どこかで聞いた話だぞ、アンリエッタ。おぬしが吹き込んだのか？」

「いいえ、お話ししたのはイリステラさまですよ。わたしたちの馴なれ初そめを王女さまが覚えていてくださったなんて、光栄なことではありませんか」

　アッシュは伯はく爵しやく夫妻のことを交互に見た。してみると、どうやらドル・ドーザも、同じような手口でアンリエッタと婚約を結び、それがそのまま実になってしまったらしい。

　一方で、それに引っかかったトレインは、かちかちに固まっていた。周りを見み渡わたし、ついで顔を真まっ赤かにしながら自分のことをじっと見上げているユーピッドを見つめ、

「……え、あの、いや、どういう……ええ？」

　混乱しきった声をあげている。当然である。

　イリステラが、そんなトレインとユーピッドの肩を叩たたき、

「どういうもなにも、聞いたままのことです。あなたはユーピッドさんの言うことをなんでも聞くと約束したのですから、ユーピッドさんが結婚したいというのなら、結婚しなくてはなりません」

　あまりといえばあまりの物言いに、さすがにユーピッドもたまりかねたように、

「……あ、あの、やっぱり、さすがに、いきなり結婚は」

「おや。そうなのですか？　ではやめますか？」

「……結婚を前ぜん提ていとした、おつきあい、くらいに……」

「ではそれで、いかがですか、トレインさん？」

　トレインは、金魚のように口をぱくぱくとさせている。ようやく事じ態たいが飲み込めはじめたかのように、じんわりと首筋が紅あかく染そまっていた。

　それでも彼はトレインだった。単たん純じゆんで、素そ朴ぼくで、それゆえに迷うことのない騎き士しだった。ぐっと口を引き結ぶと、背筋を正してユーピッドを見下ろし、

「……わ、わかった。きみがそう望むのなら、そうしよう」

　立派に、そう言ってのけた。

　イリステラはにっこりと笑って、二人の手を取り、重ね合わせた。トレインとユーピッドは、互いに眼を合わせないまま、顔を赤くしてうつむいて──それでも、手を離はなすことはなかった。




　　　　◆




「こ、婚約、ですか。それはまた──」

　トレインとユーピッドの顚てん末まつを聞かされたキキモラは、心なしか頰ほおを赤らめて、そうつぶやいた。純じゆん真しん無む垢くな『魔族エマ＝デモナス』であるキキモラとしては、色いろ恋こい沙ざ汰たの話は他人のものであっても恥はずかしいのかもしれない。

　彼女はイリステラのことをちらちらと見て、小さな声で尋たずねた。

「でも、本当に、それでいいのでしょうか？　だってトレインさんは、ユーピッドさんの正体も、アルキメッドさんの正体も知らないのでしょう？」

「……ああ、まあ、確かにそうだね。ユーピッドはともかく──自分の義ぎ理りの父親が『魔族』だなんて知ったら、トレインはどう思うだろう」

　それを考えると、なんだか親友を抜き差しならない状況にハメたような気がして、アッシュは頭を抱えたくなってしまう。

　しかし、ことの真犯人とでも言うべきイリステラは、至って涼すずしい顔で、

「だからこそ、『結婚を前ぜん提ていとしたおつきあい』なのでしょう」

　そんなことを言うのだった。

「ユーピッドさんも、ご自身の問題はわかっていらっしゃるはずです。それを隠かくしたまま、強引に契ちぎりを結んでしまうようなことは、あの子もしないでしょうし、わたくしもさせません。トレインさんが真実を知ったときにどう反応するかはわかりませんが──いつかきっと、ユーピッドさんは真実を告げるはずですよ」

　キキモラは、どこか感心したような表情で、「ははあ」とイリステラを見つめた。

　ちなみに今の彼女は、《擬視ミミシス》を使い、人間の少女に見せかけた上で、メイド服を着ていた。『聖夏祭サンフエスタ』の折にそうしたように、しばらくは『上層部アツパーヤード』のメイドとして働くらしい。あのときは潜せん入にゆう工作だったが、今度は本ほん腰ごしを入れて、メイドとなるようだ。姫さまの毒どく牙がにかかる日も遠くないのではないか、とアッシュは危ぶんでいる。

「ところでキキモラ、アンタここにいていいの？」

「へ？」

　ふとつぶやいたティリエルに、キキモラは不ふ思し議ぎそうな声をあげた。ティリエルは頰を搔かきながら、

「あれ、知らなかった？　もうすぐここに、ディアマンドラ殿下がお別れの挨あい拶さつにやってくることになってるんだけど。アンタ、顔見られてるからまずいんじゃないの？　『魔族』だってバレるわよ」

　キキモラの顔が、さっと青くなった。

「……あ、あの、わたし、お掃そう除じ、してきますね！」

　そう言って、ぱたぱたと足音を鳴らして、走り去っていってしまった。

　そんなキキモラの後ろ姿に、ティリエルとイリステラは顔を合わせて笑い、

「おお、ここにいたか、イリステラ！」

　ディアマンドラの声に、揃そろって振り返った。

『呪印マーク』を取り払われたディアマンドラは、今や誰だれの眼にも明らかな『大陸軍』の総司令官だった。長身に銀の鎧よろいを纏まとい、烏からす色いろの外套マントを肩から羽は織おっている。一夜にして十年の時間を取り戻したディアマンドラは、しかし、雰ふん囲い気きだけはそれほど変わっていないように思えた。

　背後に大おお勢ぜいの騎き士しを従え、こちらに近づいてきたディアマンドラに、イリステラは眼を瞬まばたかせ、

「あら、おねえさま。もうお発たちですか？」

「ああ。戦馬車チヤリオツトの用意が済んだそうだ。今は平等王夫妻を待っているところでな。本来ならば、このようなことでいちいち国王の執しつ務むを煩わずらわせたくはないのだが」

「そうですか。では、お元気で」

　素そっ気けなく、イリステラはそう言った。ディアマンドラの背後の騎士たちに、かすかな動どう揺ようが走り──しかしディアマンドラは、まるで睦むつみ言ごとを告げられた少女のように、その瞳ひとみを潤うるませた。

「そ、そなたは見送りに来てはくれないのか、イリステラ？」

　イリステラはちらりと笑みを浮かべる。妖よう艶えんさが漂ただよう笑み。

「おねえさまは、そうしてほしいのですか？」

「も、もちろんではないか！　だって、そなたは、その、余の──」

「余の？　なんでございましょう、殿下？」

　くすくすと笑いながら、イリステラはディアマンドラの懐ふところに、踊おどるように滑すべり込んだ。ティリエルが隣となりでむっとしたが、彼女にもアッシュにもどうすることもできない。

　相手はただの町娘ではない──今や次代の皇帝になるかもしれない、『大陸軍』の総司令官、ディアマンドラ・ドル・ベテルギアスなのだ。皇女と王女がどういうやり取りを交わしていても、自分たちには止める術すべがない。

　頭二つ分は低いイリステラに、ディアマンドラは縋すがるような視線を投げかけている。それもそのはず、この二人はもうすでに、『写魂の瞳シミユレイクラム』によって、本性で──魂たましいで通じ合ってしまったのだ。

「余の……その、な、なんだ……」

　口ごもる総司令官に、背後の騎士たちがさらに動揺する。こんなディアマンドラを見るのは、彼らも初めてなのだろう。それを見て取って、イリステラは笑みを深め、ちょっと背伸びをして、ディアマンドラの耳元で囁ささやいた。

「冗談ですよ、おねえさま。もちろん、お見送りさせていただきますわ」

「お、おお、そうか。それは、喜ばしいな──」

「それに、ね？　もしもおねえさまが、自由が欲しくなったら──いつでも、わたくしに仰おつしやってくださいまし。すぐに駆かけつけて、自由を感じさせて差し上げますから」

　その言葉に──ディアマンドラは、痺しびれたように身体を震ふるわせ、しばらく動かなくなってしまった。

　イリステラはさっと後ずさり、今度は王女としての笑みを浮かべた。ドレスの裾すそを摘つまんで一礼し、アッシュたちもそれにならって深く礼をする。

「では、おねえさま、また後ほど」

「………………………………うむ。また、後ほど」

　夢ゆめ見みるような口調で、そうつぶやいて、ディアマンドラは歩き出した。背後の騎き士したちは、主の唐とう突とつな足取りに、一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどうような素そ振ぶりを見せる。するとディアマンドラは、敏びん感かんにそれを嗅かぎ取り、ぎらりと輝かがやく金眼を後ろに向けて、

「……なにをしている、『大陸軍』？　さっさと行くぞ！」

　一いつ喝かつすると、銀色の騎士たちは軍ぐん靴かを鳴らして直立した。

　そのまま、ディアマンドラを先頭として去っていく一団を見届けて──アッシュは、隣となりにいるティリエルに、それとなく問いかけた。

「なあ。やっぱり、イリステラさまとディアマンドラさまって、そういうことになっちゃったのかな？」

　するとティリエルは、これ以上ないほど不ふ愉ゆ快かいそうに、

「ええ、そうよ。ったく、姫さまに本当にお仕つかえするのは、あたしだけでいいってのに」

「まあ、そう言わないでください、ティリエル。これは安全保ほ障しようの問題でもあるのですよ」

「はい？」

　きょとんとした二人の従じゆう者しやに、イリステラは澄すました顔で、

「だって、これからディアマンドラおねえさまは皇位継けい承しよう争いに乗り出すわけでしょう？　おねえさまが望みを叶かなえられるかどうかは、わたくしにはなんとも言えませんが──もしも皇位につくことができたとしても、ディアマンドラおねえさまの魂たましいが変わるわけではありません。そうすると、どうなりますか、ティリエル？」

「……イリステラさまは、皇帝陛下の、その……ご主人さま、ということになりますね」

　それを聞いて、アッシュは戦せん慄りつした。

　イリステラはにこにことしながら、アッシュの顔をじっと覗のぞき込んでいた。

「ねえ、アッシュ。あなたがわたくしの『趣しゆ味み』をいけないというのは、それが国の危険を招くからですよね？　そんな『趣味』の持ち主であると露ろ見けんしてしまえば、『帝国』によってこの国が取りつぶされてしまうかもしれないから」

「……それは、そう、ですが」

　イリステラは、「ぱちん」と手を叩たたき、

「でしたら簡かん単たんですわ。皇帝陛下になったおねえさまにお願いして、わたくしたちの『趣しゆ味み』を正当なものとして認みとめていただけばよいのです。皇帝陛下の奨しよう励れいとあれば、もうこそこそと隠かくれてやる必要はありません。おおっぴらに、どこででも──あなたたちを、おしおきすることができますわ」

　ティリエルはその壮大な構想に、感動するように両手を合わせ、

「そ、そこまでお考えだったとは、露つゆ知しらず──失礼なことを申し上げてしまいました。お許しください、姫さま……！」

「いいのですよ、ティリエル。それに、誰だれが入ろうと、わたくしの第一の従じゆう者しやは、あなたなのです。そのことだけは、どうか忘れないでくださいね」

「い、イリステラさまっ……！」

　ひしと抱き合う二人の主従を前にして、アッシュは名前の通り、灰色の面持ちになっていた。この人の『趣味』が、公然と認められる世界──そんな世界に、自分の居場所はあるのだろうか。というか今この人「あなたたちをおしおき」って言ったな。「たち」ってなんだ「たち」って。

「それに──」

　と、イリステラはティリエルを抱きしめながら、絶望するアッシュをちらりと見み遣やり、

「皇帝陛下をわたくしの配下に加えてしまえば──アッシュ、あなたとあの倉庫で交わした言葉を、本物にできるかもしれませんよ」

「え。──えっ!?」

「もっとも、そのためには、あなたにももっとがんばってもらわなければいけませんけれど。『竜戮騎士テイフオニロス』なんて当たり前、それを上回るほどの手柄を立てれば──あるいは、ね？」

　どこか、恥はじらいを含んだ声で、王女からそう言われて──アッシュは、顔を赤くして立ち尽くしてしまった。

「……？　なんの話？」

「まあ、ティリエルとも関係のある話ですけど、それはまた、おいおいということで。さ、参まいりましょう、二人とも。おねえさまをお見送りしなくては」

「イリステラさま？　なんか今、あたしを通り越こして、すごいことを言われたような気がするんですけど──、姫さま！　待ってくださいよ！」

　イリステラが歩き出し、ティリエルがそれを追う。アッシュはどきどきと跳はねる心しん臓ぞうを持てあまして、しばらくその場に佇たたずんでいたが──やがて、我に返った。

『竜戮騎士』を上回る手柄。『落ちこぼれ』と呼ばれていたアッシュにとって、そんなものは気が遠くなるような、雲の上の出来事でしかない。

　ただ、はっきりとしていることは。

　イリステラと、離はなれたくないということが、『写魂の瞳シミユレイクラム』が映し出した、アッシュの本音であるということだ。

「ま、待ってください、イリステラさま、ティリエル！　ぼくも行きますから！」

　そんな声をかけながら、アッシュは小走りになって、二人のあとを追ったのだった。





終わり












　あとがき




　本作中に「子供の皇帝を戴いただこうとする諸しよ侯こうなどいるはずがありません」という台詞せりふが登場しますが、「むしろ幼い少女にこそ支配されたいです」と願う諸侯のほうが圧倒的大多数であることを失念しておりました。謹つつしんでここにお詫わびしたいと思います。




　そんなこんなで『ウチの姫さまにはがっかりです…。』第四巻、楽しんでいただけましたでしょうか？

　今回の目玉はディアマンドラ皇女殿下です。銀ぎん髪ぱつで褐かつ色しよくの幼女ですよ。でも中身は人の大切なものを踵かかとでぐりぐり踏ふみにじるのが大好きという性格。気に入っていただければ幸いです。

　このディアマンドラ、僕には特にそういう性せい癖へきがないにもかかわらず、書いている途中はやけに楽しかった覚えがあります。いえ、本当にそういう性癖はないのですが、なんというかこう、僕はげらげら笑いながら人のことを踏みにじるキャラが大好きなのかもしれません。

　この「笑いながら人のことを踏みにじるキャラ」がむくつけき大男とか、あるいは妙みよう齢れいの美女でも嫌けん悪お感かんを抱きかねないのですが、幼女というだけでなにか許される気がするから世の中って不ふ思し議ぎなものですよね。

　いやまあ、本当は許されていないんでしょうけど。




　さて、そんな感じでページが埋まったところで、お礼タイムと参まいりたいところです。

　担当編集のお二方、いつも的てき確かくなご指し摘てきをありがとうございます。……今回はお礼だけでいいんだ！　お詫びはしなくていいんだ！　という喜びを覚えるあたり、普段の自分の仕事ぶりが透すけて見えるようでイヤですね。

　イラストレーターの藤ふじ真ま拓たく哉やさま、いつも可か愛わいらしいイラストをありがとうございます。「年ねん齢れいの低いキャラのほうが得意です」というお言葉を聞いてディアマンドラを思いつきました。存分に褐色肌幼女を描いてくださいませ！

　最後に、読者の皆様方にも、大きな感かん謝しやを捧ささげたいと思います。皆様にとってこの本がおもしろいものであったのなら、それに勝る喜びはありません。

　それではまた、次のお話でお会いしましょう。ごきげんよう、さようなら。





鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

最近、日本酒を嗜むようになりまして。すっきり系のお酒と一緒に、白子やアンキモなどをいただくとそれだけで「生きてて良かった」と思えるようになりました。もうすぐ冬なので、またおつまみの美味しい季節がやってきますね。
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イラスト／藤ふじ真ま拓たく哉や

都内在住の漫画家兼イラストレーター。

絶賛、家に引きこもり中、曜日感覚が無くなりつつあるので編集さんから電話の掛かってこない日＝土日と覚えていたら土日も編集さんと電話していました（汗

ウチ姫４巻、姫様が可愛すぎて爆発しました!!

２人の今後が気になります。
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ウチの姫ひめさまにはがっかりです…。④








鈴すず木き 鈴すず
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